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　開いた窓から風が流れ込み、白いカーテンを揺らしていた。

　窓からは藍あい色いろの空を見通すことができた。まだ夜になりきらぬ薄うす闇やみが支配する空には、それでも星々が瞬またたきはじめている。

　その空に浮かぶ三日月に、目を奪うばわれたのはほんの数秒だけのこと。

　雪ゆき村むら舞まいは、すぐにベッドの上に横たわるひとりの少女へとその視線を移していた。

　薄い笑えみを、意識して口元に貼はりつける。そうしながら、彼女は持参した百ゆ合りの花束を、ぽんと絵え里り香かの胸元へと投げ出した。

「……いい気味ね、絵里香。あたしを裏切るからこんなことになったんだよ？」

　あえて嘲あざけるような声こわ音ねを出して、舞は絵里香の横顔を覗のぞき込んだ。そこにはただ安らかな寝顔があるだけで、もちろん答えは返って来ない。来るはずもない。そういうことをする機能は、すべて自分が奪ってしまったのだから。

　絵里香はただ、静かな寝息を立てているだけだ。

　それを見つめるうちに──舞は、自分の口元から笑みが消えていくのを感じた。

　最初はほんの気まぐれだった。自分がその精神を喰らった抜け殻がらを、観察しに行こうと思っただけだった。かつての空き缶のように、自分が喰らった相手がどうなったのかを見るのは、『貪とん』の喜びのひとつだったのだ。だから、舞が絵里香の病室にやってきたのは、その喜びを満たすためという理由でしかなかった。

　そのはずなのに。

　なぜか絵里香の姿を見ても、胸の中に喜びは湧わいてこなかった。

　それよりも、むしろ──

「舞くん？」

　背後からそう声をかけられて、舞は思わず背筋を伸ばした。振り返る。彼の瞳ひとみは、ただ静かな色を映して自分のことを観察していた。

　その視線に、なぜか居たたまれないものを感じてしまう。舞は絵里香の胸の上に置いた百合の花を、花か瓶びんへと活いけた。皮肉のつもりで買ってきたその花束は、不思議なほどに絵里香の枕元を美しく飾っていた。

　また奇き妙みような感情が湧き上がってくる。『貪』であった頃には、一度も味わったことのない感情。絵里香の顔を見ていると、その気持ちがいや増してくるようで、舞は振り切るようにして背を向けて、絵里香の姿を視界の外に叩たたき出した。

　目の前にあの人が立っている。いつもと変わらない笑みを湛たたえたまま、けれどもその目には、どこか舞を諫いさめるような色を含みながら。

　舞は口元を奇妙な形に曲げて、彼の手を握にぎった。ぽつりと、

「……帰ろ。来るんじゃなかった」

「ああ、そのほうがいい。レレナくんがやってきているからね。僕たちの姿を見られると、また厄やつ介かいなことになりそうだ」

　舞まいは目を見開いた。

「…………そう、レレナが」

　小さくそうつぶやいて、舞は視線を足下へと落とした。

　絵え里り香かの見舞いにやってきたのだろう。彼女はレレナの、大切な友人なのだから。今ここで、自分と顔を合わせたら、レレナはどんな表情を浮かべるだろう。怯おびえたような顔をするだろうか、あるいは舞を敵てきと認めて、憎にくしみも露あらわに睨にらみつけてくるだろうか。

　いずれにしても、舞の望む顔を見ることはできまい。それならば、早々に立ち去ったほうがいい。余計な揉もめ事を起こすのは本意ではなかった。それがレレナとのものであれば、なおさらに。

　病室の出口から足を踏み出す直前、舞は一いつ瞬しゆんだけ、後ろを振り返った。

　絵里香が眠ねむっている。レレナの日常を破は壊かいするために──彼女に『こちら側』に来てもらうために、舞が奪うばった少女の抜け殻がら。しかし、池いけ之の端はた絵里香は──舞がその自我を得てから、初めてできた友人でもあるのだった。

　そう思った瞬しゆん間かん、胸の中にあった奇き妙みような感情の正体を、舞は理解した。

　これは、罪悪感だ。

　きゅっと唇くちびるを嚙かみ締める。彼の手をさらに強く握にぎり締めながら、前を向いてまた歩き出した。人ひと気けの少ない病院の廊ろう下かを歩きながら、舞は病室で眠るかつての友人に、胸の中だけで届かない言葉を告げていた。

　──またね、絵里香。すべてが終わったら、そのときに、また。

　またここに来て、そしてどうするのか。その答えを舞はあえて出さなかった。誰に対しても沈ちん黙もくしたまま、彼女はただうつむいて、絵里香の病室から足あし早ばやに遠ざかっていった。




　　　　◆




　病室に入ると、甘あまい香りがレレナの鼻をくすぐった。

「…………？」

　電気をつけて部屋の中に入り、その香りの元を見つけ出して、レレナは思わず顔をほころばせた。

　白い花が絵里香の枕元の花か瓶びんに活いけられていた。香りからして百ゆ合りだろうか、とまず思い、誰がこの花を用意したのだろう、と次に思った。

　この場所を知っている者は、それほど多くはないはずだ。時とき田たくんが見舞いに来てくれたのだろうか、それともたまさんが気を利かせてくれたのか。看かん護ご師しさんかもしれない。まさか朧おぼろのはずはないだろう。レレナはあの少年の姿をした吸きゆう血けつ鬼きが花を活いけている姿を想像して、小さな笑い声を漏もらした。

　誰にせよ、この花を活いけてくれた人は、きっと優しい人であるに違いなかった。

　こんな場所で、ひとりぼっちで眠ねむりつづける絵え里り香かのことを、憐あわれんでくれたのだろう。

　そう思い、レレナはふとたまらない気持ちがこみ上げてくるのを感じた。唇くちびるを嚙かんで、枕元のスツールに座り、絵里香の寝顔を見下ろした。

　穏おだやかな寝顔だった。声をかければ、今にもその瞼まぶたを開きそうに見えた。事実、レレナはそんな幻想に囚とらわれて、何度も絵里香のことを揺り起こそうとしたことがある。しかしそのたびに、彼女は苦い失望を味わうことになった。

　絵里香はただ眠っているわけではない。精神の中にある、なにか大切なものが欠落してしまったために、決して目覚めることのない昏こん睡すいの中にあるのだ。

『貪とん』がそれを奪うばった。人の願望を叶かなえ、叶えた願望を喰らうという化け物。絵里香は、自分の家族と一緒にいたいという願いを叶えるために、その化け物の力を借りてしまった。

　けれど──絵里香は、『貪』に魂たましいまで売り渡したりはしなかった。

『貪』と敵てき対たいして囚われてしまったレレナのことを、絵里香は助けてくれた。それが自らの立場を危うくすることになるとわかっていても、彼女はレレナのことを救ってくれたのだ。

　その結果が、この有様だ。

『貪』は絵里香に報復した。それは『貪』にしてみれば容易なことだったのだろう。絵里香の中に潜ひそみ、彼女の願望を叶えていた自らの一部に、「出てこい」と命じるだけでいいのだから。

　絵里香の内側に潜んでいた『貪』の一部は、絵里香の精神の大部分を根こそぎ奪っていってしまった。そうして、絵里香は目覚めることのない眠りの中へと落とされてしまったのだ。

「絵里香」

　名前を呼んでも、無論答えは返ってこなかった。後悔と失望が湧わき上がり、しかしレレナは拳こぶしを握にぎり締めることでそれを押し殺した。後悔も失望も、なくしたものを取り戻す役には立たない。そんなことはわかりきっている。

「待っててね。必ず、」

　そこまで言って、レレナはうつむいた。

　喪なくしたものを、取り戻す。そんなことが本当に可能なのだろうか。

　絵里香をこんな状況に陥おとしいれたのは紛まぎれもなく『貪』だ。しかし、『貪』を倒せば、本当に絵里香は元に戻るのだろうか。レレナは『貪』の生態を知り尽くしているわけではない。『貪』の息の根を止めたところで、あの化け物が奪った絵里香の精神が戻ってくる保証など、どこにもないのだ。

　あるいは、絵里香を元に戻す方法など、もうどこにも存在しないのかもしれない。

　あるいは──喪うしなわれたレレナの親友は、永久にこのままなのかもしれない。

　目を閉じる。涙なみだがこみ上げてきそうになる。唇を嚙んでそれを押し殺した。慣れたものだった。レレナは今まで、数えきれない数の涙なみだを流してきた。そうするうちに、いつのまにか涙の気配を制せい御ぎよする術すべに長たけてしまっていた。

　レレナはしばらくのあいだ、そうやって自分の気持ちを落ち着かせた。自分が取り乱していてはなにも始まらない。かつての日常のように、泣いていれば解決する事柄など、もうどこにもないのだから。

　やがて、レレナは目を開いて顔を上げた。覚さめない眠ねむりの中をさ迷っている、自らの親友に、そっと微笑ほほえみかける。

「必ず、あなたを元に戻すから。だから──」

　不意に、頭の中に舞まいの笑顔が浮かんだ。『貪とん』としての雪ゆき村むら舞のものではなく、過去の日常における、幽ゆう霊れいだった頃の彼女の笑顔。かつては懐なつかしい思い出に過ぎなかったその表情は、今となっては錐きりのようにレレナの胸を突き刺さしていた。

　その痛みを堪こらえるように、レレナは唇くちびるを嚙かみ、拳こぶしを握にぎり締め、息を吐はき出した。絵え里り香かに向かって、小さな声で、

「──だから、もう少しだけ、待っててね。絵里香」

　その言葉は、静かな病室に虚むなしく響ひびいた。絵里香から答えが返ってくることはない。なにも知らず、なにもわからず、彼女はただすべての苦悩から解とき放たれたかのように、安らかな寝息を立てているだけだった。







[image: ]







　チャイムで目が覚めた。

　反射的に身を起こして、望もち月づき弥生やよいは寝ぼけ眼まなこをしぱしぱと瞬しばたかせた。折しも教壇の上では、英語の糸いと井い先生が「ここはテストに出しますから、復習しておいてくださいねー」と脳天気に喋しやべりながら黒板を消しているところだった。

「…………あー…………」

　情けない声が喉のどから漏もれて、弥生は寝起きの反射で強張こわばらせていた身体からだから、しなしなと力を抜いた。

　ざわめきはじめた教室の中で、弥生は苦にが々にがしげに口元を歪ゆがめながら自分のノートを見下ろした。案の定、そこに記されていたのは糸クズのような鉛筆の走り書きで、ましてや糸井先生の言っていたテスト範囲の記述など、どこにも見つけることはできなかった。

　あちゃー、と頭を抱かかえる弥生に、ふと声がかけられた。

「どしたの、弥生？」

　弥生が振り返ると、そこには一ヶ月前に転校してきた少女、雪ゆき村むら舞まいが立ち尽くしていた。長く黒い髪かみをなびかせて、大きな瞳ひとみで面白そうに弥生のことを覗のぞき込んでいる。その手に持っているのは、弁当箱だ。そこでようやく、弥生は今が昼休みであることを思い出した。

　舞の黒い唇くちびるが、笑えみの形を作る。さては、と彼女は手にした弁当箱を軽く持ち上げて、悪戯いたずらっぽく言った。

「わかった、お腹なか減ったんでしょ？　やだなーもう弥生ってば、食い意地張っちゃって」

　自分の顔がぱっと赤くなるのを感じる。不満そうに唇を尖とがらせながら、

「ち、違うってば！　ノートだよノート。ちょっと目を閉じてたらさ、いつの間にか授業が終わっちゃってるんだもん。写しそびれちゃった」

　ほぼ白紙のノートを手に持って、ぺらぺらと左右に振ってみる。舞は首を傾かしげて、ふうん、と不思議そうな声を出している。それを見て、弥生はふと思いつき、

「あ、そうだ、舞は起きてたんでしょ？　じゃあさ、あとでノート見せてよ。ぱぱっと写しちゃうからさ、」

「あー、あたしそもそもノート取ってないし」

　あっけらかんとそう言って、あははと笑って頭を搔かいた舞の姿に、弥生は彼女になにかを期待した自分の愚おろかさを呪のろった。まあ悪いのは授業中に寝こけていた自分なのだから、文句が言えるはずもない。

　ため息をついて、弥生は立ち上がった。取りあえずノートの件は後回しにして、さっさとお昼ご飯を食べてしまおう。鞄かばんから弁当箱を取り出して、弥生は、一いつ瞬しゆんだけその猫ねこのような楕だ円えん形けいの瞳ひとみを閉じた。

　深呼吸。

　いつものことだが──この瞬しゆん間かんは、緊張する。

　目を開いて、弥生やよいは力強い足取りで、教室の一方向へと歩き出した。昼休みに入り、思い思いに行動しはじめたクラスメイトの中で、彼女だけはぽつんとひとり椅い子すに腰こし掛かけて、復習に余念がない。その栗くり色いろの髪かみに向かって、弥生は思い切って声をかける。

「──ね、レレナ。お昼食べようよ！」

　レレナはびっくりしたように顔を上げた。目を丸くして、じっと弥生のことを見つめてくる。にこにこと笑う自分の顔には、どこか不自然な色が映っているのかもしれない、と弥生は思う。こうしてレレナのことを昼食に誘さそうのは、ほとんど毎日のことであり──

「……あ、ご、ごめんなさい、私は、今日は……」

　そして、こうして断られるのも、毎日のことになりつつあった。

　弥生は失望を隠かくそうともしなかった。一回や二回断られるだけならば、そういう日もあるのだろうと諦あきらめもつく。だが、友人になったはずのレレナに、こう毎回毎回食事の誘いを断られるというのは──弥生のように脳天気な性格であっても、自分が嫌きらわれているのではないかと思いたくなってしまうのだった。

　レレナは目を伏せて、弥生の顔を直視しようとしない。それがまた、弥生には悲しかった。彼女が自分のことを嫌いになったとは思いたくない。事実、こうして食事を誘うとき以外は、レレナも屈くつ託たくなく話してくれるのに。なぜ昼食だけ避けようとするのか、そのことを問いただそうと、弥生は口を開きかけた。

　そのとき──後ろにいた舞まいが、一歩前に足を踏み出した。

「いいじゃん、一いつ緒しよに食べようよレレナ。ご飯はみんなで食べたほうが、きっとおいしいよ？」

　くすくすと笑いながら、舞はそう言った。

　瞬しゆん間かん、レレナの表情が弥生にもわかるほどに強張こわばった。

　レレナはなにも言わずに立ち上がる。そうして、財さい布ふだけを手にして身を翻ひるがえし、足あし早ばやに教室から出て行ってしまった。弥生が呼び止める隙すきさえないほどに、その足取りは早く、そして頑かたくなな気配に満ちていた。

　やがて弥生は、全身から力を抜いた。はあ、とほとんど泣きそうな顔で息を吐はく。

「今日も、だめかあ。どうしちゃったのかな、レレナ。なにか、あたしが気に障さわるようなことでもしたのかな……？」

　そうつぶやいてみても、思い当たることはなにもない。二人の共通の友人である絵え里り香かの行方ゆくえを尋たずねてみたことはあるが、それだって当たり前の会話であって、レレナの機き嫌げんを損ねるような理由にはならないはずだ。

　と、うつむいてじっと悩んでいる弥生の背中を、舞がぽんと叩たたいた。弥生が顔を上げると、舞は薄うすい笑えみを浮かべたまま、あっけらかんとした口く調ちようで、

「ね、弥生。やっぱりあたしも、今日は別のところで食事するよ。弥生は他ほかの子と一緒に食べてて。あたしは──レレナと、ちょっと話してくるからさ」

　そんなことを言い出した舞まいに、弥生やよいはぱちくりと目を瞬しばたかせた。そうしてから、改めて自分の目の前にいる少女について考えを巡めぐらせてみた。

　雪ゆき村むら舞は不思議な女の子だった。同性である弥生でも思わず息を吞のんでしまうほどの美しさを持ち、生まれつきなのだという黒い唇くちびるや黒い爪つめがその美び貌ぼうに特異なアクセントを加えている。といって、性格まで変わっているというわけでもなかった。一月前に転校してきたばかりだというのに、もうすっかりクラスに溶とけ込んでいるのは、舞が持つ天てん真しん爛らん漫まんで快活な性格のおかげだった。

　にもかかわらず、弥生は舞のことを、どこか『不思議』な女の子だと感じてしまうのだ。

　今も、そうだった。目の前で微笑ほほえんでいる舞の表情が、自分には計り知れないほどの深しん淵えんを湛たたえているような気がする。弥生は上うわ目め遣づかいに舞の顔を見ながら、おずおずと口を開く。

「……あの、レレナと話をするなら、あたしも一いつ緒しよに、」

「いいのいいの、あたしに任せておいて。ほら、前も言ったでしょ？　あたしとレレナは、昔からの知り合いなんだからさ。あたしがちゃあんと、分からず屋のあの子のことを説得してあげるから。ね？」

　確かに。そう言われた記き憶おくはある。レレナは舞の、昔からのかけがえのない友人なのだと。舞はほとんどレレナを追いかけるようにして、この守かみ代しろ高校に転入してきたのだと。弥生はそう聞かされていた。

　しかし、それならばなぜ、レレナは舞を目の前にして、あんな表情をするのだろう。

　あんな──敵てき意いを剝むき出しにしたような表情を。

　それを舞に尋たずねることはできなかった。二人のあいだには、なにか自分には及びもつかない深いわだかまりがあるのかもしれない。それを解決しなくてはと思う一方で、それに触ふれることを恐れてしまう自分が、確かにいた。

　だからこのときも、疑問に思いはしたものの、それ以上突っ込んで質問する気にはなれなかった。曖あい昧まいに頷うなずいた弥生を見て、舞は表情を輝かせる。「ありがとっ！」と歯切れのいい感謝を口にして教室から出て行った。

　その背中を見送って、自らも友人たちのグループのほうへと歩き出しながら、弥生は小さくため息をついた。自分の臆おく病びようさが、情けなくなってしまったからだ。

　雪村舞とレレナ・パプリカ・ツォルドルフ。二人とも自分の友人で、そして二人とも、自分が知らない問題を抱かかえている。そういうふうに弥生には思えた。水くさいと思う一方で、それに正面から向き合えない自分のことが、弥生にはどうしようもなく情けなかった。

　絵え里り香かなら──と、ちらりと思った。もしも絵里香がここにいたら。彼女は迷うことなく、レレナと舞の問題に足を踏み込んでいくのだろう。絵里香にはそういう強さがあった。お節せつ介かいと言われることを厭いとわない強さ。そうして、他人の問題であっても解決してしまう強さ。

　あたしにはそんなこと、とてもじゃないけど真ま似ねできない。そう思い、弥生はもう一度ため息をついた。




　　　　◆




　食堂の片かた隅すみ、柱の陰になって見えないような場所で、レレナは昼食を食べていた。

　入り口で彼女の姿を見つけ出した舞まいは、にんまりと笑った。

　足音を立てないように注意しながら、舞はレレナのほうに歩き出した。近づくにつれて、レレナがなにを食べているのかが見えてきた。笑い出したくなる衝しよう動どうをかろうじて抑おさえる。カツカレーの大盛りとたぬきうどん──普通の女子高生ならば、見ただけで卒倒してしまうような高カロリー。見かけによらずレレナは大食いのようだ、と舞はひとしきり笑い、それから不意に、その笑えみを消した。

　あるいは──大食いなのは、彼女が半はん吸きゆう血けつ鬼きであることに起因しているのかもしれない。

　そう思うと、笑うのが悪いような気がした。舞はかすかに咳せき払ばらいをしてから、思い切ってレレナの前の席へと回り込んだ。

「や、レレナ」

「──────」

　レレナは、さして驚いてはいないように見えた。ただその目を見開いて、自分の目の前に立った舞のことを、静かに見上げてくる。その瞳ひとみに映る色いろ濃こい敵てき意いに、舞は胸の中に悲しみが湧わき上がるのを感じる。それを抑え込みながら、彼女はあっけらかんとした口く調ちようで、

「ここ、いいかな？」

「………………」

　レレナは、やはり黙もくして答えない。敵意を内に秘めたまま、彼女は食事を再開した。その栗くり色いろのつむじを見つめながら、舞は弁当箱を開きもせずに言う。

「お昼ご飯くらい、一いつ緒しよに食べればいいのにさ。いくらあたしが嫌きらいだからって、それくらい我が慢まんできるでしょ？　弥生やよいがかわいそうじゃん」

　そこで、初めてレレナから返答があった。口の中のものを飲み下し、切れ切れに、

「あなたと、一緒にいると、自分が抑えられなくなりそうなの。できれば、今すぐに私の目の前から消えて欲しい。でなければ、──私が、あなたを消してしまうかもしれないわ」

　押し殺した声は、本気の色しか映してはいなかった。

　それでも舞は席から立とうとしない。自分の中から余よ裕ゆうが消えていくのを感じる。自らもうつむいて、そして舞はぽつりと言う。

「そんなに、あたしのことが憎にくい？」

　ぎ、と歯を嚙かみ鳴らす音。レレナはゆっくりと顔を上げる。そこには、今にも泣き出しそうな情けない表情がある。その表情のまま、レレナは震ふるえる唇くちびるを開いた。

「……それに、私は答えないといけないの？　あなたが私になにをしたか、私からなにを奪うばったのか──いちいち教えないと、あなたにはわからないの？」

　刺さすようなその視線に、舞まいはふっと目を細めた。

　わかっていたことだった。レレナがこうなると、自分はちゃんと覚かく悟ごした上で、あの宣言をしたはずだ。──レレナの日常を壊こわす。彼女が自分に縋すがりついてくるまで、レレナの周囲を傷つけるのだと。

　そのために、舞はレレナから、池いけ之の端はた絵え里り香かというかけがえのない友人を奪った。絵里香の願望を、その精神を引きずり出して、自分の中に吸収した。無論、後悔はしていない。あれは舞にとって、必要だったからやっただけのことだ。それを今さら悔くいるほど、舞は愚おろかではない。

　けれども──今にも泣き出しそうなレレナの顔に、罪悪感を覚えてしまうことだけは、どうにもならなかった。

　絵里香の病室を訪れたときのように。かつて抱いだくことのなかったその感情に、やはりどうしようもない戸と惑まどいを覚えてしまう。

　重苦しい沈ちん黙もくが二人のあいだに生まれる。舞はどうにか無表情を保って、レレナのことを観察していた。レレナも、まるで視線を外すことが負けにつながるとでも言わんばかりに、じっと舞のことを見つめ返していた。

　その沈黙を先に破ったのは、レレナのほうだった。

「舞。ひとつ、聞かせて」

「ん？　なあに？」

「絵里香を、元に戻す方法は、あるの？」

　小さく、押し殺した声。周囲の人々に聞かれることを恐れているのではない。自分の中の恐怖を飲み下すのに、精一杯なのだろう。舞は小さく笑うと、できるだけ明るい口く調ちようで答えた。

「ないことはないよ。なにも絵里香は、死んじゃったわけじゃないもんね。今はただ、眠ねむっているだけ」

　レレナの瞳ひとみが希望に輝くのを、舞は見み逃のがさなかった。彼女はそれまでの鬱うつ屈くつをすべて吹き飛ばすように背筋を伸ばすと、ほとんど身を乗り出すようにして尋たずねてきた。

「……その、方法は、」

　そこでレレナは口を噤つぐんだ。愚かな問いを発してしまったとでも思ったのか、レレナは悔いるような表情を見せた。彼女は舞のことを、敵てきだとしか認識していないのだ。かつては親友であった、自分のことを。

　悲しみを押し殺して、舞は無理矢理微び笑しようした。これは、チャンスだ、と思う。これを使って、レレナをこちらに引きつけることができるかもしれない。

「教えてあげてもいいけどね。その代わりに、あなたはあたしになにをしてくれるのかな、レレナ？」

「………………！」

　レレナの表情が強張こわばり、否定するように横を向いた。舞まいは目を細めてレレナのことを見つめ、諭さとすようにつぶやいた。

「ずっと言ってるでしょ。レレナさえ──レレナさえあたしに協力してくれるっていうんなら、すぐにでも絵え里り香かのこと、元に戻してあげるよ。あなたが私たちの日常に戻ってくれるというのなら──」

「だめ」

　ほとんど反射的に、レレナの喉のどからそんな声が迸ほとばしった。

　む、と唇くちびるをへの字に引き結び、舞は背筋を伸ばした。その目を冷たく細めながら、あっさりと言う。

「なら、絵里香は永遠にあのままだね」
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　じっと手元に視線を落としていたレレナが、舞のことを見た。

　その視線に──舞は、背筋が冷たくなるのを感じる。

　レレナは、一途いちずで、ともすれば頑がん固こにもなってしまう女の子だ。気が弱いくせに強ごう情じようで、一度こうと思い込んでしまったらなかなかそれを変えようとはしない。

　そんな彼女に、舞は絵里香を助ける方法を提示してしまった。少なくともそれがあるということを伝えてしまったのだ。溺おぼれる者はなんにでも縋すがるというのに、彼女のように一途いちずな性格の少女が、「それしかない」と思い込んでしまったら──

「……教えてくれないのなら──力ずくでも、聞き出すわ」

　レレナは、非常手段に訴えることさえ、辞さないのかもしれない。

　白い手がスプーンを握にぎっている。カレー用のスプーン。あれを使えば、と舞は他ひ人と事ごとのように思う。彼女は自分のことを、痛めつけることができるのかもしれない。なにしろ半はん吸きゆう血けつ鬼きなのだ。外見通りの力しかない自分を圧倒することなど簡単だろう。

　自らの愚おろかな考えを嘲あざけるように、ふ、と舞まいは笑った。身体からだから力を抜き、安っぽい食堂のパイプ椅い子すにもたれかかる。そうして身をくつろがせながら、舞は挑いどむように言う。

「あなたにそれができるの？　こんな場所で、あたしを傷つけるなんて、そんなことが？」

「…………っ」

　レレナの中に凄すさまじい葛かつ藤とうが生まれたのがわかった。握ったスプーンが小こ刻きざみに震ふるえている。

　それを見て、舞はぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

　別にレレナをいじめるために、彼女を追いかけてきたわけではないのだ。自分なりに、レレナを説得しようとしただけなのだが──どうも、逆効果になってしまったようだった。どうすればこの膠こう着ちやく状態が解とけるのか、舞は難しい顔で考えを巡めぐらせようとした。

　そのとき、レレナの隣となりの席に、ひとりの男子生徒が腰こしを降ろした。

「よう、二人とも」

　という声を出して、軽く片手を上げる。その顔には見覚えがあった。

　時とき田た青せい磁じ。レレナや舞のクラスメイトにして、二人の関係を知っている、唯一の人間だ。

　舞の表情から笑えみが消える。邪じや魔ま者ものが来た、というのが率直な感想だった。舞にとって重要なのはレレナだけであって、この時田青磁という少年や──あるいは、あの朧おぼろとかいう吸きゆう血けつ鬼きは、舞の目的を妨さまたげる敵てきでしかない。

　が、レレナにしてみれば、まったく逆の感想を抱いだいたに違いない。彼女にとっては舞こそが倒すべき敵であり、青磁は頼りになる味方に他ほかならないのだ。事実、青磁の姿を認めた瞬しゆん間かんに、レレナの身体からだを支配していた緊張が一気に解けた。ため息をつくようにして、

「──時田、くん」

「食堂の飯もおいしそうだな、ツォルドルフ。今度俺おれも食べてみるよ」

　そんな軽口を叩たたきながら、青磁は目の前に置いた弁当箱を紐ひも解きはじめた。

　舌した打うちをしたくなる衝しよう動どうを、舞はどうにか抑おさえていた。彼のおかげで二人のあいだに満ちていた緊張が消えてなくなったことは事実だったが、そんなことで舞は感謝なんかしない。こつこつと、食堂のテーブルを指先で叩きながら、彼女は冷えた声で言う。

「ねえ、時田くん。あたしたちね、今とっても大事な話してるの。わかるよね？」

　それに対して、青磁は少しの動揺も見せずに頷うなずいてみせた。

「ああ、わかるさ。そうでなきゃ、ツォルドルフがあんな追い詰められたような表情をするはずがないからな」

「隠かくれて見てたわけ？　なに、あなたレレナのストーカーかなにかなの？」

「別にツォルドルフのことを追いかけ回したつもりはないが。彼女が困っていたようだったから、助けになればと思って来てみたんだ。──迷めい惑わくなら、このまま消えるけど」

　迷惑だ、と舞まいが断定する前に、レレナは「そんなことない！」と首を横に振っていた。青せい磁じのシャツの袖そで口ぐちを摑つかむ。縋すがるようなその仕し草ぐさに、舞は自分の眉み間けんに皺しわが寄るのを感じる。

　やがて、レレナは舞のほうに視線を向けながら、ぽつりとつぶやいた。

「……時とき田たくんは、私の、大事な仲間。だから──私たちの話を、聞く権利があると思う」

　切れ切れの、それでもはっきりとしたその言葉に、舞は不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

「仲間、ね。ただの人間のくせに、よくこんなことに首を突っ込もうと思ったものね」

　舞の言葉を意に介かいした様子も見せず、青磁は弁当箱の蓋ふたを開けた。玄げん米まいご飯やら煮魚やら漬つけ物やらの、純和風なメニューを見下ろしながら、青磁はなんでもないことのように、

「そういうふうに育てられたものでね。一度決めたことは、なにがなんでもやり遂げろと。俺おれはツォルドルフに助けられた。だからこの子のことを助ける。それだけさ」

　そう答えて、煮に染しめたこんにゃくを口に運ぶ。もぐもぐと咀そ嚼しやくするその姿に、舞は小さくため息をついて、自らも弁当箱の蓋を開けた。青磁のそれとは対照的な、洋風一色のそのメニューは、すべて舞の手作りだった。負けじと舞も食事を開始する。

「ところでさ、なんの話をしていたんだ？」

　そんなこともわからずに首を突っ込んできたのか、と舞は呆あきれ、ぱくぱくとおかずを口に運びながら答える。

「あたしがやることなんて、ひとつに決まってるでしょ。レレナの説得。あたしは、この子がこっちに来てさえくれれば、あとはどうでもいいんだから。──ま、フラれちゃったわけだけど。仕方がないね。最初の計画通りに行動することにするわ」

　レレナの肩かたが震ふるえるのが見える。そんなに怯おびえなくてもいいのに、と舞は思った。なにもレレナに危害を加えようとしているのではないのだ。彼女が害意を持っているのは──

「最初の計画って？　どうするつもりなんだ？」

　この、脳天気な少年のほうなのだから。

　苛いら々いらを隠かくそうともせずに、舞は放り捨てるように言う。

「忘れたの？　あたしの目的は、レレナの日常を壊こわすこと。そのためにやらなくちゃいけないことなんて決まってるじゃない。──邪じや魔まなあなたたちを、排はい除じよしなくちゃね」

　そう。

　それこそが、自分の──雪ゆき村むら舞の、願いを叶かなえる唯一の手段だった。

　あの、静かで不思議で穏おだやかで、けれども温かかった日常を再び蘇よみがえらせること。

　そのために必要なものはほとんど揃そろいつつある。あとはレレナと彼女の記き憶おくが加われば、それだけで自分の目的は達成されるのだ。

　しかしレレナは、それを頑かたくなに拒こばんでいる。今この瞬しゆん間かんも、彼女の日常を破は壊かいすると宣言した舞まいのことを、親の仇かたきのような目でにらみつけてきていた。その視線に、やはり心が痛むのを感じたが──仕方ない、と舞は考える。そうでもしなければ、彼女はこちら側に来てはくれないのだから。

　と、そこで青せい磁じが、空気も読まずに感想を差し挟はさんできた。

「それはどうかな。俺おれたちを排はい除じよしたところで、ツォルドルフが君たちに靡なびくとは、俺にはとても思えないけどな。この子はこう見えても、信じられないくらい頑がん固こなんだから」

　む、と唇くちびるを尖とがらせて、舞は箸はしを運ぶ手を休めた。青磁のことをにらみつけ、

「そんなこと、あんたに言われなくてもわかってるわ」

「だったら話は早い。俺たちの提案を聞いてくれないかな？」

「……提案？」

　訝いぶかしげな声を出して、舞はそっとレレナの様子を窺うかがう。彼女も不思議そうな顔をして、青磁のことを見つめていた。ということは、青磁の独断ということだ。舞はもう一度青磁に視線を戻し、「言ってみれば？」とさしたる興味も込めずに答えた。

「あたしも分からず屋の化け物じゃないんだから、聞く価値がある提案なら聞いたげる。──それで、どんな提案？」

「俺じゃなくて、朧おぼろの発案なんだけどな。あいつは、もう自分と君たちのあいだに、戦う理由はなくなったと考えている、らしい」

　息を吞のむ音。見ればレレナが、衝しよう撃げきを受けたような表情を浮かべていた。ふむ、と頭の中で舞は首を傾かしげる。しばらく熟考してから──それが、なかなか有意義な提案であることに気づく。

　笑えみたくなる唇くちびるを、どうにか引き締めながら、舞は先回りして言った。

「ふうん。そっか、そうだよね。あの吸きゆう血けつ鬼きは、クロサキと敵てき対たいしてたから、だからそっち側についていただけだもんね。クロサキがいない今、別にレレナの傍そばにいなくてもよくなったと、そういうわけね？」

　レレナの顔が青ざめていく。舞はそれを見て、ちらりと「かわいそうだ」と思った。が、同時にチャンスだとも思っていた。朧がいなくなるのなら、レレナは抗あらがう手段のほとんどを失ってしまうことになる。そうなれば、『説得』はさらに容易なものになるだろう。

　うんうんと、鷹おう揚ように頷うなずきながら舞は答える。

「いいよ。そっちが戦いたくないなら、こっちも戦う理由はないんだからさ。レレナから手を引いてくれるなら、あたしはなにも言わないよん」

　上じよう機き嫌げんにそう言ってのけた舞に、しかし青磁は、薄うすく笑いながら首を振った。

「なにか勘かん違ちがいしてるみたいだな。というか、今君が言った言葉こそが、朧おぼろからの伝言なんだ」

「…………？」

「つまり──朧は、君たちがツォルドルフから手を引くのであれば、これ以上追つい撃げきをするつもりはない、と言っていたんだ。あいつの言葉を、そのまま伝えると──」

　そこで青せい磁じは息を吸い込み、声に力を込めて、

「クロサキがいないんだったら、人間の精神を喰らって生きてるような脆ぜい弱じやくな人じん外がいをわざわざ狩りに行くこともないだろう。両手を上げて降参して、尻尾しつぽを巻いて逃げるというのであれば、まあ見み逃のがしてあげないこともないよ」

　朗ろう々ろうとそう言ったものだから、食堂にいた生徒のうちの何人かが、不思議そうに舞まいたちを注視してきた。が、舞は無論そんなことは気にしない。それよりも青磁が口にした挑ちよう発はつめいた言葉に、すっかり自分の顔から笑えみが消えてしまったことを自覚していた。

　言い終えてから、青磁は気まずそうな口く調ちようで、

「気を悪くしないで欲しいんだが、今のは別に俺おれの意見じゃないからな。あくまでも、朧がそう言っていたというだけだ。まあ俺が付け加えるなら、池いけ之の端はたを元に戻すことも条件のひとつだな。元はそこから始まった争いだ。そこをきちんと収めないと」

　舞は食べかけの弁当箱へと視線を落とした。すっかり食欲がなくなってしまったのは、怒りのためか呆あきれのためか。眉まゆ根ねを寄せて青磁のことを見み据すえつつ、彼女は息を吐はくようにして、

「……そんな提案に、あたしが乗ると、本気で思っているの？」

「いいや？　俺はただ、朧の言葉を伝えに来ただけだよ。ま、あいつもふざけ半分で言っていただけだと思うけどね」

　それを聞いて、舞は青磁が自分のことを挑発しているのだということに、ようやくにして気がついた。

　無言のまま席を立ち上がる。唇くちびるの端はしを吊つり上げるようにして笑ったのは、こんな挑発で不ふ愉ゆ快かいになったなどと悟さとられたくないからだった。青磁のことを見下ろして、舞はせいぜい冷たく響ひびく声で言った。

「それじゃ、朧に言っておいて。それはこっちの台詞せりふだって。そっちこそ、尻尾を巻いて逃げるなら許してあげないこともない。でも邪じや魔まをするなら──容よう赦しやなく殺すから。そのつもりで」

　その言葉に、しかしただの人間であるはずの青磁は、動揺した素振りも見せなかった。小さく頷うなずいて、やはりなんでもないことのように答える。

「そっか。なら、交渉決けつ裂れつだな。朧にはそう伝えておく」

　淡々としたその口く調ちように、舞は自分の顔が不ふ機き嫌げんに歪ゆがむのを抑おさえることができなかった。今の話の、どこが交渉だ。そんな言葉を喉のどの奥に収めて、舞は食べかけの弁当箱に蓋ふたをして、食堂の出口に向かって歩き出した。

　歩きながら、少しだけ冷静になった頭で、確かに、と舞は思う。

　今のやり取りは、決けつ裂れつを示すものだったのだろう。妥協を探る余地など最初からなかったのかもしれないが、ともかくも今の会話で、荒事を行わずに事態を解決できる可能性は、ほとんどゼロになってしまった。

　それでも構わない、と舞まいは考えた。総合的な戦力では、こちらのほうが上なのだ。戦いになれば有利になるのはこちらのほう。青せい磁じは舞をあんなふうに挑ちよう発はつしたことを、後悔しながら死んでいくことになるだろう。

　ふと、舞は食堂の出口で立ち止まり、後ろを振り返った。先ほどまで自分がいた席では、レレナと青磁が二人きりで、何事かの会話をしている。レレナは恥ずかしがっているように、それでもどこか嬉うれしそうにして、青磁に向かって微笑ほほえんでいた。

　嫉しつ妬とがむくむくと鎌かま首くびをもたげ、舞はそれを切り捨てるように前を向いて、再び歩きはじめた。そうしながら、「なんなのよ」と苛いら立だたしげにつぶやく。

　戦闘になれば、無力に死んでいくことしかできないただの人間のくせに。

　そんな奴やつのことを──どうしてレレナは、あんなふうに頼りにしているのだろう。

　自問しても、答えなど出るはずがない。なんにしろ、今後の方策は決まった。そうとなれば、午後の授業など受けていられない。さっさと家に帰って、あの人に相談しようと、舞は教室へ向かう足を速めた。




　　　　◆




「ふうん、交渉決裂か。ま、こんな馬鹿げた提案に乗るなんて、僕も最初から思っていなかったけどね」

「……だったらそんな伝言をするなよ。別に俺おれが悪いんじゃないのににらまれたぞ」

　青磁が不満そうな声をあげると、なにが面白いのか、朧はくつくつと声を立てて笑った。

　夕方の、時とき田た邸ていのことだった。日が落ちるまでには──朧が行動できるようになるまで、まだ若じやつ干かんの時間がある。ここのところ、夜になると朧はどこかに消えてしまうのが常だった。そのたびにたまがあたふたと心配するのが、最近青磁が抱かかえている頭痛の種たねだ。

　朧は襖ふすまに背中を預けて座っている。片方の膝ひざだけを立てて、その上に両の手のひらを乗せながら、青磁の話を聞いていた。青磁の顔を見上げて、にい、と唇くちびるを笑えませる。

「しかしまあ、これで決まりだね。開戦だ。楽しい楽しい戦闘が、僕たちを待っているぞ」

　青磁は黙だまり込む。その沈ちん黙もくに、朧はすかさず滑すべり込んできた。

「なんだ？　怖いのか？」

　青磁は不本意そうに口を開いた。

「…………まあ、な。俺は戦いなんて、今までほとんどしたことがないんだから」

　自分でも、情けないとは思う。ツォルドルフを手助けすると覚かく悟ごした以上、なにがあっても彼女の傍そばを離れるつもりはない。頭ではそのことがわかっているのだが──しかし、心が竦すくんでしまうのだけは、どうしようもなかった。

　ふむ、と首を傾かしげて、朧おぼろはさらに笑えみを深くする。

「ま、仕方ないといえば仕方ないかもしれないね。前回の戦いはなかなか凄せい惨さんなものだったから。お前みたいなお坊ぼつちゃまでなくとも、たいていの人間はあれを見て戦意を喪そう失しつしてしまうだろう」

「……千ち霧ぎりの、ことか？」

　ほんの一ヶ月前、自分が見知った少女の名前を口にする。朧は頷うなずいた。二人の共通認識になってしまうほど、その少女は凄すさまじい行動を起こしたからだった。

　青せい磁じの目の前で──彼女は、人間を丸ごとむさぼり食った。

　その光景は、容易に忘れられるものではなかった。黒い炎ほのおのような物質を纏まとった千霧が、ひとりの男の腹に牙きばを突き立て、がりごりと嫌いやな音を立てながら食らいつくしていく様さまは、悪夢的なまでに青磁の心に焼き付いてしまっていた。それ以上に青磁を悩ませているのは──その怪物めいた行為を見せた少女が、自分の顔見知りであるということだった。会って間がないとはいえ、親しく話をしたことは事実だ。ご飯だって奢おごらされた。

　我知らず、眉まゆを寄せてしまう。次に彼女と顔を合わせたときに、恐怖を抱いだかずにいられる自信がない。千霧は自ら進んで、人間を喰ったのだ。半分が吸きゆう血けつ鬼きであるとはいえ、常に人間的に振る舞うレレナとは、なにかが決定的に違ってしまっている。

　ふん、と鼻を鳴らして、朧は苦悩する青磁を嘲あざけった。

「あの小こ娘むすめは確かお前の知り合いだったね。まあ僕としては、そんなことはどうでもいいんだが──問題なのは、あいつの戦闘能力のほうだな。不意打ちとはいえ、クロサキを易やす々やすと葬ほうむった。単純な身体能力だけなら、僕をも上回るかもしれない」

　青磁はさらに苦にが々にがしい顔をして、

「そういうことを言われると、気が重くなるな。自分がどうしようもない役立たずのような気がする」

「気がする、ではなくて、事実お前は役立たずだよ、青磁」

「…………」

「冗じよう談だんだ、そんな顔をするなよ。お前でも役に立てることはあるさ」

「どんな」

「疲れたときの栄養補給」

　どこかのＣＭのようなことをほざいて、そして朧はそれはそれは愉たのしそうな笑い声をあげた。なんて性格の悪い奴やつだ、と青磁はほとんど呆ぼう然ぜんとするような思いでそれを見守る。吸血鬼はみんなこんなに性格が悪いのだろうか──いや、それはないか。半分だけでも吸血鬼のレレナは、あんなにも良い子なんだ。これはこいつの個体特性なのだろう。

　というようなことをつらつらと考えていると、不意に朧おぼろが真ま面じ目めな表情に戻った。ふむ、と顎あごに手を当てて、こんなことをつぶやく。

「──しかし、そうか、そうだな。確かにお前を戦力の当てにすることはできない。にもかかわらず、向こうが狙ねらってくるのはお前たちというわけだ。まったくもって、理り不ふ尽じんなことだね」

「？　なんの話だ？」

「『貪とん』の目的の話だよ。あの小こ娘むすめは、レレナ本人ではなくて、レレナの周囲をぶち壊こわすことを目的としているんだろ？　だったら向こうが狙ってくるのは、お前やたまや、あるいはレレナの家族、というわけだ」

　それはそうだ、と頷うなずきかけて──青せい磁じは、朧が容易ならぬことを言っていることに気がついた。

「ちょっと待て。俺おれやお前はまだわかるとして、なんでたまやツォルドルフの家族まで狙われるんだよ？」

「なんでって、それこそが現在のレレナの日常を構成しているものだからだ。僕も詳くわしくは知らんが、『貪』──雪ゆき村むら舞まいとか言ったか？　あの娘こは、昔のレレナの知り合いらしいじゃないか。で、レレナと昔と同じような関係を築きたいと思っている。だろ？」

　青磁は頷いた。確かに──『貪』は、いや、舞はレレナのことを友人のように扱っている。レレナが彼女を見る瞳ひとみには、敵てき意い以外の色はなにも映っていないのだが、それにもかかわらず、舞はレレナのことを大切に思っているようだった。

「だったら、なおさらツォルドルフの家族を狙うのはまずいだろう。そんなことしたってツォルドルフの敵意を煽あおるだけだ。いいことなんてなにもない」

「そうか？　僕はそうは思わないな。どうせレレナは『貪』に対して、憎にくしみしか抱いだいていないんだ。待っていたって永久に自分のところに来るわけがないのなら、多少強引な手段を取っても、と考えるのは当然のことだと思うね」

　淡々とした朧の口く調ちように、青磁は不ふ吉きつなものを感じた。先を促うながす。

「強引な手段、っていうのが、つまり──」

「レレナの周囲を傷つけることなんだろうさ。例えば『貪』たちがレレナの母親を殺したとする。当然レレナは嘆なげき悲しむ。そこで『貪』はこう言えばいい。『あたしの力を使えば、あなたのお母かあさんを蘇よみがえらせることができる。協力してあげる代わりに、あたしの傍そばにいなさい』と、こういう寸法だ」

　朧の話を聞くうちに、青磁は無意識に自分の拳こぶしを握にぎり締めていた。段々と、理解が頭の中に染み渡って来たからだ。怒りを秘めた声で、彼は唸うなるようにつぶやく。

「……あいつ、ツォルドルフから池いけ之の端はたを奪うばっておいて、その上さらに彼女の家族まで手にかけようっていうのか？　表面上は友達みたいな顔をしておいて、本当はツォルドルフのことを利用することしか考えてないってのか──!?」

　それに対して、朧おぼろは老ろう練れんな笑えみを浮かべただけだった。

「落ち着けよ、今の話は単なる推測だ。なにも向こうがそう言ったわけじゃない。ま、僕が『貪とん』なら、それは最後の手段に取っておくね。その選択肢しをちらつかせてレレナを脅おどしてもいいし──そうそう、先に事情を知ってる邪じや魔ま者ものを排はい除じよしてレレナを孤立させておくのも大事だな」

　いくら青せい磁じでも、それが誰のことを指しているのかは予想することができた。

「つまり──あいつがツォルドルフの家族を襲おそうにしても、それは最後の最後、俺おれたちが倒れたあとのこと、っていうわけか」

「その通り。レレナが拒きよ絶ぜつできるのは、あいつにそれだけの力が──要するに、『第一位』の吸きゆう血けつ鬼きたる僕がレレナの味方をしているからだ。力がなければ屈服するしかない。それでも意地を張るなら、自分の意地で誰かが傷つく様さまを見せてやればいい。その『誰か』がレレナにとって大切な人だったら文句なしだね」

「…………」

「拷ごう問もんをするときだってそうだろ？　いきなり腕うでを切り落とす馬鹿はいない。まずは爪つめを剝はぎ、そこに塩を塗ぬり込んだ上で、やっと指を切断する。最初は小さな恐怖と痛みから始めていって次第に大きくしていき、『これ以上逆らったら、今以上にとんでもない目に遭あう』と相手に思わせるのがコツだ」

　心しん底そこ楽しそうに残ざん酷こくな予想を口にする朧に、青磁は呆あきれたように、

「お前、本当に性格悪いな」

　愛らしい少年の姿をした吸血鬼は、天使のように無む邪じや気きな笑みでその言葉に応こたえる。

「ありがとう。最高の褒ほめ言葉だよ」

　ため息をついた青磁に、朧は再び元の吸血鬼の顔に戻って続けた。

「それで、だ。差し当たって僕らが気にすべきは、自分たちが死んだあとのことじゃない。自分たちが死なないようにする方策、というわけだね。──まあ、僕が負けるわけはないんだが、お前らのお守もりにまで手を回している余よ裕ゆうはないから」

「クロサキにズタボロにされてたくせに……」

「なにか言ったか？」

「いや。──しかし、そうすると、俺らが心配すべきなのは──」

　そこで青磁は言葉を切って、部屋を区切る襖ふすまに視線を滑すべらせた。恐らくその向こうの向こうで鼻歌を口ずさみながら洗濯物を畳たたんでいるであろう時とき田た家の使用人、たまのほうを見たのだった。

　青磁の言葉を受けて、朧も頷うなずく。

「まあ、お前が命を捨てる覚かく悟ごができているというのなら、問題はあいつだけだ。前回の事件でも、たまはクロサキの襲しゆう撃げきに巻き込まれてしまったからね。同じ轍てつを踏みたくないのなら、なんらかの対策を考えたほうがいい」

「対策って、例えば？」

　と、そこで朧おぼろは初めて不ふ愉ゆ快かいそうな表情を見せた。くい、と顎あごで青せい磁じを示し、

「なんでもかんでも僕に聞くんじゃない。脳みそがあるのなら、たまには使ってみたらどうだ？」

　青磁はすまなそうに頭を搔かいた。少年の姿をしているとはいえ、朧は青磁のはるか年上なのだ。これも年の功というのだろうか、青磁よりもずっと知恵が回るために、つい頼りがちになってしまう。青磁は自制して、考えはじめた。

　しばらく考えを巡めぐらせてから、彼は結論を口にした。

「──一段落するまで、どこかに避ひ難なんしてもらったほうがいいかもしれない。朧、参考までに聞かせてほしいんだが、お前はこの件が終わるまでどれくらいの時間がかかると思う？」

「そう長くはかからないはずだ。あいつはレレナにずいぶんとご執しゆう心しんのようだったから、早めに決着をつけたいと思っているだろうさ」

　青磁は頷うなずいた。同時に、そのあいだだけたまにこの屋や敷しきを離れてもらおうと決意する。

　しかし、とも思う。それは容易なことではあるまい。なにも言わずにここから立ち去れ、では、たまが納得するはずがなかった。使用人であるたまはたいていのことでは青磁に忠実なのだが、しかし自分が納得できないことには頑がんとして首を縦たてに振ろうとしないという面を持っている。

　かといって口八はつ丁ちようでたまをごまかせるとは思えない。彼女はあれで、なかなか鋭するどい眼力を持っているのだ。くわえて青磁は噓うそが下へ手たと来ていた。余計なごまかしは、たまを失望させる結果にしかならないだろう。

　しばらく考えてから、青磁は小さく自分に向かって頷いた。朧のほうに目を向けて、はっきりとした声で言う。

「たまにすべてを説明しよう。お前の正しよう体たいから今までのことを、なにもかも」

　その言葉に、朧は驚いたようだった。意外そうな色をその表情に映して、青磁のことをまじまじと見つめる。その瞳ひとみが、どこか楽しそうに輝いているのは、青磁の気のせいだろうか。

「思い切ったことを言うね、青磁。たまに気が触ふれたと思われないといいが」

「そうならないために、お前の力を借りたいんだ、朧。いくらたまでも──お前の手足がイヌになるのを見れば、俺おれの言うことを信じないわけにはいかないだろう」

　ふむ？　と朧は不思議そうに瞬まばたきをした。それから彼は、あらぬ方向へと視線を向けた。先ほど青磁がそうしたのと同じ、たまがいるであろう隣となりの隣の居間へ向けて。

　しばらくそうして考え込んでいたが、やがて朧はおもむろに口を開き、

「……これも、成り行きか。仕方ない。僕としても、あいつにこの屋敷に留とどまられるとなにかと面倒だからね」

　その言葉に、青せい磁じは首を捻ひねった。なぜたまがこの屋や敷しきにいると朧おぼろが面倒なのか、その理由がわからなかったからだ。

　いや。それを言うのならば──根本的に、なぜ朧はまだこの屋敷に留とどまっているのだろう。そんな疑問が、ふと青磁の頭に浮かんだ。クロサキはすでに亡ないのだ。今日の昼に舞まいが指し摘てきした通り、朧と『貪とん』を結ぶ因いん縁ねんは途と切ぎれてしまったはずなのに、なぜ朧は、レレナの味方をしてくれるのだろう？

　が、その疑問を朧にぶつけることはできなかった。それよりも先に、彼は立ち上がり、くい、とたまがいるはずの方向を指差したからだ。

「対策を講じるのならば早いほうがいい。今、説明してしまおう。青磁、たまに話すのはお前がやれよ。僕は『証明』するときだけ口を開くからな」

　青磁は慌あわてて頷うなずき、立ち上がった。たまに、朧が吸きゆう血けつ鬼きであることを説明する。決して口がうまいとはいえない青磁にとって、それはなかなかの重責だった。なにをどう説明すべきかをあれこれと考えているうちに、青磁が先ほど抱いだいた疑問は、次第に萎しぼんで消えていってしまった。
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「………………………………………………はあ」

　長い長い沈ちん黙もくのあとに、たまが口にしたのはそんな言葉だった。

　無理もない。あまりにも多くのことが一度に起これば──ことにそれが、今まで信じることはおろか考えたことすらもない超常の現象であるのなら、どんなに度量の広い人間だって今のたまのようになってしまうだろう。

　たまの膝ひざの上では、愛らしい子犬が舌したを出して、はっはっはっと呼吸をしている。ぱたぱたと揺れるこの尻尾しつぽが、つい数秒前までは目の前にいる少年の身体からだの一部だったと言われて、あなたは信じることができますか？

「まさかあ」

　ですよね。

　そんなことを考えてしまって、はは、という乾かわいた声が出た。笑い声ですらない。そんなたまの表情を目にして、彼女の主人である少年──時とき田た青磁が、不安そうな顔をした。

「──だ、大だい丈じよう夫ぶか、たま？　少し休むか？」

「休んでどうする。多少無理矢理にでも信じさせたほうがいいとお前が言うから、わざわざ僕が骨を折ってあげたんだろ？」

「そ、そりゃそうだけど──あまり混乱させないほうが、」

「こんなものを見せられたら誰だって混乱する。ほら、もう一押しだよ。一気に言い切れ」

　たまは手を伸ばして、子犬に触ふれた。きゅうん、と愛らしい声を出して、子犬はたまの手を舐なめる。温かく、湿った感かん触しよく。本物だ、という声が、どこからともなくたまの頭に響ひびいていた。

　青せい磁じはそんなたまに、おずおずと話しかける。

「……ええと、たま、いいか、落ち着いて聞いてくれ。事情は今聞いてもらった通りだ。俺おれたちはちょっとした事件に巻き込まれている。人間ではない、人じん外がいが起こした事件にだ。それはわかってくれたか？」

　たまは子犬から青磁に視線を移した。ちょっと目が霞かすんだ。ぼやけた視界の向こうで、青磁の顔が引きつったのを見るあたり、自分の顔はよほど危ういものに見えているらしい、とたまはぼんやりと考えた。

　それから、彼女はふるふると首を振って、ぼやけた視界を元通りにした。こほん、と咳せき払ばらい。無意識のうちに乱れていた膝ひざを直して、青磁に向き直る。

「──、は、い。申し訳ございません、取り乱してしまいまして。ええと、要するに、朧おぼろさんが、その──なんでしたっけ？」

「吸きゆう血けつ鬼き」

「そうでした。吸血鬼さん、なのですね。なるほど」

　と口にしてみても、実感はやはり湧わかない。曲がりなりにもここ数ヶ月間自分が面倒を見てきた子供が、人間ではなかったと知らされても。どう反応すればいいのかたまにはよくわからなかった。

　当の朧は、なにが楽しいのか、にやにやと笑ってたまのことを見つめている。それを見ても、たまの胸に「不気味だ」とか「怖い」とかいう感想は浮かんではこなかった。

　彼女が抱いだいたのは、ぼんやりとした納得だった。

　道理で、と思う。人間ではない──吸血鬼だというのなら、朧さんの子供のくせに子供らしくない態度にも頷うなずけますね、と彼女は考えていた。

　もう一度、たまは咳払いをした。それで、だいぶ頭がはっきりしてきた。

「はい。もう大だい丈じよう夫ぶですよ、青磁坊ぼつちゃま。それで──その、レレナさんに関する事件を解決するために、坊ちゃまはレレナさんに手助けをしているということですね？」

　青磁から聞いた話を、自分なりの解かい釈しやくで口にすると、青磁はぽりぽりと頭を搔かき、

「まあ、搔い摘つまんで言うとそういうことかな」

「なるほど。──坊ちゃま」

「ん？」

　すう、と息を吸い込んで、そしてたまは、

「ご立派でございます!!」

　そう叫んだ。

　青せい磁じの身体からだがびくりと震ふるえた。そんなことには構わずに、たまは膝ひざを進めて青磁の肩かたを摑つかみ、そして涙なみだすら浮かんだ瞳ひとみを彼に向ける。

「よくぞ──よくぞそこまで成長してくださいました。たまは、たまは嬉うれしゅうございますよ、坊ぼつちゃま……！　坊ちゃまがレレナさんを助けていることは存じておりましたが、よもやそんな危険なことだとは、露つゆほども知らなかったのです。人ではないものの戦いに、その身を投じているとは──たまは大おお旦だん那な様に、胸を張って報告することができますよう！」

　胸の中に熱いものがこみ上げてきて、たまはそれを言葉にして吐はき出さずにはいられなかった。手が震え、視界が滲にじむ。感かん無む量りよう、とはまさにこういうことを指すのだろう。これまで青磁を育ててきた、十数年という月日が一気に報われた気がして、たまは思わず目元に自らの袖そでを寄せた。

　が、対する青磁のほうはといえば、そんなたまの様子を気味悪がっているようだった。心持ち身を引いて、恐る恐る、という感じに尋たずねてくる。

「……あー、その、なんだ。納得、してくれたのか？」

「しましたとも！　坊ちゃまが今までどれだけの苦労を重ねてきたのか、たまは今この瞬しゆん間かん、ようく理解させていただきましたっ！」

「そ、そうか。俺おれの苦労はどうでもいいんだが、その──この家を離れることについても、納得してくれたんだな？」

「は」

　口を開きかけてぴたりと静止して、たまはそう言った。

　そのまま、ぎぎぎぎ、という音が鳴りそうな動作で首を斜めに傾ける。人形めいたたまの仕し草ぐさに、青磁の心がまた一歩引いたのがわかった。それには構わずに、ぱちぱちと瞬まばたきをして、たまは尋たずねる。

「家を、離れる」

「……そ、そうだ。今言った通り、この屋や敷しきにいたのでは危険が及ぶかもしれない。実際お前は、一度巻き込まれているだろう？　白はく髪はつの男に襲おそわれたと、そう言っていたじゃないか」

　確かに、あの事件は記き憶おくに新しかった。髪かみを真っ白に染め上げた暴ぼう漢かんがこの家に乗り込んできて、あわやたまと朧おぼろの命を奪うばおうとしたのだ。暴漢をどうやって撃げき退たいしたかは、いまいち覚えていないのだが──あれも、青磁がたった今説明した事件の一環だったのだろう。

　しかし。

「それと、たまが家を離れることと、どういう関係があるのですか」

　ずい、と顔を近づけて、たまはそう詰め寄った。先ほどまでの感動が、質量をそっくりそのまま残しながら、怒りに変わりつつあるのが実感できた。そのことが、青磁にわからないはずがない。

　なんとなれば──彼は、たまとずっと一いつ緒しよにいて、たまに育てられてきた、時とき田た青せい磁じであるのだから。

　視線をそらそうとした青磁のことを、たまは「坊ぼつちゃま」と叱しかりつけた。

「話をするときは、人の目を見て話すようにとたまは申し上げたはずですよ」

「う……、いや、す、すまない。たま」

「もう一度伺うかがいます。坊ちゃまは、たまに、どうせよと仰おつしやるのですか？」

「…………」

　青磁は黙だまり込んだ。危うくたまが失望しそうになってしまうほどに、その沈ちん黙もくは長く続いた。しかし、彼はやはり、たまの青磁だった。沈黙の果てに一いつ瞬しゆんだけ目を閉じて、次に目を開いたときにはもう、青磁の目にははっきりとした決意が浮かんでいた。

「たま。俺おれはお前に、この屋や敷しきを離れるように言いつける。これは俺の戦いだ。その戦いに、お前を巻き込むわけにはいかない」

「────」

　その言葉を聞いて、たまは、深く満足した。

　青磁が自分に対して、はっきりとそう言ってくれたことが嬉うれしかった。いや、それを言うのなら、彼が自分に対してすべてを正直に告げてくれたことのほうが、ずっとずっと嬉しかったのだ。

　たまは青磁を育ててきた。正直であるように、実直であるようにと、ずっと言い聞かせてきた。その彼が、こんな大事なことをごまかしで乗り切ろうとしたのであれば、たまはきっと死にたくなるほどの失望を抱いだいたに違いない。そうしなかったことに、たまは深く安あん堵どして、微笑ほほえんだ。

　そうしてから、彼女は青磁に対して、きっぱりとこう答えた。

「お断りします。坊ちゃま」

　まさかこうもはっきりと拒きよ絶ぜつされるとは思っていなかったのか、青磁は面食らったような表情をした。たまはぴしりと背筋を正して、真っ正面から青磁に反論する。

「坊ちゃま。たまは坊ちゃまを守り育てるために、この屋敷にいるのですよ？　そのたまが、いくら危険が及ぶからといって、家を離れてどうするというのですか。戦いくさが迫ったからといって、領地から逃げ出す武士がいますか、いないでしょう」

「た、たまは武士じゃないだろう」

「同じようなものです！　坊ちゃまを守るといったのなら、たとえ軍隊が迫ってこようと守りきる、それがたまの使命なのです！　一度口にした言げんは違たがえるなと、たまがずっと坊ちゃまに教えてきたことではありませんか！　そう教えた本人のたまが破ってしまっては意味がありません！」

　頑がんとしてそう主張するたまに、青せい磁じは言葉をなくして沈ちん黙もくした。しばらくのあいだ、静せい寂じやくが居間を包み込み──そこに、朧おぼろが口を挟はさんできた。

「……こうなっては、致し方がないな、青磁。認めてあげなよ」

　たまと青磁は、同時に朧のことを見た。たまは感謝に満ちた視線を──そして、青磁は困こん惑わくに満ちた視線を、それぞれ少年の姿をした吸きゆう血けつ鬼きへと向ける。青磁は困ったように、

「は、話が違うじゃないか、朧。お前はさっきたまに屋や敷しきに留とどまられたら都合が悪いと言ったはずだろう」

「まあね。でも、そうまで頑がん固こに拒否されては、僕たちにはどうしようもないだろう。無理矢理追い出したところで、そいつならひょっこり戻って来るに決まってる」

　その通り、とたまは大きく頷うなずいた。それを見て、朧は呆あきれたように笑う。

「それに──そいつは、なかなか役に立つぞ。なにしろクロサキがここにやってきたときにも、人間の身でありながらあいつに一杯食わせてやったんだから。戦闘力でいえば、お前なんかよりもずっと当てになる」

　それを聞いて、青磁はなにもかもがどうでもよくなったようだった。がっくりと肩かたを落として、大きくため息をついた青磁に、たまは力こぶを作って告げた。

「安心してくださいまし、青磁坊ぼつちゃま！　たまの力は坊ちゃまの力、すなわちたまが強いということは、青磁坊ちゃまが強いということなのですよ！」

「……ああ、そうか。それはすごいな……」

　投げやりな口く調ちようでそうつぶやいて、青磁は立ち上がった。もうなにを言っても無む駄だだと悟さとったのかもしれない。彼は首を振って、そのまま居間から出て行こうとして──ふと立ち止まり、たまを振り返った。

　その顔には、たまの身を案じる心遣づかいだけが映っている。

「たま。これは、危険なことなんだぞ。誇張抜きで死ぬかもしれない。それでも、本当にいいんだな？」

　それに対して、たまはにっこりと笑い、

「先ほど、青磁坊ちゃまは『俺おれの戦い』と仰おつしやいました。でも、違うのですよ。青磁坊ちゃまの戦いとは、すなわち、たまの戦いでもあるのです。たまは、戦いから逃げることはいたしません。たとえそれが、どんなに危険でも」

「…………そうか」

　複雑な表情で青磁はそうつぶやき、それきり前を向いて、居間から出て行ってしまった。

　そこでようやく、たまは肩かたから力を抜いた。さすがの彼女であっても、今の話を理解し納得するためには多量のエネルギーを使わなくてはならなかったからだ。小さく息を抜き、自らの肩をとんとんと叩たたいていると、不意に部屋の隅すみにいた朧が口を開いた。

「死ぬだの生きるだの、簡単に言うものじゃないよ」

　たまがそちらに目を向けると──朧おぼろは、自らの身体からだから分化した子犬とじゃれているところだった。たまの視線に気づくと、朧は小さく何事かをつぶやいて、そして再びその子犬を自らの身体に取り込んだ。元に戻った右手を確かめるように、わきわきと動かしながら、彼は唇くちびるをへの字に曲げて言った。

「お前が死んだら誰が僕の服を洗せん濯たくするんだ？　自分でやるなんてまっぴらだぞ」

　それを聞いて──たまの顔に、じわりと笑えみが広がった。

　腕うでを伸ばして、たまは朧の髪かみを撫なでた。朧は嫌いやそうな顔をしたが、しかしその手を振り払う素振りは見せなかった。ゆっくりと彼の髪を撫でつけながら、たまは慈じ愛あいに満ちた口く調ちようでこうつぶやいたのだった。

「朧さんは、吸きゆう血けつ鬼きでもそうでなくても、朧さんなのですねえ。なんだか、安心しましたよ」




　　　　◆




　日は沈み、夜が町を支配した。

　吸血鬼の時間がやってきたことを知ると、朧は時とき田た邸ていから出て、町中へと繰り出していた。ここ最近の朧の日課となりつつある『用事』を済ませるためではない。彼の足は、自然とレレナの家へと向かっていた。

　彼女に用件があるというわけではなかった。今日の出来事を──たまに事情を説明したことなどを話してもいいのだが、それが目的というのでもない。

　ただ、レレナに会いたくなっただけだ。

　歩きながら、朧はふと笑った。どうも、自分はレレナやたまといった女性たちに、ずいぶんと入れ込んでしまっているらしい。

　そうでなければ、自分がこうして守かみ代しろに留とどまっているはずがない。本当を言うのならば、この町での朧の因いん縁ねんは、とうに終わりを告げているのだ。反逆者であるクロサキが、あの千ち霧ぎりとかいう少女に喰い殺された時点で、朧をこの場所に縛しばりつけるものはなにもなくなってしまった。

　にもかかわらず、自分はこうして、この場所に居座りつづけている。

　レレナやたまと離れたくないと頭のどこかで考えているのか、あるいは──

　あの男、海かい棠どうが口にした言葉が、まだ耳に残っているからかもしれない。

『千霧は、喰った相手の性質をそのまま取り込むという能力を持っている』

『あれだけ強い恨うらみなら、そっくりそのまま千霧に引き継がれるだろうさ』

　確かに海棠はそう言っていた。ありそうなことだな、と朧にも思えた。クロサキの執しゆう念ねん深さは朧が誰よりもよく知っている。喰ったものの特性を引き継ぐというのなら、クロサキを喰った千霧は真っ先に奴やつの憎ぞう悪おに毒されたはずだ。

　もっとも朧おぼろがここに留とどまっている理由は、反逆者の残りカスまで始末しなければ気が済まないから、ではない。クロサキはすでに存在しないのだ。朧は享きよう楽らく的な吸きゆう血けつ鬼きで、あらゆる物事に楽しみを見出せることが密ひそかな自じ慢まんだったが、残りカスにまで興味を持てるほど酔すい狂きようなわけではなかった。

　あるいは──自分がクロサキを抹まつ消しようしようとしているのは、彼が他ほかならぬ、マユラの兄だからなのかもしれない。

　かつて朧が愛した、マユラという名前の少女。それはもしかしたら、人間が愛と呼ぶ感情とは違うのかもしれない。人間ならば愛したものの名残なごりを留め置こうとするだろう。朧は違う。愛したものの名残がこの世に存在するのは、我が慢まんならなかった。消えるのならばきれいさっぱり消滅してしまって、ただ思い出だけを脳裏に留めておきたかった。クロサキがいては──それが、叶かなわない。

　だから、自分はここにいるのかもしれない。

　朧は立ち止まり、レレナの家の表札を見つめた。『クモデ』を発動すると、レレナは居宅のすぐ隣となりにある礼れい拝はい堂どうの中にいた。ひとりなら好都合だ、と朧は勝手に礼拝堂のほうの入り口をくぐり、玄げん関かんを抜けて、その扉とびらを押し開けた。

　長椅い子すが立ち並ぶ、礼拝堂のその奥に、レレナは跪ひざまずいていた。

　朧は彼女に声をかけようとした。しかし、その呼び声は喉のどから出るよりも先に、小さく萎しぼんで消えてしまった。

　それほどに、レレナの姿は、美しかった。

　月明かりの下、誰もいない礼拝堂で、シスター服に身を包んだレレナは、十じゆう字じ架かに向かって祈いのりを捧ささげていた。採光窓から差し込む月光が、レレナの栗くり色いろの髪かみを覆おおう白いヴェールを淡く輝かせている。冷たく固い床ゆかの上に膝ひざをついて、その背中を微風ほどにも動かさずに。レレナはそこにいる。一枚の絵のような荘そう厳ごんさと、侵しがたい神聖さを湛たたえながら。

　周囲の空気が冷え込んでいくような感覚を、朧は味わった。頭を振り、胸の中に芽生えた妙みような感情を振り払う。それでもレレナに声をかけることはできなかった。物理的な障しよう害がいでもあるかのように、その場を動くことすらできない。

　レレナが祈りを終えて立ち上がるまで、朧はずっとその場に立ち尽くしていた。

　ヴェールを取り払い、小さく息をついて、レレナはふと、こちらに視線を向けた。その瞬しゆん間かん、彼女の身体からだが跳はねた。電気でも流されたかのようにびくっと痙けい攣れんして、十メートル以上離れている朧からさらに距離を取るようにして後ろに飛び退すさる。見開いた目に理解が映るまでに、たっぷり三秒の時間を必要とした。
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「なっ──、お、朧？　い、いつからそこにいたの？」

　慌あわてふためいてそう尋たずねてくるレレナには、先ほどのような神聖さは、微塵みじんも感じることはできなかった。

　ふむ、と息をついて、朧おぼろはレレナのほうに歩き出した。

「少し前からだよ。──なんだ、お前はいつも、そういうふうに祈いのりを捧ささげているのか？」

　レレナの顔がじわりと赤くなっていく。彼女はうつむき、言い訳めいた言葉をぼそぼそと口にする。

「わ、悪い？　私はシスターなんだから、神様に祈りを捧げるのは当たり前でしょ」

「ああ──そういえばそうだった。どうもお前の行動を見ていると、シスターだということを忘れてしまうのでね」

　レレナはむっと唇くちびるを尖とがらせた。ようやく調子が戻ってきた。朧は意地悪く笑いながら、目を細めて十じゆう字じ架かを見上げる。吸きゆう血けつ鬼きである以上、胸が悪くなるような威圧感をこの形に覚えてしまうのは、仕方のないことだ。しかし。

　それは、半分だけとはいえ呪のろわれた身であるレレナも変わらないはずなのに。

「レレナ。お前──」

「な、なに？」

「十字架が平気なのか？　半吸血鬼だと大だい丈じよう夫ぶになるのか、それともお前がキリスト教徒だからかな。どうもお前は、十字架を携けい帯たいしているようだし」

　レレナの顔がみるみるうちに強こわばっていく。彼女は目を伏せ、

「私は、十字架は大切なものだと思っているから。だから、持ち歩いているの。礼れい拝はいだってそう。イェス様の犠ぎ牲せいのしるしである十じゆう字じ架かを、恐れたりなんてしない」

「誰もお前の感想なんて聞いていない。お前は、十字架を見て気分が悪くなったり目をそむけたくなったりしないのか、と聞いてるんだ。僕がそうであるように」

　レレナは少しのあいだ、黙だまり込んでいた。それから、ぽつりと答える。

「…………なるわ。十字架を見ると、そういうふうに」

　朧おぼろは薄うすく笑い、

「なるほど。僕と同じ、というわけか」

「…………」

「レレナ、もうひとつ聞きたいんだが──お前、神の存在とやらを信じているか？」

　レレナは言葉では答えず、ただ小さく、しっかりと頷うなずいた。朧も頷き返し、

「そうか。なら、呪のろわれたお前が死んだときに神の御おん前まえに引き出されて、赦ゆるされると思うか？」

　レレナは、拳こぶしを握にぎりしめた。朧は自分でも、なぜこんな問いをしているのかが不思議でならなかった。別に彼女をいじめたいわけではないのだが──先ほどレレナの中に、侵しがたい偉容を見てしまったのが、悔くやしかったのかもしれない。

　と、レレナがぴんと背筋を伸ばした。挑いどみかかるように言う。

「……主はすべてをお赦しになる。たとえ私が吸きゆう血けつ鬼きになっても、悪あく魔まになっても。私が信仰を持ちつづける限り──いいえ、たとえ信仰を捨ててしまっても。主は、最後にはお赦しくださるでしょう。救い主は、あらゆるものを救うために在あるのだから」

「誰でも？　僕でもか？」

「ええ。たとえあなたでも」

「それなら──お前の友人の顔をした、あの化け物も、お前の神様はお救いになられると、そういうわけだな？」

　瞬しゆん間かん──レレナの顔が、激痛を与えられたかのように歪ゆがんだ。その眉まゆが危険な角度を描えがき、彼女はそれを見られるのを恐れるかのように顔を背けた。

「……用がないのなら、早く帰って」

　レレナは朧の質問には答えず、ただそんな言葉を口にした。無む駄だな話をしすぎたな、と朧は反省し、

「いや、用事がないわけではない。時とき田た家ていで、ちょっとした事情の変化があってな。それをお前に伝えに来たんだよ」

「事情の変化──？　そんなもの電話で伝えればいいのに。どうしてわざわざ、直接伝えに来たりしたの？」

「別に特別な理由はない。まあ、お前の顔を見たかったからだね」

　全然信じられない、という顔をレレナはした。それを見て朧は笑い、それから簡潔に、青せい磁じがたまにすべてを明かしたこと、たまの助力を得られるようになったことをレレナに伝えた。

　レレナは、呼吸を止めた。不安にゆらめく目を朧おぼろに向けて、おずおずと尋たずねてくる。

「全部話したって──それは、その、──私の、ことも？」

　ん？　と朧は首を傾かしげる。レレナの言葉の意味がいまいち理解できなかったからだが、すぐに彼女がなにを言いたいのかがわかった。確かに、レレナが半はん吸きゆう血けつ鬼きであるということは、なるべくなら秘ひしておいたほうがいい。たとえそれがたまであってもだ。

「安心しろ、そのあたりはうまくぼかしておいた。たまの中では、お前は理り不ふ尽じんに化け物に襲おそわれようとしているただの女の子に過ぎない。せいぜいそれらしく振る舞うんだね」

　レレナは長く息を吐はいて、安あん堵どを露あらわにした。と、そこでふとなにかに気づいたように顔を上げる。その表情には、罪悪感が映っていた。

「──そうだ、違う。私のことなんてどうでもいいんだ。たまさんまで私のことに巻き込むわけには、いかないんだ」

「お前も青せい磁じと同じようなことを言うね。どっちにしろ、青磁がこの件に関わってる限り、たまは首を突っ込もうとするだろうよ。あいつらは運命共同体と考えたほうがいい。青磁はともかく、たまはそのつもりだ」

　シスター服の胸むな元もとに手を当てて、それでもレレナは、じっと苦悩しているようだった。やがて、ぽつりとつぶやく。

「でも、時とき田たくんは──」

　そこで、レレナの言葉はぷつりと途と切ぎれた。そこから先を口にするのを、恐れるかのようにうなだれてしまう。朧はじっとレレナのつむじを見つめて、それから大きくため息をついた。

「──お前、まさかとは思うが、この期ごに及んで『青磁を巻き込みたくない』とか考えてるんじゃないだろうな？」

　図ず星ぼし。レレナの今の表情を一ひと言ことで表すならば、まさにその言葉が相応ふさわしい。朧は呆あきれた。ここまで来て、なにをいまさら。

　それを見て、レレナはもごもごと言葉を濁にごらせた。

「だ、だって──もとはと言えば、これは私と舞まいの問題なんだし。舞は私の周りの人を傷つけるって言ってる。そんな危ないことに、元は関係のない時田くんを巻き込むわけには──」

「今ここに青磁がいればよかったのにな。そしたらあいつもお前に愛想あいそを尽かすことができただろうよ」

　レレナの言葉を遮さえぎってそうつぶやいた朧の声は、自分で驚くほど冷たく響ひびいた。レレナの身体からだが痛みでも与えられたかのように震ふるえ、朧は吐き捨てるように言う。

「僕に言わせれば、青磁はただの足手まといだ。それでも、あいつは少なくとも自分の意志でお前を助けようとしている。そんな奴やつに対して『関係ない』とは、言いも言ったりだねレレナ。お前がそんなふうな台詞せりふを吐ける奴だったとは。見直したよ」

「あ……」

「関係ない、関係ないか。まあ確かにそうだな。青せい磁じもたまも、ついでに言えば僕だって、お前と『貪とん』の争いには関係ない存在だ。そいつらをすべて切り捨てるかい、レレナ？　誰の助けも借りずに、お前ひとりで『貪』一派を向こうに回して、周囲の人間を誰も傷つけずに切り抜けることができると。お前はそう言うわけだな」

「………………」

　なにも言えないまま、彼女はシスター服の前掛けをぎゅっと握にぎり締めていた。その顔が泣きそうに歪ゆがんでいくのを、朧はじっと見つめていた。

　やがて、レレナは震ふるえる唇くちびるを開いた。そこから出てきたのは、彼女の心情と同じように、ぐらりぐらりと揺らめいている言葉だ。

「────でも、でも、それじゃあ、私はどうすればいいのよ？　もしも、もしもこの戦いで、時とき田たくんやたまさんが、し、っ、──死んじゃったりしたら──そんなの、絶対、絶対に嫌いやなのに」

　そこに自分の名前が含まれていないことに、朧はちょっとした諧かい謔ぎやくを覚えた。それを面おもてに出すことはなく、彼は肩かたをすくめて答える。

「それが嫌だというのなら──あいつらを危険に巻き込むのさえも嫌だというのなら、話は簡単だ。お前が『貪』に屈服すればいい。無条件降伏をしてしまえば、向こうだって無む闇やみにお前の周囲の人間を傷つけたりはしないだろうさ」

「────────」

　朧の、その言葉に──

　レレナは、なにかを打ち砕くだかれたかのように立ち尽くした。

　唇を嚙かみしめて、再びうつむいてしまう。朧はそれを冷れい厳げんな目で見つめている。悪いことをしたとは思っていなかった。今までの話の流れから、当然の帰結を導き出しただけだ。それで揺らぐような柔やわな精神ならば、最初から戦闘などするべきではない。これは朧の戦いではなく、レレナの戦いなのだ。主体である彼女が不安定では朧にまで危険が及ぶ。未然の危険は処理しておかなくてはならなかった。

　長い、長い、永遠にも思えるほどの静せい寂じやくが、礼れい拝はい堂どうに充みち満ちた。

　その静寂を破ったのは、朧でもレレナでもなかった。

　不意に、第三者の声が、朧の背後、礼拝堂の入り口のほうから響ひびいてきたのだ。

「……朧、とか言ったっけ？　レレナくんをそんなに虐いじめないでほしいね」

　朧が振り返るのと、そいつがこちらに向かって歩き出したのは、ほとんど同時のことだった。

　闇やみの中から月明かりの下へ、ゆっくりと歩み出てくる。白いシャツと青いジーンズを着た、町に出れば一日に一回は出会いそうな平凡な外見の青年だ。ぼさぼさの髪かみが不健康な印象を与えるが、不潔な印象は受けない。目元を優しげに笑えませながら、そいつはレレナに向かって、軽く手を上げた。

「や、レレナくん。──久しぶり」

　レレナは、凍こおりついている。裂さけんばかりに両目を見開いて、ありえないものを見つめるような視線を、じっとその青年に注いでいた。

　それが、朧おぼろには気に食わなかった。頭越しに会話をされるというのは、自己中心的な吸きゆう血けつ鬼きである朧にとっては屈くつ辱じよく以外の何物でもなかった。たちまちのうちに不ふ機き嫌げんに染まった表情を青年のほうに向け、朧は険けん悪あくな声で尋たずねる。

「誰だ、お前」

　それに青年は答えない。レレナも答えない。朧が答えを知ったのは、レレナの、誰に対してでもない震ふるえるつぶやきを耳にしたからだった。

「────月つき、島しま、さん」
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　黒い泥でい濘ねいの中で、『貪とん』は蠢うごめいていた。

　周囲を覆おおっているのは完全な闇やみ。光がここに差し込むことはあり得ない。そもそも『光』というものの概がい念ねんすら『貪』は知らなかった。それを知ったのは、彼女が──このときの『貪』は彼でも彼女でもなかったが──雪ゆき村むら舞まいになる、はるか後のことだった。

　ぼんやりと、舞はそのことを考えていた。『貪』の中にいる舞は、自分が今夢を見ていることを自覚していた。それも、かなり明めい瞭りようとした夢。──過去の記き憶おくをそのままなぞる、追憶のような夢の中に、舞は取り残されていた。

　夢の中で、『貪』は──舞の前身であるその化け物は、地中を這はいずり回っていた。タールのようなその触しよく手しゆを伸ばして、虫けらや、あるいは死にかけた小動物に触ふれて、その願望を引きずり出していた。

『貪』は願いを叶かなえ、叶えた願いを喰らう、化け物だ。

　けれども、虫けらや動物程度の願いなんてたかが知れていた。なんとなれば、そいつらが抱いだいているのはごくごく単純な『生きたい』という願いに過ぎなかったから。『貪』は彼らに生きるための力を与え──そしてすぐにそれを引きずり出して喰らうという、寸すん借しやく詐さ欺ぎのような捕食活動を繰り返していた。

　そんな自分に疑問を抱いだくこともなかった。『貪』は、自らが喰っている虫けらや動物とそう変わらない存在だった。惨みじめ、とも言えるかもしれない。しかしそれは高みから見たときの感想だ。暗く湿った土中の闇を這いずり回る『貪』は、自らが惨めであることさえ知らなかった。

『貪』の中にいる舞は、だからそのときの思い出を振り返って、嫌いやな気分になることはなかった。

　あのときの自分は、きっと蛹さなぎだったのだ。毛虫から蝶ちように変わる、その途上にあったのだ。だから、あんなこともあったな、と思うだけで、舞はその夢を不快に捉とらえることはなかった。

　ただ、彼女は夢の中で楽しんでいた。

　そのときが来るのを、待ち焦こがれていた。

　自分が蝶に変わる、まさにそのときを────




　そして、そのときは来た。

　土の中に、なにかがあった。なにか、巨大なもの。

　最初、『貪』はそれを無視しようとした。なぜならば、それはすでに息をしていなかったからだ。それどころか腐ふ敗はいすらしていた。『貪』が叶えるべき、喰らうべき願望を、その中に宿してはいなかった。

　しかしその周囲を這いずるうちに、『貪』はそれが、今まで自分が見たことも聞いたこともないものであることに気がついた。

『貪とん』は願望を喰うほかに、生き物の死体に取り憑つく能力を持っている。今までいくつもの死体に取り憑き、乗り換えてきたが、目の前にあるものほど巨大で複雑な構造を持っていたものは、ひとつもなかった。

『貪』はようやくそれに興味を持った。食べ物としてではなく、仮かり宿やどとしての興味を。

　タールの身体からだをうねらせて、『貪』はそれの中へと侵入していく。内部はまさに複雑怪奇、迷路という言葉を知っていたのなら、迷うことなくその形容を送っていただろう。

　その死体の体内をしばらく這はいずり回っていた『貪』は、やがてその中でも、特に複雑なひとつの臓器に行き当たった。『貪』はその臓器を知っていた。今まで幾度も取り憑いてきた借宿にも、同じような臓器が必ずひとつはあったからだ。

　しかし──その臓器は、死体と同じように、今まで『貪』が見てきたものとは比べものにならないほどの大きさと複雑さを有していた。

『貪』は臓器の中に侵入しようとした。それこそが、『貪』が死体に取り憑く方法だったからだ。あまりの複雑さに、しばらくのあいだ侵入経路を見つけることはできなかったが、それも時間の問題だった。『貪』はやがて、臓器の中にひとつの口を見つけた。その中に自らの身体を滑すべり込ませて、

　そして、




　光が弾はじけた。




　光。光だった。眩まばゆく溢あふれる光。轟ごう々ごうと溢れ出す濁だく流りゆうのように光は無音で『貪』の中に流れ込み、その内側をひたひたと浸ひたしていく。浸し、満ち、溢れ、けれどもそれは消えることなく『貪』の周囲に流れ出していく。

『貪』はそれが光であることを知った。あるいはそれは叡えい智ちとも呼ばれるもの。積み上げてきた知識、重ねてきた理解。それが一いつ瞬しゆんで一いつ斉せいに『貪』の中で瞬またたいた。連れん鎖さする爆ばく発はつのように、叡智の光が彼女の中に渦うず巻まいていた。

『貪』は自分が耳にしているものを知った。音楽だった。あるいはそれは歌とも呼ばれる音の連なり。それが、リフレインのように彼女の耳を聾ろうしていた。

『貪』は自分の目の前にあるものを知った。闇やみだった。あるいはそれは黒とも呼ばれる色。けれども世の中にあるのは黒ばかりではない。青色にたゆたう空や金色に輝く月や、七色を放つ虹にじがあることを思い出していた。

『貪』は自分がどこにいるかを知った。土の下だった。あるいはそれは死して後に葬ほうむられる場所。自らが死に、しかし今は生きていることを、『貪』は喜びという光と共に嚙かみしめていた。

　そして、『貪』は自分が何者であるかを知った。

　彼女は、雪ゆき村むら舞まいだった。




　そうして、舞まいは腐くさりかけた指を必死に動かして、土の中から這はい出した。

　あのときは、目の前にある光景がいまいち理解できなかった。土から這い出た自分がどこにいるのか、目の前にある屋や敷しきが誰のものなのか、理解することはできなかった。

　けれど、今ならわかる。レレナの記き憶おくを自分のものにした、今なら。

　そんな舞の中の舞の感かん慨がいとは無関係に、舞の外の舞の記憶は進行していく。

　土の中から這い出した舞が最初に目にしたのは、煌こう々こうと輝く月の光だった。

　腐りかけた顔でその月を見上げ、舞は濁にごった声でつぶやいた。

「…………つ、き」

　そう。あれは、月。月という名前の、夜にしか顔を見せない不ぶ精しよう者ものの衛星だ。夜空にぽっかりと開いた、その白い円の名前がわかるということが、そのときの舞にはなによりも嬉うれしかった。

　光の洪こう水ずいはまだ続いている。この人間の死体が持っていた──そう、この生き物は人間というのだ──知識が、次から次へと『貪とん』の中に流れ込んできて、その流入は留とどまることを知らない。

　ふと──舞の、片方しかない目が動いた。

　舞が這い出た土は、どこかの屋敷の庭のようだった。その屋敷を区切る塀へいの上に、一匹ぴきの老いた黒猫ねこがいることに気づいたのだ。

　その額ひたいの三日月の傷を目にして、舞は笑う。なにがおかしいのかわからなかったが、それでも笑いがこみ上げてきて仕方がなかった。やはり腐った声帯から、濁った笑い声を響ひびかせる。それを聞いて、三日月の傷を持つ黒猫は、その尻尾しつぽで塀の上をぱたりと叩たたいた。

「ね、こ」

　その生き物の名前を口にする。言葉をようやくにして覚えた幼児のように。いや、そのときの舞は、まさに幼児だった。すさまじい勢いで成長しつつある幼児。雪村舞の知識を貪どん欲よくに吸収しつつある、人と化け物の混血児だった。

　黒猫は、すぐに身を翻ひるがえしてどこかにいなくなってしまった。去り際に、その瞳ひとみに複雑な色が浮かんでいたことに、舞は気づかない。彼女はただ、深い闇やみの底から月明かりの下へと這い出ることのできた喜びを、無む邪じや気きに嚙かみしめていた──




　　　　◆




　そこで、舞は目が覚めた。

「──おいってば。客だよ客、お前さんに客だ。我らが盟めい主しゆさんよ」

　部屋の入り口で脳天気な声を響かせているのは、舞の駒こまのひとつである男、海かい棠どう万ばん里りだった。『泥人形師サージカルメソツド』の手を持つ、暢気のんきで陽気な殺人鬼き。舞まいは寝ぼけ眼まなこをこすりながら起き上がり、未だに半分眠っている頭で海かい棠どうに話しかけた。

「……月つき島しまさんは？」

　そう言ってしまってから、気づく。

　彼は、レレナの家に向かっているところだった。レレナの家族を始末するために。

　そのことは海棠もよく知っていた。訝いぶかしげに眉まゆを寄せた海棠に、舞は慌あわてて「なんでもない」と訂正する。それから彼女は、海棠に確認した。

「客、って。誰なの？」

「おいおい、俺おれが知るわけないだろ。『末まつ端たん』の管理はあんたがやってたことじゃないか、舞さんよ。俺の知らない『末端』のひとりだよ。あんたが呼んだんじゃないの？」

　そうだった、と思い直し、舞は大きくあくびをした。涙なみだの浮かんだ目を拭ぬぐい、彼女は海棠に告げる。

「すぐ行くって言っておいて。それから、お茶のひとつでも出しておくように」

「はあ？　なんで俺がそんなこと──」

「いいからさっさと動く。どうせあんた、人殺し以外のことしてないでしょ。たまにはあたしたちのために働きなさいよ」

「まったく、人使いの荒い──」

「荒くない。あんたも千ち霧ぎりも、働かなさすぎなの。あの子のほうはまだ処理してくれるからいいけど、あんたは今のところ、完全な役立たずなんだから」

　ぶちぶちと文句を言いながら海棠は出て行った。それを見届けてから、彼女は立ち上がり、机にしまってあったファイルを取り出した。

　そこには、舞の──『貪とん』の末端である人々の能力名が記されている。その左側には、未だに空くう欄らんの目立つチェックボックスが並んでいた。

　それに目を通しつつ、舞は自室から出て客間へと向かう。客間といっても、舞たちが買い切ったこのマンションの一室を、便べん宜ぎ上じようそう呼んでいるだけだ。その部屋の玄げん関かん扉とびらを開けて、中に足を踏み入れると、見知った顔を見い出すことができた。

「どうもお久しぶりです、『貪』さん。その後、お変わりはありませんか？」

　愛想あいそのよいセールスマンのような、ひとりの男性だった。年の頃は三十代の半ばほど、『貪』の末端の中では最年長を誇ほこる。そんな彼に対して、舞は仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやいた。

「『貪』じゃないよ。舞って呼びなさいって言ったじゃない。忘れたの？」

　男はにこにこと胡散うさん臭くさい笑顔を振りまきつつ、非礼を詫わびた。

「ああ、これは失礼いたしました。雪ゆき村むら舞さん、でしたね。長く会っていないものでしたから、どうも忘れてしまって」

　と、そこに海棠が慣れない手つきでお茶を運んできた。ことり、とテーブルに置くと、男性は如じよ才さいなく海かい棠どうに「どうも」と頭を下げる。

　二人のあいだに面識はなかった。互いがどういう能力を持っているのか、そもそも末まつ端たんであるかどうかも定さだかではないだろう。それを知っているのは、舞まいと、そしてもうひとり──彼女が作り出した、『想イ人ツキシマ』だけだった。

　男が湯飲みを傾けるのを見つめながら、舞は単刀直入に用件を切り出した。

「ねえ。今あたしたちの資金って、どれくらいになっているの？」

「は。──資金、ですか。そうですねえ、一ひと言ことで答えるのは難しいですね。資金という言葉の定義にもよりますし」

「定義もなにもないでしょ、資金は資金よ。あたし名義の貯金通帳に入ってるお金はいくら？」

「はい。それでしたら、三千万ほどになるかと」

　男の笑えみに下げ卑びた色が混じり、舞はそれと気づかれないほどわずかに顔をしかめた。

　彼が持つ能力は、『電網磁網シヤイロツク』という。名前のとおり、ありとあらゆる電気回線をジャックして、その中に流れている情報を思いのままに得ることができる、という力だった。

　彼はそれを使用して、『貪とん』一派の資金繰り全般を任せられていた。彼の能力を使えば、株式証券から先物取引まで、ありとあらゆる金きん融ゆう市場で圧倒的な有利を得ることができる。元は証券会社に勤めていたというこの男性の知識と『電網磁網シヤイロツク』を組み合わせれば、まさに現代の錬れん金きん術じゆつとなるのだった。

　男のその力を支えているのは、欲望だった。限りなく莫ばく大だいで、限りなく普ふ遍へん的な欲望──『金が欲しい』という欲望。人の欲望に数限りなく触ふれてきた舞は、誰もがその欲を持っていることを知っている。その中でもこの男の欲望は、並外れて大きかった。だから今まで喰わずに、『末端』として泳がせていたのだ。

　かつては彼の欲望に食欲をそそられることはあっても、嫌けん悪お感かんを抱いだくことはなかった。舞は人間のようであって人間ではない、『貪』という化け物だったからだ。欲望を浅ましいと思うのはその人の人間性であって、そして化け物は人間性が存在しないから化け物と呼ばれる。

　しかし、今の舞は──

「三千万、か。ここの払いは済んでいるのよね？」

「ええ、この場所の名義も、すべて舞さんのものになっておりますよ。ああもっとも、私たちの資産の大部分を占める有価証券は、すべて私の管理下にありますが──なんなら、それらのものを現金化しても構いませんが。そうすれば億はくだらないでしょうね」

　ひゅう、と海棠が口くち笛ぶえを吹き、舞は彼のことをにらみつけた。それから、彼女は男に視線を向けて、にっこりと笑う。

「いいえ、その必要はないわ。今までどうもありがとう」

「は────」

　男はぽかんとした表情を浮かべた。まるで別れの言葉のような舞の口振りに、おずおずと尋たずねてくる。

「……あの、それは、どういう？」

「だから、あたしのためにお金を稼かせいでくれてありがとうって言ったの。三千万円もあれば、当面の生活をするには困らないからね。要するに──」

　ぴん、と人差し指を立てて、舞まいは目を細め、にこにこと笑いながら、

「あなたは用済みってこと。いただくことにする」

　男は立ち上がった。予期せぬ混乱に、その目を何度も瞬しばたかせながら。そんな彼の背後、出口へと通じる扉とびらを、海かい棠どうがゆっくりと塞ふさぐのが見えた。

「────、は、はは、嫌いやだな舞さん、冗じよう談だんもほどほどに────」

「冗談は好きだけどね。これは違うの、残念なことに」

　静かに落ち着いた、舞の口く調ちように──

　男の身体からだが、震ふるえはじめた。

　舞はそれを面白がるような目で見つめている。男の顔が次第に絶望に支配されていくのを、じっくりと観察する。そんな舞の好奇の視線を振り払うように、男は血走った目を舞へと向けてきた。

「…………わ、私の能力を失うということが、どういうことかわかっているのか!?　あ、あんたは資金を得る力を失うんだぞ!?　私を生かしておけば、いくらでも、それこそ無限の富を得ることができるんだ！　そ、それを────！」

　そして舞は憐あわれみの表情を浮かべた。首を傾かしげて、ぽつりとつぶやく。

「あなたにとっては、それが一番大事なことなんでしょうね。でもあたしにとっては、そんなのトイレットペーパーくらいの価値しかないの。お金は生きていけるだけあれば十分。あたしには、月つき島しまさんがいればいい」

　そう、と舞は胸の中で繰り返す。月島さんと──そして、レレナ。あの二人と一いつ緒しよの日常を送るのが、自分のただひとつの願いなのだった。お金なんていうものは、所しよ詮せんその願いを叶かなえるための道具に過ぎない。そしてその道具は、十分に数が揃そろったのだ。

　だから収穫の時期が来た。実際のところ、『貪とん』の一部を刈かり取られる末まつ端たんは、ここに来てから彼で四人目だった。『想イ人ツキシマ』を──月島亮りよう史じをこの世に現存させる力は、まだまだ不完全なのだ。今まで泳がせていた、ほぼすべての末端から搾さく取しゆしなくては追いつかないほどに。

　と、次の瞬しゆん間かん、男は脱だつ兎との如く駆かけだしていた。ソファを飛び越えて、一いち目もく散さんに出口まで駆けていこうとして──海棠に阻はばまれる。彼は海棠の胸ぐらに摑つかみかかった。口角泡あわを飛ばしながら、

「どっ、どけ！　どけぇっ!!」

「うわ、っと、汚きたないな」

　海棠が行ったことは極めて単純、ちょっと手を伸ばして彼の膝ひざに触ふれただけだ。ほんの数秒の接せつ触しよくで、海かい棠どうの『泥人形師サージカルメソツド』、物質の形状を思いのままに変化させるその手のひらは、男の膝ひざを反対方向にへし曲げていた。

「────あっ、ぎっ、ぐああああああああああああああああああああああ!!」

　倒れ込んだ男の口から獣けもののような叫び声が迸ほとばしる。舞まいは顔をしかめた。さっさと終わらせてしまおうと、舞は立てた人差し指を男に向けて、

「それじゃね、『電網磁網シヤイロツク』さん」

　びくん、と男の身体からだが震ふるえる。がくがくと痙けい攣れんするその身体、その唇くちびるの中から、黒いタールのような物質がどろりと出てきた。その瞬しゆん間かん、男の身体は動かなくなる。精神の中にある大部分を、『貪とん』の一部に刈かり取られてしまったからだ。

　動かなくなった男と、自分のほうに向かってくる自分の一部を見比べながら、舞は薄うすく微笑ほほえむ。そうしながら、彼女はあることに思い当たった。ちょっとした後悔が胸の中に生まれ、舞はそれを、もうぴくりとも動かなくなった男へと投げかけた。

「──ところで、あなたの名前、なんだったっけ？」




　　　　◆




　静かな夜だった。物音のひとつとして耳に響ひびいてくることはない。しんと静まり返った礼れい拝はい堂どうの中で、ツキシマは足を踏み出そうとして、

「止まれ」

　朧おぼろに制止された。

　ちらりと牙きばを見せてツキシマは笑う。対する朧は不ふ機き嫌げんそうに、腰こしに手を当ててツキシマの挙動を観察している。その姿にはかけらほどの油断も見当たらない。相手が戦闘も辞さない構えであることが、よく見て取れた。

　そこで初めて、レレナが動きらしい動きを見せた。隣となりにいる朧を制するように前に出て、胸元に固めた拳こぶしをぎゅっと当てる。それから彼女はうつむいていた顔を上げ、閉じていた目を開き、はっきりとした声でツキシマに言った。

「────何の、用ですか？」

　その声に、ツキシマは驚きを感じない。

　彼女がそういう人間であることを、彼は知っているからだ。

　ただ──ツキシマが、月つき島しま亮りよう史じであったら、あるいは驚きを感じていたかもしれない。

「用。用か」

　レレナの反応を確かめながら、彼は自分の声を響かせた。

「もちろんあるさ。でなければ、わざわざ敵てき地ちに赴おもむいたりはしないよ」

「ほう。ここが敵地ということは、わかっているわけか。なのに単身でやってくるとは、大した度胸じゃないか。感心するね」

　朧おぼろの言葉にくすりと笑う。あるいはそれは、嘲あざけりをも含んだ笑えみだ。

「君がいるとは思っていなかったからね、朧。度胸もなにもない、いくら僕でも半はん吸きゆう血けつ鬼きのレレナくんに後れを取るほど落ちぶれてはいない。だよね、レレナくん？」

　そのことはなによりも、君が一番よく知っている──そんなニュアンスの含まれたツキシマの声を、レレナは毅き然ぜんとした態度で一いつ蹴しゆうした。

「知りません。私は、あなたなんか、知りません」

　眉まゆ根ねを上げたツキシマに、レレナは押し殺した声で、

「確かに、あなたは月つき島しまさんに似ています。けど、やっぱりあなたは月島さんじゃない。私はもう、はっきりと思い出すことはできないけど──それでも、違うということはわかる。顔も声も月島さんのものではないことくらい、──わかります」

　怯おびえを背後に押し隠かくして、気き丈じように振る舞うことのできるその強さも、またツキシマが知っていて、月島の知らないものだった。ツキシマは薄うすく笑い、

「まあ、そうだろうね。僕の顔は仮初かりそめのものだ。君の記き憶おくはおぼろげなものに過ぎなかったから、舞まいくんも完全には僕の顔を再現できなかったんだ。それでも似ているというのは光栄だね」

　その言葉に、レレナはかすかな怒りを表情に上らせた。

「用件を言ってください。そうして、早く帰ってください。私の、知らない人」

　射い貫ぬくように自分を見み据すえるレレナの視線を、ツキシマは正面から受け止めた。そうしながら、さてどうすべきか、と考える。

　ツキシマの用件はただひとつだった。

　レレナの両親を、殺すことだ。

　舞はレレナの両親こそが、レレナを『向こう側』に繫つなぎ止めるもっとも強きよう靱じんな鎖くさりだと考えている。だからこそ、そんな命令をツキシマに下したのだ。両親を殺せば、レレナは『こちら側』に来てくれる──そうは言わないでも、断ち切った鎖を直すために、舞に縋すがり付いてくるかもしれない。かつて池いけ之の端はた絵え里り香かがそうしたように。

　とはいえ、そんな事情を長々と説明するわけにもいかない。恐らく「君の両親を殺」辺りまで言ったところでレレナが逆上するか、あるいは朧のほうが襲おそいかかってくるかもしれなかった。それはツキシマの望むところではない。

　なんとなれば、彼には最初から舞の命令を遂すい行こうする気などなかったからだ。

　ツキシマは軽く肩かたをすくめた。レレナに対して優しく笑いかけながら、

「いやいや、そんなに大層な話じゃないんだ、本当に。ちょっとここに座っていいかな？　ゆっくり話をしようよ、別に戦いに来たわけじゃないんだから」

　穏おん和わなその言葉に、しかしレレナの表情はますます強こわばっていく。ツキシマの顔が、ツキシマの声が──ツキシマの存在そのものが、レレナにとっては苦痛でしかないように。

　恐らくは、一ヶ月前に彼女が言ったとおり。

　自分たちの存在は──レレナの思い出に対する、冒ぼう瀆とくなのだろう。

　不意に、朧おぼろが足を踏み出した。無む造ぞう作さに、こちらに近づいてくる。ツキシマは礼れい拝はい堂どうの長椅い子すに手をかけたまま、警けい戒かいを意識に滲にじませた。朧の背後から、レレナが焦あせったような声を出す。

「お、朧？　──なにをするつもりなの？」

「なにというほどのことではない。ただね、レレナ。僕は後悔してるんだよ」

　そう言うあいだにも、彼の歩みは止まらない。一直線に、ツキシマに向かって進んでくる。

　わずかに腰こしを落として、ツキシマは好戦的な笑えみを浮かべた。口を挟はさむ。

「後悔？　見たいアニメがあったことでも忘れていたのかな？」

「近いね。やるべきことをやらなかった、そのことを後悔しているのさ。要するに──」

　礼拝堂を半分通り過ぎた瞬しゆん間かん、朧の身体からだが消えた。声だけが、ツキシマの耳に響ひびいてくる。

「──あのとき、こうしていればよかったということだ！」

　なにを考えるよりも先に、ツキシマは横っ飛びに飛んでいた。

　ツキシマとの間合いを一気に詰めた朧は、手にした得え物ものを彼の心臓めがけて突き出していた。半はん瞬しゆん前までツキシマがいた空間を貫いたそれは、木製の槍やりのようにツキシマの目には見えた。とはいえ、それほど長く観察していられたわけではない。ツキシマは横に飛んだ勢いを利用して、壁を蹴けって天てん井じようまで駆かけ上がっていた。

　梁はりに指をかけて、片腕うでだけでそこに這はい上がる。そこに腰を降ろして朧を見下ろしながら、ツキシマは小さく息をついた。

「……あのときっていうのがいつのことか、説明してくれるかな？」

　木の槍を肩かたに立てかけて、朧はつまらなそうにその問いに答えた。

「レレナの記き憶おくを得た『貪とん』に、呼びつけられたときのことだ。あのとき、僕は『貪』を殺せたはずなのに、そうしなかった。その結果がこのザマだ。お前みたいな紛まがい物に見下ろされることになると知っていれば、迷わずあの小こ娘むすめの首を引き千ち切ぎっていたものを」

　自らの創造主を侮ぶ辱じよくされて、ツキシマの目が薄うすく細められた。梁の上で片かた膝ひざを立てて、その上に腕を乗せながら、ツキシマは最後通つう牒ちようを口にする。

「僕は話し合いに来ただけなんだけど──お前はそんな悠ゆう長ちようなことをするつもりはないと、そういうわけだな、朧？」

　そこでようやく、レレナが衝しよう撃げきから回復した。彼女は朧に近づいて、何事かを──恐らく制止の言葉を口にしようとした。が、戦闘機動に突入した吸きゆう血けつ鬼きを止めるには、その言葉では脆ぜい弱じやくすぎた。

　吸血鬼を止めるなら、そう。

　あのときのように、平手打ちのひとつでもかましてやればいい。

　そう思って、ツキシマは自らの頰ほおを撫なでた。レレナの手のひらがここに触ふれたことは、今までに一度もない。けれどもツキシマの記き憶おくには、あのときの痛みが鮮せん明めいに残っている。

　そんな、自分のものではない追つい憶おくに浸ひたっていた間かん隙げきを突いて──

　朧おぼろが手にした木の槍やりをツキシマに投げつけてきた。

　雷らい撃げきのようなその一いち撃げきを、回かい避ひすることはできなかった。耳に響ひびいた風切り音に、咄嗟とつさに片手を動かして自らの心臓を守る。

　自分の手のひらに突然生えた木の槍（近くから見ると、それは先せん端たんを削けずったモップの柄えであることがわかった）を、ツキシマは不思議そうに観察した。そんな彼の遙はるか下方から、嘲あざけるような朧の声、

「なに笑ってるんだ？　そんなに殺されるのが楽しいのか？」

「…………」

　ツキシマは無言のまま、もう片方の手で槍を引き抜いた。それを弄もてあそびながら、彼は梁はりを蹴けって朧へと襲おそいかかっていた。




　　　　◆




「……朧さん、遅いですねえ」

　暢気のんきなたまの声に、青せい磁じは答えることはしなかった。ただ右手に持った箸はしを使って、ご飯の上に載のったしらす干しを口に運んでいた。

　今日の夕食は、ご飯に味み噌そ汁しるにしらす干しに冷や奴やつこ、旬しゆんにはまだ早いものの秋さ刀ん魚まの塩焼きにたっぷりの大根おろしを付け合わせて、食後には柿かきを用意しているらしい。普段通りといえばあまりに普段通りなそのメニューに、しかし青磁は違和感を覚えている。

　たまの様子がおかしい、というのではない。たまの様子があまりにもいつも通りだということが、おかしい。青磁が持つ違和感の正体を、正確に分析するとしたら、そういうことになる。

　なぜなら──

「なあ、たま。お前、驚いていないのか？　朧が吸きゆう血けつ鬼きだと知って」

　たまは、「え？」と青磁のほうに振り向き、それから恥じらいの笑えみを浮かべた。

「いやですね、坊ぼつちゃま、たまをおからかいにならないでくださいまし。さっきあんなに驚いてしまったではありませんか。もうそのことで、たまを虐いじめるのはご勘かん弁べんくださいな」

　驚いてしまった。あれでか。たまの挙動を見慣れた青磁の目にも、確かにあのときのたまは驚いていたが、しかしこう、なんというか、

「いや、まあ、確かに驚いてたけどさ。──もっと、ほら、後に引くものじゃないか？　だって吸血鬼だぞ？　この世にいるはずのない化け──じゃなくて、ええと」

「人間以外？」

「そう、人間以外だ。大発見じゃないか。もっと大騒さわぎすべきじゃないのか？」

　そんなことを口にしながら、しかし耳元で「ならお前はどうなんだ」という声が聞こえた。自分は朧おぼろが吸きゆう血けつ鬼きであることを知ったときに、大騒ぎしただろうか？　驚きはしたが──しかしやはりたまのように、数時間後にはその事実をあっさりと受け入れていたように思える。自分がそうだったのだから、たまがそうであっても不思議ではない──と思いかけて、逆であることに気づく。

　たまがそういう性格であったからこそ、自分も怪かい異いを怪異として受け止められているのだ。

　なぜならば、青せい磁じを育てたのは、たま本人であるのだから。

　そんな青磁の考えなど知る由よしもなく、たまはしゃもじを持った手を顎あごに当て、んー、と何事かを考えている。それから独り言のような口く調ちようで、ぽつりと、

「……でも、朧さんが吸血鬼であってもそうでなくても、たまにとってそういうことは、あまり大事なことではありませんからねえ」

　そう言ってから、彼女はにこにこと笑いながら、青磁から茶ちや碗わんを奪うばってご飯のおかわりをよそった。まるでそちらのほうが、より大事なことだと言わんばかりに。

　それを見て──青磁は、彼女に尋たずねてみようと思った。

　今まで何度も聞いてみて、そのたびにはぐらかされてきた質問。それが、しかし今ならば、今たまにぶつけたならば──ちゃんとした答えが返ってくるような気がしたのだ。

「はい、どうぞ、坊ぼつちゃま。たんとお召し上がりください」

　やはりにこにこと笑いながら、たまが差し出した茶碗を、青磁は手を伸ばして受け取った。茶碗を摑つかんだ瞬しゆん間かん、青磁は質問を発していた。

「なあ、たま。お前は、俺おれの、なんなんだ？」

　引っ込みかけたたまの手が、ぴたりと止まった。茶碗を手渡した格好のままで、彼女は凍こおりついている。ただその顔から、笑えみだけが消えていた。構わずに、青磁は続ける。

「たま、俺はお前に感謝してるよ。ずっと俺のことを育ててきてくれたんだから。そういうのほほんとしたところや、吸血鬼みたいな存在を知ってもあまり動じるところのない性格なんか、実際のところ、尊敬している。──でも」

「…………」

「でも、俺は、お前が誰なのかを知らない。お前がたまだということは知っている。俺の同居人で、俺の教育者だということも。けど、お前がどうしてそんなことをしているのか、お前が俺にとってどういう関係に当たる人間なのか、そういうことは、これっぽっちも知らないんだ。──それは、お前のことをなにも知らないということと、同じなんじゃないかな」

「坊ちゃま──」

　たまは悲しげに眉まゆを寄せた。尊敬する彼女の、そんな表情を見るのは嫌いやだった。辛つらかった。しかし青磁は、そこから目をそらそうとはしなかった。嫌なことから、辛いことから目を背けても意味がない、というのが、たまの教えだったからだ。

「わかってるよ。俺おれが立派な大人おとなに成長したら教えてくれるっていうんだろ。うん。本当なら、俺もそれまで待つつもりだったよ。──でも、な」

　そうだ、と、喋しやべりながら青せい磁じは気づいた。なぜ唐とう突とつに、たまのことが知りたいと思ったのか。彼女が自分にとってどんな存在なのか、ほとんど物心ついたときから持っていた疑問を、今ぶつけたいと思ったのか。その理由に。

「でも、そんな大人になれるとは、限らないからな。だって──」

　死んでしまうかもしれないからだ。

　そう。自分は──時とき田た青磁は、命の恩人であるレレナ・パプリカ・ツォルドルフのために、自らの命を賭としてでも手助けをすると誓ちかった。死の恐怖は無論ある。自分がどんな役に立てるのだろうという、途方に暮れるような不安ももちろんある。けれども青磁は、そこから逃げようとは思わなかった。

　そんなことをすれば、きっとたまは薙刀なぎなたを持って、自分を追いかけ回すに違いない。

　たまは青磁坊ぼつちゃまを卑ひ怯きよう者ものに育てた覚えはありません──とかなんとか叫びながら。

　その様子を想像して、青磁はちょっと笑った。が、たまが訝いぶかしげに顔をしかめるのを見て、すぐにその笑いを引っ込める。こほん、と咳せき払ばらいをしてから、青磁は続けた。

「──だって、死んでしまったら聞くことはできない。俺が首を突っ込んだのは、冗じよう談だん抜きでそういう世界だってことは、たまもわかってくれるだろ？　──だから、まあ、なんだ。前借りできないかなって考えただけだよ。浅い考えだけどさ」

　たまは、うつむいていた。茶碗を青磁に渡したときの姿勢のまま、ぴたりと停止している。時が止まったかのようなその姿に、青磁の後悔が次第に強いものとなっていき、

「……たまは、」

　不意に。

「青磁坊ちゃまの、従い姉と妹こに当たるものでございます」

　彼女は、それまで絶対に話そうとしなかった自らの素す性じようを、語り出していた。

　目を見開いた青磁に、たまは小さく微笑ほほえむ。居い住ずまいを正し、透とう明めいな視線を青磁に向けて、小さく頷うなずく。

「たまは、坊ちゃまのことをお守りするつもりです。でも、弱気なことを言うようですが、もしかしたらそれも叶かなわなくなってしまうかもしれません。ですから──坊ちゃまがお知りになりたいと言うのでしたら、たまの素性をお話しいたしましょう」

　ごくり、と。

　青磁の喉のどが上下した。心臓が、どくどくと早はや鐘がねを打ちはじめる。

　今まで求めては断られ、いつかは知ることができるようになると期待していた──たまの正しよう体たい。それが、今、明らかになるのだという。

　息を詰めて見守る青せい磁じの目の前で、たまはゆっくりと笑う。ほかほかのご飯が盛られたままの茶ちや碗わんをちらりと見て、どうぞ、と手で指し示した。

「まずは夕食をお済ませになってくださいな。それから、話させていただきますから」

　青磁は慌あわてて頷うなずいて、残りの食事を消費しにかかった。




　　　　◆




　乾かわいた音を立てて、朧おぼろが手にしていた木の槍やりが宙を舞った。

　そのまま床ゆかに落下して、回転しながらレレナのほうへと滑すべってきて、彼女の足に当たって止まった。

　それでようやくレレナの身を縛しばっていた硬こう直ちよくが解けた。吸きゆう血けつ鬼きの『主人』同士の戦いを硬直しながら見守っていた彼女は、ようやく自分も参加しようと思い立った。

　凄せい絶ぜつとさえ言える格闘戦を繰り広げていた二人は、朧が得え物ものを失ったことをきっかけとして間合いを取り、互いの出方を探り合っていた。その小しよう康こう状態をよしとしないのか、壁際で立ち止まっていた朧はレレナのほうに一いつ瞬しゆんだけ視線を向けてから、その手をこちらにぐいと差し出してきた。

「レレナ。そいつをこっちに放り投げろ。いくら僕でも素す手でではこいつは殺しきれない」

　それに対してツキシマは無言、レレナの挙動をじっと見守っている。そんな二人の姿を、レレナは唇くちびるを引き結んで交互に見比べてから、

「──えいっ！」

　手に持った木の槍を、膝ひざを使って叩たたき折ってしまった。

「あ」

　そんな声を上げたのはツキシマのほうで、朧はといえば絶句してレレナのことを見つめている。レレナは張り詰めた表情で二人の視線を受け止めながら、二つに折れた木の槍を礼れい拝はい堂どうの床へと放り捨てた。そうしてから、レレナは朧に向かって、静かな声で語りかける。

「その人は、話をしに来たと言ったわ。戦うのはやめて」

　朧は呆あきれたように──いや、ほとんど怒っているようにその表情を歪ゆがめた。親指で、ぐい、とツキシマのことを指し示した。

「……お前な。状況がわかっているのか？　今が千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなんだぞ。こいつを殺せば向こうの戦力は半減する。残るのはあの千ち霧ぎりとかいう頭のおかしな小こ娘むすめだけになるってのに、なんだってお前はそう僕の邪じや魔まをするんだ」

「簡単だ。レレナくんは、お前の命を心配しているんだよ」と、ツキシマは腕うでを組みながら、にやりと笑った。「僕が死ねばこちらの戦力は半減。しかしお前が死ねば、そっちの戦力はほぼゼロになる。この違いは大きい」

　朧おぼろの顔から表情が消えた。本物の殺意が幼いその顔に現れている。レレナは慌あわてて、二人のあいだに言葉を差し挟はさまなくてはならなかった。

「早く、用件を言ってください。──知らない人。そして、早く帰ってください」

　先ほど口にしたのと、同じ言葉。しかしツキシマは、それには答えなかった。その、懐なつかしさはあるけれども違和感の拭ぬぐいきれない顔に、かすかな悲しみを漂ただよわせて、彼は言った。

「……僕のことを、月つき島しまさんとは呼んでくれないのか。レレナくん」

　レレナは──

　唇くちびるを嚙かんで、その痛みに耐えなくてはならなかった。ほとんど発ほつ作さのようにして、懐かしさと切なさと、そして「そうであればどれだけいいか」という渇かつ望ぼうのような衝しよう動どうが湧わき起こってきた。胸に手を当てて、肺が震ふるえるのをどうにか押しとどめようとする。口の中に血の味が広がっていく。それを飲み下して、レレナはうつむき、吐はき出すようにして、

「あなたは、月島さんじゃない。あの舞まいが舞ではないように。──そんなあなたを、月島さんと呼ぶ理由は、私にはない」

　少しのあいだ、沈ちん黙もくがあった。レレナの言葉が尾を引いて礼れい拝はい堂どうに残っているようだった。それを確かめるために、レレナは恐る恐る顔を上げる。そうして──ツキシマの顔に、情けない笑えみが浮かんでいるのを見た。

「まあ、そうだね。同感だ。僕はツキシマであって、舞くんに作られたものであって、あくまで君の知る月島亮りよう史じではない。似てはいるかもしれないけど、別物だ。少し、寂さびしいけどね」

「…………」

「それで、なんだったか──ああ、そうそう、提案の話だったね。ちょうどよく当事者も揃そろっていることだし──」と、ツキシマは朧のことを見て、それから長椅い子すのひとつに腰こし掛かけた。「そろそろ本題に入ろうか」

　朧はぽつりと、

「僕の本題はお前を殺すことなんだが」

「そう言うな。僕の話を聞いてからでも、僕を殺すのは遅くないだろう？」

　ち、と舌した打うちをして朧は腕うでを組んだ。ツキシマは笑い、

「納得してくれたみたいで嬉うれしいよ。さて、提案の件なんだけど──要するに、ゲームをしないか、ということなんだ」

「……ゲーム？」

　レレナは注意深くツキシマを観察する。優しくて曖あい昧まいで情けなくて、けれども飄ひよう々ひようとして人に本意を探さぐらせない彼の顔は、確かに月島亮史に似ているようにも思えた。それを見るのは辛つらかったが、しかしレレナは、そこから目を離そうとはしなかった。

「つまり、こういうことだ。舞くんはレレナくんの周囲の人間を傷つけたいみたいだけど──僕としては、はっきり言ってそんなことをしても無む駄だだと思っている。そんなことをしても、レレナくんはこちら側に来たりしない。そうだろ？」

　周りの人を傷つける──というツキシマの言葉に、レレナは怒りと怯おびえを等量に浮かべながら、小さく頷うなずいた。脳裏によぎるのは、病院のベッドの上で眠ねむりつづける絵え里り香かの姿だ。もしも弥生やよいや青せい磁じがああなってしまったら。──そんなことは、絶対に許容できない。

　レレナの頷きに励まされるようにして、ツキシマはさらに言葉を重ねた。

「それならゲームで決めようじゃないか。ルールの定まったゲームをして、敗者は勝者の用件を吞のむ。どうだい？　実にスマートじゃないか」

「……アホくさい」と、呆あきれたように朧おぼろはつぶやく。「なんで僕たちが、そんな戯ざれ事ごとに付き合わなければならないんだ？　全面戦争で殺し合ったほうがずっと手っ取り早い」

　それを聞いてもツキシマの余よ裕ゆうは崩くずれない。笑えみさえ浮かべて、彼は朧に向き直り、

「全面戦争で不利になるのは君たちのほうだ。こちらには資金がある。情報もある。戦力もある。君たちの裏を搔かいてレレナくんの日常を破は壊かいすることなんて、赤子の手を捻ひねるよりも簡単だ。それとも朧、君はそうしてほしいのかな？　レレナくんが悲しむところを見たいのかい？」

　朧は黙だまり込んだ。レレナも同じように沈ちん黙もくしながら、低く鼓こ動どうする心臓の上に、そっと手を重ねる。そうしながら、彼女はツキシマに尋たずねる。

「──その、ゲームの、内容というのは？」

　レレナが乗ってくれたことが嬉うれしいのか、ツキシマは笑え顔がおを彼女に向けた。──彼は、自分の笑顔がレレナを傷つけているのだということに、気づいているのだろうか？

「基本的には今までと変わらない。殺し合いだ。ただ、そこに勝利条件を付加しよう。双そう方ほうの勝利条件を定めて、それを達成したほうを勝利者とする。こちらの勝利条件は──」

　ツキシマは朧のほうに目を向けて、宣言をするように、

「朧。君の死だ」

　朧はその言葉に、わずかに目を見開いた。少しだけ考えてから、にい、と笑い、

「僕が死ねばレレナは戦力を失い、抗あらがいたくても抗えなくなる、そこで初めて説得の余地が生まれる──と。そういう目もく論ろ見みか」

　ツキシマは頷き、そこにレレナは慌あわてて割って入った。

「でっ、でも──命を賭かけるなんて、そんなこと──」

「……物わかりの悪い奴やつだな。どっちにしろ、奴らが真っ先に狙ねらってくるのは僕の命だ。僕がいなくなれば、お前なんて親鳥をなくした小鳥みたいなもんなんだからな、焼こうが煮ようが向こうの自由になる」

　むっ、とレレナは不満げに眉まゆを寄せた。構わずに、朧は続ける。

「そこに約束事を作ろうと、あいつはそう言っているわけだ。僕が死んだらお前は奴らの言うことを聞く。ただし僕が生きているあいだは、お前の周囲には手を出さない。──だろ？」

「まあ、概おおむねそういうことだね。もっとも、君の殺害を邪じや魔ましようとするものがいたら、もちろん僕はそいつのことを排はい除じよする。それが人間であっても関係ないよ」

　ふん、と鼻を鳴らして、朧おぼろは腕うでを組んだ。顎あごでツキシマをくいと示し、

「そっちの勝利条件はわかった。それで？　こっちはどうすれば勝ちになるんだ？」

「…………それは……」

　表情を曇らせて、言葉を淀よどませるツキシマに、朧は口元に刻んだ笑えみをいっそう深くする。

「ご主人様に対する不ふ遜そんは口にできないか？　なら、僕が決めよう。こちらの勝利条件は、『貪とん』の死だ。あいつが死ねば、お前は消滅する。千ち霧ぎりとかいう小こ娘むすめも、海かい棠どうとかいう外げ道どうも力を失う。それですべて終わりに──」

「──それは、だめ」

　震ふるえる声で、レレナは朧の言葉を遮さえぎった。

　朧はレレナのことを見た。その瞳ひとみに宿るのは、そろそろ臨りん界かい点てんに達しようとしている苛いら立だちだ。また甘あまえたことを抜かすようなら、僕はすべてをご破算にするぞ──とありありと言っているその視線を、レレナは見返さなかった。ただ彼女は、ツキシマを見つめながら、はっきりとした口く調ちようで、

「私たちの勝利条件は──あなたの死。そう、舞まいに、伝えて」

　ツキシマの眉まゆが意外そうな形を作る。朧が不満げな口調で、

「おい、それじゃあ根本的な解決には──」

「わかってる。でも、そうするしかないの。だって、舞を倒してしまったら──」

　絵え里り香かが、助けられないから。

　ぽつりとつぶやいたその言葉は、自己嫌けん悪おに小さく萎しぼんでしまっていた。それがあまりにも身勝手な言い分だということは、レレナ本人が誰よりもよくわかっていた。このゲームのために命を張るのは、他ほかでもない、朧だというのに。彼の言い分を無視してねじ曲げて、自分の都合のいい条件ばかりを口にしようとして──こんな状況でなければ死にたくなるほどの自己嫌悪が、レレナを苛さいなんでいた。

　じっと口を噤つぐんでうつむいていたレレナは、ふと顔を上げてツキシマのことを見た。

「──あの、朧の代わりに、私の命では──」

　ツキシマは呆あきれたようにかぶりを振り、

「君をこちら側に引き入れるのが目的なのに、君を殺してどうするんだ。意味がない」

「……そ、そうです、よね。なら…………」

　そしてまた、重苦しい沈ちん黙もくが満ちる。

　その沈黙に、最初に耐えきれなくなったのは朧だった。彼は深々とため息をつくと、ツキシマに向かって投げやりに言った。

「わかった、わかったよ。それでいい。こっちが賭かけるのは僕の命、そっちが賭けるのはお前の命。僕が死んだらレレナはお前たちの仲間になり、お前が死んだら──ええと、なんだっけ」

「へ？　あ、えっと、その、え、絵え里り香かを──」

「そう、そいつを元に戻す。あとついでに、『貪とん』は二度と僕たちの前にツラを出さない。そういう条件でいいな？」

「──いいかどうかは、僕が決めることじゃないけど」ツキシマはにっこりと笑い、「僕としては、是ぜ非ひその線で行きたいね。なんとか説得してみるよ」

「……説得って、まさか今の話、お前の独断で持ち出したのか？」

　怒りを通り越して呆あきれの滲にじむ朧おぼろの声に、ツキシマは悪びれもせずに頷うなずいた。

「まあね。でも、この条件なら舞まいくんも吞のんでくれると思うよ。彼女の目的は、レレナくんをこちら側に引き込むことなんだから」

　それを聞いて、レレナの瞳ひとみが揺れた。一歩、前に足を踏ふみ出す。そうしてから、ツキシマにおずおずと話しかける。

「…………あの。どうして、ですか？」

「え？」

「どうして──こんな条件を、出そうと思ったんですか？　この条件って、私たち、というより、私にとって、とても都合がいいものだと思うんですけど」

　そうだ。

　それがどうしても不可解だった。ツキシマが言うところの『ゲーム』を行う限りでは、レレナは自分の周囲に気を配らなくてよくなるのだから。日常を破は壊かいするといった舞の言葉に、戦せん々せん恐きよう々きようとしなくて済むようになるのだから。レレナにとってのメリットは、数え切れないほどある。では、彼らにとってのメリットは、一体なんなのだろう。

　ツキシマはしばらくのあいだ、レレナの視線から逃のがれるように目を背けていた。それから、仕方ない、とでも言うように息を吐はいた。

「人は、誰でも願いを持っているよね。レレナくん」

　突然なにを言い出すのだろう、とレレナは困こん惑わくする。ツキシマは構わずに続けた。

「僕は人じゃない。吸きゆう血けつ鬼きでもない。舞くんの願望と、君の記き憶おくによって創つくられた『想イ人ツキシマ』に過ぎない。けどね、そんな僕でも、ちゃんと願いを持っているんだよ。──それがなにか、君にわかるかい？」

「……い、いいえ」

「簡単なことだよ。──『レレナくんも舞くんも傷ついて欲しくない』というものだ」

　レレナは、小さく息を吞んだ。ツキシマの顔に、また過去の思い出が重なる。今度はそれを、振り払うことができない。

「君は認めないだろう。僕もそうだとは思わない。僕は、月つき島しま亮りよう史じ本人ではない。けど──僕が、月島亮史を模して創られた存在であることは、紛まぎれもない事実なんだ。偽にせ物ものだけど、別物ではない。僕の記憶や考え方は、本物の月島亮史と似通ったものになっているはずだよ」

「あ……」

「そこでだ、レレナくん。想像してみてほしい。なにしろ月つき島しま亮りよう史じと直接会話したことがあるのは、君しかいないんだから。──もしも彼がこの場所にいて、今の君と舞まいくんの状態を見たら、彼はどんなことを願うと思う？」

　その答えは、レレナの頭の中に一いつ瞬しゆんで閃ひらめいた。しかし彼女はそれを口にしない。──ツキシマが、すでにその答えを出していたからだった。

　ツキシマは、レレナの言葉を待たなかった。レレナがなにを思い浮かべたか、すべてわかっているとでも言わんばかりに、優しい表情で頷うなずいてみせる。

「恐らく、今の僕と同じことを考えただろう。──レレナくん。僕は君のことを大切に思っている。舞くんと同じくらい、大切に。だから僕は、君にも舞くんにも傷ついてほしくはない。だから僕は、今みたいな条件を出した。あれなら傷つくのは僕か朧おぼろだ。君たちは、少なくとも死ぬことはない」

　そこで朧が口を挟はさんできた。壁にもたれかかって腕うでを組んで、皮肉な目つきをツキシマのほうへと向ける。

「わからないね。二人を争わせたくないと言うのなら、お前が『貪とん』を連れて、どこかに姿を眩くらませばいいだけだろう。はっきり言うが、すべての元げん凶きようはあの小こ娘むすめのワガママだぞ。そしてそのワガママは、すべてを破滅させかねない」

　それに答える、ツキシマの声は──どこか悲しげで、儚はかなげだった。

「人は誰しも願いを持っている、と言っただろう。それは舞くんも同じ──いや、彼女の願望は、この世の誰が持つどんな願いよりも強いものだ。池いけ之の端はた絵え里り香かよりも海かい棠どう万ばん里りよりも高たか城しろ千ち霧ぎりよりも──無論、この僕よりも。なぜなら、彼女は『貪』だからだ。かつて正しよう体たいを持たず、正体を持った今でさえ、雪ゆき村むら舞という少女の幻影に縋すがりつくしかない存在だからだ。雪村舞が望んでいたものを叶かなえれば──彼女は、本当に雪村舞になれると、思っているんだよ」

「そしてお前は、その願いを裏切ることはできない、と？」

　ツキシマの表情に、痛切な色が混じった。ため息を吐つくようにして、彼は答える。

「恐らく、今の舞くんからその願いを取り上げれば、彼女は自分を保つことができないだろう。それだけが、『貪』という名前の化け物を、雪村舞たらしめているものなんだから。僕はその中で、自分の願いに沿えるように最善を尽くす。だから僕は、ここに来たんだ」

　そしてツキシマは立ち上がった。頭を振る。話しすぎた、とでも言うように。

「詮せんのないことを言ってしまったかもしれないね。もう、帰ることにするよ。それじゃあね、レレナくん。──次に会うときは、敵てき同士だ」

　それだけの言葉を、残して──

　ツキシマは、礼れい拝はい堂どうから姿を消した。

　あとには、レレナと朧だけが残された。二人のあいだにあるのは、ただ沈ちん黙もく。その中で、レレナはうつむいてしまう。

　ツキシマは、月つき島しま亮りよう史じではない。それはわかりきっていることだった。似ているのは雰ふん囲い気きだけ、姿も声もわずかに違う。なによりも本人が、自分は彼の模も造ぞう品に過ぎないと言っていたではないか。

　それなのに──

　どうして、私の心は、こんなにも揺れているのだろう。

　彼の口振りが、レレナと舞まいを想おもう優しさが、本物にしか思えないほど温かだったから？

　目を閉じた。涙なみだがこみ上げてきそうになるのを、いつものように押し殺す。そんなレレナの耳を、朧おぼろの厳しい声が打っていた。

「おい、言っておくけど、」

「わかってる。──わかってる、大だい丈じよう夫ぶだから」

　遮さえぎって、レレナは唾つばを飲み込み、そうしてから、吐はき出すように、

「私は、あの人を殺す。どれだけあの人が優しくても、温かくても──そうするしかないのなら、そうする。朧。あなたを殺させはしない」

「……。わかってるなら、いい」

　低く響ひびいた朧の声からは、懐かい疑ぎの色が抜けきってはいなかった。しかしレレナは、それに対してはっきりと応答することができなかった。

　ツキシマを殺す。月島亮史の幻影を、偽にせ物ものとは思えないほどによくできた彼を、自分のこの手で、葬ほうむり去る。

　自分が本当に、そんなことを行えるのかどうか。レレナは自身に対してさえ、はっきりと頷うなずくことができなかったからだ。




　　　　◆




　それじゃあ、どこからお話しいたしましょうか。

　たまのこと、ですよね。ふふ、申し訳ありません。自分のことを話すなんて、今まで一度もなかったものですから──どうしても、あがってしまいますよね。

　そうですね──まずは、名前からにいたしましょう。

　たまは、正式には、日ひむ向かい珠子たまこと申します。幼少の頃より皆様に、たま、たまと呼ばれておりましたから、自分でも『たま』のほうが本当の名前のような気がしておりますけれど。──ええ、坊ぼつちゃまも、今までどおりたまと呼んでくださいな。そちらのほうが、たまも落ち着きます。

　──いいえ、たまと坊ちゃまは、血は繫つながっておりません。従い姉と妹こと先ほどは申しましたけれど、あくまでも形式上はそうなっている、ということでございます。日向の旦だん那な様は──形式上でいえば、旦だん那な様はたまの『お父とう様』に当たりますけれど、たまは一度もそう呼んだことはございません。ええ、そうです。たまは、拾われ子なのです。

　そ、そんな顔をなさらないでくださいましな。坊ぼつちゃまが悲しむことはないのですよ。だって、たまは幸せでしたから。日ひむ向かいの旦那様も、時とき田たの大旦那様も、たまにとてもよくしてくださいました。血の繫つながりもない、軒のき先さきに捨ててあったたまのような子供を拾ってくださり、名前をつけてくださり、育ててくださり──そうして、養よう子しにまでしてくださったのです。たまはお家の方々に、並々ならぬ御ご恩おんを感じております。

　……坊ちゃまは、たまと初めて会ったときのことを、覚えていらっしゃいますか？

　覚えて、おられませんよね。だって坊ちゃまは、こおんなに小さかったのですもの。もしもそのときのことを覚えておいででしたら、たまもびっくりですよ。

　もう、十年になりますか、十五年になりますか。その頃のたまは、日向家の使用人だったのです。毎日毎日、旦那様や奥様にお仕つかえして、学校にも通わせていただいておりました。そんなある日のことでございます。たまは、時田の大旦那様のところに行くようにと申しつけられたのです。

　ええ。時田の大旦那様と、日向の旦那様は、ご兄きよう弟だいなのですよ。どうして兄弟なのに、名みよう字じが違うのか、ですか？　坊ちゃまは、本家と分家、という関係がおわかりになりますでしょうか？　──そうそう、そうでございます。時田の大旦那様はご長男、本家の時田家を継ぐお方。そして日向の旦那様はその弟君でございまして、時田家から分家の日向家に、お婿むこさんとしてやってきたのです。

　ええ、そうですね。時田家は、名めい家かと言えるかもしれません。

　お二人の仲、ですか？　それは、使用人であるたまにはなんとも。と、とにかく、です。時田の大旦那様のところに行ったたまは──ひとりの男の子を託たくされたのです。

　たま、お前は今から東京に行け。行って、この子を立派に育て上げろ。

　そう、たまは仰おおせつかったのでございます。

　そうです。それが、青せい磁じ坊ちゃま。あなただったのですよ。

　事情、ですか。ええ、たまももちろん、お尋たずね申し上げました。この子は──一体、大旦那様のどういう係けい累るいに当たる方なのですか、と。そうしたら、大旦那様は大層お怒りになられてしまって。拾い子なんぞに教える筋合いはないと、そう──

　お、怒らないでくださいましな！　拾い子というのは事実ですし、それにたまが申し上げたわけじゃありませんよ!?　そうです、たまは仰おおせつかったほうです。落ち着いてくださいまし。どうどう。

　……もうよろしいですか？　では、続けさせていただきます。こほん。

　たまは困りました。育てろ、と仰おつしやいましても、たまは子供を育てたことなど一度もありませんでしたから。困り果てて、それで日向の旦那様に相談申し上げました。たまはどうするべきでしょうか、と。

　日ひむ向かいの旦那様は、たまに向かって、頭をお下げになりました。

　奥様も、同じように。お二人とも、涙なみだを流しながらたまに仰おつしやるのです。頼む、兄の言う通りにしてくれ、と。

　それを見て、たまは心を決めました。

　この子を、──青せい磁じ坊ぼつちゃまを、立派な男子に育て上げよう。そのためならば、自分の命さえも捨てることは厭いとうまいと。いいえ、いいえ、違います。たまは──この子を育てるために、今まで生きてきたのだということが、そのときわかったのです。

　だって、そうではありませんか。たまは、この身は、時とき田た家の軒のき先さきに捨てられていたごみくずかなにかと同じようなものだったのですから。そんなたまが、人がましく生きていられるのも、すべて日向の旦那様や時田の大旦那様のおかげなのですから。それは、返しきれないほどの大きな恩です。それをほんの少しでも返せるというのなら、青磁坊ちゃまのひとりやふたり、いくらでも育ててみせると、そのときたまは誓ちかったのでございます。

　それに──

　あっ、いえ、なんでもありません。お気になさらずに──いえいえ、本当に、なんでもありませんってば！

　──ああ、もう。しつこい人は女の子に嫌きらわれますよ、坊ちゃま？

　わかりました。言います、言いますよ。まったくもう。

　……それに、青磁坊ちゃまのことがおかわいそうに思えてきたのです。いえ、これも、正しくはありませんね。たまは青磁坊ちゃまに、自分を重ねていたのかもしれません。時田の名を冠かんするからには、きっと大旦那様の係けい累るいであられるはずなのに。それなのに、縁えんもゆかりもない、ひとりとして家族のいない場所に放り出されようとしていた青磁坊ちゃまが──なんだかとても、他人とは思えなくなってしまったのです。

　たまは、幸せなことに、日向の旦那様や奥様にとてもよくしていただきました。僭せん越えつではございますが、たまはあの方たちを、自分の家族なのだと思っております。

　ですから、青磁坊ちゃまにも。

　たまと同じ幸せを味わっていただきたかったのです。血は繫つながらなくても、家族がいるという幸せを。

　それが、たまの願い。たまが青磁坊ちゃまの傍そばにいる、理由なのです。

　──え？

　一番、大事なこと？

　な、なんでしょう。そんなに改まって。ええ、構いませんよ、どんな質問でもお答えいたします。──なんだか、どきどきして参りましたが。

　はい？

　…………たまの、年ねん齢れい、でございますか？

　坊ぼつちゃま────




「女性に、年齢を尋たずねるものでは、ございませんッッ!!」

　ばちん！　と畳たたみを叩たたいて、たまは青せい磁じのことをそう怒ど鳴なりつけた。

　その表情に宿る気迫に、青磁は心しん底そこ怯おびえて「わ、悪かった」と即座に謝った。青磁はそれがたまの本当の怒りの表情であることを知っている。そうなった場合はすぐに謝らないと、とんでもない事態に発展する可能性があることも。

　そう。

　青磁は、今までずっとたまに育てられてきたのだから。家族の顔色を見て、彼女がなにを考えているのかを知ることは、造ぞう作さもないことだった。

「……たま」

　ぽつりとつぶやいたその声は暗く沈んでいた。自分が親に捨てられた子供だと知ったから、ではない。たまはあえて言わなかったが、恐らく事実はそういうことなのだろう。時とき田た家は名めい家かなのだとたまは言った。名家には名家なりの暗部というものがあるに違いない。実の子供である自分が遠ざけられたのは、その暗部に関わっているのかもしれない。

　だが、青磁にとってそんなことは、どうでもよかった。捨てられた自分も捨てた両親も、今は青磁の苦悩の種たねにはならない。

　彼が想うのは、青磁の目の前で、いつもにこにこと笑っていた──この、優しい女性のことだった。

「後悔、していないのか？　だって、おかしいじゃないか。お前にはもっと他ほかの道があったはずなのに。俺おれみたいな他人の子供を育てるために、十年も十五年も費やすなんて、──そんなの、時田の家の家庭事情のために、人生を犠ぎ牲せいにしたようなものじゃないか」

　口中に広がる苦にがい味は、恐らく罪悪感と呼ばれるものだろう。時田の人間たちが──いや、自分たちがよってたかってたまの人生を生け贄にえとして捧ささげてしまった。そんなふうに、青磁には感じられたからだ。

　けれど、たまは、

「それは違いますよ。坊ちゃま」

　優しくかぶりを振って、青磁の言葉を否定した。

「確かにたまには他の道があったのでしょう。青磁坊ちゃまを育てるという時田の大旦だん那な様のご命令を無視して、別のなにかになることもできたのかもしれません。ですけどね、坊ちゃま。たまが選んだのは、この道なのです。誰かに言われたからではなく、たま自身の意志で他の可能性を捨て、坊ちゃまを育てるという人生を選んだのです。ですから、たまの人生が誰かの犠牲になったとお考えになるのは、間違いなのですよ」

「…………」

「誰でもそうですよ。坊ぼつちゃまでも、レレナさんでも、朧おぼろさんでも、他ほかの誰かでも。ひとつの願いを叶かなえるということは、他の願いは諦あきらめるということなのです。そして、たまは自らが選んだ、『青せい磁じ坊ちゃまを立派な人間に育てる』という願いを、後悔はしていません。だって──」

　そしてたまは、くすりと笑った。悪戯いたずらっぽく少女のように。息子むすこを誇ほこる母親のように。

「その願いは叶かなったのですから。──青磁坊ちゃまは、人のために命を賭かけることのできる、誰かの痛みを我がことのように受け止めることのできる、立派なお方になったのですから。たまは誇らしく思います。立派になられた青磁坊ちゃまと、そして、そんな坊ちゃまを育てることができた、自分自身を」

　きり、と、青磁は歯を嚙かみ締めた。
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　今まで、そんなことを考えたことは一度もなかった。たまの教えを忠実に守り、立派な人間になれるかどうかはわからないけれど、ともかくもたまを失望させないようにと、それだけを考えて生きてきた。その裏に──自分の人生の裏に、そんな事情が潜ひそんでいるなど、想像もしていなかったのだ。

　今、青磁はたまの人生を知った。自分の人生も知った。そこにどれだけのものが賭けられているのか、当人が望んだとはいえ、どれだけのものが犠ぎ牲せいになったのかを、青磁は初めて知ったのだ。

　それは、重圧だった。

　誰かの期待を背負っているという重圧ではない。今まで誰かの人生を踏み台にしてきたのだという、そんな重圧。あるいはそれは、青せい磁じも薄うす々うすは勘かんづいていたのかもしれない。若くして青磁を育て上げてきたたまが、一体どんなものを犠ぎ牲せいにしてきたのか、そのことに、気づきながら無視していたのかもしれない。

　その事実が、一気に青磁の身体からだを押し潰つぶそうとしていた。それに耐えきれず、唇くちびるを嚙かんでうつむいた青磁の頰ほおに──ふと、柔やわらかいなにかが触ふれた。

　たまの、手だった。

「たま──？」

　彼女の表情を見ることはできなかった。顔を上げようとする青磁の首に、たまがしっかりと、その腕うでを回してしまったからだ。

　たまは青磁の頭を抱だきしめる。鼻先が柔らかい感かん触しよくの中に埋うずまり、青磁は反射的に首を引こうとした。しかし、たまはそうさせてくれない。強くないはずの彼女の力に、青磁は抗あらがうことができない。抗おうという気持ちさえ、その力は失わせてしまった。

「そんな顔を、なさらないでくださいな」

　たまの声は、どこまでも優しい。

「大だい丈じよう夫ぶです。坊ぼつちゃまなら」

　懐なつかしいたまの胸の中で、青磁は弱音を吐はき出した。

「でも、俺おれは。俺に、そんな価値があるのか？　たまの人生を犠牲にするような、そんな──」

　青磁の頭を抱きしめるたまの腕に、ぎゅっと力が込められる。叱しかるような、そしてそれ以上に励ますような口く調ちようで、たまは語りつづける。

「あります。あるのですよ、青磁坊ちゃま。他ほかならぬたまが言うのだから間違いありません。だからそんな顔をなさらないでください。そんなことを、仰おつしやらないでください。犠牲だなどと。たまはこれっぽっちも、そういうふうに考えたことはございません。だって、たまは、なにも失ってなどいないのですから」

「…………」

　青磁は黙だまり込んだまま、小さく息を吸い込んだ。たまの匂においがした。ずっと昔、まだ青磁が幼稚園児だった頃には、夜はいつもこの香りに包まれて眠ねむっていた。不意に、青磁はそれを思い出して──そして、唇くちびるをへの字に曲げた。猛もう烈れつな恥ずかしさがこみ上げてきたからだ。

「──わかったよ、たま。だから、もう放してくれ」

　努めて冷静にそう言っても、たまは青磁の首に回した腕から力を抜こうとしなかった。ぐりぐりと、青磁の硬質な髪かみに鼻先を突っ込むようにして頰ほおずりをしている。感かん慨がい深げな声、

「坊ちゃま、大きくなられましたねえ。こうして座っているときでなければ、もう坊ちゃまの頭を抱くことは、できないかもしれませんね」

「……いや、あのな、たま。俺おれの話を、」

「昔はこうして、一いつ緒しよに眠ねむったものですけれど。あ、そうだ、坊ぼつちゃまは覚えていらっしゃいますか？　ずっとずっと小さかった頃、幼稚園に入るよりもさらに以前のことなのですが、こうして二人して眠っていると、きっとおっぱいが欲しかったのでしょうね、青せい磁じ坊ちゃまはたまの胸元をもぞもぞと」

「やめろ！　わかった！　全部わかったから！　だから頼む、離してくれ！」

　ぞっとするような恐怖を背筋に味わいながら青磁は叫ぶ。たまと自分の関係はわかったし、自分に賭かけられていたものもわかった、それはいい。だがしかし、この拷ごう問もんのようなたまの語りだけはどうにも我が慢まんができず、青磁はめちゃくちゃに腕うでを振り回して、どうにかたまの束そく縛ばくから逃のがれようと、暴れつづけたのだった。




　　　　◆




「──お帰りなさい、月つき島しまさん！」

「ああ。ただいま、舞まいくん」

　そんなやり取りを経て、舞は無む邪じや気きに笑いながら、ツキシマの胸元に飛び込んできた。

　親に甘あまえる子猫ねこのように、ごろごろとその頰ほおをツキシマの胸になすりつけてくる。ツキシマは小さく笑ってそんな彼女の頭を優しく撫なで──ふと、舞は顔を上げて、ツキシマのことを見上げてきた。

　その瞳ひとみに、期待と、そしてなにか名めい状じようしがたい感情が潜ひそんでいるのを、ツキシマは見み逃のがさなかった。ツキシマはそれを指し摘てきしようと思ったが、それよりも早く、舞がすり寄るようにして尋たずねてきた。

「……うまく、いった？　レレナの両親は、ちゃんと殺せた？」

　その問いに──

　ツキシマは、情けない笑顔を浮かべながら、ゆっくりと首を振った。

「いや──だめだった」

　小さく息を吞のむ音。意外そうでもあり、不服そうでもあり、そしてなによりも、どこか安心しているような表情だ。それでも舞は唇くちびるを尖とがらせて、ツキシマのことを責めるようににらみつけた。

「どうして？　まさかレレナに負けたわけじゃないよね、月島さんは『主人』なんだから、いくらなんでもあの子に負けるわけはないよね」

「いや、実はね。なぜだかわからないけど、朧おぼろがレレナくんの家にいたんだ。彼に邪じや魔まされてしまって、目的を遂げることができなかった。すまない」

「え────」

　舞まいの表情が、心配の一色に塗り潰つぶされた。

「だ、だって、そんな──だ、大だい丈じよう夫ぶだったの、月つき島しまさん!?　朧おぼろって、吸きゆう血けつ鬼きの『主人』だよね？　そんな奴やつと戦って──」

「まあ、なんとか無事だったよ。途と中ちゆうでレレナくんがあいだに入ってくれなかったら、どうなるかわからなかったけど」

　そう、とツキシマは胸の中で繰り返した。あれは本当に危なかった。もしもレレナが止めに入らなかったら、あまつさえ朧のほうに荷か担たんして自分を滅ぼそうとしたら──自分は、今ここにはいられなかったかもしれない。

　なぜならば、今のツキシマは、吸血鬼の『従者』──『主人』に血を吸われて、その下僕しもべと成り下がった呪のろわれた人間たちと同じくらいの力しか、持っていないからだ。

『貪とん』の力は、願いを持つものにその願いを叶かなえるための力を与える。舞は自らにその力を使用して、『月つき島しま亮りよう史じをこの世に存在させる能力』──『想イ人ツキシマ』を手に入れた。

　しかし、月島亮史をこの世に存在させるということは、すなわち原初の吸血鬼・『主人』を創造するということでもあった。人の血を糧かてとして、物理法則を無視したあらゆる超常現象を引き起こすその化け物を作り出すことは、舞の強大な願いと能力を持ってしても、容易なことではないのだ。

　だから今、舞は各地の末まつ端たんを呼び集めて、片かたっ端ぱしから『収穫』しているのだった。ごく少数の有用な末端だけを残して、それ以外の『餌えさ』に宿らせている自らの一部を回収する。そうしなければ、ツキシマを完全な吸血鬼の『主人』にすることはできないからだ。

　現状、ツキシマは『霧きり』も『狼おおかみ』も『蝙蝠こうもり』も使えない。並外れた身体能力と再生能力は持ち合わせているが、本物の『主人』である朧を向こうに張って戦えるほどの戦闘力は、持ち合わせてはいなかった。

　舞は、ツキシマの身体からだのあちこちに触ふれて、怪け我ががないかを確認していた。いずれにせよツキシマは吸血鬼の身体を持っているのだから、怪我などあっという間に修復されてしまうのだが──ツキシマは、なにも言わずに舞の好きなようにさせていた。

「──ほんとに、無事みたいだね。ああああ、よかったあ……」

　そうつぶやいて、深々と息を吐はく舞の髪かみを、ツキシマはまた撫なでる。それから、彼は舞のことをソファに座らせた。自分も向かいのソファに座り、話しはじめる。

「それで、だ。そのときに、レレナくんや朧と話す機会を持てた。そこでちょっとした提案をしてきたんだけど、そのことを僕に説明させてくれるかな」

　舞は目をぱちくりとさせてから、あどけなく頷うなずいた。ツキシマも頷き返し、先ほどレレナたちと交わした『ゲーム』の内容を、なるべく舞の感情を刺激しないように注意しながら話しはじめた。

　説明が終わると──案の定、舞は不ふ機き嫌げんそうな顔をした。よく光る目でツキシマのことを観察し、言う。

「まさかとは思うけど──月つき島しまさん、その『ゲーム』をやるっていう考えがあったから、わざとレレナの両親を殺さなかったの？」

　ツキシマは情けない顔で頰ほおを搔かいた。さすがに舞まいは愚おろかではない。今のツキシマの話と、彼がしなかった行為を照らし合わせたのだろう。ここで噓うそをつくのは逆効果だと思い、ツキシマは小さく頷うなずいた。

「確かに。殺さなかったこととその考えは無関係ではないよ。──でもね、舞くん。もう一度よく考えてくれ。僕がそうしていたら、君は本当に後悔しなかったのかい？」

　舞は黙り込んだ。なにかを必死になって考えるかのように、うつむく。その顔を彩るのは、これまで彼女が時折覗のぞかせることのあった表情だ。レレナの話をしているとき、あるいは池いけ之の端はた絵え里り香かの病室に行ったとき。舞は、自覚していないかもしれないが、こんな顔をしていた。

　それは、化け物が決して持つことのない貌かお。

　誰かを傷つけてしまったという、罪悪感だ。

「……わかんない。わかんないよ、月島さん」

　しばらくの沈ちん黙もくのあとに、舞はぽつりとそうつぶやいた。

「最初は、それでいいんだって思ってた。あの子の日常を破は壊かいして、周りを傷つけて、そうすればレレナはいつかあたしのところに来てくれるって、そう思ってた。──でも、そんなこと、ないのかな。あたしがそうすればそうするほど、あの子は遠ざかって行っちゃうのかな？」

　ツキシマは舞のことをまっすぐに見て、頷いた。

「君の思おも惑わくはわかるよ、舞くん。レレナくんから取り返しのつかないものを奪うばって、それを返す代わりに自分の言うことを聞かせようと、恐らく君はそう目論もくろんでいたんだろう。確かにね。君が『貪とん』のままであれば、その方法は正しかったのかもしれない。けど、君はもう、ただの『貪』じゃない。雪ゆき村むら舞である以上──君は、レレナくんを傷つけたくないと思ってしまっている」

　舞は唇くちびるを嚙かむ。不服そうな色を宿した瞳ひとみでツキシマのことを見上げ、言う。

「あたしは、あたしはレレナを傷つけようなんて最初から思ってない！　あたしが傷つけるのは、あくまでもあの子の周りだもん！　あの子のことは、今でも大切に思っているもん!!」

「君がそのつもりでも、向こうはそうは受け取らない。君だって、わかっているんだろ？　レレナくんは優しい女の子だ。自分のせいで周りが傷つけば──彼女自身にだって、傷ついてしまう。あるいはそれは、取り返しのつかない傷になってしまうかもしれない」

「…………」

「だから、『ゲーム』で決着をつけようと言うんだ。そうすればレレナくんも、無傷とは言わないけれど、最小限の傷で済むはずなんだから」

　舞は潤うるんだ目を瞬しばたかせた。ツキシマに諭さとされたから、というわけではないだろう。泣き出しそうに歪ゆがむその顔は、先ほどツキシマの身を案じたときと同じ表情を浮かべている。両膝ひざをきゅっと摑つかんで、舞まいは恐る恐る口を開く。

「…………勝てる、の？」

　勝てる、とはツキシマは言わない。ただ彼は、考えていることだけを口にする。

「戦力的に考えれば、こちらのほうが有利だ。海かい棠どうはともかく、千ち霧ぎりの戦力はもしかしたら僕をも上回るかもしれない。彼女は今や、吸きゆう血けつ鬼きを凌しのぐ身体能力と、吸血鬼の再生能力を持ち合わせている、怪物なんだから」

「で、でも、朧おぼろを殺しても、レレナは約束を無視するかも」

　ツキシマは優しく微笑して、舞のことを諫いさめた。

「レレナくんがそういうことをすると、本気で思うかい？」

　うっ、と小さく呻うめいて、舞はしおしおと肩かたを落とし、

「……それは、思わない、けど、でも、でも…………」

　窒ちつ息そく寸前の金魚のように、何度も何度も口をぱくぱくとさせている。これ以上なにが言いたいのか、ツキシマの頭脳でも予測がつかず、彼は小首を傾かしげてみせた。それを見て、舞の頰ほおに朱しゆの色が差し──彼女は、叩たたきつけるような調子で口を開いた。

「でも、それで、それで月つき島しまさんが死んじゃったら、そんなことになったら、あたし──」

　ツキシマは、意外そうに眉まゆを広げた。

　それから彼は、ゆっくりと笑えみを顔に浮かべ、

「なんだ。そんなことを心配してるのか」

　舞の表情が怒りに染まった。親に言うことを聞いてもらえないだだっ子のような顔つき。腕うでを上下させてなおも言い募つのろうとする舞のことを制して、ツキシマは冗じよう談だん交じりの声で、

「大だい丈じよう夫ぶだよ、僕はしぶといんだから。君だって知ってるだろ？　僕は最強の『主人』、月島亮りよう史じのコピーなんだ。滅多なことでは死にはしない。たとえ死んだところで、君の能力の『想イ人ツキシマ』なら、きっと別の僕を蘇よみがえらせることができるさ」

　絶対に口にしてはいけないことを、口にしてしまった。

　その瞬しゆん間かん、舞の表情が色を失った。

　黒い目を、大きく大きく見開いて、彼女は初めてツキシマを見るかのような視線を向けてきた。黒い唇くちびるが震ふるえて開き、しかしそこから出てくるのは、震えた声ではなく震えた吐と息いき。ぱちぱちと何度も瞬まばたきをしてから、舞の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

　それからようやく、彼女はねじくれた声を絞しぼり出した。

「なによ、それ」

　ツキシマはなにも言うことができなかった。喉のどに鉛なまりでも流し込まれたかのように、押し黙だまっていることしかできなかった。

「コピーって、なんなのよ」

　舞まいが立ち上がった。その拳こぶしを強く強く握にぎり締めて、その唇くちびるを強く強く嚙かみ締めて。愛するツキシマを仇かたきを見るような目でにらみつけながら、彼女は叫ぶ。

「なんで、そんなこと言うのよ！　あなたはコピーなんかじゃない！　あなたは月つき島しまさんなの！　あたしが、あたしの、あたしの力でこの世に蘇よみがえらせた、本物の月島さんだって言うのに！　それを、それを────!!」

　大きく息を吸い込んで、舞は肩かたを怒らせて一歩前に足を踏み出した。が、彼女は二人のあいだに背の低いテーブルがあるということを失念していた。それを乗り越えようとして前に出された舞の右足は、しかし足首をテーブルの縁にしたたかにぶつけてしまう。がつん、という鈍にぶい音が響ひびき、舞の小こ柄がらな身体からだが大きく前方に泳いだ。わたわたと動く舞の両腕うでを、ツキシマは慌あわてて捕らえようとした。遅かった。彼女の身体はテーブルをまたぐようにして前のめりにすっ転び、その顔面はツキシマの足下の床ゆかに誰の支えを受けることもなく激突した。

「…………」

「…………ま、舞くん？」

「あなたはっ!!」

　そう叫さけびながら、舞はばっと顔を上げた。その鼻からは、血がどくどくと流れ出ているが、彼女はまったくそんなことに頓とん着ちやくしない。ツキシマも、そちらには目を向けない。

　彼の視線は、涙なみだに光る舞の頰ほおのほうに向けられていた。

「あなたは、コピーなんかじゃないの！　本物、本物なんだから！　だってあたしが本物なんだから、本物の雪ゆき村むら舞が創つくったんだから──だから、本物に決まっているの！　そうでしょ!?」

「…………」

　ツキシマは、答えない。舞の剣けん幕まくに呆気あつけに取られていて、それどころではなかった。が、それがまた、事態を悪い方向へと転がしてしまった。

　大きく見開いた瞳ひとみから、ぽろぽろと涙を零こぼしながら、舞はツキシマの膝ひざをがしりと摑つかんだ。跪ひざまずくように、あるいは縋すがるようにしてツキシマの足下に膝を突き、その白い首を伸ばしてツキシマの顔を覗のぞき込む。

「────なんで、」

　舞の声が──

「なんで、答えて、くれないの？」

　ねじくれて、月島宅の居間に響ひびく。

　ツキシマは唇くちびるを開いて、また閉じた。後悔の味と共に唾つばを飲み込んで、そうして彼は、無む垢くに自らを信じ込む舞の顔を、思い切り搔かき抱いだいた。

「わっ、ぷ──」

「悪かった。舞くん。君の言う通りだ」

　短く、耳元で囁ささやく。舞の肩かたが震ふるえるのがわかった。それに押し被かぶせるようにして、ツキシマはさらに言葉を重ねた。

「君は本物だよ。本物の、雪ゆき村むら舞まいだ。この僕が保証するよ」

「……………………」

「幽ゆう霊れいの──レレナくんが会った雪村舞は、身体からだを持っていなかった。だから僕と幸せを育はぐくむことはできなかった。かわいそうな彼女は、消えるしかなかった。──でも、君は違う。君はこうして、僕と触ふれあえる身体を持っている。こうして、君のことを抱だきしめることも、できるんだ」

「──月つき島しま、さん」

　喘あえぐような舞の声に、ツキシマは腕うでに込めた力を緩ゆるめた。舞の胸が深呼吸と共に大きく上下し、それから彼女は、名残なごり惜しむようにツキシマの胸から顔を離した。それでもその身体はツキシマの腕の中に留め置いたまま、一心にツキシマの顔を見上げる。

　そんな彼女に向かって──ツキシマは、優しく、静かに、微笑ほほえんで見せた。

「僕も君も本物だよ。あとはこの部屋に、レレナくんさえいれば完かん璧ぺきだ。だから、彼女をこの部屋に連れてきて、そして──また三人で暮らそう。あの静かな日常を、またもう一度送るんだ。今度は、誰にも邪じや魔まされずに」

　鼻先が触れあうほどの近くにある舞の瞳ひとみが、何度も何度も瞬しばたいた。そのたびに、水晶のような涙なみだが目の端はしからこぼれ落ちていく。

　不意に、彼女の顔が、溶けるような笑えみを浮かべた。

「うんっ、──うん、うん！　そうだよね、月島さん！」

　泣き笑いの表情を崩くずしながら、舞は涙と血にまみれた顔を、再びツキシマの肩口に埋うずめた。その部分だけが熱く、熱く、焼けるようにツキシマのことを苛さいなんでいた。その痛みにツキシマは顔を歪ゆがめる。舞には決して気け取どられないように、しかし明らかな苦悩を刻んで。

　ツキシマは、ひとつとして真実を口にしなかった。

　彼は自分が本物だなどとは思っていなかった。ツキシマの中には本物の月島亮りよう史じの映像がある。レレナの目を通して見たそいつと、今こうして舞を抱きしめている自分が、同一の存在であるなどということは、どうしても、どうしても思えなかった。

　なぜならば、ツキシマは本物の月島亮史が抱いていたような闇やみはかけらも持ち合わせていないからだ。千年という永きを生き抜いて、化け物であることに飽あいてしまい、人になることを望んだ古ふる寂さびた吸きゆう血けつ鬼きの虚うつろなど、かけらも理解できなかったからだ。

　彼はただツキシマだった。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで情けなくて、けれども限りなく親切で優しい、吸血鬼の『主人』を模した人ヒト形ガタでしかなかった。彼は月島亮史ではない。レレナと舞がそうあれかしと望んだ、月島亮史の幻影に過ぎないのだ。

　──そして、舞も、本当は、そのことがわかっているはずだ。

　でなければ、ツキシマがそんなことを思うはずがない。彼は雪村舞の願望によって創つくり出されたのだから。本当の本当に、舞まいが彼のことを月つき島しま亮りよう史じであると心の底から信じきっているのなら──そもそもツキシマが、自分の存在を疑うようなことなど、起こるはずがないのだ。

　だから舞は噓うそをついている。誰よりも自分に対して。舞もツキシマも、本物の形をなぞっただけの歪いびつな影に過ぎないことが、心の底ではわかっている。

　けれど舞は噓を認められない。それを認めてしまったら、彼女は雪ゆき村むら舞ではなくなってしまうから。──元の、地面の下を這はいずっていた惨みじめな『貪とん』に逆戻りしてしまうからだ。

　舞の身体からだを、強く強く抱だきしめながら、ツキシマは思う。

　それでもいい。偽にせ物ものでも、構うことはないのだ──と。

　たとえ噓でも偽物でも、そのことを認めずに信じつづけていれば、なにかが起こるのかもしれない。本物になることはできなくても、別のなにかになることはできるのかもしれない。ある芸術品の贋がん作さくが、すべての文明が滅びた数千年の後に発掘され、新たな価値を見いだされるように。

　そうだ、と、ツキシマは目を閉じて、祈いのるようにして思う。

　自分も舞も、偽物だ。

　けれど。

　偽物には偽物なりの、幸せがあっていい。安らぎがあっていい。目を閉じて、耳を塞ふさいで、そうやって永遠を過ごしていれば。いつの日にか偽物も本物もなくなって、在あるものだけが在るようになるはずだった。

　ツキシマが望むのは、ただそれだけ。真しん贋がんなど関係ない。そんなものは犬にでも喰わせてしまえばいい。自分の腕うでの中で小さく震ふるえている肩かたの持ち主が、いつか幸せを摑つかむことができればいい。ただそのことだけを、ツキシマは誰かに向かって祈りつづけていた。
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「あ、レレナ！　今から帰り？」

　放課後の校舎、夕暮れの差し込む廊ろう下かで、そんな声をかけられて、レレナは思わず肩かたを震ふるわせた。

　振り返ると、そこには弥生やよいのにこにこ笑え顔がおがあった。小走りにレレナのほうに近づいてきて、鞄かばんを持っていない彼女のことを見て不思議そうに首を傾かしげる。その仕し草ぐさに、レレナはふっと微笑ほほえんだ。

「……ううん、ほら、今日は私がゴミ当番だったから。捨ててきただけ。今から、教室に鞄を取りに行くところ」

　にこにこと笑っている弥生の表情が、ほんの少し非難の色を含んだ。ちょっとだけ唇くちびるを尖とがらせて、弥生は言う。

「なによう、それならそうと言ってくれれば手伝ったのに。まあいいや、早く取ってきちゃいなよ。あたしはここで待ってるからさ──あ、そだ、これからチカちゃんたちと遊びに行くんだけど、よかったらレレナも──」

　小さく息を吸い込んでから、レレナは首を振った。

「ご、ごめんなさい。これから、用事があるから。──一いつ緒しよには行けないの。ごめんなさい」

　消え入りそうな声で謝って、レレナは弥生の目を見るのを恐れるかのようにうつむいた。彼女の視線が、額ひたいに刺ささるのを感じる。しばらくの沈ちん黙もくがあってから、やがて弥生はぽつりと、

「……もしかして、だけどさ。レレナ、最近あたしのこと、避けようとしてる？」

「そっ、そんなことない！　避けるなんて、そんなこと──」

　レレナは顔を上げて、そうしてしまったことを後悔した。さっきまで元気だった弥生の表情が哀かなしみに染まっているのを、正面から見てしまったからだ。弥生は少しのあいだ視線を泳がせて、それから思い切って言った。

「それならいいんだけど──でも、でもね、レレナ。もしもなにか悩みがあるのなら、相談してね。あたしこれでも、あなたのことを友達だと思ってるんだから。だから──」

　その声は、尻しりすぼみに消えていってしまった。直ちよく截せつなことを言ってしまった恥ずかしさからか、その頰ほおが赤くなっているのを見て、レレナは拳こぶしを強く握にぎり締めなくてはならなかった。手のひらに痛みを覚えるほどに、強く、強く。

　揺らぐ心が出ないように、細心の注意を払いながら、レレナは無理に微笑ほほえんだ。

「うん、ありがとう、弥生。でも、本当に大だい丈じよう夫ぶだから。悩みなんて、ないからさ」

　その噓うそは、通じたのかどうか。少なくとも弥生の顔を見る限りではわからなかった。彼女は小さく頷うなずき、レレナは弥生に向かって「じゃあ、また明日あした」と手を振る。後ろを向いて、遠ざかっていくその小さな背中を見送っているあいだ、針のような痛みがレレナの心を苛さいなんでいた。

　それから、レレナは二階へと続く階段を上りはじめた。人ひと気けのない廊下を進んで、見慣れた教室を探し出して、そこに入ろうとして──

　レレナは、足を止めた。

　予感はあった。階段を上りはじめたときから、なんとなくそんな気はしていた。

　彼女は、教室の隅すみの窓際から身を乗り出すようにして、外を眺ながめていた。

　窓は開いている。そこから初秋のそよ風が吹き込んでいる。風に靡なびいた黒髪かみを、彼女はそっと押さえ込んだ。校庭から野球部のかけ声が聞こえてきて、静まり返った教室の中に、たなびく余よ韻いんを残して消えていった。

　透すき通る窓の向こうに傾いていく落日。柔やわらかく溢あふれる夕ゆうべの光の中で、それでもそこだけくり抜いたように、人型の暗くら闇やみが取り残されている。両腕うでを左右に開いて、自らの身体からだを支えているそのさまを、レレナは、黒い十じゆう字じ架かのようだ、とぼんやりと思う。

　ふと、その闇が顔を上げた。振り返る。そこにレレナの姿を見出して、

「──忘れ物？」

　不思議と、抑よく揚ようのない声を響ひびかせた。

　レレナは答えなかった。闇もそれ以上なにも言わない。ただ彼女は一歩だけ足を踏み出して、そこで止まった。逆光がその表情を押し隠かくし、しかし隠しきれなかった口元が柔らかな微笑ほほえみを形作る。

「月つき島しまさんから聞いたよ。『ゲーム』をするんだって？」

　今度は、レレナは小さく頷うなずいた。

「ええ。あなたは納得してくれたの？」

「んー、まあね。月島さんの命を賭かけるってところはどうしても嫌いやだったけど、月島さんが負けるわけないし。それでレレナがこっちに来てくれるって言うんなら、やってみる価値はあるんじゃないかな」

　レレナは唇くちびるを嚙かむ。うつむきはしない。真正面から闇を見み据すえて、言う。

「……私、だって。負けるつもりは、ない」

　それを聞いて闇は嗤わらう。身体を仰のけ反ぞらせて、底抜けに明るく。

「まったまた、強がっちゃって。かわいいなーレレナってばもう。そういうとこ大好きだよ。できもしないことを、勢いで言っちゃうところなんて」

　レレナはむきになって反論した。

「いっ、勢いだけじゃないよ！　ほんとに、本当に、私は負ける気なんてない！　──あなたの傍そばに行くつもりだって、これっぽっちもない！」

「でも、レレナは約束を破らないでしょ？　律りち儀ぎな子だもんね、あんた」

「だから！　私は、負けないんだから。破るもなにも、関係ない！」

　その答えを、聞いて、

　闇は口元から笑えみを消した。

　首を傾かしげる。黒髪かみが揺れる。そうして彼女は足を踏み出した。レレナのほうに向かって、一歩ずつ、確かめるように。

「それって」

　その声からは温度が消えていた。蛇へびの表皮のように冷たく滑なめらかな声。闇やみ色をした人型の中でそこだけなお黒く、大きく瞳ひとみを見開きながら彼女は問いかけてくる。

「月島さんを、殺すということ？」

　レレナは、

　顔を背けたくなる衝しよう動どうを必死で押し殺していた。まぶたを閉じてしまいたくなる欲求を、必死で抑おさえ込んでいた。

　目をそらせば、自分はもう二度と彼女の顔を直視できなくなってしまうだろう。かつての日常に対する冒ぼう瀆とく、大切な思い出に対する陵りよう辱じよく。けれども彼女の顔は、確かにレレナが笑い合った、懐なつかしき親友の顔だった。

　だから、レレナは唇くちびるを嚙かみしめて。

　揺れる瞳を、まっすぐに向けながら、答えた。

「そうよ」

　闇の歩みが、ぴたりと止まった。

　よく聞こえなかった、とでもいうふうに首を傾げて、その両の眼まなこをじっとこちらに向けている。それでもレレナは怯ひるまない。懼おそれない。泣いたりなどしない。ぎゅっと握にぎり締めた手のひらに、自らを突き刺さす痛みを感じながら、彼女はその痛みに押し出されるようにして言う。

「私は月つき島しまさんを殺す。それしか絵え里り香かを助ける道がないというのなら、そうする」

「…………ふうん」

　その声には疑問の色がありありと浮かんでいる。それから彼女は、力を抜くようにして肩かたをすくめ、

「それじゃあレレナは──月島さんを、二回も死なせることになるんだね」

　レレナの息が、止まった。

　身体からだが震ふるえた。その震えがどこから来るものなのか、レレナにはわからなかった。過去の傷を抉えぐり出されたからだろうか。自分がもっとしっかりしていれば、あの日常を終わらせることはなかったのだという、ずっとずっと前に心の底に封じ込めていた自責の念が、その一ひと言ことで吹き出してきたからだろうか。

　あるいは──それを、こんな歪いびつな化け物に言われたくないという、マグマのような怒りが湧わき上がってきたからだろうか。

「──あの人は月島さんじゃない。あなたも、舞まいじゃない。あなたたちを殺あやめたところで、罪悪感なんか──湧くはずもない」

　それが、レレナにできる精一杯の虚勢だった。相手が誰であろうと──かつて親しんだ人たちの姿を借りて、思い出を汚けがそうとしている化け物であっても、命を奪うばうなどということは、レレナにはとても耐えられることではなかった。

　しかし、今のレレナはそう言うしかなかった。そうするしかなかった。あまりにも多くのものが自分の両肩かたに賭かけられてしまったのだということを、昨日きのうの夜に嫌いやというほど理解したからだ。今さら自分ひとりで逃げを打つことなど、できはしない。

　闇やみ色の顔をした少女はなにも言わない。レレナの言葉に、その顔を強張こわばらせただけだ。自分の身体からだを抱だき締めるようにしながら、ぽつりとつぶやく。

「あたしは、本物よ」

　レレナは、はっきりとした声でそれを否定する。

「いいえ。あなたは絶対に、舞まいなんかじゃない。いくら私の記き憶おくを持っていても、それらしく振る舞っていても──所しよ詮せんあなたは、偽にせ物ものでしかない。私から見れば、あなたなんて舞の外見だけ見せかけた、出来の悪い粘ねん土ど細ざい工くだわ」

「………………っ！」

　初めて、少女の顔に怒りが浮かんだ。

　きり、と歯を軋きしらせる音。少女はつかつかとこちらに近づいてくる。幼い顔を激情に染めて──かつて同じ姿をした少女が、レレナに向けたような表情を浮かべながら、レレナの前でぴたりと立ち止まった。そのまま右手を振り上げて、その平手をレレナの頰ほおに叩たたきつける。

　しかし、それがレレナの顔を打つことはなかった。その直前に、レレナが少女の手首を摑つかんで押しとどめていた。

　至近距離から射い貫ぬくように自分をにらみつける闇の眼まなこを、レレナは揺るがずに見返した。ぎり、と摑んだ手に力を込めると、その表情が痛みに歪ゆがんだ。その痛みに耐えかねたように、レレナの手を振り払う。レレナは素直にそれを離した。

　やがて少女は、そっぽを向いて、ぽつりと、

「……ほんっとに意地っ張りなんだから」

　そうつぶやいてから、レレナとすれ違うようにして教室の出口へ向かった。レレナはその背中を見ようとはしなかった。ただ背後から、怒っているような、あるいは拗すねているような彼女の声を聞いただけだった。

「後悔するよ。またいろんな人が死ぬ。あなたが、あなたの意地が、朧おぼろや時とき田たを死なせることになるんだよ、レレナ」

　レレナは、ただ沈ちん黙もくでその言葉に応こたえた。

　しばらくしてから、ふう、という呆あきれたようなため息が聞こえてきて、

「────絵え里り香かだけじゃ、わかんなかったみたいね」

　それを聞いて、ようやくレレナは振り返った。

　教室の出口で、彼女は立ち尽くしている。眼めを細めてレレナのことを見つめながら、扉とびらに寄りかかるようにして。その顔にはどんな表情も浮かんでいない。ただぞっとするような、冷れい徹てつな瞳ひとみの色だけが、レレナのことを見み据すえていた。

　恐らくレレナの顔にも、レレナの瞳にも、同じ色が浮かんでいたはずだった。そうしなければ、あんな馬鹿げた『ゲーム』などできるはずもなかった。鋭するどく息を吸い込んでから、レレナは口を開いた。

「私の周りの人たちは、決して死なせない。死ぬのはひとりだけ、あなたの大事な月つき島しまさんの人形だけだよ。あの人を殺して、絵え里り香かを取り戻して──それですべてを終わらせる。そのためだったら、私はなんでもやる」

　切り捨てるようなその言葉は、もはや決して取り返しのつかない、宣戦布告だった。

　闇やみの少女の表情が歪ゆがんだ。不ふ愉ゆ快かいそうに、あるいは悲しそうに。

　それでも彼女は、再び笑えみを浮かべていた。くすくすと笑いながら、楽しそうな声で、

「すべてが終わったら、そのときは」

　黒い唇くちびるに浮かぶのは、裂さけるような微笑ほほえみ。化け物と呼ぶに相応ふさわしい、残ざん酷こくで凄せい艶えんで、そのくせどこまでも無む邪じや気きな笑顔だった。

「きっとあなたは、あたしの足下に縋すがりつくことになるわ。死んだ人を蘇よみがえらせてと、そのために『貪とん』の力を貸してと、かつての絵里香がそうしたみたいにね。──もちろん！　もちろん力を貸してあげるよ、レレナ。だってあなたは、あたしの大切な、親友だものね」

　そう言って、少女はくるりと身を翻ひるがえした。肩かた越ごしに手を振って、彼女は去り際に、こんな言葉を残していった。

「それじゃね、レレナ。──すべてが終わるときに、また会いましょう」

　ゆっくりと、それほど早くもない足取りで、彼女は教室を出て行った。

　もちろん、それを追おうという気は起きなかった。ただレレナは、無意識のうちに自らの胸元をまさぐっていた。

　そこにあるのは、お守り代わりにと持ち歩いている、銀の十じゆう字じ架かを模したネックレスだ。それを握にぎり締めて、レレナは短く、自らが信じる神に祈いのりを捧ささげた。手助けを求めているわけでも、救いを願っているわけでもなかった。

　ただレレナは、見守っていて欲しかっただけだ。主に、誰かに、自分のことを見ていて欲しかった。そうしなければ、今にも身体からだが震ふるえだし、涙なみだが溢あふれてしまいそうだった。

　レレナにそれが許されるのは、恐らくすべてが終わったあとのこと、そう遠くない未来のことなのだろう。すべてが終わるまでは、レレナはあらゆる涙を、あらゆる後悔を押し殺していなければならなかった。今はただ、無理矢理にでも自分の両脚あしを立たせて、前を向いていくことしか、レレナには許されていなかった。




　　　　◆




　おなかがすいて、おなかがすいて、どうしようもなかったのだ。

　だから──




　ぱちり、と目を開いて、千ち霧ぎりは自分が眠ねむりから覚めたことを知った。

　夢を見ていた。変な夢。ぐるぐる回る炎ほのおの海の中にいて、渦うず潮しおのように巻き込まれてぐるぐるぐるぐる回っているうちに、自分が炎そのものになってしまう夢だった。

　黒い炎の海面にはたくさんの人がいた。みんな、笑っていた。海面から両腕うでだけを突き出して、あっぷあっぷと溺おぼれているような格好で、けれどもその顔はにこにこと、その両腕はくねくねと、世界の終末の宴うたげを楽しむかのように踊りつづけていた。

　頭を振って、夢の余よ韻いんをそこから追い出した。

　その拍ひよう子しに、ずり、と身体からだがずれて、ベッドの上から落ちてしまった。ベッドの上でうつぶせに眠っていたのだが、寝ているうちに端はしまで寄ってしまったらしい。

　くあ、と包ほう帯たいの下の口を開いてあくびする。両腕と両脚あしを猫ねこのように伸ばして、ん～っ、と伸びをしようとして、

　右手になにかが触ふれた。

　骨だった。

　人の骨。寝る前に食べた誰かの骨。それが誰だったか、千霧は思い出すことができなかった。視線を巡めぐらせれば、乾いた血が染み込んだネクタイが目についた。そういえば、サラリーマンみたいな人だったかな、とぼんやりと推測を巡らせる。

　千霧の子供のような身体も、彼女がずり落ちたベッドにも、生なま臭ぐさい血が染みついていた。が、千霧はそんなもの少しも頓とん着ちやくしない。外に出るときはシャワーを浴びろ、と『貪とん』に厳重に言い聞かされていたが、それもなぜなのかよくわからなかった。こんなに良い匂においなのに、どうしてあいつは落とせなんて言うんだろう？

　とはいえ、それほど気に障さわる命令でもない。千霧はここ数日、外に出る必要がなかった。お腹なかは空いていたが我が慢まんできないほどではない。それに部屋の中にいれば、定期的に生きた肉がやってくる。千霧はただそれを食べていればよかった。

　四つん這ばいの体勢のまま、ぐるぐる眼まなこで骨を見つめていた千霧は、少し考えてからそれを手に取った。

　もう片方の手で口元を覆おおう包帯を剝はぎ取る。目の前で、ぷらぷらと揺れる大だい腿たい骨こつを、彼女はじっと見つめつづけ、

「んあっ」

　と口を開けて、それにかぶりついた。

　千ち霧ぎりの能力である、『饕餮タイラント』──あらゆるものを喰らい尽くし、喰ったものの性質を我が物とする能力は発動しない。骨をしゃぶるのは空腹を満たすためではなく、口寂さびしさを慰なぐさめるための行為に過ぎなかった。まだ隙すき間まに残っていた髄ずいをちゅうちゅうと吸いながら、奥歯でその固さを確かめるようにがじがじと嚙かみつく。

　子猫ねこのように甘嚙みをしながら、千霧は、昔のことを思い出そうとした。

　千霧の『饕餮タイラント』は、喰らった人間のすべてを取り込んで千霧の中に流し込む。そいつの力も特技も、そして精神や記き憶おくなどといったものも、否いや応おうなしにすべて千霧のものとしてしまう。最初のうちこそはなんでもなかったが、何人も何十人も何百人も喰らっているうちに──千霧の中は、その何百人もの人たちの人格や記憶や精神が入り交じり、ごっちゃになり、ぐるぐると渦うずを巻きはじめてしまった。

　もう千霧は、『饕餮タイラント』になる前の自分がどういう人間だったか、ほとんど思い出すことができなかった。それでも懸けん命めいに、自らの内部でぐるぐるごうごうと巡めぐり猛たけっている炎ほのおの内側を覗のぞき込んでいるうちに──

　なんだか、気持ちが悪くなってしまった。

「あぅあ…………」

　幼児のような声を出して、千霧はあぐらを搔かいたまま、後ろにぱたりと倒れ込んだ。

　目が回った。世界も回っている。ぐるぐる、ぐるぐると、千霧の中の炎の渦のように視界が揺れている。それでも千霧は見つけることができた。ごちゃごちゃのめちゃくちゃになった自分の中から、かつての記憶を引き出すことができた。蜃しん気き楼ろうのように曖あい昧まい模も糊ことしていたが、それは紛まぎれもなく、高たか城しろ千霧本人のものだった。




　鉄骨だった。

　降ってきたのだ、空から。槍やりのように。

　それは車を貫いて地面に突き刺ささった。ちょうど串くし刺ざしになった車の中で千霧は眠ねむっていた。すやすや眠る千霧のことなど、鉄骨は気にしてはくれなかった。一切無情に車を貫いて、ついでとばかりに千霧の顎あごも引きちぎってしまった。

　幸いと言っていいのだろうか。両親は同じ車に乗っていて、しかも無傷で済んだ。運転席と助手席にいたパパとママは、その衝しよう撃げきと轟ごう音おんに、ほとんど同時にびくんと身体からだを震ふるわせた。それから彼らは顔を見合わせて、振り返り、まだローンの残っている自動車を刺し殺した鉄骨と、それに顎を押し潰つぶされた娘むすめの姿を見た。

「あ」

　と、ママのぽかんと開いた口から、そんな声が出てきたのを覚えている。

　千霧は病院に運ばれた。そうして九死に一生を得た。誰ひとりとして喜んでいなかった。十分の一の確率で千ち霧ぎりが得たのは、顎あごを、正確にはそれがあった箇所を包ほう帯たいでぐるぐるに巻かれて、ベッドの上でチューブから零こぼれる流動食を啜すするだけの人生だったから。

　病院では、いろんな人に出会った。

　お医者さんは定期的に現れて、精密機械を点検する技師のような目つきで千霧のあちこちを診しん察さつして、それが終わるとその目にわずかな優しさを映し、千霧の頭を軽く撫なでてから部屋を出て行った。

　女の看護師さんは、千霧にとても優しくしてくれた。忙しい時間の合間を縫ぬって、本を読み聞かせたり玩具おもちやをプレゼントしてくれたりした。しかし千霧はその人のことが嫌きらいだった。千霧を見る彼女の目が、哀あわれみに満ちていたからだ。道みち端ばたに倒れて死につつある子猫ねこを眺ながめるような、そんな目だったからだ。

　個人用病室の扉とびらは、時々半開きになっていることがあった。そういう場合は、たいていその向こうに子供の目が覗のぞいているのだった。いくつも連なる好奇の瞳ひとみ。くすくす笑いと、複数の人たちが押し合う気配が伝わってきて、やがて半開きの隙すき間まからひとりの子供が部屋の中に入ってくる。足音を殺しながら近づいてきて、首を伸ばして千霧のベッドを覗き込む。好奇心を映していたその表情が、気持ちの悪い長虫を見たかのように歪ゆがみ、

「うえぇ！」

　そんな声を残して、子供は身を翻ひるがえして扉の向こうへと戻っていく。そして、子供が出て行った部屋の外から、

「すっげー、マジで化け物！」

「きもちわりー！」

　そんな声が聞こえてくるのだった。

　パパとママも、次第に同じような感想を抱いだくようになっていったらしい。愛情が溢あふれていた二人の眼まな差ざしは、どうしようもない悲ひ哀あいから癒いやしようもない悲痛へ、最終的には見たくもないものを見せられているという苦痛に変わっていった。ベッドの上に横たわる千霧の目を、見返すことをしなくなった。そのうち、病室に来ることさえ稀まれになった。

　そして、千霧も、変わっていった。

　あらゆることがどうでもよくなった。医者も看護師も子供も父も母も、なにもかもに対する興味を失ってしまった。ただ彼女は、お腹なかが空いていた。どうしても、どうしても、我が慢まんできないくらい、お腹が空いていたのだ。

　流動食などもう口にしたくなかった。ハンバーグやオムレツやスパゲティーを食べたかった。あるいは肉汁の滴したたるステーキでもいい。塩と胡こ椒しようをすり込んだ表面はこんがりと焼けて香ばしく、それなのにナイフが触ふれただけでぷつりと切れるほどに柔やわらかい。桃もも色いろの肉にたっぷりとステーキソースを絡からめて、その一切れを舌したに載のせると、とろけるような旨味うまみに思わず唇くちびるをすぼめてしまう。はふはふと舌したの上で弄もてあそんでから、軽く嚙かんだだけで溢あふれんばかりの肉汁が口の中に広がっていく。心ゆくまで嚙かんで味わって、ごくりと飲み込むたびに喜びに身体からだが震ふるえる。そしてまたナイフを動かして、新しい肉を切り取って、口に運ぶ──

　千ち霧ぎりはベッドの上で手を伸ばし、自分の顎あごがあった箇所に触ふれる。

　そこにはなにもない。肉を嚙む歯も、汁を味わう舌したもなく、ただ鈍にぶい痛みだけがある。

　そして扉とびらが開き、看護師が流動食を載のせたトレイと共に部屋に入ってくる。夢む想そうの時間は終わり、千霧は目の前にただただ茫ぼう漠ばくと延びる、一生癒えることのない飢うえた人生が続いていることに呆ぼう然ぜんとする。

　そんな日常が続いていた、ある日のことだった。

　夜半に千霧が目を覚ますと、部屋の中に誰かがいた。

　乾ききった目をそちらに向ける。また馬鹿な子供が、面白半分に自分の姿を見物しにきたのだと、最初は思った。

　けれど、違った。自分よりも少し年長のその少女は、ゆったりとした足取りで千霧に近づいてきた。そうして、なにもかもを諦あきらめてしまった千霧の瞳ひとみを、覗のぞき込んだ。

　少女の目は、千霧が今まで目にしてきたどんな闇やみよりも黒かった。唇くちびるも同じような黒で、それは笑えみの形に歪ゆがんでいた。千霧のおぞましい姿を嘲あざ笑わらっているのではない。なにかもっと、別の目的があるように、千霧の目には見えた。

「ふうん」

　と、少女は独り言のようにつぶやいた。千霧から顔を離し、心しん底そこ嬉うれしそうな声で、

「病院には、たくさんの『願い』があるもんだけどね。や、あんたの『願い』はすごいよ。見たことないくらいおっきいもん。今まであたしが見てきた中では、文句なしのナンバーワン。拍はく手しゆしてもいいくらいだよ。別にしないけど」

　訳のわからないことを言った。

　千霧はゆっくりと瞬まばたきをした。だれ、と言いたくても、それを述べる舌を千霧は持っていない。だからその代わりに、彼女は首を傾かしげて見せた。短い黒髪かみが揺れた。

　少女は千霧の言葉を正確に聞き取った。胸に手を当てて、言う。

「あたしはね、高たか城しろさん。あなたの『願い』を叶かなえに来たの。あたしにはそういう力がある。あなたの『願い』を叶える力、正確にはそれを手助けする能力を、ね。どう？　あなたが持つ膨ぼう大だいな『願い』の力を、あたしのために使ってくれると約束するのなら──あなたの『願い』、すぐにでも現実のものにしてあげるよ」

　千霧は瞬きをして、少女のことを見つめた。

　正直、彼女がなにを言っているのか半分も理解できなかった。半分で十分だったのかもしれない。千霧は、目の前にいる少女が、自分の『願い』を叶えてくれるというところだけを聞き取っていた。その方法はよくわからなかったし、その代だい償しようも聞いていなかった。あるいはまだ夢の中にいる心地だったのかもしれない。

　ただ千ち霧ぎりの目の前には、『願い』が転がっていた。──より具体的には、そこにはハンバーグが転がっていた。オムレツが転がっていた。スパゲティーが、ステーキが、カレーライスがサンドイッチがチョコレートケーキがメロンパンが、転がっていた。

　どうやって自分の『願い』を叶かなえるのだろう、という疑問は、千霧の中には少しも浮かんでは来なかった。少女に対する疑いも微塵みじんも持ち合わせてはいなかった。自らの眼前に浮かぶ、ありとあらゆる食べ物を見た瞬しゆん間かんに、少女の言葉の真しん偽ぎなどどうでもよくなってしまった。

　また、なにかを食べられる。

　それさえ叶かなうのならば──世界が滅びようとも、構うものか。

　千霧は頷うなずいた。それを見て、少女も嬉うれしそうに頷き返した。

「物わかりがよくて嬉しいわ。あなたはきっと、あたしの『末まつ端たん』の中でも最強になるでしょうね。それくらい、あなたの『願い』は強いんだから──」

　至し近きん距離で、少女の眼球が漆しつ黒こくに染まった。それを見ても千霧は恐怖を感じない。ただ胸が高鳴っていた。少女の言葉が噓うそではないということがわかって、あまり頭の良くない千霧にも、それがなにを意味しているのかがようやく理解できたからだ。

『願い』が叶うのだ。今まで頭の中に繰り広げてきた、絶対に叶うことのない夢想が。現実のものになるのだ。

　あらゆるものを食べられるように。あらゆるものを飲み下せるように。強欲に、貪どん欲よくに、かつてこの地上に君臨したどの暴君タイラントよりも多くの美び味みを、甘かん露ろを、貪むさぼり喰らうことができるようになる──

　ああ、そうだ。

　食べられるようになるのだ！

　食べ物でも、それ以外でも、なんでも！　歯を失い、舌したを失い、顎あごを失って、流動食やブドウ糖を摂取する一生しか残っていなかったはずの自分が、またなにかを嚙かみ、齧かじり、啜すすり、喰べることができるようになるのだ！

　食べられる、食べられる！　もう何年もなにも口にしていない！　お腹なかが空いた！　お腹が空いた!!

　爆発的な『願い』を胸の中で持て余しながら、千霧はゆっくりと近づいてくるタールのような黒い液体を、大きく見開いた目で受け入れて──




　目が覚めた。

　昼だった。珍しいことに、両親が見舞いに来ていた。

　千霧はぐるりと首を巡めぐらせて、ぎこちない笑えみを浮かべている両親のことを見た。

　きゅうう、とお腹が鳴った。

　千霧はベッドから降りた。両親の表情が強張こわばった。構わずに千霧は包ほう帯たいを取った。両親の身体からだが震ふるえた。しかし、包ほう帯たいの下に無傷な顎あごがあることを見て取って、両親は一いつ瞬しゆん呆気あつけに取られて、それから神の奇跡を目まの当たりにした信者のような喜びに包まれた。

　それを見て、千ち霧ぎりは口を開いた。

　どろりと黒い炎ほのおが千霧の口から溢あふれた。それが『饕餮タイラント』。千霧の『願い』を叶かなえるための力。あらゆるものを嚙かみ砕くだく顎、あらゆるものを食いちぎる牙きば、あらゆるものを飲み下す喉のどだった。その炎は一瞬で千霧の全身を覆おおった。炎の中で千霧は四つん這ばいになった。獲え物ものを見つけた肉食獣じゆうがそうするように。

　千霧のお腹なかが、また、きゅるる、と鳴った。




　おなかがすいて、おなかがすいて、どうしようもなかったのだ。

　だから──




　ばきん、という音がして、千霧は物思いから現実に引き戻された。

　見ればいつの間にか、口の中に『饕餮タイラント』が現れていた。それで骨を嚙み砕いてしまったらしい。ばりばりと、残りの骨を齧かじって飲み込みながら、千霧は思う。

　両親の肉は、本当に、本当に、おいしかった。

　思い返しただけで涙なみだがでるほどに。思い出しただけで、他ほかのすべての食べ物が色褪あせてしまうほどに。おいしかった──

　それ以降、千霧は大量の人間を喰ってきたが、両親の肉に匹ひつ敵てきするほどの美び味みを味わうことは一度もできなかった。なぜだろう、と千霧は考える。両親と他ほかの人たちのあいだに、どういう違いがあるのだろう。

　最近になって、千霧はひとつの仮説を立てた。

　すなわち──自分が好きになった人間の肉ほど、おいしく感じるのではないか？

　千霧は両親のことが大好きだった。変わり果てた自分を見捨てようとしていたとしても、それでも二人は千霧の愛するパパとママなのだ。父親の喉に嚙みつき嚙み砕き、逃げようとする母の背中にのしかかってその頭ず蓋がい骨こつを割り開き、ソフトクリームにかぶりつくような勢いで中身の脳のう髄ずいを貪むさぼり喰ったときでさえ、千霧の愛情は変わらなかった。むしろ、いっそう強いものになっていった。なにしろ、こんなにおいしい肉を自分に食べさせてくれるのだから。二人に対しては、いくら感謝してもしたりないほどの気持ちを、千霧は抱いだいていた。

　もしかしたら、千霧のその感情が、彼女に『極上の美味』を与えてくれるのかもしれない。

　それなら──

　千霧は立ち上がった。

　最近になって、千霧には気になる人がひとりできた。時とき田た青せい磁じという名前のその少年は、千霧に優しく振る舞ってくれて、たくさんの食べ物をご馳ち走そうしてくれた。そうするうちに、千霧は少年の顔や名前を思い浮かべるだけで、不思議な気持ちに満たされるようになったのだ。

　焦じれったいような、切ないような。じっとしていられなくなって、外に飛び出して力尽きるまで走りたくなるような、そんな気持ちだ。会いたいという思いと会いたくないという思いが同時に湧わき上がって、せめぎ合って、たまらなくなってしまうのだ。

　──でも、きょうは、あってみよう。あって、はなしをしよう。

　思えば彼がどんな人間なのか、千ち霧ぎりはあまり知らなかった。千霧が知っているのは、青せい磁じの優しく微笑ほほえんでいる表情、困ったように頭を搔かいている姿、それだけだ。青磁がどういう考え方をする人間なのか、もっともっと知りたかった。

　立ち上がり、部屋の出口へ向かいながら、千霧は思う。

　青磁のことを、もっともっと知れば、きっと。

　──もっと、もっと、おいしくなる。

　千霧は目を細めて、猫ねこのようにごろごろと喉のどを鳴らした。青磁に抱いだいている感情は、両親に対して抱いていた感情とは、似ているけれど違う種類のものだ。両親に対して抱くものは、もっとゆったりとして落ち着いた感情。青磁に対して抱いているのは──今にも溢あふれ出して弾はじけてしまいそうな、落ち着かない気持ちだった。

　部屋の外に出ると、マンションの高層に吹く風が千霧の頰ほおを撫なでた。つい、と視線を横に滑すべらせると、地平線の向こうに沈みかけている落日の半円が見えた。しばらくそれを無感動に眺ながめてから、千霧はエレベーターのほうに歩き出そうとして、

「お、千霧じゃないか。外に行くのかい？」

　嫌いやな奴やつに見つかった。

　海かい棠どう万ばん里りは、千霧を見て嬉うれしそうに笑っていた。青いサングラスの向こうから千霧を見つめて、軽く片手を上げる。それから、もう片方の手で握にぎっていたものにちらりと視線を落とし、

「差し入れを持ってきたんだけどな。あのツキシマとかいう奴に血を吸われたみたいだけど、まだなんとか生きてるぞ。千霧の好きな、生きた肉だ」

　千霧もそれを見る。自分と同じくらいの年ねん齢れいの少女だった。だらりと下がった手に血の気はなく、彼女が死の淵ふちにあることを示しているようだ。

　千霧は考え、考え、考えた挙げ句、海棠からその少女を奪うばい取って、また部屋の中へと戻っていった。

　ばたん、と扉とびらを閉める。その向こうから、海棠の声が聞こえてきた。

「終わったら声かけてくれよ！　俺おれも一緒に外に行くからさ。あ、ちゃんとシャワーは浴びるんだぜ？　でないと『貪とん』が怒るからなー」

　うるさい奴だ、と思った。無視しようと思った。今から自分は青磁に会いに行くのだ。あんな邪じや魔まな奴がいたら、盛り上がるものも盛り上がらなくなってしまうではないか。

　そうとも。今自分がこうして『饕餮タイラント』を発動しているのも、別に食欲に負けてのことではない。むしろそうしないための──青せい磁じを目にした瞬しゆん間かんに飛びかからないための処置なのだ。お腹なかをいっぱいにしておけば、そういうことが起きる可能性も少なくなるだろうから。

　自分に対してそんな言い訳をしながら、千ち霧ぎりはあんぐりと口を開けて、少女の柔やわらかい二の腕うでにかぶりついた。




　　　　◆




　良い夜だ、と、朧おぼろは月を見上げながら思った。

　たまに気づかれないよう、後ろ手にそっと玄げん関かんの扉とびらを閉める。念のために『クモデ』を周囲に広げた瞬間、朧は彼女の存在に気づいた。

「……？」

　訝いぶかしげに目を細めて、朧は束つかの間、その場に立ち止まった。この中ちゆう途と半はん端ぱな反応は、紛まぎれもなくレレナのものだ。別に彼女が時とき田た邸ていに来ようが来まいが朧の知ったことではない。が、青磁や朧を訪ねてきたのなら、さっさと顔を出せばいいのに。なにをうろうろしているのか。

　声をかけようかと一いつ瞬しゆん思ったが、すぐにやめた。朧は『クモデ』を引っ込めて、そのまま夜の町に向かって歩き出そうとして、

「……お、朧。どこに行くの？」

　電信柱に半身を隠かくすようにしているレレナから、そんなふうに呼び止められた。

　朧は胡散うさん臭くさそうにレレナのことを見た。電信柱からちょこんと姿を出しているレレナは、野球少年を心配する姉のような風情ふぜいだ。おずおずと気弱げな、それでも絶対に引こうとしない決意の色と共に、彼女は朧のことを見つめている。

　朧は唇くちびるを曲げて、そんなレレナに答えた。

「どこに行こうとお前には関係ないだろう。何の用だ？」

「かっ、関係なくなんかないよ！　だって、朧は、その──」

　そこでぷつりと言葉は途と切ぎれ、レレナはうつむいてしまった。朧はその先の言葉がどんなものだったのかを少し考え──すぐに思い当たって、そして、笑い出した。

「あっはははは、なるほどね。ま、そりゃそうだ。僕が死んでしまったら、お前はあいつらの言いなりになってしまうと、つい昨晩決まったばかりだもんな。お前としては、できるだけ僕から目を離していたくないと。そういうわけだな？」

　責めているつもりはなかった。むしろそのことに思い当たったレレナを、賞賛するつもりで言ったのだ。朧の性格がその物言いに多少の皮肉を混じらせてしまったとはいえ、『ゲーム』に勝つつもりであるのならば、多少なりとも戦力になりうるレレナが朧と一いつ緒しよに行動するのは、理に適かなっていることでもあった。

　だと、いうのに。

　顔を上げたレレナは──まるで、謂いわれのない中傷を受けでもしたかのように、傷ついた表情を浮かべていた。

　ぎくり、と朧おぼろの心臓が鳴った。

　きゅっと唇くちびるを嚙かんで、レレナは自分のスカートを握にぎり締めた。なにかを言おうと口を開きかけ、しかしすぐにその顔は罪悪感に染まる。そのうちに、彼女はうつむいてなにも言えなくなってしまった。

　沈ちん黙もく。夜の風が二人のあいだを通り過ぎていく。朧は数秒間だけそれに耐えてから、口を開いた。出るのはため息のような声。

「──悪かったよ。ただの冗じよう談だんだ。お前はそんな利己的な人間じゃないよ」

　自分が誰かに気を遣つかうなど、初めてのことではないだろうか。苦にが々にがしげな顔でそんな考えを弄もてあそんでいると、レレナはふるふると首を振った。沈んだ声で、彼女は言う。

「ううん。あなたの言う通りだよ、朧。──私は、私の都合であなたの命を賭かけてしまった。今日あなたに会いにきたのだって、あなたが死んではおしまいだからという、そういう気持ちがこれっぽっちもなかったわけじゃないもの。だから──」

　聞いているだけで気が滅入る。朧は唇を一文字に引き結んで、レレナから顔を背け、夜空に浮かぶ月を見上げた。そうしてから、はっきりと、月に向かって告げるようにして、

「つまらん」

　レレナの肩かたが、びくりと震ふるえるのが視界の端はしに映った。構わずに、朧は月を見上げたままで続ける。

「そんなつまらない話は聞きたくないね、レレナ。今さらお前が利己的であろうが利他的であろうが、僕にとってはどうでもいい。それよりも、何の用だ。ただ僕の顔を見に来たわけじゃないんだろ？」

　うつむいたまま、レレナはこくりと頷うなずいた。それからおずおずと、その目だけを上げて、

「……少し、聞きたいことがあったから。朧に」

　聞きたいこと？　と朧は片眉まゆを上げる。朧はレレナに、進行方向をくいと顎あごで示して、自ら歩き出しながら、背後に向かって声をかけた。

「なにか不ふ審しんなことがあるならさっさと言ってくれ。聞けなくなってからでは遅いんだから」

　レレナは慌あわてて、小走りに朧の背中を追う。そうしながら、彼女は小さな声で囁ささやいた。

「ねえ、朧。あなたは──どうして、私の手助けをしてくれるの？」

　今さらだな、と朧は呆あきれる。それでも口元に浮かぶのは、楽しそうな笑えみだった。レレナらしいと思ったからだった。

　歩きながら、朧はちらりと空を見上げた。相変わらず、良い夜だった。夜空には雲ひとつなく、吹く風は心地よく髪かみを揺らし、浮かぶ三日月は刃やいばのように澄すんでいる。それを見つめながら、朧は無意識のうちに言葉を落としていた。

「昨日きのう、ツキシマが話したことは覚えているか？」

　横にレレナが並んでくる。彼女の戸と惑まどうような視線が朧おぼろの頰ほおを撫なでている。

「う、うん。『ゲーム』の話？」

「そのあとの『願い』のくだりさ。あいつは、人なら誰でも願いを持っていると言っただろう？　ほかのことはともかく、あれだけは少し共感したね。まったくだ。この世にはっきりとした意識を持って存在する以上、なにかの願いを持たなければ、それは不幸というものだ」

　なにを言いたいのかさっぱりわからない、というふうに、レレナは瞬まばたきをした。それを横目に見て、朧はくつくつと笑った。自らの胸に、親指を押し当てて、

「もちろん、この僕もそう。人ではないけれど『願い』は持っている。これでも永遠を生きる身だ、そういったもののひとつやふたつを持ってなければ、退屈のあまり衝しよう動どう的に自殺してしまうかもしれないからね。吸きゆう血けつ鬼きにとっては、死活問題なのさ」

「……私を助けることが、あなたの『願い』に適かなう、ということなの？」

「さすがだレレナ。お前は賢かしこい。そういうところが僕は好きなんだよ」

　レレナはぴたりと立ち止まり、狼ろう狽ばいしたように頰ほおを染めた。朧が化け物であることなどわかりきっているはずなのに。レレナをからかうために口にしたことだというのがわかっているはずなのに。それでも彼女は、好きという言葉を誰かに言われれば、こんな表情をするしかない少女なのだ。
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　朧おぼろの胸に様々の感情が渦うず巻まいた。それを面おもてには出さずに、淡々とした口く調ちようで彼は続けた。

「僕が助けたいと思っているのは、お前と、たまだ。青せい磁じもオマケで加えてやってもいい。今のところ、僕はお前たちと一いつ緒しよにいるのが楽しい。この守かみ代しろでこうやって過ごしている日々が、それなりに気に入ってるのさ」

「…………」

「今のところの僕の『願い』は、この日々を続けていくことだ。お前の言う、日常を守るということと同意義かもしれないね。目的が同じならば共闘することは相互の利益に適かなう。以上がお前を助ける理由だし、それに──」

　そこまで言って、朧は口を噤つぐんだ。言わなくていいことまで口走ってしまいそうだったからだ。ふむ、と言葉を途と切ぎらせて息を吞のみ、別のことを言い出そうとした朧に、レレナは滑すべり込むように、

「それに、なに？」

　嫌いやそうな顔で朧はレレナのことを見上げた。失敗だった。食い入るように自分を見つめる、真しん摯しなレレナの表情に、朧は気け圧おされたかのように目をそらしてしまった。ぽつりと、

「──それに、お前が少し、昔の知り合いに似ていたからな。見捨てるのは忍びなかった。それだけだ」

　朧は、それで話を切り上げようとしたのに。

「……その、知り合いの人は、どんな人だったの？」

　レレナはさらにしつこく聞いてきた。なんなんだこの女は、こんな奴やつだったか──と、朧はさすがに不ふ愉ゆ快かいな思いでレレナのことを見返した。

「なんだってお前にそんなことを聞かれなくちゃいけないんだ？　僕は芸能人か？」

「だって。私、考えてみたら朧のことをほとんど知らないんだもん。あなたの昔の話を、聞いてみたくなったの」

　ちっ、とあからさまに舌したを打ってみたが、レレナは少しも怯ひるまなかった。朧の人間味を見て、そこに踏み込んでみようという勇気が湧わいたのかもしれない。鬱うつ陶とうしいことだな、と苦にが々にがしげに思いつつも、朧がそれを無視しなかったのは──今日が、本当に良い夜だったからだろう。

　朧は前を向く。また歩き出しながら、ぶっきらぼうに、

「マユラという。クロサキの妹だ」

「……クロサキ、さん、の？」

　さすがにレレナの表情に驚きが走った。構わずに、朧は先を続けた。聞きたいというのなら話してやるが、理解を待つつもりはない。

「『貪とん』との最初の接せつ触しよくのときに、クロサキを向こうに取られてね。何人かいた『第二位』も、全部あいつに殺されて、僕自身も重傷を負ってしまった。情けない話だが、吸きゆう血けつ鬼きの制約がなくなった上に、昼間を舞台とされちゃ僕には手出しできなかった。ぼろぼろのずたずたにされて、マユラの手を借りてどうにか逃げることができた」

「それで──守かみ代しろ高校に隠かくれていたの？　でも、」

「あそこに隠れたのは、マユラが死んでから少し後のことだな。──ああ、あいつはもう死んだんだよ。僕が直接手を下したわけじゃないが、まあ僕が殺したようなものだな」

　レレナはしばらくのあいだ、言葉を失っていた。どうして、という、声になりきらない彼女の声を聞いて、朧おぼろは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「殺すつもりはなかったんだが、その自制も利かなかった。なにしろほとんど意識を失っていたからね、あいつから血をもらえるだけもらって、それきり眠ねむりに落ちて、気がついたときにはもうマユラはいなかった。ただあいつの着ていた服だけが、灰まみれになって落ちていたよ」

　淡々と朧は語る。そうしながら、しかし彼の脳裏には、そのときの情景が蘇よみがえりつつあった。

　朧は死にかけていた。血を流しすぎて、身体からだの半分にはすでに感覚がなかった。マユラに背負われながら、人目につかない倉庫のような場所に横たえられたことを覚えている。力なくその目を動かして、見上げたマユラの顔が、ぐしゃぐしゃに泣き崩くずれていたことも覚えていた。

　──逝いかないで、朧。どうか、どうか。

　朧は笑ったはずだ。乾いた血のこびりついた顔で。

『第一位』である朧が死ねば、『第二位』であるマユラはその支配から解放されるというのに。喜ばしいことじゃないか、そんな顔をする理由なんてどこにもない──皮肉な口を叩たたいた朧の目の前で、マユラは涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみに、決意の色を映していた。

　──死なせない。兄にいさんがどう思おうとも、私は決して、あなたを死なせない。

　そこで、朧は笑えみを消した。

　マユラが自らの手首に、彼女が唯一持つ武器である、銀のナイフを押しつけたからだ。

　銀は吸きゆう血けつ鬼きから、その再生能力を奪ってしまう。それで動脈を傷つけられたら大おお事ごとだ。普通の人間が動脈を切り裂さかれたときとほとんど同じことが起こる。泉から水が溢あふれるように、生命の証あかしである血液が体外に排はい出しゆつされていく。『血の力』を元にして動く吸血鬼にとって、血を失うということは──すなわち、死を意味している。

　マユラは朧に膝ひざ枕まくらをしていた。そうしながら、彼女は自分の手首から溢れ出る血液を、そのまま朧の口に流し込んだ。生きてくださいとつぶやきながら、朧の意識がなくなるまで、そうして彼の中に、自らの命を注ぎつづけていた。

　そして、朧が目覚めたときにはもう、彼女の姿はこの世のどこにも存在しなかったのだ。

　なぜ彼女が、実の兄を裏切ってまで自分を助けたのか、それはわからない。確かに彼女は自分に対して好意を抱いだいているように見えたが──自らの命を捧ささげるほどのものだとは、思ってもいなかった。

　朧は首を振って、そのときの光景を頭から追い出した。

「──正直、あいつがなぜ僕のことを助けようとしていたのか、よくわからない。命令に逆らうなという刷すり込みはしていたが、命を挺ていしてまで僕を助けろとは言ってなかったのに。それなのに、あいつはそうしたんだ。まったく、最後の最後までわけのわからない奴やつだった」

　レレナはしばらく黙だまり込んでいたが、やがておずおずと口を開き、

「あなたは、後悔しているの？　その、マユラさんを死なせてしまったことを」

　朧おぼろは驚いたような顔でレレナのことを見る。後悔などというものは、朧の性格とはもっとも縁えん遠どおい言葉だったからだ。が、真しん摯しにこちらを見つめるレレナの視線に負けたように、朧は小さな声でそれに答えていた。

「……そうかもな。いや、きっとそうなんだろう。後悔などという湿しめっぽい感情ではないだろうが、きっと僕はマユラに生きていてほしかったんだ。あいつは面白い女だったからな。レレナ、お前みたいに」

　レレナは喘あえぐように息をした。言葉に迷うような表情を浮かべている。思いついた言葉を、どういうふうに表現すれば朧を傷つけないで済むか、とでも考えているのだろうか。朧はまた少し笑って、レレナの頭に浮かんだであろう言葉を口にしていた。

「ま、要するにそれが理由のもうひとつだ。自分にとって大事な人間を守ることのできなかった代だい償しよう行為として、今こうしてお前の手助けをしている。別にお前を助けたところでマユラが帰ってくるわけじゃないがね。不毛で無意味だが他ほかにやることもない。理由としてはそれで十分なんじゃないか？」

　他ひ人と事ごとのようにそう言った朧に、レレナは「どんな顔をすればいいのかわからない」という顔をした。かなり長いあいだ迷ってから、彼女の口から出てきたのは、

「……あ、ありがとう。朧」

　朧はまた夜空を見上げ、月まで届くほどの大声で笑った。

「お前に礼を言われるようなことじゃないさ。僕は僕の勝手でお前を助けてるんだから。僕の勝手が別の方向に働けば、お前なんか見捨ててどこかへ消えるかもしれないし、あるいはお前の敵てきに回るかもしれない。吸きゆう血けつ鬼きのよくある気まぐれに、感謝なんかする必要はない」

　それでもレレナは首を振る。確固たる表情を浮かべて、それは違う、とでも言いたげに。

「確かに、それは、そうなのかもしれない。けれど、どんな理由があっても、あなたが私のことを助けてくれているのは事実だもの。──だから、あなたがどう言おうとも私はあなたに感謝する。ありがとう、朧。私を助けてくれて」

　朧はやや白けた顔でレレナのことを見返した。ふん、と息を吐はいて、

「そういうことは、すべてが終わってから言うもんだ」

　そう言うと、レレナは初めてその表情に微笑を上らせた。

「そうね。そうする。すべてが終わったら、そのときは、きっと」

　答えずに、朧はまた歩き出した。終わってもいないのに終わったあとのことなど考えたくもなかった。改めて礼を言われるなどというのもこそばゆい話だし、すべてが終わったらそのときには、さっさと消えるとするか──というようなことを考えていると、朧おぼろはまだレレナが自分についてきていることに気がついた。

　再び足を止めて、朧は苦にが々にがしげにレレナを振り返る。

「…………おい。話は終わったんだろ？　なら、さっさと自分の家に戻るなり青せい磁じの家に行くなりしろよ。僕についてくるんじゃない」

　レレナの口元から笑えみが消える。代わりに浮かんだのは、朧を責めるような色──ではない。なにかの覚かく悟ごを秘めた、緊張した表情だ。

「……あなたはどこに行くつもりなの？　私、まだそれに対する答えをもらってない」

　剣けん吞のんに目を細めながら、朧はしばらくレレナのその表情を観察する。それから、彼はおもむろに口を開き、切り捨てるような調子でつぶやいた。

「血だ。人間から、血をいただきにいく」

　レレナの表情は変わらない。予想はしていたようだな、と胸の中でうそぶいて、朧は端たん的てきに言う。

「今後、僕たちは激しい戦闘を強しいられることになる。クロサキなど問題ではないほどの。なにしろ相手は吸きゆう血けつ鬼きの『第一位』と、クロサキをあっさりと屠ほふるほどの力を持つ化け物が相手なんだ。今度ばかりは、お前がどう言おうとも譲ゆずる気はない」

　妥だ協きようの余地はないということを、朧はその強い語調で示した。その思おも惑わくは、しっかりとレレナに伝わったらしい。彼女はしばらくのあいだ、揺れる瞳ひとみで朧のことを見つめていた。それから、震ふるえる声を響ひびかせる。

「────わ、私の血なら、」

「お前の血では意味がないんだ。レレナ。お前は半吸血鬼だから、血の栄養価は多少薄うすれてしまうし──なにより、お前だって立派な戦闘要員なんだ。いざというときに腑ふ抜ぬけてもらっては、僕が困ることになる。よってお前から血は貰もらえない。この件に関わりのない奴やつからいただくことにする」

「…………」

　レレナは沈ちん黙もくする。薄うす々うす気づいていたのなら、見て見ぬ振りをすればいいものを、と朧は少し呆あきれた。まあそういうことができないのが、レレナという人間なのだろう。朧は軽く肩かたをすくめて、レレナを置き去りにして歩き出した。自らの目的を果たすために。

　そのとき、後ろから再びレレナの声が響いてきた。

「──私も、行く。朧。連れて行って」

　朧は振り返る。先ほどとは少し様子が異なっていた。全身を強張こわばらせて、朧のことを固く見み据すえているのは一いつ緒しよ。ただ、レレナが纏まとう雰ふん囲い気きに──強い決意が漂ただよっていた。

　朧は尋たずねる。そうせざるを得ない。

「なんのために」

　レレナはいっそう身体からだを固くして、痛みをこらえるかのような口く調ちようで、

「あなたが、血を吸うと言うのなら──それを止めていた私は、見届ける義務があると思う」

「ないよ。そんなもん」

　即答した朧おぼろに、しかしレレナは表情ひとつ変えなかった。それを見て、朧は自分の顔に手を当てた。恐らく自分は変な顔をしているはずだ。人間のことを理解しようと思ったことはないが、今のレレナがなにを考えているのか、朧にはさっぱりわからなかった。

　少し考えてから、なにか責任のようなものを感じているのかもしれない、と朧は結論づける。が、朧が人の血を吸うことに対してなぜレレナが責任を感じなければならないのか、その理屈は微塵みじんも理解できなかった。

　やがて朧は、思考を放ほう棄きしてまた前を向いた。投げやりに、

「勝手にしろ。僕の邪じや魔まはするなよ」

　そうとだけ答えて、彼は再び歩きはじめた。

　後ろから聞こえるのは、控ひかえ目なレレナの足音。途中で諦あきらめてくれればそれが一番いいのだが、頑がん固こなこの娘むすめが一度言い出したことを変えるとも思えなかった。

　得られる『血の力』に違いはないだろうが──と、朧はそっとため息をつく。レレナに見られながらの吸きゆう血けつでは、きっと落ち着かなくて、満足に飲んだ気にもなれないだろう。




　　　　◆




　時とき田た青せい磁じは普通の人間である。

　成績は中の上。身体からだを動かすのはそれなりに好き。クラスの男子の大半は友人だが、女子の友人はほとんどいない。価値観は多少おかしなものを持っているという自覚はあるし、喧けん嘩かがからきし弱いという弱点もあるものの、総じて彼は平均的な十七歳さい男子だと言えた。

　その自分が、どうすればレレナの役に立てるのか。青磁は、ずっと考えつづけていた。

　ベッドの上に寝転んで、天てん井じようをにらみつけていても答えはそこには書かれていない。青磁は小さく息をついて、寝返りを打った。頭の中に、この悩みを相談したときの朧の小馬鹿にしたような声が蘇よみがえってくる。

　──お前が役に立つ方法？　言っただろう、栄養ドリンクになることだ。

　もう少し能動的に役に立つ方法はないのか、と青磁は苦にが々にがしい表情で尋たずねた。後ろについて血を提供するだけというのは、あまりにも情けないではないか。そう言うと、朧は口元の笑えみを冷ややかにして、

　──そういう発想が足を引っ張ることになるんだよ。せめても足手まといになりたくないと思うなら、分をわきまえることだね。

　正論すぎる。青せい磁じはなにも言えずに、唇くちびるをへの字に曲げることしかできなかった。

　そのときのことを思い出して、ため息をついて腕うでで目元を覆おおった。喉のどの奥から、絞しぼり出すようなうめき声が出てくる。

「──ああ、もう」

　青磁の目標は変わらない。立派な人間になることだ。その思いはたまの話を聞いてから、いっそう強いものとして青磁の心に刻まれることになった。自分の育ての親が、半生を費やして正解だったと誇ほこれるような、そんな人間になるのだ。

　受けた恩ひとつ返せないようでは、そんなものになることなどとても覚おぼ束つかない。だから自分はレレナを助ける。そのためならば命を賭とすことも厭いとわない。

「……ん？」

　そうやって考えの整理をしていた青磁は、ふと違和感を覚えて、目の前から腕をどけた。暗くら闇やみに慣れていた目が不意の電灯に眩くらむ。その感覚を嚙かみしめながら、青磁は眉み間けんに皺しわを寄せてこんなことを思う。

　──俺おれは、単純にツォルドルフが命の恩人だから、あの子の手助けをしているのか？

　あまりにも根本的な疑問。確かに、それは青磁がレレナを助けることとなった根本原因なのだが──しかし、決してそれだけではないという気も、確かにした。

　仮定を立ててみよう。もしもあのとき朧に襲おそわれたのが自分ではなくて、しかしレレナの事情を知ってしまったとしたら。それでも、自分はレレナを助けようとしただろうか。

　その自問に、返ってきた答えは『是ぜ』だった。然しかり。時とき田た青磁はレレナ・パプリカ・ツォルドルフを助けていただろう。困っている人間を助けるということは、青磁の目的に適かなうことだから──、と思おうとして、それもやはり違うことに気づいた。どこがどう違うとはっきり言うことはできない。けれど、やっぱりどこか、違うのだ。

　いくら考えても答えは出ない。胸に蟠わだかまるのは、処理の仕方すらもわからない違和感だけ。仕方なしに、青磁はため息をついて立ち上がった。水でも飲んで落ち着こう、そんなことを考えながら、彼は部屋の出口に向かって歩き出して、

「あら、坊ぼつちゃま。お目覚めですか？」

　たまがにこにことしながら、襖ふすまを開けてそんなことを言った。

　青磁は呆あきれたように眉まゆ根ねを広げ、

「……たま。ノックくらいしてくれよ」

「申し訳ありません、寝ていらっしゃるものだとばっかり。──そうです、坊ちゃま、寝ている場合ではないのです。坊ちゃまにお客様ですよ」

　青磁は首を傾かしげた。

「客？　誰だい、こんな時間に？」

　なぜかたまも首を傾げる。

「さあ？　そういえば、お名前を確かめるのを忘れておりました。とりあえず、居間でお待ちいただいておりますから、会って確かめてくださいな」

　危機意識ゼロの言葉を吐はいて、たまはぱたぱたとスリッパを鳴らして台所のほうへ行ってしまった。昨晩自分たちを取り巻く事情を説明したばかりだというのに。が、確かにこの暢気のんきさはたまらしくもある。青せい磁じは苦く笑しようしながら、部屋を出て居間へと向かった。

　そして、そこにちょこんと座ってお茶を啜すすっている千ち霧ぎりの姿を見た。

「…………………………」

　絶句して立ち尽くす青磁に、目の前に一個だけ残ったお茶ちや菓が子しを凝ぎよう視ししていた千霧も、すぐに気がついた。包ほう帯たいの下の唇くちびるが嬉うれしそうに笑う。「やあ」とでも言うように、ちゃっと手を上げた千霧に、青磁は唾つばを飲み込んでからようやく言葉を発した。

「…………な、なんで、」

「仕方ないだろ。千霧がどうしても会いたいっていうからさ、俺おれがこの家の住所とかを調べてあげたんだよ。──ったく、こんなの知られたら『貪とん』に大目玉だよ。迷めい惑わく千せん万ばんだ」

　苦にが々にがしげにそう答えた声に、青磁は反射的にそちらを見た。海かい棠どうがいた。千霧の向かいに陣じん取どって、青いサングラスの向こうから、不ふ機き嫌げんそうに青磁のことをにらみつけている。青磁が目を向けると、彼はぷいと視線を外し、千霧と同じようにお茶を啜りはじめた。

　敵てきが自分の家の居間でくつろいでいるという事実を認識するまでに、たっぷり三十秒。それから青磁は、ようやく当然の疑問を口にすることができた。

「……ここで、なにを、してるんだ？」

　基本的な質問を、しかし千霧は「理解できない」というふうに首を傾かしげた。その代わりに海棠が、渋しぶ々しぶと答える。

「だから、千霧はお前にただ会いたかったんだとさ。話をしたかったんだと。なんで俺おれがそんなものに付き合わされなきゃいけないのかは、謎なぞだけどな」

　千霧は眉まゆを寄せて海棠のほうに向き直った。青磁に上げてみせたのと同じ手を、犬でも追い払うかのように「しっしっ」と動かす。海棠は傷ついたかのように唇くちびるを引き結び、そんな二人のあいだに、青磁は張った声を響ひびかせる。

「──千霧、君は、俺と君たちがどういう関係にあるのか、わかっているのか？」

　また青磁のことを見て、千霧はやはり首を傾げる。はっ、と海棠が笑い、

「千霧がそんな難しいこと考えているわけないだろ。会いたいから会いにきた、それだけだよ」

　千霧よりは、まだ海棠のほうが話になる。青磁は注意深く言葉を選びながら、この陽気な顔をした殺人鬼きに尋たずねた。

「敵なのに、か？」

　それに対して、海棠は薄うすら笑いを浮かべて答える。

「千霧には敵も味方もない。こいつには食欲しかない。目の前にあるものはなんでも食べる。ただ『貪とん』の言うことを聞かなければ食べられなくなるから、あいつの言うことを聞いているだけだ。──ま、そりゃ俺おれも同じだけどな」

　青せい磁じは言葉を失って、海かい棠どうと千ち霧ぎりのことを交互に見た。彼らの異常性は、絵え里り香かを喪うしなったあの晩にわかっていたつもりだったが──それでもこうして改めて見せつけられると、圧倒されて黙だまり込むしかなかった。

　と、そんな青磁を見かねたように千霧が立ち上がり、その小こ柄がらな身体からだをくっつけてきた。狼ろう狽ばいする青磁の腕うでを取り、自らのほうへと引き寄せて、

　──おはなし、しよう。
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　手のひらにそんな文字を書きつけてきた。すべてひらがなの、無む邪じや気きな子供のような声。こんな状況でなければ思わず顔を綻ほころばせていただろうが、こんな状況にある青磁は、顔を強張こわばらせることしかできない。

「は、話って、なんの」

　──なんでもいい。せいじのこと、しりたい。

　自分のこと、と言われても、普通の人間である青磁に語るべき正しよう体たいなど存在しない。しかし猫ねこのような不思議な輝きを持つ千霧の瞳ひとみに見み据すえられていると──どうも、そんな言葉もどこかへ引っ込んでしまうのだった。

　ともかくも、と青磁は千霧の手を握り返し、居間から彼女を引っ張り出すことにした。向かう先は玄げん関かんの外だ。今のところ朧おぼろは外出しているが、いつ帰ってくるかはわかったものではない。こんな状況でこの二人が朧に出くわしたら、どうなるかわからない──わけではない。朧は彼らのことを殺そうとするだろう。微塵みじんの容よう赦しやもなく、一切の仮か借しやくもなく。なぜならば、彼らは紛まぎれもなく朧の敵てきなのだから。

　いや、と思い直す。

　朧だけではない。自分の敵でもあるのだ。

　そう思いながら、しかし青せい磁じの足は止まらない。千ち霧ぎりの手を引いたまま、玄関の引き戸を開け、外の街灯の傍そばへと連れ出した。それから、彼は改めて千霧に向き直った。

「なあ、千霧──」

　そこまで言いかけて、青磁は口を噤つぐんでしまった。

　千霧の瞳ひとみには、やはり無む邪じや気きな色しか映っていなかった。あのときクロサキを貪むさぼり喰らった怪物が彼女なのだとは、とても信じることができないほどに。しかしそれは事実なのだ。黒い炎ほのおを纏まとった怪物が、抵抗するクロサキを一いち撃げきの元に葬ほうむり去って、その肉をうまそうに食っていた光景を青磁は確かに目にしていた。黒い炎が収しゆう束そくして、その中から千霧の姿が現れるところも。

　どんなに愛らしい外見をしていても──この子は、怪物なのだ。

　小さく息を吸い込んでから、青磁ははっきりとした声で言う。

「……千霧。君は、ここに来ちゃいけない。帰るんだ」

　千霧は、大きく目を見開いた。

　無邪気に笑えんでいた口元から、ふっと色が消える。それきり千霧は、棒ぼうのように立ち尽くして、ちょっと首を傾かしげた。なにを言っているか理解できない、というふうに。黒々と蟠わだかまり、青磁のことをじっと見つめる千霧の目の色に吸い込まれそうになりながら、それでも青磁は声を励まして言う。

「君と仲良くすることはもうできない。ご飯を奢おごることも。すまないけど、俺おれはもうツォルドルフの味方なんだ。君が『貪とん』の味方であるように。だから、俺たちは──」

「ならさ、千霧。喰っちゃえよ、そいつのこと」

　後ろから嬉うれしそうな声が響ひびく。振り返れば、そこには海かい棠どうが薄うすく微笑ほほえんでいた。腕うでを組んで、なにを考えているのかいまいち摑つかめない陽気な笑顔を浮かべながら、彼は青磁のことをくいと顎あごで示す。

「だから言ったじゃんか、そいつは敵なんだってさ。向こうの認識もそう、事実もそう、違うって言ってるのはお前ひとりだよ。だから、ほら。喰っちゃえよ。おいしいぜ、きっと」

　喰う、という単語に、恐怖を感じなかったといえば噓うそになる。人が貪り喰われるあの様さまは、平へい穏おんな人生を送ってきた青磁にとっては、悪あく夢むとして蘇よみがえるほどの強い印象を残していた。

　それでも、青磁はその恐怖を押し殺して海棠に向き直った。はっきりとした声で言う。

「けしかけるな。千ち霧ぎりを連れて、早く帰ってくれ」

「おお、怖いね、色男。──でもなー、俺おれとしても、ここまで来てタダで帰るわけにもいかないよな。お前が敵てきだというんなら、敵の首のひとつでも持って帰れば褒ほめてもらえるかもしれない。うん。やってみよう」

　暢気のんきな口く調ちようでそんなことをつぶやきながら、海かい棠どうはこちらに近づいてくる。気軽なその足取りに、しかし青せい磁じは油断しない。息を詰めて、いつでも走り出せるように全身に警けい戒かいを漲みなぎらせる。その様さまを見て、海棠は明らかな嘲ちよう笑しようを口元に浮かべた。

「こないだ痛い目に遭あったから、警戒でもしてるのかい？　ま、そんなことしたって無む駄だだ。なんの力も持たないお前に、抵抗なんてできるはずもない」

「…………」

「安心しな。すぐには終わらせてやんないよ。痛がる奴やつ見て喜ぶ趣味はないけど、お前は別格だからさ。このあいだとは比べものにならない苦痛を、与えてやるよ」

　そう言って、海棠は地面を蹴けって間合いを詰め、青磁の身体からだに触ふれようとして──

　千霧が、その前に立ちはだかった。

　大げさな動作ではなかった。彼女はただ青磁と海棠のあいだに自分の身体が来るように位置を調整しただけだ。それ以外のことはなにもしていない。相変わらず、棒ぼうのようにその場に立ち尽くしていただけ。

　ただそれだけで、海棠の動きは完全に封じ込められた。

　顔から血の気が引いている。見てはいけないものを見てしまったかのように、海棠は一歩、二歩、千霧から後ずさった。顔に引きつった愛想あいそ笑いを貼はりつけながら、

「────、あー、いや、じょっ、冗じよう談だんだよ冗談だって、はは、千霧はまったく冗談が通じないんだから────」

　その声にも千霧は反応しない。青磁には見えない表情を海棠に向けたまま、彼女は電源を落とされたかのように動かないでいる。その小さな背中と、本物の恐怖に身体をすくませている海棠を、青磁は固唾かたずを吞のんで見比べていた。

　やがて、千霧がまた青磁に視線を戻した。いつの間にか、その口元からは包ほう帯たいが取れていた。唇くちびるをへの字に曲げ、眉まゆを寄せながら、それでもその顔に宿るのはどこまでも儚はかなげな不安の表情だ。桃もも色いろの唇を開いて、千霧は言う。

「あ、ああー、う、ううううっ」

　白い歯の隙すき間まに、本来あるべき舌したは見当たらない。言葉を発することのできないもどかしさに、耐えかねたかのように千霧は青磁の手を取る。そうしてから、彼女は言った。

　──ちがう。てきじゃない。

　千霧の焦あせりを表しているかのように、その言葉は幼く、拙つたなかった。青磁は困こん惑わくする。どう答えればいいのかわからない。と、そんな青磁を見て、千霧はさらに早口で、

　──わたし、せいじのみかた。

　そんなことを書きつけてきた。青せい磁じは数秒間考えてから、

「──それは、『貪とん』から離れるってことか？」

　千ち霧ぎりがなにか言うよりも先に、海かい棠どうのほうが過敏に反応していた。信じられない、という顔で大声を張り上げる。

「はあ!?　おいおいおい、ちょっと待て冷静に考えろよ！　千霧、お前、『貪』から離れたら自分がどうなるかくらいわかってんだろ!?」

「あー！　うぁう、うう、ああうっ!!」

　千霧はぶんぶんと首を振る。なにもかもを否定するように。恨うらみがましい目で見上げられて、ようやく青磁は、彼女が『内ない緒しよ話ばなし』をしているということに思い当たった。意志を伝える手段というだけではない。手のひらに書きつけるのは、海棠に知られたくないからなのだろう。

「わ、悪い」

「いや悪いじゃねえよ悪いじゃ。ちょっとお前、そこどけ。千霧と話させろ」

　険けわしい顔で近づこうとする海棠は、しかし千霧のひとにらみだけでその歩みを止めてしまった。視線だけで足を止めさせるとは、海棠が千霧の能力をそれほど大きく評価しているということか、あるいはただ単に彼が臆おく病びようなだけなのだろう。

　海棠の歩みを制止しておいて、また千霧は青磁の手のひらに文字を書きつける。

　──とん、はなれる、だめ。わたしのあご、なくなっちゃう。

　顎あご。青磁は思わず、それを見た。

　小振りな顎も桃もも色いろの下した唇くちびるも、千霧という少女に似つかわしい愛らしいものだった。千霧になにが起きたのかはわからないが、これが彼女の望んだものだったのだろうか。少なくとも、縋すがるような千霧の視線には、絶対に手放すことができないのだという執しゆう念ねんさえ滲にじませていた。

　──はなれられないけど、でも。

　真下から青磁を見み据すえる千霧は、獲え物ものを狙ねらう猫ねこのように、その瞳ひとみを細めた。

　──でも、せいじがよろこぶなら。できるかぎり、みかたする。

　──かいどう。あなたのために、ころしてあげる。

　その言葉に、青磁は今度こそ、なにも言えなくなってしまった。

　海棠のほうに目を向けたくなる衝しよう動どうを、青磁はどうにか飲み込んだ。千霧の目には冗じよう談だんの色などかけらも浮かんでいない。彼女は本気だ。味方であるはずの海棠のことなど、千霧にとっては虫けらかなにかと同じ程度の存在でしかないのだ。

　今ここで、自分が少しでも頷うなずけば、恐らく千霧は瞬しゆん時じにあの黒い炎ほのお──『饕餮タイラント』を発動させるだろう。そして海棠に襲おそいかかり、その肉片の一片も残らずに食い尽くしてしまうはずだ。クロサキに対してそうしたように。

　青磁はなにもする必要がない。ただちょっとだけ首を上下させるだけでいい。あとは見ているだけで、『貪とん』一派の数少ない人員が、ひとり減ることになる。

　役に立つことが、できるのだ。

　ただの人間に過ぎない時とき田た青せい磁じが。

「………………」

　ごくり、と青磁の喉のどが上下した。誘ゆう惑わくを押し殺すように、彼は歯を嚙かみしめて、その両手を千ち霧ぎりの肩かたに置く。

「だめだ。千霧」

　千霧の表情が、非難するような色を帯びた。青磁の心の一部分も、同じような非難の声をあげている。レレナの役に立ちたいと思うのならば、自分にできる限りのことをしろと、利用できるものはすべて利用してしまえと叫んでいた。その声を無視して、さらに言葉を重ねる。

「君を利用することなんてできない。ありがとうとは言っておく。でも──帰るんだ。ここは、君の来るところじゃない」

　その言葉に、千霧の身体からだがびくりと痙けい攣れんした。

　その瞳ひとみに浮かんだのは、紛まぎれもない悲しみの色だ。肩を落としてしょげ返り、青磁の胸の中にそんな千霧を慰なぐさめたくなる衝しよう動どうが湧わき起こってくる。

　だが、それをするわけにはいかなかった。そんなことをすれば元の木もく阿あ弥みだ。自分と千霧は、今ここで断絶する。今後顔を合わせるときは、敵てき同士でしかない──青磁は最後に、そう付け加えようとして、

「青磁。なにしてるんだ？」

　その声に、自分もびくりと身体を震ふるわせた。

　青磁と千霧と海かい棠どうが、同時に同じ場所を見た。時田邸ていへ至る坂道、その頂点で月を背負うようにして朧おぼろが立ち尽くしている。その隣となりにはなぜかレレナが佇たたずんでいて、千霧と寄り添うようにして身体をくっつけている青磁のことを、見開いた目で見つめていた。

「────っ、いやっ、ち、違うぞ！　これは別に裏切ったとかそういうんじゃなくて、」

　ひっくり返った声が青磁の喉から迸ほとばしる。が、朧の思考速度は音速を超えていた。青磁が説明するよりも先に、「ふん」と口元を歪ゆがませる。

「そういや、そっちの小こ娘むすめはお前に執しゆう心しんだという話だったな。まあなんでもいいや。昨日きのうツキシマを逃のがしたツケを、今払うこととしよう」

　そう言い捨てて、朧は千霧に向かって、一直線に歩き出していた。

　青磁は硬こう直ちよくしている。他ほかにできることなどなにもない。朧を制止することなどできないし、またその理由もない。なぜならば千霧は青磁の敵だからだ。排はい除じよすべきものを排除しようとしている朧を、止められることなどできるはずもなかった。

　そして、その必要もなかったのだろう。

　千霧は、朧に背を向ける意志など、微塵みじんも持っていなかったのだから。

　──くるるるる。

　そんな声が聞こえて、青せい磁じは反射的に千ち霧ぎりのことを見た。

　クロサキが、そこにいた。

「なっ────!?」

　思わず声を上げて、青磁は身体からだを引いた。瞬しゆん時じに無音で『饕餮タイラント』を身に纏まとった千霧は、その身体を獣けもののように四つん這ばいにしていた。どろどろと粘ねん性せいを持つ炎ほのおが、時し化けの海のように千霧の全身を覆おおい渦うず巻まき、その表面には無数の顔が浮き沈みしている。そしてその中に、一際大きく、クロサキの顔が浮かび上がっていた。

　炎に浮かんだクロサキの顔は、朧のことだけを見み据すえていた。その表情に浮かぶのは、ただ執しゆう念ねん。殺意であり憎ぞう悪おであり敵意でありながら、そのどれでもない感情。朧おぼろに対する執着としか表現しようがないものに、クロサキは取り憑つかれていた。

　それを見て、朧は酷こく薄はくに笑った。彼の本質である、吸きゆう血けつ鬼きとしての笑えみ。

「──なるほど、なるほど、なるほどね。喰われた奴やつはそうなるのか。まったく、みっともない有様じゃないか、クロサキ？　まるで地じ獄ごくの亡もう者じやのようだよ」

　まさに、そうだった。クロサキの姿は、地獄の炎に焼かれている罪人以外の何者でもなかった。黒こく炎えんの中で身をよじり、苦痛の声をあげながら、それでも彼は朧から目を離そうとはしない。自らを地獄に追い込んだ、吸血鬼の『第一位』を殺そうと、クロサキは──いや、クロサキの顔をした千霧は、アスファルトが弾はじけるほどの勢いで地面を蹴けり、朧に襲おそいかかった。




　　　　◆




「お前は飲まなくてよかったのか、レレナ？」

　血で汚よごれた口元を指で拭ぬぐい、その指を赤ん坊のようにしゃぶりながら、朧はそんなことを言った。

　レレナは無言で首を振る。その顔色は冴さえない。吐はき気にも似たむかつきが、胸の中に渦巻いていて、声を出すことすらできそうになかった。

　朧の手際は、実に鮮あざやかだった。仕事帰りのＯＬと思しき女性を発見すると、音もなく彼女の背後に近寄って、レレナなどには見切ることさえできない素早い動作で、女性のことを気絶させた。それから首筋に牙きばを突き立てて、ある程度血を吸ったところで顔を離した。

　朧はそれを三回ほど繰り返した。レレナは沈ちん黙もくしたまま、ただそれを見ていた。協力するわけでもなく、制止するわけでもない。自分はそんな権利を持っていない。ただ彼女には、義務だけがある。朧が行うすべてのことを、見届ける義務が。

「いやだから、そんなものないっての。この事情があろうがなかろうが、僕はこうして人間の血を啜すすってたよ。でなきゃ死ぬんだから」

　朧おぼろはあっさりと、そんなレレナの考えを否定したが──それで、レレナの気持ちが晴れるはずもない。自分の都合で他人の血液を奪うばわなければならないという事実に、押し潰つぶされそうな罪悪感を抱いだいてしまうのだった。

　帰り道、ずしんと肩かたを落として歩くレレナを眺ながめて、朧はぽつりと、

「お前なあ。いい加減そういうのやめろよ。そのうち鬱うつ病びようになるぞ」

　レレナはのろのろと顔を上げて、朧のことを見、

「そういうの、って？」

「なんでもかんでも抱かかえ込むことだよ。言ってるだろ、これは由ゆい緒しよ正しい食物連れん鎖さだ。草が牛に喰われるのと同じ、牛が人に喰われるのと同じ。それでも僕は命までは奪っていない。ちょこっと血をいただいただけじゃないか。良心的なくらいだ。だってのに、なんでお前が責任を感じる必要がある」

「でも。今まであなたは、血を吸うのをやめていたのに。それなのに、私の勝手な都合で──」

　はあ、と朧はため息をついた。その髪かみに手を突っ込んでがしがしと搔かき回して、彼は苛いら立だちを露あらわにする。

「僕が血を吸ってるのは、僕の都合だ。お前のじゃない。レレナ、言っておくがな、そうやってなんでもかんでも自分のせいだと関連づけるのは、無意味である以上に傲ごう慢まんなことだぞ。お前がどれだけ自分のことを影響力のある人間だと思ってるのかは知らないが、そんな糞くそみたいな責任感でいつまでもうじうじ悩んでいるんじゃない。うざいから、やめろ。以上」

　ぶっきらぼうな口く調ちようで、そう言い捨てた朧の横顔を、レレナはちらりと盗ぬすみ見る。しばらくそうして、二人無言で歩いてから、レレナはぽつりと、

「……朧」

「？　なんだよ」

「もしかして、私のことを励まそうとしてくれてるの？」

　あどけなくも響ひびくレレナの問いに、朧は心しん底そこ呆あきれたようなジト目で応こたえた。口を開きかけて、ふと思い直したかのように口を閉じ、また前を向いて、独り言のようにつぶやく。

「──そう思いたいなら、それでいい。お前にそうやって沈まれてると、いざというときに不安だ。お前は自分が戦力だということを自覚しろ。微び々びたるものだが、役に立たないわけじゃないんだからな。青せい磁じと違って」

　その言葉に──レレナは少しだけ、自責の念が薄うすらぐのを感じた。

　そうだ、と思い直す。今はあれこれと悩んでいる場合ではない。どんな汚よごれた手段を使っても、自分は絵え里り香かを助け出すと誓ちかったのではないか。そのためにすべきことがはっきりしている以上、迷ったり悩んだりするのは後でいい。為すべきことを為してからでいいはずだ。

　うん、と頷うなずいて、数秒が経過。それからレレナはばっと朧のほうに向き直り、

「と、時とき田たくんは役立たずなんかじゃないよ。昨日きのうの昼間だって、学校で私のことを助けてくれたんだから！」

「……そこに食いつくのか？　まあ、確かにあいつも血液タンクくらいの利用価値はあるからな。お前が血を吸えるのはあいつくらいだろうし」

　物扱いしないで──と言いたくなったが、しかしそんなことを言えば、この底意地の悪い吸きゆう血けつ鬼きは面白がって青せい磁じのことをあれこれと貶けなすに違いなかった。レレナはぐっと押し黙だまり、そんな彼女の脳裏に、あるひとつの考えがよぎった。深く検分もせずに、それを口にする。

「そんなこと、ないよ。他ほかにも血を吸える人はいる」

「ほう。誰だ？　お前の家族か」

　にやにやと笑いながら、そんなことを言ってきた朧おぼろに、レレナは視線だけを向けて、

「ううん。あなたよ、朧。あなたの血なら、私も飲めると思う」

　朧は変な顔をした。

「はあ？　──僕が？　なんでお前に、血をやらないといけないんだ？」

「一度、そういう経験があるの。『主人』──『第一位』の血を飲んだ経験が。そのときは、自分でも驚くくらいに身体からだがよく動いたから。私を戦力と当てにするのなら、そういう選択肢しもありなんじゃない？」

　努めて明るい口く調ちようで言いながら、しかしレレナの心境は暗く沈んでいた。

　それは、かつての日常に属する記き憶おく。正確には、その日常が崩ほう壊かいしたときの記憶だった。本物の月つき島しま亮りよう史じや雪ゆき村むら舞まいと過ごした、あの懐なつかしくも温かな日常が終わりを告げたときの、墓ぼ標ひようのように巨大なビルの影が、束つかの間レレナの脳裏に蘇よみがえった。そのビルの中で行われた、思い出すのもおぞましい様々な戦闘の中に、レレナの言う『血の記憶』は埋うもれていた。

　朧は「ふうん」と興味なさそうに鼻を鳴らし、

「『第一位』の血液を、『第二位』に供給するのか。やったことはなかったが、まあ確かに、『第一位』が様々な能力を使えるということを考えれば、『第一位』の血液が持つ栄養価は相当高いのだろうな。──お前なんかに一いつ滴てきもやるつもりはないが」

　あっさりと、そう切り捨てた。

　清すが々すがしいほどにきっぱりとした拒きよ絶ぜつに、レレナはまた笑いを漏もらす。そのくらいの余よ裕ゆうは、朧との会話の中で取り戻すことができた。それから二人は、また他愛たわいもない会話を続けながら、時とき田た邸ていへ続く坂道を上っていき──

　そこに、青磁と千ち霧ぎりの姿を見た。




「──クアアァァァアアァァアァアァァアアアアァアァアアアッ!!」

　怪鳥のような叫びと共に、漆しつ黒こくの炎ほのおが朧に向かって突とつ撃げきしてきた。

　目の前の光景が理解できず、硬こう直ちよくして立ち尽くすレレナの身体からだを、朧が咄嗟とつさに突き飛ばした。思わず尻しり餅もちをついたレレナの鼻先を、漆黒の弾丸と化した千霧が通過していく。轟ごうと響ひびく風鳴りを撒まき散らしながら、彼女はブロック塀べいに激突して停止した。ずしん、という重々しい響ひびきと共に、地面が揺れるような錯さつ覚かくさえレレナは覚えた。

「────ア、グ、アアアアアアアアアアアイイアアアアァァアアアアッ!!」

　びりびりと鼓こ膜まくを震ふるわせるその奇声は、怪物としか形容できないものの声だった。真っ黒な異い形ぎようは、反対側の塀の上へと逃のがれた朧おぼろを追って、貼はりついていたブロック塀に四し肢しを思い切り叩たたきつけた。たなびく土煙けむりを従えるようにして、一直線に朧へと迫っていき──

　そして朧はその顔に、凶きよう暴ぼうな笑えみを刻んだ。

「──ハ、オツムは動物並みか！」

　叫んで朧は塀を蹴けった。前方向に跳とび上がり、千ち霧ぎりを飛び越えた朧は、すれ違いざまに千霧の背中を強烈に蹴りつけていた。蹴りの衝しよう撃げきで軌き道どうがずれ、塀の上を通過するはずだった千霧は、爆発的な速度はそのままに顔面から塀に激突するハメになった。

　千霧の背中を踏み台にしてさらに跳ちよう躍やくした朧は、塀を跳び越えて家屋の屋根に飛び移っていた。凶きよう悪あくな笑みを口元に刻んで、片手をポケットに突っ込んで、無ぶ様ざまに墜つい落らくした千霧のことをそれはそれは愉たのしそうな目で見下ろしている。

　二人の攻防を息を詰めて見守っていたレレナは、千霧の黒い炎ほのおが様々の人間の面か貌おを映し出していることに気づいた。炎の海で溺おぼれ焼かれ死んでいくように、それらの面々は凄すさまじいまでの苦しみの形ぎよう相そうを映し出している。

　その中で、ただひとつ、クロサキの顔だけが、沈むことなく朧のことをにらみつけていた。

　出来損ないの映像のように、揺らめき、たゆたいながら、クロサキの顔は変わらぬ憎ぞう悪おを映している。その口が耳まで裂さけて、クロサキのものとも千霧のものともつかない、位い相そうのブレた声が周囲に響き渡った。

「──────おおお、ぼぉお、──ろぉぉぉおぉぉぉおおぉ────」

　対して朧は、塀の上で肩かたをすくめ、

「なんだかなあ。気持ち悪いよ、クロサキ。お前の相手なんか、したくないね」

　くるりと背中を向けて、そのまま家々の屋根伝いに逃走を始めた。

　レレナは驚きと共に朧の姿を目で追った。朧のことだから、委い細さい構わずこの場で千霧のことを殺してしまうつもりだと考えていたのに。彼は屋根の向こうに消えて、すぐに見えなくなってしまった。

　道路に取り残された千霧は、再び四つん這ばいになった。四肢が膨ふくれあがり、再びの跳ちよう躍やく、月夜を覆おおうほどの高さまで跳び上がった彼女は、脇わき目めも振らずに朧のことを追跡していく。

　それを見て、ようやくレレナは朧の思おも惑わくを理解した。

　場所を変えるつもりなのだ。周囲に民家があるこの場所では、落ち着いて戦うことができないと判断したのだろう。どこか人目に付かない別の場所で、彼はクロサキとの決着をつけるつもりなのだ。

「……わ、私も！」

　追わなければ。そう思う。これは朧おぼろの戦いではない、レレナの戦いなのだ。自分が置き去りにされていたのでは笑い話にもならない。そう思い、レレナは走り出そうとして──

　青せい磁じと目が合った。

「………………」

「………………いや、ツォルドルフ、あれは、」

　レレナは青磁を無視して、今度こそ全速力で走り出した。

　自己嫌けん悪おと罪悪感と怒りが同時に湧わき起こってきて、レレナは自分がどんな顔をしているのかすらわからなくなった。ただ彼女の網もう膜まくには、レレナに無視されたときの青磁の情けない表情が焼きついていた。

　敵てきである千ち霧ぎりと青磁が一いつ緒しよにいたことを、怒っているのだろうか。あるいは、これから先に待ち受けている凄せい惨さんな戦いに、青磁のことを巻き込みたくないとまだ思っているのだろうか。心の整理はつかなかったが、少なくともレレナの足は止まらなかった。

　家から家へと飛び移っていく朧と千霧を、見失わないように追いかけるのはほとんど不可能だった。あくまで直線的に移動する二人に比べて、レレナは入り組んだ路地を行くしかないのだ。加えて身体能力の差は歴然としている。数分もしないうちに二人の姿はレレナの視界から消え、それ以上追いかけることもできなくなった。

　しかしレレナは絶望しない。その頃には、朧がどこに向かっているのか、わかりかけていたからだ。

　上空から見れば、朧の逃走経路はほとんど一直線だっただろう。レレナが朧の向かう先に気づいたのは、なにも守かみ代しろの地図が頭に入っているからというわけではない。追いかけている途と中ちゆうに、周囲の景色が見慣れたものになっていったからだった。

　守代高校。レレナと、青磁と、絵え里り香かと──そして、舞まいが通う学校。

　恐らくそこが、朧の考える決戦場だ。

　辿たどり着いてみると、レレナはそのことを確信した。千霧が通過したと思しき轍わだちが、校庭にしっかりと刻まれているのが夜目に見えたからだ。

　校門で立ち止まり、彼女は深呼吸をした。息を整えて、唾つばを飲み込んで、覚かく悟ごを決める。脳裏にまた浮かんだのは、かつての日常の崩ほう壊かいを意味する巨大なビルの風景。しかし今度はそうはならない。今自分の目に映っている夜景は、決して日常の崩壊を意味したりなどはしない。

「──絶対に、そうはさせない」

　そうつぶやいて、レレナは足を踏み出そうとして──

　不意に誰かがレレナの肩かたに手を置いた。

　緊張に身を固くしていたレレナは、それだけでびくんと身体からだを跳はねさせてしまった。弾はじかれるように振り返った、彼女の視界に映った人物は、

「…………た、たまさん!?　なんでここに!?」

　思わず大声を上げてしまう。割かつ烹ぽう着ぎを着たたまは、それを聞いてころころと笑い、

「なんでって、たまは坊ぼつちゃまの使用人なのですから。坊ちゃまがいる場所に、ご一いつ緒しよするのは当然でしょう？」

「いやっ──それは、そうなのかもしれないですけど──」

　違う、なにを言ってるんだ私は、とレレナはぶんぶんと首を振る。問題なのは、そんなことではなくて、

「あの、た、たまさんは、もう全部、事情を知っているんですよね？」

「ええ。坊ちゃまと朧おぼろさんから、すべて聞かせていただきました。──いえ、それにしても、これでもそれなりに長く生きていますけれど、あんなお化けを見るのは生まれて初めてですよ。さすがに少し驚いてしまいました」

　頰ほおに手を当てて、感嘆するようにたまはそう言った。その口振りに、レレナはもうなにも言えなくなってしまった。

　お化け、というのは、『饕餮タイラント』を発動した千ち霧ぎりのことだろう。あの異様な姿を目にして、それでもたまは少しも平静を崩くずしていないように見えた。少し変わった人だというのは重々承知していたが、まさかここまで肝きもが据すわっているとは想像もしていなかった。

　と、そこに青せい磁じが息も絶え絶えの有様で追いついてきた。たまの隣となりまでたどり着いて、そこで精も根も尽き果ててしまう。その場にへたり込まなかったのが立派なくらいだ。青ざめた顔をうつむかせて、両手で両膝ひざを摑つかんで、ぜいぜいと荒く息をつきはじめる。

　有り体ていに言えば、その姿は情けなかった。

　レレナは失礼だと思ってすぐにその考えを引っ込めたが、たまは違った。彼女は腰こしに手を当てると、不出来な息子むすこを叱しかる母親のような口く調ちようで、

「もう、情けないですねえ、坊ちゃまは。もう少しお心のほうにお身体からだがついてくれば、たまも文句はないのですけれど。──ああ、そうです、そうしましょう。明日あしたからたまが稽けい古こをつけて差し上げます。よろしいですね、坊ちゃま」

「………………好き、に、して、くれ…………今は、話し、かけ、るな…………」

　肩かたで息する青磁は、首をねじ曲げてたまのことを見上げた。汗あせまみれのその顔には、なんでお前はそんな涼しい顔をしていられるんだ、という思いがありありと浮かんでいる。

　レレナも全くの同感だ。吸きゆう血けつ鬼きと『饕餮タイラント』の全速力についていくのは、半吸血鬼である自分でさえ骨だったのに。どうしてこの人は、息ひとつ乱れていないんだろう。

「とにかく！」

　と、たまは二人の視線には毛先ほども気づかずに、ぴんと人差し指を立てて、

「朧さんとあのお化けは、学校の中にいるのです。そして坊ちゃまたちの目的は、あのお化けをやっつけること、ということで合ってますね？」

「……まあ、そういうことだな」

　ようやくにして回復した青せい磁じは、背筋を伸ばしてそう言った。その顔に、苦にがいものが混じっているのは気のせいだろうか。千ち霧ぎりとあそこでなにを話していたか、青磁を問い糾ただしたいという欲求がレレナの中に湧わき起こってきたが──今は、そんな状況ではなかった。

　レレナは改めて、青磁とたまのことを見た。その顔が歪ゆがむ。二人の姿がここにあるということに、どうしようもない違和感を覚えてしまう。ざらつく胸中の感かん触しよくを、吐はき出すようにしてレレナは口を開く。

「──と、時とき田たくん、たまさん、あのね──」

　が、青磁は最後まで言わせてはくれなかった。

「家に帰れというのなら、悪いけど聞けないよ、ツォルドルフ。今さら引っ込むつもりはない」

　あっさりと言ってのけた青磁の横で、たまもうんうんと頷うなずきながら、

「たまも同様でございますよ、レレナさん。坊ぼつちゃまがここまで情けないとは思いませんでしたから。たまがお側そばにいてお仕つかえしなければ、どうなることやらわかりません。坊ちゃまがここに留とどまるおつもりなら、たまもそれに従う所存です」

　かくん、と青磁の身体からだから力が抜けた。口元を不満そうに歪ゆがめながら、彼はたまのことを振り返り、

「お前、朧おぼろの性格の悪さが移ったんじゃないか？　というか、昨日きのうは俺おれのことを立派だのなんだのとずいぶん持ち上げていたのに、なんだって急に『情けない』なんて言われなくちゃいけないんだよ」

「前言撤てつ回かいさせていただきます。先ほども申し上げました通り、あの程度の走り込みでバテるようではまだまだ。心こころ根ねはともかく、お身体のほうが貧弱過ぎます。この分では、及第点を差し上げるわけには参りません」

「──ああ、そうかい。勝手にしてくれ」

「はい。勝手にさせていただきます」

　投げやりな青磁のつぶやきに、たまはつんと澄すましてそう答えた。

　こんな状況でなければ吹き出していただろう二人のやり取りは、しかしレレナの心をいっそう重くしてしまった。小さく息を吸い込んでからレレナは意を決したように顔を上げ、青磁のことを正面から見み据すえる。

「時田くん。あなたも──あなたたちも、私のために、命を賭かけてくれると言うの？」

　当然のように青磁は頷き、

「そのつもりだ。今度の相手は、今までとは比較にならないくらい危険な相手だってこともわかっている。最悪の場合は、死んでしまうことだって覚かく悟ごして──」

「だめ」

　小さな、別人のような声がレレナの唇くちびるから零こぼれた。青磁は驚いたように口を噤つぐみ、レレナのことをまじまじと見つめた。その目には、ただレレナを案じる色だけが宿っている。

　ああ、そうだ──と思う。

　レレナは朧おぼろに、青せい磁じたちを巻き込むわけにはいかない、と言った。自分の戦いに、関係のない彼らの命を巻き込むわけにはいかない、と。

　朧はレレナに、その言葉を青磁の前で言ってみろ、と言った。ここまで深く関わっておきながら、関係ないの一言で切り捨てられたら、青磁もお前に愛想あいそを尽かすことができるだろうから、と。

　きっとレレナはそうすべきだったのだ。あなたには関係ない、放っておいてと言い放って、力ずくでもこの二人のことを遠ざけておくべきだったのだ。戦いに巻き込まれないように。命なんか賭かけなくても済むように。

　なぜなら、そう──

「……ツ、ツォルドルフ？　どうしたんだ？」

　青磁が戸と惑まどいの声をあげる。それもそのはずだ。レレナの腕うでが伸びて、青磁の服の袖そでを、ちょこんと摘つまんだのだから。

　レレナはうつむく。胸の痛みに歪ゆがむ顔を、見られたくなかったから。そうしながら、彼女は引き絞しぼるような声を響ひびかせる。

「だめ。それだけは、だめ。時とき田たくん、たまさん、お願いだから──命を賭けるなんて、そんなことを言わないで」

　摘んだ指先から、青磁の驚きが伝わってくるようだった。それでもレレナは顔を上げない。青磁やたまの顔を見たら、必死になって抑おさえ込んでいるものが零こぼれてしまいそうだったから。そうするわけにはいかないのだ。すべてが終わるまで、レレナはなにひとつとして、零すわけにはいかない。そんな弱さは、多くのものが賭けられたレレナには許されていない。

　ただ彼女は、願うだけだった。

「ねえ、時田くん。私ね、あなたにすごく感謝してる。あなたがいなかったら、もし朧と私しかいなかったら、私はここまで来られたかどうかわからない。舞まいが現れて、絵え里り香かがいなくなって、それでも私は、あなたに励ましてもらえたからここまで来られたんだと思う」

「い、いや、俺おれはなにもしてないけど──」

「なにもしてなくてもいいの」と、レレナは少しだけ微笑ほほえんだ。「ただいてくれただけでよかった。私のことを半はん吸きゆう血けつ鬼きと知って、それでも離れずにいてくれたあなたが、そこにいてくれるだけで──私は強くなれた。やせ我が慢まんかもしれないけれど、それでもなんとか、自分の足でここまで来ることができたんだと、そう思う。だからね──」

　そこで、ようやくレレナは、顔を上げることができた。

　青磁が自分のことを見つめている。どこか心配したように、けれどなにか重大なことを感じ取って、言葉ひとつ挟はさまずに。

　そこに──かつての日常の記き憶おくが、また重なった。

　精一杯に振り絞しぼって貼はりつけた微笑ほほえみが、崩くずれそうになる。鋭するどく息を吸い込んで、レレナは目を閉じた。そうすれば、こみ上げてくるものが消えてなくなるとでもいうように。

　そうして、レレナは吐はき出すように叫んだ。

「だから、私のために命を賭けるなんて言わないで！　命なんて賭かけなくてもいい！　危なかったら逃げていいから──ううん、お願いだから、逃げて！　生き延びて!!　絶対に、絶対に死なないで。もしあなたたちが、命を失うようなことがあったら、私は、私はもう──」

　立ち直れない。

　二度と、永久に。震ふるえながらどうにかレレナの身体からだを支えている両膝ひざは、砕くだかれて治ることはないだろう。

　今までに、レレナはあらゆるものを喪うしなってきた。かつて過ごした日常を喪い、その思い出は穢けがされた。自分を理解して救ってくれた親友えりかは魂たましいを喪い、その魂を奪うばった相手はかつての親ま友いの姿をしている。すでにレレナは、背負いきれないほど多くの重圧を背負っていた。ここに、さらに大切な仲間の命が加わるようなことになったら──レレナはきっと、立ってはいられないだろう。そして二度と、立ち上がることはできないだろう。

　だから──

「わかった」

　短く、ぽつりと、青せい磁じはそう言った。

　その言葉に、レレナは目を開けた。潤うるんだ視界の向こうで、青磁は真しん摯しな眼まな差ざしをレレナに向けていた。自分の袖そでを摘つまむレレナの手を、自らの手で握にぎり締める。青磁の手のひらは熱かった。人間の体温だ、とレレナはぼんやり思っていた。

「わかったよ、ツォルドルフ。俺おれもたまも命を賭けたりしない。逃げるつもりはないけど、それ以上に、絶対に死んだりしない。約束するよ」

「…………時とき田た、くん」

　か細くつぶやいたレレナに、青磁は明るく笑いかけた。

「ま、多分そっちのほうが難しいんだろうけどな。逃げずに死なずに最後まで君の側そばにいることのほうが。でも、期待してくれていいよ。これは唯一の自じ慢まんなんだけど、俺は今まで一度も約束を破ったことがないんだ」

　その笑顔に──

　レレナは、なにかが救われたような気がしていた。

　まだなにも終わっていない、それどころか始まってすらいない。そう自分を叱しつ咤たしても、胸に溢あふれる安あん堵どは変わらなかった。きっと青磁は約束を守ってくれる、そう思えたからだ。青磁の手を強く握り返しながら、レレナは頷うなずく。何度も何度も、頑がん是ぜない子供のように。

　と、そこでたまが、「こほん」と咳せき払ばらいをした。青磁とレレナは同時に彼女のことを見、それから自分たちが手を握にぎり合っていることに気づいて、両者ともほとんど反射的にぱっと手を離していた。たまの口元が、笑うのを我が慢まんするかのようにぴくぴくとしている。レレナは自分の顔が熱くなるのを感じた。

「──さて、もうよろしいでしょうか？　そろそろ朧おぼろさんの手助けに向かうとしましょう」

「そ、そうだな。うん。そうしよう」

「その前に──坊ぼつちゃま、これをお持ちください」

　そう言ってたまが割かつ烹ぽう着ぎの懐ふところから取り出したのは、一ひと振ふりの短刀だった。見たことがある。以前青せい磁じが、クロサキに向かって投げつけたのと同じものだろう。白しら木きの鞘さやに収められたそれを、弄もてあそびながらたまは言う。

「本当はもう少し持ってきたかったのですけれど、なにしろ急のことでございましたからね。これ一本しか持ち出す余よ裕ゆうがなかったのです」

「だから、なんでお前はそんなものを持ってるんだ──」

　そう言いながらも、青磁は差し出された短刀を素直に受け取った。少し迷ってから、彼はそれをそのままレレナへと手渡そうとする。レレナはなにも言わず、夜の闇やみの中にぽっかりと浮かび上がるような、白木の白を見つめている。

　やがて、レレナはその短刀を手に取った。迷わずに引き抜く。鈍にぶい鋼はがね色いろの光がレレナの目を刺さした。青磁が息を吞のむ音、それには応こたえずに、レレナはたまのことを見る。

「たまさん。この鞘、削けずってもいいですか？」

　左手に持った白木の鞘を掲げて、レレナはそう尋たずねた。たまは頷うなずき、

「ええ。──なにか、お考えがおありなのですね？」

　早速鞘を削りながら、レレナは抑よく揚ようのない声で、ぽつりとつぶやく。

「吸きゆう血けつ鬼きは、銀とか白木とか、いわゆる『神聖なもの』が弱点なんです。だから、これで心臓を突き刺せば──いくら吸血鬼の『主人』でも、一いつ瞬しゆんにして灰になるでしょう」

「……それを、あなたがやると？」

　たまの声はどこまでも静かだ。レレナを責めているわけでもなく、止めているわけでもない。ただ純粋に、確認しているだけの声。それだけに、その声はレレナの心の奥深くまで届いて、こだまのように響ひびき渡った。

　月つき島しまさんを殺す。それを、私がやる。

　やらなくてはいけないのだ。いくら彼が、かつての月島さんの姿を持っていようとも。私はその心臓に杭くいを突き刺して、彼の身体からだを灰に帰し、そうして『ゲーム』に勝利して、絵え里り香かを取り戻さなくてはならない。それがどんなにおぞましいことか、恐ろしいことか、十分に理解している。けれど、もう後戻りはできない。

「ええ。私が、この手で、決着をつけます。これは二人のうちのどちらかが、護身用に持っていてください」

　レレナはスカートのポケットからハンカチを取り出して、抜き身の短刀を包んだ。そのまま、それを青せい磁じに押しつける。青磁は短刀を受け取ってから、目顔でレレナに尋たずねてくる。──大だい丈じよう夫ぶか、と。

　レレナは頷うなずく。その顔に浮かぶのは、泣き笑いにも似た表情だ。しかし、胸の中に淀よどんでいた迷いの気配は、もうどこにも見て取ることはできなかった。大きく息を吸い込んで、それを吐はき、レレナは学校の奥へと視線を向けて、そこに向かって走り出した。
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　携帯を切ってポケットに仕し舞まい、海かい棠どうは「参ったなあ」と頭を搔かいた。

　サングラスをずらして、その隙すき間まから校庭を見る。その向こうに建っている校舎へと向かって、走り去っていく一団の影があった。それを見送りながら、海棠は、さて自分はどうすべきか、と考えるのだった。

「俺おれなんかが行っても、どうしようもないしなー」

　そんな独り言をつぶやきながら、それでも海棠の足は校舎の方向へと歩き出していた。人目につかないように校庭を迂う回かいして、体育館側の渡り廊ろう下かから侵入しようとする。

　と、中から明らかな戦闘音が響ひびいてきて、海棠は「うへえ」と口を曲げて立ち止まった。

　実際のところ、行かなくてもなにも問題はないのだ。海棠の能力、『泥人形師サージカルメソツド』はあまり戦闘向きの能力とはいえない。つい先ほど舞まいたちに連絡をした際にも、「あなたは手を出さなくていいから」という言質げんちをもらっていた。

　手を伸ばして、校舎へ繫つながる渡り廊下の扉とびら、そのドアノブを握にぎる。目を閉じて、『泥人形師サージカルメソツド』を発動。その瞬しゆん間かん、ばきん、という音が響いて、ドアノブとそれに接続していた部品がばらばらになって足下に転がり落ちてきた。

　これが海棠の能力。手に触ふれたあらゆる物体を、自らの思いのままに変形させることができる、という力だった。触れることができさえすれば鋼鉄だろうがダイヤだろうが、この世のありとあらゆる物質を、このドアノブのように分解することができる。無論その効力は人体にも及ぶ。触れさえすれば必殺──というのが、『泥人形師サージカルメソツド』の強みだ。

　だが一方で、その射程は絶望的だった。触れられなければ効力が発はつ揮きできないのに、触れた場所から三十センチという冗じよう談だんのような距離までしか適用されないのだ。

　海棠自身は、平均的な青年男性の少し下くらいの身体能力しか持ち合わせていない。この期ごに及んで、あの吸きゆう血けつ鬼きが身体からだを触れさせてくれるとは思わなかった。誰がどう考えても、その前に海棠の首の骨が折れることになる。

「でも、なあ──」

　かといって、千ち霧ぎりを見捨てるのも惜おしかった。彼女は海棠の人生設計にとって、なくてはならない女性なのだから。海かい棠どうが死体を出してしまったとしても、千ち霧ぎりと『饕餮タイラント』さえあれば、いくらでも証しよう拠こは隠いん滅めつできる。どこの国のどんな警察でも、『饕餮タイラント』の炎ほのおの胃い袋ぶくろに収まった死体までを検分することはできまい。彼女の協力さえあれば、自分は今以上に自由に振る舞えるのだ。

　きい、と扉とびらが開き、海棠はその中に足を踏み入れた。注意深く周囲の闇やみを探りながら、彼は壁に手をついて、戦闘音のする方向へと歩き出そうとして、

「ちょっと、あんた」

　何者かに声をかけられた。

　びくりと身体からだが跳はね、海棠は後ろを振り返る。不意に目を刺さした光に、海棠は目の前に手をかざした。と、光の輪が海棠からそれて、その向こうにいる警備員の姿が視界に映った。

「ここでなにしてるんだ？　建造物侵入は立派な犯罪だぞ。──さっきから聞こえるあれも、まさかあんたのお仲間じゃないだろうな」

　警備員は険けわしい顔で海棠のことをにらみつけている。薄うす皮かわ一枚に恐怖を挟はさんだ怒りの表情。海棠はそれをよく知っている。自分に対して、よく向けられる種類の表情だからだ。

　いやあ、と海棠はすまなそうに頭を搔かき、

「実はそうなんすよね。すいませんね、俺おれはやめるように言ったんだけど、千霧が言うこと聞かなくて」

　その言葉に、警備員の表情が一気に和やわらいだ。話のわかりそうな人間だ、とでも思ったのかもしれない。警備会社のロゴが入った帽ぼう子しを直しながら、彼は海棠に近づいてくる。

「まあなんでもいいんだが──とにかく、あんたの知り合いだというのなら、さっさと連れて出て行ってくれないか。ここは学校だ。夜間の立ち入りは許されていない」

　海棠は瞬まばたきをして、帽子のロゴを見つめている。誰でも知っている有名な警備会社だ。多分朧おぼろの仲間も知っているだろう。

　それから、海棠は警備員のことを指差して、尋たずねてみた。

「なあ。あんたさ、身長と体重はいくつだい？」

「なに？」

「身長と体重だよ。できればスリーサイズも教えてもらいたいんだが──っと、変な誤解はしないでくれよ。俺にはそっちの趣味はない。まあともかく、見た感じあんたと俺の体格って似てるよな？　そう思わないか？」

　警備員の顔に不安が復活した。空いているほうの手を、それとなく警けい棒ぼうに添える。

「……なにを、言ってるのか、さっぱりわからない。もういいから、早くこの場所から立ち去れ。でないと力ずくでつまみ出すぞ」

　威圧するような低い声に、海棠は軽く肩かたをすくめた。

「──ああ、そうだ、そうだったな。わかったよ。千霧の面倒はあんたが見てくれ」

「そのチギリってのがなんなのかは知らないが、わかってくれたならそれでいい。ほら。さっさと行け」

　身体からだをずらして、警備員は渡り廊ろう下かへ続く扉とびらを開いた。その向こうを、くい、と顎あごで示す。海かい棠どうはホールドアップの体勢のままで、その横を通り抜けようとして、ふと立ち止まった。視線を警備員のほうに滑すべらせる。

「やっぱりさ、俺おれは思うんだけど。正攻法で近づけないなら、奇き策さくで近づくしかないよな？」

「……？」

「例えば有名な警備会社の制服を着ていれば、朧おぼろも油断してくれるかもしれない。してくれないもしれないが、まあ試してみる価値はある。そうだろ？」

　警備員が、その言葉に反応するより早く──

　海棠の手は、彼の胸に触ふれていた。

『泥人形師サージカルメソツド』を発動。触れた箇所から五センチも離れていない場所にある、警備員の心臓をミンチのように握にぎり潰つぶした。どぐんっ、と彼の身体が跳はねて、その両膝ひざが床ゆかにつく。警備員の視線が上がる。信じられないものを見るように、自分を見上げる彼の視線に、海棠はひらひらと手を振って、

「じゃーねー」

　それきり、警備員の身体は前のめりに傾かしぎ、うつぶせに倒れ込んだ。

　死体となった警備員を仰あお向むけに起こして、海棠はその服を剝はいだ。それを身につけてから、懐かい中ちゆう電でん灯とうを拾い上げてガラス窓へ向け、即興の鏡としてから自らの姿をチェックする。

「──ふむ。こんなものかな」

　見た限りではおかしなところはどこにもない。着心地も快適というほどではないが、まあ不自然なほどに大きすぎたり小さすぎたりしているわけでもない。

「あとは、と。こっちか」

　そうつぶやいて──海棠は、自らの顔に手を当てた。

『泥人形師サージカルメソツド』。

　ごきごきと耳障ざわりな音が骨伝いに海棠の鼓こ膜まくに響ひびいてくる。光を受けて即席の鏡となった窓ガラスが、粘ねん土どのようにぐにぐにと変形していく海棠の顔を映している。額ひたいが、眼がん孔こうが、頰ほお骨ぼねが、顎あごが、ありえない形にねじ曲げられて悲鳴を上げている。デリケートな毛細血管がその変質に耐えきれずに破れ、海棠の顔に赤みと熱と激痛をもたらした。

　自分の顔でこれを試すのは二回目だった。もちろん数多くの『実験』を経た結果だったが、自分にやってみようという覚かく悟ごができるまでに、優ゆうに二ふた桁けた以上の『実験協力者』の犠ぎ牲せいを必要としたものだ。自由で気楽な生活を送りたいという、海棠の願いを叶かなえるためには、どうしても自らの顔形を変える必要があったのだ。

　そしてこの力は──今の状況でも、役に立つはずだった。

　顔の次は喉のどだった。声帯を弄いじくる。顔でバレずとも声でバレては意味がない。顔面よりもずっと繊せん細さいに作られているその場所に手を入れるのは、慣れていると言ってもそれなりの危険を伴う。細心の注意を払いながら、海かい棠どうは『泥人形師サージカルメソツド』で自らの器官を操作しつづけ、

「──ふむ。まあ、こんなところかな」

　聞き慣れない声で、『手術』の終了を告げた。

　ガラス窓の鏡には、やはり見慣れない顔が映っている。脳天気だった今までとは打って変わって、陰気で冴さえない男の顔だ。

　不気味なほどに細い目を見開いて、海棠は「あちゃー」とつぶやく。失敗した。キモい。こんなツラで生きていくなどまっぴらごめんだが、まあそれはそれ、今この場を乗り切るならこれで十分だろう。

　鏡の向こうの見慣れない自分に、敬礼をしながら海棠はにやりと笑う。笑わないとやっていられないほどに気持ち悪い。さっさと朧おぼろを仕留めて、元の顔に戻すかと、海棠は小さく息を吐はいてから、未だに聞こえる戦闘音の根本に向かって歩き出した。
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　──こんな、はずじゃ、なかったのに。

　目まぐるしく回転する視界の中で、千ち霧ぎりはそんな言葉をぽつりとつぶやいた。

　身体からだが思い通りに動かない。そのくせ炎ほのおを纏まとった四し肢しは、これまでにないほど効率的な軌き跡せきを描えがいて朧の命を刈り取ろうとする。そのすべての攻こう撃げきを、朧は紙かみ一重ひとえで避けつづけていた。

　壁と床ゆかと天てん井じようを切り刻みながら、『饕餮タイラント』の巨体が朧へと迫っていく。それはすでに千霧の意志ではなかった。彼女の中にあって、彼女を凌しのぐほど強大な執しゆう念ねんを持つ精神──クロサキの執念が、千霧の身体を突き動かしているのだった。

　──せいじに、あいにきたんだ、おまえは、ひっこんでいろ！

　頭の中でそう叫んで、千霧は全力でクロサキのことを抑おさえつけようとした。いくら執念深いとはいっても、喰われたものの精神が宿やど主ぬしである千霧の意志を完全に凌りよう駕がすることなどありえない。千霧の抑制に、クロサキの意志が一いつ瞬しゆんだけ鈍にぶり──しかしそれは、今の状況にあっては自殺行為でしかなかった。

　クロサキの執念が鈍ると同時に、『饕餮タイラント』の動きそのものも停止してしまった。その隙すきを見み逃のがす朧ではなかった。彼は机の脚あしをもぎ取って作成した即席の槍やりを手にして、身体ごと飛び込むようにして千霧の腹へと突き込んできた。

　千霧はその一いち撃げきを身体を捻ひねって回かい避ひしようとした。間に合わなかった。腹に突き刺ささり、内臓が傷つく悪痛に吐はき気がこみ上げてきた。朧の唇くちびるが悪あく魔まのような笑えみを刻む。手にしたステンレスの槍を、ぐり、と回転させて、千霧の腹の中をめちゃくちゃに搔かき混ぜようとする。

　キレた。

　初めて千ち霧ぎりの意志とクロサキの遺志が一致した。『饕餮タイラント』の黒こく炎えんが広がり、朧おぼろの全身を包み込もうとする。朧は危険を察知して、槍やりを捨てて逃げようとした。逃がさない。黒い炎ほのおの一筋が、その足首に絡からんだ。それを基点に、ふくらはぎから膝ひざ、太ふと腿ももへと広がっていく。足首から、じわじわと食いちぎってやる──そう思った瞬しゆん間かん、朧の身体からだが消滅した。

　驚きと同時に、ひとつの言葉が、クロサキの記き憶おくが頭に弾はじける。『ヨルガスミ』。根本の吸きゆう血けつ鬼きである『第一位』のみに許された、自らの身体を霧きり状へと変える能力。霧を摑つかむことのできる手はこの世に存在しない。例えそれが、『饕餮タイラント』の掌てのひらであっても。

「グッ────！」

　千霧の喉のどから、獣けものの唸うなりが漏もれた。そんな彼女から十メートルほど離れた場所、戦場だった教室の入り口の辺りに、朧の身体が凝ぎよう集しゆうした。

　手に持ったステンレスの槍を、ぽん、と肩かたに立てかけて、彼はつまらなそうに言う。

「普通、腹や顔を貫かれれば人間は死ぬものだけどな。やっぱりお前、クロサキを喰ったときに吸きゆう血けつ鬼きの再生能力も手に入れたのか。──ああ、もう、面倒だなあ」

　ひゅっ、と槍を振るって、そこに付着した千霧の血液を払う。『饕餮タイラント』の黒炎は、あらゆるものを殺害する腕うでに、あらゆるものを食い尽くす牙きばにはなってくれるが、しかし相手の腕や牙を防いではくれない。それまでに多くのものを食い尽くしてきた千霧は、その経験からぼんやりとわかりはじめていた。

　──こいつを、くうのは、ひとすじなわでは、いかない。

　──それどころか、わたしがくわれてしまうかもしれない。

　胸の中のクロサキが叫びをあげる。そんなことは関係ない、今すぐ朧を叩たたき殺せと、世界のひとつやふたつ簡単に滅ぼせそうな憎悪の声をあげている。それを抑おさえ込むのに、千霧は意志力の大半を傾けなければならなかった。『饕餮タイラント』がそれに反応して、ぎゅっと自らの身体を抱だき締めるように縮まった。

　朧はそれを見て、へえ、と笑う。

「そういや、海かい棠どうだったっけ？　あいつが言っていたな。お前はクロサキの執しゆう念ねんを取り込んだ、だから僕との因いん縁ねんはまだ途と切ぎれていない、と」

　くるるる、と喉が鳴ったのは、海棠に対する不満の声だった。あのお喋しやべり、余計な情報を敵てきに与えやがって──と、ただでさえ苛いら立だちに染まっていた千霧の心が、いっそうの焦しよう燥そうを帯びる。そんな千霧の様子を見て取って、朧はまたくぐもった声で笑った。

「吸血鬼の能力を取り込まれたのは厄やつ介かいだと思っていたけれど──そのザマじゃ、あながち有利に働くってわけでもないみたいだね。どれだけ優秀な能力を持っていても、アタマが二つあるんじゃどうしようもない」

　そうつぶやいた、次の瞬間。

　朧おぼろは再び、矢のような勢いで千ち霧ぎりに飛びかかってきた。

「────ッ！」

「逃げる」という意志と「迎げい撃げきする」という遺志が千霧の中に同時に発生し、ぶつかり合って弾はじけて消えた。結果として残ったのは、瞬しゆん時じに目の前に現れた朧を見つめつづけるだけというどうしようもない愚ぐ行こうだけ。それでもかろうじて身を捻ひねった結果、ステンレスの槍やりは肩かた口ぐちに突き刺ささるだけで留とどまった。

　激痛に思考速度が鈍にぶり、その隙すきに朧の身体からだは宙を舞っている。身体ごと叩たたきつけるようなドロップキック。吸きゆう血けつ鬼きの全力が込められたその蹴けりは、千霧の小こ柄がらな身体を壁際まで吹っ飛ばすには十分な威力を有していた。槍が引き抜かれた箇所から鮮せん血けつが吹き出して、血のラインを教室の床ゆかに引いた。

　壁際に叩きつけられた千霧は、ようやく、クロサキの執しゆう念ねんを炎ほのおの奥底に封じ込めることに成功した。その勢いを利用して、『饕餮タイラント』の腕うでを窓に叩きつけ、そこから廊ろう下かに転がり出る。

「ふん？　逃げるのか、クロサキ？　詰めが甘あまいのは死んでからも変わらないようだな」

　背後から聞こえる朧の声に、炎の中のクロサキが束そく縛ばくを軋きしませて吠ほえ声をあげている。意識を『饕餮タイラント』の隅すみ々ずみに張り巡めぐらせつつ、千霧は振り返りもせずに走りつづけた。

　──あんなやつのあいてなんて、してられない。

　──はやくせいじにあって、そして──

　どうするというのだろう。

　どうするかは考えていない。ただ、逢あいたかった。四し肢しをすべて使い、廊下の角を曲がり、かなり走ったところで──幸運にも、彼女は目的の人物を見つけることができた。

　ただし。

　余計なのがついている。

『饕餮タイラント』の中で、千霧は目を細める。立ち止まった自分を見て、目を丸くしている栗くり色いろの髪かみの少女。青せい磁じの傍かたわらに寄り添う、彼女の姿を見て──千霧の中の二つの口が、異い口く同音にこう叫んだ。

　──殺せ！　あいつは朧が大切にしている女だ。殺して、俺おれの痛みの何割かを、奴やつに！

　──おぼえてるぞ。あいつ、たしか、わたしからせいじをとろうとしたやつだ。

『饕餮タイラント』の瞳ひとみが、明確な敵てき意いを帯びる。それを見てレレナは身を竦すくませる。そのくせ背筋だけはぴんと張って、千霧のことをにらみ返してきた。その唇くちびるから、静かな声が漏もれる。

「千霧さん、ね？　私は、あなたと戦うつもりはないわ。用があるのは別の人。あなたは、関係ない。だから──そこをどいて」

　かちんと来た。平静なレレナの声は、ただでさえ苛いら立だっていた千霧の神経を逆さか撫なでする結果しか生まなかった。暗い廊下の中央で、千霧の意志とクロサキの遺志が再び同じものになる。『貪とん』からレレナに関してなにか大切なことを言われていたような気がしたが、そんなものはもうどうでもよかった。

　──じゃまするなら、ころす。

『饕餮タイラント』が獣けものの姿勢を取る。狼おおかみのように四つん這ばいになって、狼のような唸うなり声をあげる。それを聞いてもレレナは怯おびえない。手に持った、武器とも呼べないような木の欠片かけらを、まっすぐに千ち霧ぎりに向けてきた。

　黒こく炎えんに包まれた千霧の唇くちびるが、にいい、と裂さけるように笑えんだ。

　──いいどきょうだ。

　胸の中でそうつぶやいた、次の瞬しゆん間かん──

　千霧はレレナに向かって、まっすぐに襲おそいかかっていた。

　鎌かまのように変形させた腕うでで、有無を言わさずレレナの首を刎はねる──そう考えていたのに、生意気にも彼女は紙かみ一重ひとえでそれを避さけていた。切り裂さかれた首の皮ひ膚ふから糸のような血が宙に舞い、転がるようにして一いち撃げきを回避したレレナに、千霧はなんの迷いもなく追つい撃げきを仕掛けた。こいつは朧おぼろとは違う。多少は動けるようだが、あの化け物に比べれば赤ん坊のようなものだ。もう片方の腕で、千霧はレレナの頭ず蓋がいを割ろうとして──

　ぴたりと止まった。

　彫像のように凍こおりつく。炎ほのおの奥の目を、ゆっくりと瞬しばたかせて、千霧は声にならないつぶやきを発する。

　──せいじ。

「……やめろ、千霧。ツォルドルフに手を出すと言うなら──お前は、俺おれの明確な敵てきになる」

　青せい磁じは、レレナを庇かばうようにして立ち尽くしていた。両腕を広げて、自らの身を挺ていするように。その表情と、彼の足下に転がるレレナのことを、千霧は交互に見比べた。

　口を開ける。だが、そこから声が出てくることはなかった。千霧は舌したを持たないから──『貪とん』への願いの中に、言葉は含まれていなかったから。だから彼女は意味のある声を出すことはできない。『饕餮タイラント』の表面に刻まれた、犠ぎ牲せい者しやの顔が口を利くことがあっても、千霧が自らの言葉を持つことは永久にないのだ。

　だから──千霧は言葉ではなく、行動で自らの意志を示した。

「──？　うわっ、おい、やめろっ！」

　抵抗しようとする青磁の腕に、『饕餮タイラント』の腕を絡からめる。そうして千霧は、青磁の全身を自らの炎で包んだ。彼のことを傷つける意志はなかったが、傍はた目めにはそうは見えなかったようだ。レレナと、そしてもうひとり、割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたの女性が叫び声をあげていた。

「と、時とき田たくん!!」

「このっ──お化けめ！　坊ぼつちゃまを、放せっ！」

　割烹着を着たその女性は、人間にしては素早い動作で千霧に摑つかみかかってきた。殺しても良かったが、無む駄だな時間は使いたくなかった。いつ朧が現れるかわからないのだ。余計な邪じや魔まが入る前に立ち去ろうと、千ち霧ぎりは青せい磁じを担かついだまま、一いち目もく散さんに逃げ出した。

「ちょ、おい、千霧って！　お、降ろしてくれ！」

　すぐ耳元で青磁が叫び声をあげている。それを聞いても、千霧は「うるさい」とは思わない。ただ顔をうつむかせて、彼女は『饕餮タイラント』の指を使い、青磁の手のひらを探し当ててそこにこう書き込んだ。

　──はなし、したい。

「は、話って、一体なにを──」

　──なんでもいい。せいじとするはなしなら、なんでも。

「……千霧、お前、」

　──おねがい。へんなこと、しないから。

　千霧は必死だった。今までにこんな気持ちになったことはなかった。両親を喰ったときも、他ほかの誰かを喰ったときも、こんなに焦じれったくて叫び出したくなるような気持ちになったことは、なかったのに。

　千霧の焦あせりを感じ取ったのか、青磁は小さく息を吐はいて、答えた。

「──わかったよ。それで君が満足するなら、そうしよう」

　──…………。

　廊ろう下かを走り抜け、階段を四段飛ばしで上り、鉄の扉とびらを蹴けりつけるようにして開ける。そうして二人が辿たどり着いたのは、心地よい夜風の吹く屋上だった。黒い空と白い月と、針穴のような星々が頭上に瞬またたいている。それでも千霧は足を止めず、給水塔とうの上に登った。少しでも、他ほかの多くの煩わずらわしい事々から離れたかった。

　給水塔の上に立って、青磁をそこに立たせて──千霧は、『饕餮タイラント』を解除した。

　黒い炎ほのおが千霧の口の中へと収束していく。それらをすべて、ごくん、と一息に飲み込んで。それから千霧は青磁の顔を見ようとした。しかし彼と目が合った瞬しゆん間かん、例の形容しがたい感情が、ほとんど抑おさえきれないほどにこみ上げてきた。反射的に千霧はうつむいてしまい、そのまま、気が遠くなるような時間が過ぎ去っていく。

　ふと。

　青磁の手が、千霧の頰ほおに触ふれた。

　びくっと身体からだを跳はねさせて、千霧はよろめくように後ずさった。その反応をなにか勘かん違ちがいしたらしい。青磁は顔を曇らせて、謝罪してきた。

「あ、いや、ごめん。──なんだか、落ち込んでるみたいだったから。励まそうとしたんだけど、気を悪くしたなら謝る」

　千霧は顔を上げ、ぶんぶんと首を振った。わるいことなんてなにもない、ちょっとうれしかった──そう伝えたかったが、しかしその意志は文章として伝えるには長すぎ、また恥ずかしすぎた。声を持たないことをこんなにも焦じれったく思ったことは、今までに一度もなかった。

　なんだろう、と思う。胸の中に満ちるこの感情。パパやママに対するものとはまた違う。他ほかの誰かに対するようなものとは全然違う。青せい磁じを見ているときだけ、千ち霧ぎりの胸を騒さわがせるこの感情は、一体なんなのだろう。

　食欲とは違う。もちろんそれはある。青磁のことを、たべてしまいたいという気持ちも、千霧の中でせめぎ合っている。今いま口をばくりと開けて、青磁の喉のど首くびに食いつかないのが我ながら不思議なくらいだ。

　けれど──

　ここに来るまでの途と中ちゆうで、気づいてしまった。

　青磁を食べたら、青磁に二度と会えない。

　幼稚園児でもわかる単純なその理屈に、今まで気づかなかったという事実に愕がく然ぜんとする。青磁の顔を直視できないという理由もあいまって、千霧はうなだれるようにうつむいて──そこに、再び青磁の声が落ちてきた。

「──話。するんだろ、千霧？」

　おずおずと、上うわ目め遣づかいに青磁のことを見上げる。彼の眼まな差ざしが映しているのは──どこか、悲しげな色。その色を帯びた声を、青磁はまた響ひびかせた。

「そうだな。話はしておかなくちゃならない。俺おれたちは、もう立場が違うんだから。できるうちに、しておかなくては」

　なにを言い出すのだろう──と、千霧は大きな目を瞬しばたかせながら思う。彼がなにを言っているのかはよくわからない。ただ、じわりとした不安が千霧を蝕むしばんでいる。よくわからないが、きっとよくないことに違いない。

「千霧。君がこのことをきちんと理解しているのかどうかは、俺にはわからない。けれど、俺と君が敵てき同士であるということは、紛まぎれもない事実なんだ。それはわかるな？」

　わからない、というふうに千霧はかぶりを振った。自分は青磁の敵になった覚えは一度もない。彼をここに連れてくるまでに乱暴なことをしたが、それは単に話がしたかっただけであって、敵対行動とは違う。

　その言葉を聞き取ったかのように、青磁は重苦しい表情を浮かべた。

「さっきも言ったように──君が『貪とん』から離れないというのならば、あいつのために戦うというのなら、君はどうしたって俺おれの敵なんだ。なぜなら、俺は君が『貪』に対してそうするように、ツォルドルフの傍そばから離れるつもりはないから」

　千霧は、ゆっくりと瞬まばたきをする。青磁は千霧に顔を近づけるようにして、嚙かんで含めるように説明する。

「君がどんな願望を『貪』に叶かなえてもらったのか、俺は知らない。きっと君にとっては大切なものなんだろう。──他ほかの、みんながそうだったように。だから、君に対して『貪』から離れろとは言わない。けど、もしそうなら──俺は君と二度と話すことはできない。敵と話すものはいないから」

　だから、と、青せい磁じは痛みをこらえるように顔を歪ゆがめ、その言葉を吐はき出した。

「ここでお別れだ。俺おれは──ツォルドルフたちのところに戻る。それを邪じや魔まするなら、」

　息を吞のむようにして口を噤つぐみ、青磁はベルトのあいだに差し挟はさんでいた、一本の短刀を千ち霧ぎりの目の前に掲げた。月の光を受けて煌きらめく、その刃やいばの光が千霧の目を刺さしたとき──

　なにがなんだか、わからなくなってしまった。

　千霧は。

　青磁に優しく笑いかけてほしかった。かつて彼がそうしてくれたように。色んなおいしいものを一いつ緒しよに食べて、優しく頭を撫なでて欲しかった。

　青磁のことを食べてしまいたかった。かつて両親にそうしたように。その首筋を嚙かみ破り、溢あふれる鮮血を啜すすって、弾だん力りよくのある首肉を思う存分嚙かみ締めたかった。

　一ひとつを為せば他ほかの一ひとつが為らず、一ひとつを欲すれば他の一ひとつは叶かなわない。どうしようもない二律背反ジレンマ。今までにこんなことはなかったはずなのに。今までは、ただおいしいものを口にできていれば、それで満足だったはずなのに。

　今の千霧の中には、もうひとつの願いが生まれてしまった。

　それは、青磁が好きだということ。

　青磁に、好きになってもらいたいということ。

　年頃の女の子ならば誰もが抱いだく、ささやかで甘あまやかな願い。けれど、千霧の願いが叶うことはない。それを叶えたら──青磁のことが好きだからといって、彼の味方になれば、もうひとつの願いである、『おいしいもの』は、今度こそ未来永えい劫ごう千霧の舌したの届かぬ場所へ行ってしまうから。

　だから千霧は動けなかった。青磁が別れの言葉を口にして、彼女に背を向けても、硬こう直ちよくすることしかできなかった。ロボットのような動きで、去っていく青磁の背中を見つめて──

　目が合った。

　青磁ではない。その向こう。扉とびらの近くに立ち尽くしている栗くり色いろの髪かみの少女。

　青磁の名を呼んで、心配するように駆かけ寄ってくる。少女の手のひらが青磁の胸に当てられた。その瞬しゆん間かんに、青磁の耳が紅あかくなるのが千霧の目に見えて、

　そして、

　────────────────ッ!!

　目の前が、真まっ赤かになった。

　黒い炎ほのおが吹き上がる。『饕餮タイラント』の中からクロサキの叫びが聞こえたような気がしたが、もうそんなことはどうでもよかった。ころす。そう思った。ころす、ころす、ころす、ころす。そうだ、そうだ、さいしょからこうすればよかったんだ。あいつをころしてそのにくをくって、そうすれば、そうすればせいじはどこにもいかない。『とん』のてきであるあのおんながしねば。せいじとわたしがあらそうりゆうは、どこにもなくなる──

　そうだ。

　あいつが、ぜんぶ、わるいんだ!!

　その瞬しゆん間かん、レレナ・パプリカ・ツォルドルフこそが、高たか城しろ千ち霧ぎりが一番最初に殺して喰らうべき対象となった。レレナの存在を抹まつ消しようすれば、すべてがうまくいくのだと──また青せい磁じが自分に笑いかけてくれるようになるのだと、千霧は本気で信じ込んだ。

『饕餮タイラント』の全力を振るったその跳ちよう躍やくは、凄すさまじいまでの速度を生み出した。その速度にレレナは回かい避ひどころか反応さえできない。ただその場に木で偶くのように立ちすくんで、向かってくる千霧を見つめることしかできなかった。矢のように鋭するどく素早い千霧の指が、彼女の喉のど元もとへと吸い込まれていき──

　青磁の肩かた口ぐちに、突き刺ささった。

「ぐっ────！」

　────────せいじ、

　千霧の心からそんな言葉が漏もれた。けれどもそれは、千霧の胸の中だけに過ぎない。声を持たない千霧の言葉が、青磁に伝わるはずもなかった。

　レレナを庇かばって押し倒した青磁の肩から、血と肉が抉えぐれて飛び散る。地面に弧を描えがくようにして停止して、それから千霧は、地面に倒れ伏しているレレナの姿を見下ろした。

　──こいつさえ、いなければ。

　底冷えがするような感覚の中で千霧はそう思う、すう、と体温が下がっていく感覚。それを味わいながら、千霧は動いていた。『饕餮タイラント』の腕うでを鎌かま状じようにして、レレナに飛びかかる。

　しね。そう思った。首を刎はねて、転がった首を拾い上げて、ぐしゃぐしゃに嚙かみ砕くだいてやる！　声にならない叫びを上げながら、千霧のすくい上げるような一いち撃げきがレレナの首に──

　衝しよう撃げき、

　突進と同じくらいの速度で、二人の姿が離れていく。レレナの首を刎ね飛ばすはずだった一撃は、虚むなしく宙を搔かいていた。そうしてよく観察すると、自分の身体からだも同じように、宙を舞っているのだった。

　なにが起きているのかさっぱり理解できなかった。と、不意に空中を飛んでいた千霧の身体に、重力の束そく縛ばくが復活した。凄まじい速度で遠ざかっていく夜空と、そこに浮かぶ月。地面に激突する直前、千霧が目にしたのは──

　その月を覆おおうほどに翼つばさを広げた、巨大な蝙蝠こうもりの姿だった。
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　これだから、とツキシマは鉤かぎ爪づめを離しながら思う。頭のおかしい奴やつを仲間にするのは、嫌いやなんだ。

『饕餮タイラント』の黒い炎ほのおが、風に揺らめきながら落下していく。冷めた目でそれを見下ろしてから、ツキシマは羽ばたいて、舞まいの待つ給水塔とうの上へと戻っていった。

　無む駄だな『血の力』を使う必要はない。ツキシマはすぐさま『変へん化げ』を解いて、元の姿へと戻った。舞がにっこりと笑いながら、そんなツキシマを労いたわってくれた。

「ごくろうさま、月つき島しまさん！　──いや、それにしても、びっくりしたねえ」

「まったく。まさか千ち霧ぎりがあんなことになっているとは思わなかった。この分だったら、あの娘むすめからも回収したほうがいいのかもな」

　そんな会話を交わしながら、ツキシマは視線を下に落とした。そこには、屋上で倒れ伏しながらも、自分を見上げるレレナの丸い瞳ひとみがあった。

　舞と並んで立っている自分のことを、食い入るように見つめている。

「──坊ぼつちゃま！　無事ですか!?」

　後ろから駆かけ付けた割かつ烹ぽう着ぎ姿の女性の叫びに、レレナは我に返ったように青せい磁じのことを見た。血を流して呻うめく彼に、心配そうに触ふれている。その光景をぼんやりと眺ながめながら、ツキシマは隣となりにいる舞に声をかけた。

「舞くん。今からでも遅くないから、どこか安全な場所に避ひ難なんしたらどうだ？　君は戦闘能力を持っていないんだから、ここにいても──」

「足手まといだっていうの？」と、舞は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。「うるさいなあ、月島さんは。そんなこと言われなくたってわかってるって。でも、帰らないよ。だって──」

　そこで、舞はレレナのことを見た。彼女に向かって、宣言するように言う。

「あたしは二度と月島さんから離れない。ずっと一いつ緒しよだって、もう決めたんだから。あたしの見えないところで、月島さんが死んでしまったら──それこそ、どうしようもないほど後悔するだろうから」

　その言葉に──

　レレナは、肩かたを震ふるわせた。

　怒りでも、悲しみでもない。もっと大きな感情が、彼女を支配している。ツキシマはそれに対して、一度だけ瞬まばたきをしてから、舞のほうに向き直った。『主人』の持つ『感知』能力が、ここに朧おぼろが近づきつつあることをツキシマに告げていたからだ。

　ここで決着をつけてもよかったが、確実な勝算がない限り彼と対たい峙じしたくはなかった。自分の死は、舞の不幸を呼ぶ。それは、ツキシマの望むところではない。

　朧には、確実に勝たなくてはならない。そのために、打つべき手は打っておかなくては。

　ツキシマは舞の腰こし元もとに手を回した。舞はびっくりしたような顔でツキシマを見、次の瞬しゆん間かん、その顔が爆発的に真まっ赤かになった。

「なっ、ちょ──え？　こ、こんなところで、ツキシマさん、そんな、」

　なにを勘かん違ちがいしているのか、とツキシマは口元を歪ゆがめる。彼はそのまま、舞まいの身体からだを担かつぎ上げた。肩かたの上に乗せて、それから最後に、レレナのことを見る。

　レレナは、やはり、鋼鉄のような視線を二人に向けているだけだ。

「……ここでは、邪じや魔まが入る」

　ぽつりと、ツキシマはそんな言葉を落とす。レレナは身構えながら、その言葉を聞いていた。

「レレナくん。千ち霧ぎりには気をつけることだ。あいつを見たら逃げたほうがいい。あいつにだけは、僕たちのコントロールも利かないんだから。くれぐれも、自分を危険に晒さらすような真ま似ねは、しないでくれよ」

「…………」

　レレナは沈ちん黙もくして答えず、ツキシマも答えを欲していたわけではなかった。それだけ言い置くと、彼は給水塔とうを蹴けって、空中に躍おどり上がった。

「わっ、ちょ、月つき島しまさ──きゃあああああああああああっ!?」

　耳元を掠かすめる舞の叫びに、ツキシマはかすかに笑う。フェンスを跳とび越えて屋上の外に飛び出して、自由落下速度が二人の身体を捉とらえ、みるみるうちに地面が迫ってきて──

『霧きり』。

　着地の瞬しゆん間かんに気体となった二人の身体は、落下の勢いでぶわりと広がり、地面の上を覆おおい尽くす。その次の瞬間には、『霧』はツキシマの意志に従って凝集し──跳ちよう躍やくする前と同じ、舞を肩に担いだ状態で、地面に降り立った。

　吸きゆう血けつ鬼きの特殊能力は、全て身についたようだ。ツキシマは口の中で満足と共にそうつぶやいた。

　舞のことを降ろすと、彼女は不服そうにツキシマのことを見上げてきた。

「……あのね。飛び降りるなら飛び降りるって、あらかじめ言ってよ！　びっくりするじゃないの！」

「いや、ごめん。朧おぼろがこっちに来ていたものだから、つい焦あせってしまってね」

「むう──まあ、それはいいけど。でも、他ほかにも謝ることがあるんじゃないの？」

「……？」

　舞の言いたいことがよくわからず、ツキシマは首を傾かしげた。それを見て、赤くなった顔を背けつつ、舞はぼそぼそと言う。

「だからっ。──もう少し、こう、持ち方があるでしょ。あたしこれでも女の子だよ？　あんな、荷物を担ぐみたいにしなくったっていいじゃない」

　ツキシマは唇くちびるを一文字に結んで、舞のことをじっと見つめた。笑いをこらえているのだ。

　その表情は、ツキシマが思う以上の情報を舞に与えたらしい。彼女は顔を真まっ赤かにして、「もういい、なんでもない！」と怒ど鳴なりつけた。そこでようやく、ツキシマは顔を背けて、唇を緩ゆるませ、舞の手を引いて歩き出した。

　まだその顔に怒りを滲にじませながら、それでも舞まいは気を取り直したように口を開いた。

「──ところで、さ。作戦とかは、決まってるの？　月つき島しまさん」

「基本的には最初の方針と変わりないよ。千ち霧ぎりは使える駒こまなんだから、彼女の能力を最大限に活用する。とはいっても、彼女の頭じゃ共闘することは難しいだろうね。だから──せいぜいこっちの都合のいいように、動いてもらうさ」

　舞はツキシマのことをちらりと見た。その瞳ひとみの奥に、蟠わだかまるような不満の色が浮かんでいる。悪役のような口振りをしたことが、気に入らないのだろうか。とはいえ、こと戦闘においては、善であることは不利にしかならない。

『感知』で得た情報に従って、ツキシマと舞は地面に倒れている千霧の身体からだを発見した。

『饕餮タイラント』の黒い炎ほのおを身に纏まとったまま、彼女は仰あお向むけに夜空を見上げている。声ひとつ発せず、身じろぎひとつしない。なにを考えているのかさっぱりわからないという千霧の特性は、味方であるだけにツキシマにとっては扱いにくいものだった。

　舞から手を離し、離れるように目顔で指示する。彼女の願望を叶かなえている舞を攻こう撃げきするとは思えなかったが、万が一ということがある。あれだけ手を出すなと厳重に注意しておいたレレナを、躊ちゆう躇ちよなく殺そうとしていたのだ。トチ狂って舞に牙きばを剝むかないとも限らない。

　舞が十分な距離を取ったことを確認してから、ツキシマは静かな声を響ひびかせた。

「千霧」

　反応すらしない。まさか気絶しているわけではないだろうな、と一いち抹まつの不安を覚えつつ、ツキシマは彼女に近づいていく。

「言ったはずだ。レレナくんには、手を出すなと。それとも、そんなことはもう忘れてしまったか？」

『饕餮タイラント』の首がぐるりと回って、爛らん々らんと輝く炎の瞳ひとみがツキシマのことを見た。そこにはなにも浮かんでいない。真っ黒な虚きよ無むがあるだけだ。

　さて、とツキシマは息をつく。どうやってこの動物並みの少女を言いくるめるか──と考えていると、不意に『饕餮タイラント』の指が伸びて、ツキシマの手首を摑つかんだ。

「────ッ！」

　ツキシマの身を案じたのか、背後から舞が息を吞のむ気配が伝わってきた。それを制するように右手を上げて、ツキシマは千霧のしたいようにさせた。そうするうちに、彼女はツキシマの左の手のひらに、文字を書きつけてきた。

　──せいじ。

　舌したを持たない千霧が唯一持つ、言葉を伝える方法がこれだ。青せい磁じ、というのは、レレナの味方をしているあの人間の少年の名前だった。それを聞いて、ツキシマは少し考え、口元に酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

「時とき田た青磁か。彼のことが気に入ったのか？」

　──……。

「しかし、君と彼は敵てき同士だろう。いや、そうならざるを得ない。舞まいくんとレレナくんが、敵対している限りは」

　虚きよ無むの瞳ひとみの奥底に、初めて色が宿った。熾火おきびのような暗い赤色。

　──レレナ。ころす。ころしていい？

　ツキシマは、食いしばった歯の隙すき間まから息を漏もらした。

「だめだ。それだけは絶対に許さない。次にお前がレレナくんに手を出したら、そのときはもう、僕も舞くんもお前を許さない。お前から『饕餮タイラント』を取り上げて、僕が直じき々じきにお前の心臓を食い破ってやる」

　──でも。あいつがいるから、せいじは、

「だから、まず僕の話を聞け。いいか、この戦いはレレナくんの命を取るのが目的じゃない。朧おぼろを倒すことが目的なんだ。そうすれば、自動的にこの戦いは終了する。そういう約束事の元での戦いなんだからな」

　ツキシマが朧の名前を口にした瞬しゆん間かん、千ち霧ぎりに変化が起こった。彼女の側頭部を覆おおう『饕餮タイラント』の炎ほのおが、別の顔を浮かび上がらせていた。

　ツキシマはその顔の持ち主に会ったことはないが、しかし知識としては知っている。朧のかつての『従者』であり、彼に激しい憎ぞう悪おを抱いだく吸きゆう血けつ鬼き──クロサキだ。

　思わず笑えんでしまいそうになる口元を、ツキシマは右手でぐっと押さえた。

「戦いが終われば、お前と青せい磁じが争う理由はなくなる。わかるな？　朧を殺すことが、すなわちお前と青磁の仲を取り持つことになるんだ」

　千霧はツキシマのことを見つめている。必要な情報をダウンロードする機械のように、その視線には生気というものが存在しなかった。一方で、彼女の側頭部に生えたクロサキの顔は、首をねじらせながら朧に対する呪じゆ詛そを口にしていた。

　歪いびつだな、とツキシマは思う。クロサキを見てそう思ったのではない。あらゆるものを食い尽くしてきた千霧の炎は、その中に自分が喰ってきた者たちの顔を浮かべていた。クロサキは、最大であるとはいっても、所しよ詮せんはその中にあるひとつの貌かおに過ぎない。

　クロサキの執しゆう念ねんが千霧に影響を与えているというのなら、彼女が喰らってきた他ほかの多くの人々も、同じように千霧のことを蝕むしばんでいるのだろう。クロサキほど大きくはないにしろ、彼らにも同じような執念や、情念が存在したはずだから。

　千霧は、自らが喰ったものたちによって、喰われているのだ。

　心や、思考力や、人間性といった、彼女を人たらしめていた様々なものを。

　青磁に対する想いは、彼女の中に最後に残った『人』の部分であるのかもしれない。それがなくなれば、千霧は理性もなにも失って、ただ人を喰らうだけの化け物になってしまうのだろう。

　ゆっくりと立ち上がる『饕餮タイラント』を見て、ツキシマはかすかな哀あわれみを感じる。本能だけの怪物になってしまえば、舞まいは千ち霧ぎりから自らの一部を回収するだろう。役に立たないからというだけではない。そんなものを放置しておけば、自分たちにまで危険が及ぶからだ。

　この少女の願いが行き着く先は──避けようのない、破滅でしかないのだ。

　ツキシマの左手に絡からんだ千霧の指が、またひとつの言葉を紡つむぎはじめる。

　──おぼろ。ころす。そうすれば、せいじ、すきになる？

　千霧を、ということだろうか。それはツキシマにはわからない。こんな怪物を好きになる男などいるのか、という気もする。少し考えてから、ツキシマは慎しん重ちような口振りで、

「少なくとも、戦いが終わることは事実だ。そうなれば、彼はまた君と親しくしてくれるかもしれない」

　欺ぎ瞞まんを口にする。噓うそではないが本当のことでもない。ツキシマには到底あり得ないと思えるその可能性を、しかし千霧は信じた。彼女はのっそりと立ち上がると、黒い四し肢しを振り回すようにして走り出し、校舎の窓ガラスを突き破ってツキシマの視界から消えた。

　それを見届けてから、ツキシマは小さく息をついた。

　罪悪感などというものはない。彼の至し上じよう目的は、舞を幸福にすることに過ぎないから。哀れみを感じても、利用することに罪の意識など少しも感じなかった。

「……あの子、大だい丈じよう夫ぶかな、月つき島しまさん」

　背後から舞が近づいてきて、そんなことを囁ささやいた。その言葉は、聞きようによっては二つの意味を持っている。ツキシマはそのうちの、片方の意味にだけ答えを返す。

「彼女をコントロールするのはほとんど不可能だからね。けど、今のは上出来だと思うよ。あれで朧おぼろを仕留めてくれればそれでよし、たとえそうでなくても、手傷のひとつくらいは負わせることができるだろう。どちらにしても、僕たちの有利に働くことに変わりはないさ」

　自己中心的なツキシマの物言いを、舞は小さく頷うなずいて受け止めた。

「そうだね。あいつさえ仕留めれば──それで、全部が終わるんだもんね」

　ぽつりと、自分に言い聞かせるように、舞はそう言った。彼女にもわかっているのだろう。自分たちは、自分たちの願いを叶かなえることで精一杯なのだと。他ほかの誰かの心配をしている余よ裕ゆうなど、これっぽっちも持っていないのだということを。

　舞の手を、優やさしく握にぎる。ぴくりと肩かたを震ふるわせた彼女のことを、ツキシマは静かな視線で見守っている。そうしながら、彼は口を開いた。

「行こう。朧が動き出した。できれば千霧の戦闘とタイミングを合わせたい」

「……うん。行こ、月島さん」

　硬く澄すんだ声で舞はそう言って、ツキシマの手を握り返してきた。それから二人は、手を繫つないだまま、小走りに駆かけ出していった。




　　　　◆




「──これで、よしっと。もう！　命は賭かけないと、レレナさんに約束したばかりなのに──こんな危険なことをなさらないでくださいましな、坊ぼつちゃま！」

　止血を終えた瞬しゆん間かんに、たまはそんな叱しつ声せいを青せい磁じに飛ばしていた。そう言いながら、しかし彼女の顔がやや青ざめているように見えるのは、レレナの気のせいではないだろう。

　下の教室からカーテンを拝はい借しやくして、それを引き裂さいて包ほう帯たいを作り、傷口をしっかり固定する。クリーム色の布にどす黒い血液が滲にじんでいるのを見て、レレナもまた青ざめる思いだった。

　私のせいだ、という自責の念が湧わき上がってきて、レレナの身体からだを縛しばろうとする。唇くちびるを嚙かんでうつむいたレレナに、青磁は不意に頭を下げていた。

「いや、悪かったよツォルドルフ。そんな顔をしないでくれ。たまが言うみたいに、別に俺おれは命を粗そ末まつにしたんじゃないんだからさ。千ち霧ぎりはああだから、俺が君を庇かばっても、まあ殺されはしないかなとタカをくくってただけなんだ」

　レレナはぎゅっと目を閉じる。彼が気を遣つかってそう言ってくれているのだということが、痛いほどによくわかった。謝らなくてはならないのは自分のほうなのに。青磁が庇ってくれなかったら、今自分は息をしていないかもしれないのだ。そう思って、レレナはもう一度口を開きかけて──

　お尻しりを引っぱたかれた。

「わひゃっ!?」

「悩むのはあとにしろ、と散々言ったじゃないか。馬鹿」

　そう言いながら、たまと同じように階下からやってきた朧おぼろは、ステンレス製の槍やりを肩かたに立てかけた。元は教室にある机や椅い子すの脚あしと思しきその武器で、こつこつと自らの肩を叩たたきながら、彼は青磁のことを呆あきれたような目で見つめる。

「早速リタイアか、青磁？　最初から期待していたわけじゃないけど、まさかここまで早いとは思わなかった。レレナの盾たてになったことくらいは、評価してやってもいいかな」

　青磁はむっと表情を険けわしくして、朧のことを見返した。

「なに言ってるんだ。この程度の傷、なんてことは、」

　言い終えるよりも早く、朧は槍の柄えの部分で、青磁の傷口を軽く叩いていた。

「ぎ、ッ──────!?」

　青磁の全身が石像のように硬こう直ちよくし、額ひたいを濡ぬらしていた脂あぶら汗あせがぶわりとその量を増した。レレナの喉のどにこみ上げた朧への非難は、しかし再び響ひびいた彼の冷徹な声に遮さえぎられてしまった。

「そのザマで、よくもまあそんなことが言えたものだ。──たま。こいつを保健室にでも運んでくれ。で、終わるまで二人してそこにいるか、さもなきゃさっさと病院に行け」

　たまが朧おぼろを見る目には、レレナとは違い非難の色はどこにも含まれていなかった。ただ静かに凪ないだ瞳ひとみだけがそこにはある。彼女は朧には答えず、傍かたわらで激痛に耐えている青せい磁じに、こう尋たずねただけだった。

「朧さんはこう仰おつしやっていますけれど、いかがなさいますか、坊ぼつちゃま？」

　食いしばった歯を軋きしらせるようにして、青磁は言う。

「────こっ、んなの、なんてことはないと、言っただろう。朧。俺おれの決定は変わらない。俺は、ツォルドルフについていくんだ」

　朧は唇くちびるを曲げた。笑っているようにも見えるし馬鹿にしているようにも見える。それから彼は、仕方なさそうに肩かたをすくめ、

「勝手にしろ。言っておくが、お前が死にそうになっても僕は助けないからな」

「────、上等だ。俺だって、最初っから足手まといになるつもりはないんだからな」

　明らかな強がりに、しかし朧は答えも与えずに歩き出した。青磁も痛みを押して立ち上がり、そのあとに続いた。レレナはたまと顔を見合わせる。彼女の口元には、仕方がないですね、とでも言いたそうな苦にが笑わらいが浮かんでいた。その笑えみに、レレナは小声で自分の中の不安を口にしていた。

「……あの。本当に、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

　たまの笑みが微び妙みように変化した。かすかに滲にじむ誇ほこらしげな色と共に、彼女はぽつりと答える。

「坊ちゃまが大丈夫だと言うのなら、きっとそうなのでしょう」

　と、そこで彼女は、なにかに気づいたような表情を浮かべた。んー、と顎あごに指を当てて考え、それからレレナに向き直って、かすかに唇を緩ゆるめる。

「──でも、ええ、そうですねえ。大丈夫じゃないかもしれません。レレナさん、ちょっと坊ちゃまの様子を見てはいただけませんか？　なにか、たまでは気づけなかった発見があるやもしれません」

　なにかを企たくらんでいる。レレナは直感的にそう思う。が、それを口に出すことはしなかった。その企みがなにかはよくわからないが、悪意から出ているはずはないだろう、と思ったからだった。

　とことこと、小走りに青磁に近づいて、その隣となりに並ぶ。前を行く朧を注視していた青磁は、レレナが来たことを知ってかすかに笑った。自らも微笑ほほえみながら、レレナは小さく囁ささやくような声で、

「──怪け我が、大丈夫？」

「え？　あ、ああ。大丈夫だよ、これくらい。朧に言った通り、この程度で動けなくなるような柔やわな身体からだはしていない」

　一いつ瞬しゆんで噓うそだとわかるやせ我が慢まんだった。出血はそれほどでもないが、シャツが重く濡ぬれるほどの汗あせの量が、その傷がどれだけの痛みを彼に与えているのかをありありと示していた。と、シャツの襟えりが血で汚よごれているのに気づいて、レレナはたまらない気持ちになってしまう。

　せめてこれくらいは──と、スカートのポケットからハンカチを取り出して、汗あせで光る青せい磁じの額ひたいをおずおずと拭ぬぐった。青磁は戸と惑まどったように瞬まばたきをし、レレナは構わずに言葉を重ねる。
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「時とき田たくん。あの、本当に無理はしないでね。だめだと思ったら──いつでも、そう言ってくれていいから。恥ずかしくなんてないから、だから、絶対に、死なないでね」

　ともすればこみ上げてきそうになるものを、必死に飲み下しながら、レレナはそれだけを口にした。青磁は意外そうな顔でそれを聞いていたが、やがて前を向いて、ぽつりと、

「前から思ってたんだけどさ、ツォルドルフ」

「……？」

　あどけなく、レレナは首を傾かしげる。前を向いた青磁は、横目でそれをちらりと見た。なにかを言いかけて、しかしふと思いとどまったように口を噤つぐむ。それから少しの間まを経て、彼はこんなことを言った。

「いや──よく考えたら、俺おれは君の昔のことをなにも知らない。『貪とん』がそこに関わっているってことは知ってるけど、君の過去の日常について、詳くわしいことはなにも知らない」

　不意に傷口を触さわられたように、レレナは身を竦すくませた。それはまだ、血を流している傷口。そのことに青磁が気づいていないはずがない。その証しよう拠こに、彼の瞳ひとみにはかすかな罪悪感が浮かんでいる。

　それでも、青せい磁じは喋しやべるのをやめようとはしなかった。

「だからさ、──もし、ツォルドルフがよかったらでいいんだけど、昔の話を聞かせてほしいんだ。いつでも構わない。ずっとあとになっても構わないから、君の過去になにがあったのかを、教えてくれないか」

「──────」

　レレナは、息を吞のむように沈ちん黙もくして、うつむいた。

　痛みはまだ感じている。青磁が触ふれた心の傷。けれども、それは決して不快な痛みではなかった。青磁の思いやりが、その痛みを癒いやしてくれるような気がしたからだ。

　青磁は未来の話をしている。きっと遠い未来の話。流れる血が止まり、凝ぎよう固こして傷口を塞ふさぎ、疼うずきだけを残した古傷になったときの話。それがいつになるのかはわからない。けれど、いつかきっとその日は訪れる。

　永遠に治らない傷など、存在しないから。

　レレナは微笑ほほえんだ。ぎこちない、それでも好意に満ちた笑えみ。

「うん。──私も。私も、時とき田たくんに、聞いてほしい。昔のことを──」

　そうつぶやいた瞬しゆん間かん、過去の日常風景が、フラッシュバックのように蘇よみがえってレレナの笑みを凍こおりつかせた。

　それは、かつての二人の姿だった。あんな歪いびつな偽にせ物ものではない。かつてレレナと共に日常を過ごした、優しい吸きゆう血けつ鬼きと陽気な幽ゆう霊れいの姿。互いが互いを思いやり、寄り添うように過ごしてきた、短かったけれど温かかった生活の記き憶おく。

　その記憶が──つい先ほど、給水塔とうの上で立ち尽くしていた、ツキシマと舞まいの姿に重なった。

　冒ぼう瀆とくだ、と思った。その記憶を振り払おうとした。かつての日常を、あの偽物たちに重ね合わせることなど、してはならないことだと思ったから。

　しかし、いくら頭の中から過去の記憶を追い出そうとしても、それはべったりとこびりついてなかなか流れ落ちてはくれなかった。二人の顔が重なる。雪ゆき村むら舞と『貪とん』が、月つき島しま亮りよう史じとツキシマが、ひとつに重なって同じもののように感じられてしまう。どうしようもない、胸を締めつけられるようなその感覚に、レレナは青磁から視線を剝はがして目を閉じた。

「──ツォルドルフ？」

　怪け訝げんそうな青磁の声に、レレナは答えることもできなかった。あってはならない、あることさえ認めてはいけない感情が、湧わき上がって溢あふれ出しそうになる。レレナはそれを吐はき出すようにして、深く深く呼吸をして──

　立ち止まった

　前を行く朧おぼろの足が、ぴたりと止まっていたからだ。どうしたのかと朧に尋たずねるよりも先に、鋭するどい光がレレナの目を刺さしていた。無遠慮にレレナたちを照らすその光の主に向かって、朧が低い声で問う。

「誰だ。お前」

　その声に、懐かい中ちゆう電でん灯とうの持ち主は怒ったように口を開いた。

「だ、誰だって──それはこっちの台詞せりふだ！　誰なんだあんたたちは！　こんな時間に、一体なにをしてるんだ？」

　奇き妙みようにねじれた声。恐る恐る覗のぞき込むと、それは宿直と思わしき警備員のものだった。陰気な顔をした、二十代後半と思しき男の人。ただ──なんだろう。その顔かたちは、どこか不自然に歪ゆがんでいるような気がした。

　が、レレナはすぐにその思いを引っ込めた。人の外見に関してあれこれ思うのは、失礼で下げ劣れつなことだ。第一、向こうは警備員さんなのだ。つまり、

「……で、なんなんだあんたら？　そっちの二人は──この学校の生徒か？　はん、子供を連れて、季節外れの肝きも試だめしか」

　警備員は呆あきれたようにそう言って、レレナは身を縮こまらせた。自分たちが不法侵入者であるということを半ば忘れかけていた。謝罪の言葉を口にする。

「あ、あの、ごめんなさい。ちょっと、その──私たち、事情があって、」

「事情だ？　教室に忘れ物でもしたのか。だったら学校に残ってる大人おとなにそれを説明するのが道理ってもんだろうが」

　呆れたようにレレナの言葉を遮さえぎって、彼はその目を朧おぼろに向けた。ふん、と馬鹿にしたように鼻を鳴らす。その手を無む造ぞう作さに朧の頭に伸ばし、

「大体この子はなんなんだ？　忘れ物を取りに来たのに、なんで子供が──」

「触さわるな」

　そして朧は、無造作にその手を払いのけた。

　ぎくり、と警備員の顔が強張こわばった。

　自分の顔から血の気が引く音をレレナは確かに聞き取った。それは朧にも聞こえたらしい。彼は薄うす笑いを浮かべてレレナのことを振り返り、それから朗ろう々ろうとした声を響ひびかせた。

「レレナ、お前は覚えておくべきだな。こういう緊急時にあって、薄うすっぺらな倫理観は僕たちの足を引っ張ることにしかならないと。いや、僕たちだけじゃない。彼自身の命だって危険に晒さらしてしまうかもしれない。だから、こうすることは、倫理的に見てもまったく正しいことだ」

　そう言うと──朧は警備員に向かって飛びかかり、その側頭部にステンレスの槍やりによる一いち撃げきを放った。

　横薙なぎに繰り出されたそれは、しかし警備員を気絶させることはなかった。彼は尻しり餅もちを突くようにして後退して、危うくその攻こう撃げきを避けたからだ。ぱくぱくと、青ざめた唇くちびるを開閉させる。そんな警備員のことを見て、朧は冷たく眉まゆを寄せる。

「避けるなよ。千ち霧ぎりからお前のことを助けてやろうというのに」

「なっ、──なに言ってるんだお前!?　うわ、ちょ、やめっ──くそ！」

　再び閃ひらめいた朧おぼろの一いち撃げきを、警備員は片腕うでで受け止めた。鈍にぶい音が響ひびき、彼の表情が痛みに歪ゆがむ。それでもかろうじて槍やりを摑つかみ、ぎりぎりと二人して押し合う。止めたほうがいいのだろうか、とちらりと思ったが、朧の言うこともわからないでもなかった。説明してわかってくれるとは思えないし、その時間もない。下へ手たに戦闘に巻き込むよりは、気絶させて身み柄がらを隠かくすほうが安全な方策なのかもしれない。

　と、不意に槍に込められた朧の力が抜けた。あらぬ方向へと目を向けて、ちっ、と舌した打うちをする。廊ろう下かの表面を槍の先でこするようにしながら、彼は警備員に向かって、

「時間切れだ。千ち霧ぎりがこっちに向かっている。ったく、おい、お前。忠告してやるが、死にたくなかったらさっさと逃げたほうがいい。僕はお前みたいな赤の他人を守るほど、お人好しじゃない」

　吐はき捨てるようにそう言って、朧は通路の奥の闇やみへと目を向ける。レレナも同じようにそちらに目を向けて、そしてその闇の向こうから、ねじくれた叫びが聞こえてきた。

　────おおおおぉぉぉお、ぼおおぉぉぉおお────ろおおおおおおおぉぉぉ──

　それを聞いて、朧は唇くちびるを曲げる。

「……本当、ここまで来ると感心するよクロサキ。お前の執しゆう念ねんには」

　そうつぶやいて、朧は槍を肩かたに立てかけた。見ただけでそれとわかる戦闘体勢に、レレナも彼と同じように覚かく悟ごを固めた。白しら木きの鞘さやを胸元に引きつける。自分などになにができるかはわからないが、やれるだけのことをしよう。そんな思いを固めた、その矢先。

　レレナは、あることに気づいた。

　地面に尻しり餅もちを突いている、警備員の男の人は──

　その顔に少しの動揺も映してはいなかった。

「────？」

　違和感を抱いだく。普通の人間がこんな状況に遭そう遇ぐうした場合、慌あわてて逃げ出すか、少なくとも恐怖と動揺をその顔に映してもいいはずなのに。彼はそんな感情は微み塵じんも表さずに、ただその不気味なほどに細い目で朧のことを注視していた。

　かすかな違和感。普段ならば、無視してしまうような違和感。

　けれども、レレナはその違和感こそが大事であることを知っている。かつての日常に刻まれた戦闘の記き憶おくが、それを無視してはいけないと大声で叫んでいた。

「来るぞ」

　小さく響いた朧の警告。それと同時に──警備員が動いた。尻餅を突いた状態から、迷うことなく身体からだを前のめりに倒して、朧のほうに向かって手を伸ばした。

　朧は気づいていない。闇の向こうから突進してくる、黒い炎ほのおの化け物を倒すことしか、今の彼は考えていないのだ。たまたま戦場で出会った人間がどういう挙動をしようが、吸きゆう血けつ鬼きである朧がそんなことを気にするはずがない。ただの人間に、自分をどうこうできるわけないという驕おごりが彼の中にはあるから。

　警備員の指先が、朧おぼろの胸に触ふれるほんの一いつ瞬しゆん前に、レレナの喉のどから叫び声が迸ほとばしった。

「朧、どいてっ！」

　その大声に、朧は即座に反応する。弾はじかれたように振り返った彼の肘ひじに、警備員の指先が触れた。朧の視線がレレナから警備員へと滑すべり、その瞳ひとみに理解と戦せん慄りつの色が浮かび──




　次の瞬しゆん間かん、朧の腕うでは肘から切断されていた。




「────ぐっ────!?」

　抑おさえた呻うめきと鮮せん血けつが、ほとんど同時に朧から溢あふれ出た。それを見て、警備員はにやりと笑う。飛び退すさるようにして後退し、右手に持った朧の右腕を、弄もてあそぶようにくるくると振り回していた。

「油断大たい敵てき、だな。こういう場所で会う奴やつなんて、味方じゃなきゃ敵てきかもしれないんだから、さっさと殺しちまえばよかったんだよ。俺がそうしたみたいにな。──ははっ！」

　ぎり、と朧は歯を軋きしらせて、警備員──その制服を着た海かい棠どうへと向き直ろうとした。だが、その余よ裕ゆうは彼には与えられていなかった。闇やみの中から飛び出してきた『饕餮タイラント』が、剝むき出しになった牙きばを朧へと突き立てようとしたからだ。

　慌あわてて転がり、それを回かい避ひした朧を見て、海棠はさらに大きな声で笑う。

「いや、まさかこんなにうまくいくなんて思わなかったよ！　そっちのお嬢じようちゃんが邪じや魔ましなきゃ、心臓をいただけていたんだが──まあいいや。じゃあね、せいぜい千ち霧ぎりに美お味いしく喰われてくれよ！」

　そう叫んで、海棠は一いち目もく散さんに逃げ出した。

　朧はそれを追おうともしない──それができない。廊ろう下かの中央で停止した『饕餮タイラント』の身体からだが、異様なほどに膨ふくれ上がる。四し肢しが分化して八つの触しよく手しゆとなり、そのそれぞれにノコギリを思わせる鋭えい利りな刃やいばがついている。ダークルビーのように輝く千霧の双そう眸ぼうは、朧の挙動だけをひたと見み据すえていた。もしも朧が背を向ければ、彼女は一瞬にして彼の首を刎はねてしまうだろう。そのことが確信としてわかるほどに、その視線は強く朧に絡からみついていた。

　朧は一瞬だけ思考を巡めぐらせる。切断された右腕の残りを、根元から『狼おおかみ』に変化へんげさせて地面に落とし、それ以上の出血を抑えた。そうしてから、彼は素早く声を飛ばした。

「レレナ、海棠を追え！　あいつから僕の腕を取り返せるのは、ここにはお前しかいない！」

「え、で、でも、」

「早くしろ、今ならばまだくっつく！　ツキシマが来る前に取り返さないと、いくら僕でも片腕で千霧とツキシマを相手にするのは──」

　その言葉を聞き終えるよりも先に駆かけだしていたのは、レレナではなかった。たまだ。割かつ烹ぽう着ぎ姿が闇の中に翻ひるがえり、海棠が消えていった廊下の向こうに走り去っていく。そうしながら、彼女が叫び返す声が聞こえた。

「腕うでを取り返せばいいのですね！　たまにお任せくださいまし！」

『ばっ────！』

　朧おぼろと青せい磁じが同時に絶句して、同時に彼女のことを呼び止めようとした。その隙すきを千ち霧ぎりは見み逃のがさない。触しよく手しゆを無む造ぞう作さに振るい、頭上から朧のことを叩たたき潰つぶそうとする。飛び下がって朧がそれを回かい避ひしたときにはもう、たまの姿は角の向こうへと消えてしまった。

「あの、馬鹿──！」

　奥歯を嚙かみ締めるようにして、朧はそう唸うなった。後退した勢いはそのままに地面を滑すべりながら、残っているほうの手で転がっていた槍やりを拾い上げる。そのあいだも、千霧は追つい撃げきを止やめようとはしない。地面に突き刺さした触手をバネにするようにして、彼女は再び朧に飛びかかり──

　レレナの蹴けりが、彼女の顔面を捉とらえた。

　半分ではあっても、レレナはれっきとした吸きゆう血けつ鬼きなのだ。その蹴りの威力は常人のそれを遙はるかに凌しのぐ。朧に飛びかかる途と上じようの空中にあった千霧の身体からだは、その一いち撃げきで大幅に軌き道どうを変えさせられた。凄すさまじい音を立てて頭から教室の扉とびらをぶち破り、その向こうの椅い子すや机や教きよう壇だんを根こそぎ引き倒して、ようやく千霧の身体は停止した。

　それを見届けてから、レレナはじれたように口を開く。

「朧、今はこっちのほうをなんとかしなきゃ……！」

　朧は舌した打うちをして、手にした槍を振り払った。地面を蹴り、ようやく起き上がりかけている千霧に向かって襲おそいかかる。胸の中に決意を固めて、右手に白しら木きの鞘さやを握にぎり締め、レレナはその背中を追いかけて自らも教室の中へと飛び込んでいった。




　　　　◆




　走った。

　後ろから朧が追ってくるという妄もう想そうを、いくら大だい丈じよう夫ぶだと言い聞かせても振り払うことはできなかった。千霧の相手をしているとはいえ、先に自分を仕留めておこうと彼が思っても、なんの不思議もないのだ。

　階段を見つけて、一階まで飛び降りるような勢いで駆かけ下りた。そのまま方向転換、侵入してきたのと同じ体育館へと続く渡り廊ろう下かの扉とびらを見つけて、そこに一いち目もく散さんに駆かけていき──

　つまずいた。

「おわっ!?」

　あまりにスピードを出しすぎていたため、海かい棠どうの身体が空を飛んだ。ぐらりと視界が揺れて、次の瞬しゆん間かんには衝しよう撃げきと痛みが海棠の身体を貫いている。ごろごろと転がるようにして、念願の出口から外へと出ることができた。が、抱だくようにして持っていた朧おぼろの腕うでは転んだ拍ひよう子しに高く放り投げられ、海かい棠どうがつまずいたものの上に落下した。

「いたたたたた……」

　打った箇所をさすりながら、海棠はそれを振り返る。

　死体だった。自分が殺した、名も知らぬ警備員の死体。裸はだかの脇わき腹ばらに乗るように、朧の腕が落ちている。海棠はよろめきながら立ち上がり、それを取り上げようと足を踏み出しかけて、

「──────」

　白く細い手が、朧の腕を拾い上げた。

　海棠は、いっそのんびりとした口く調ちようで、

「……お前、ええと、誰だっけ。調書で名前は見たんだけどなあ。忘れちゃったよ」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたのその女性は、静かに海棠のことを見た。切り落とされた腕という、目を背けたくなるようなものを手にしていながら、それでもその表情には、少しの動揺も映していない。ただ、海棠のことを制するような強い視線だけがある。

「あなたのような外げ道どうに、名乗る名前は持ち合わせておりません」

「外道って──ひどい言われようだな。いくら俺おれでも傷つくぜ？　まあ、特に間違ったことでもないんだけどさ」

　そう言って、海棠は唇くちびるの端はしに笑えみを留とどめた。女性の表情がかすかに歪ゆがむ。汚きたないものでも見るかのような軽けい蔑べつの色が、その瞳ひとみに一いつ瞬しゆんだけ映った。それからすぐに、彼女は感情を押し隠かくして、機械のようにも響ひびく声で海棠に尋たずねてくる。

「……この人を、殺したのは、あなたですね」

　足下に転がる裸の死体に視線を向ける。海棠は軽く肩かたをすくめ、

「まあね。ほら、生かしておいてあれこれ騒さわがれるのも面倒じゃん。警察とか呼ばれたらまた最初から仕切り直しになっちまうし──そうそう、これってお前らにとっても得なことだろ？　感謝されたっていいくらいだ──」

「黙だまれ」

　冷たく、重く。

　女性は、そうつぶやいた。

　海棠は押し黙る。沈ちん黙もくの中で、女性は再び朧の腕を足下に置いていた。懐ふところから一条の布を取り出して、自らの長い髪かみをそれでまとめ上げた。

「あなたみたいな人には、決して容よう赦しやはしません。覚かく悟ごしなさい」

　裸の死体をよけて、彼女は足を踏み出した。それを見て、海棠は薄うすい唇を吊つり上げる。

　レレナや朧ならいざ知らず──こいつや青せい磁じは、ただの人間に過ぎないのだ。それに比べれば、自分は触ふれれば即死を意味する『泥人形師サージカルメソツド』の両手を持っている。これをあの女の胸に当てて、心臓を破は壊かいして、それで終わりだ。

　ふと、海かい棠どうの中に悪意が閃ひらめく。

　この女性は、確か青せい磁じの家族だったはずだ。

　こいつの死体は──と、海棠は悪戯いたずらをする程度の気持ちで考える。原型がわからないほどにぐちゃぐちゃにしてやろう。顔だけは綺麗きれいなまま傷つけず、切り開いた腹と胃い袋ぶくろの上にその頭を置いて、周囲を切り落とした手足で飾り立ててやる。それを見たときの青磁の顔が見み物ものだ、と、海棠はにやにやと笑いながら、自分に向かってくる女性に無む造ぞう作さに手を伸ばした。

　女性の手が、霞かすむほどの速度で動いた。

　自分に向けられた手のひらを、上から叩たたき落とす。そのまま手首を摑つかまえて、彼女はもう片方の手で海棠の二の腕うでを固定した。そのあいだも女性の歩みは止まらない。海棠の横をすれ違うようにして歩いていく。

　摑まれた手首は、その歩みに従って海棠の背中側に折れ曲がっていく。しかし女性が二の腕を固定しているために、海棠の肘ひじにねじれた痛みが発生し──

　彼がそれと気づいたときには、ごぎん、という音が彼の耳に響ひびいていた。

「いぎっ────！」

　電流を直接神経に流し込まれたかのような凄すさまじい痛み。顔を歪ゆがめて、海棠は身体からだをよじらせてそこから逃れようとする。だが、女性は言葉通り容よう赦しやしてはくれなかった。軽く足を上げたかと思うと、それで海棠の爪つま先さきを思い切り踏み抜いた。

　今度は足下に弾はじけた激痛に、海棠は今度は身体をくの字に曲げ──女性はカウンターを合わせるようにして、海棠の鼻っ面に膝ひざを叩き込んだ。

「あぐっ！」

　鼻血を撒まき散らしながら、仰のけ反ぞるようにして倒れ込む。その勢いを利用して、海棠は転がりながら再び校舎の中に逃げ込んだ。なにも考えられなかった。数秒前に思いついた考えなど、とうに頭の中から消し飛んでしまった。海棠の頭の中を占しめるのは、

　────なんなんだよ、こいつ!?

　そんな言葉だった。『末まつ端たん』でもなんでもない、ただの人間であるはずのあの女性に──ほんの数すう瞬しゆんで、『泥人形師サージカルメソツド』を持つ海棠がここまで痛めつけられてしまったのだ。こんな状況は、想像もしていなかった。

　海棠は逃げる。逃げようとする。廊ろう下かの奥に向かって。千ち霧ぎりがいようが朧おぼろがいようが関係ない、この痛みから逃れるためであればなんでもする。鼻血をどくどくと垂らしながら、彼は身も世もなく駆かけつづけ──そして、また転んだ。

　爪先が痛んでうまく歩けない。鼻が爆発して消えてなくなってしまったかのように熱く、へし折られた肘の痛みなど意識するのも嫌いやになる。頭の中の混乱の渦うずは、少しも消える気配を見せない。ぜえぜえと、口で息をしながら海棠はまた立ち上がろうとして、

　左手首を、摑まれた。

「………………あー…………」

「容よう赦しやしないと、言ったはずです」

　耳元で冷たく、女性の声が響ひびく。海かい棠どうの心の底から、湧わき上がってくるものがあった。今まで自分とは無む縁えんだと思っていたもの。自分がそれを与えることはあっても、与えられることはないとタカをくくっていたもの。

　殺されるかもしれない、という恐怖だ。

　謝ろう。そう思った矢先に、左手首が外されて、それまでとは比べものにならないほどの痛みが海棠を襲おそった。かろうじて残っていた「逃げよう」という気持ちも、その痛みで吹き飛んでしまった。無ぶ様ざまな悲鳴をあげて、地面に転がりながら、海棠は涙なみだの浮かんだ目で女性のことを見上げた。

　割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたの女性は──冷たく、海棠のことを見下ろしていた。

　鼻血に塗まみれた海棠の唇くちびるが、歪いびつな笑えみを浮かべる。媚こびるための笑み。それと同時に、海棠の頭の中にひとつの考えが浮かぶ。

　砕くだかれた腕うでをどうにか伸ばして、彼女の胸か、あるいは足首にでも触ふれることができれば。殺さなくてもいい。自分よりも速く動くことができないようにすればいい。そうすれば、自分はこの馬鹿げた痛みから逃れることができる──そんなことを思って、彼は甲かん高だかい声を響かせた。

「──は、はは、や、嫌いやだな、冗じよう談だんだよ！　俺おれじゃないって！　あいつが勝手に死んでて、別に俺はなにもして──」

「黙りなさい」

　女性の言葉は、相変わらず冷たく重い。本当は吸きゆう血けつ鬼きなのではないかと疑ってしまうほどに、彼女の声には慈じ悲ひというものがまるで感じられなかった。無情をその顔に浮かべたまま、こつこつとこちらに近づいてくる。白い割烹着の膝ひざの辺りが、海棠の血を浴びて赤く染まっているのが見えた。

　海棠は、上半身を起き上がらせて、その場に跪ひざまずく。許しを乞こうように。そうしながら、女性と自分の距離を測っている。

「わ、悪かったよ。確かに殺したのは俺だけど、その、も、もうしないから、だから許してくれよ！　ちゃんとこれが終わったら、警察に自首するからさ──」

　謝罪を口にしながら、頭の中で計算する。射程に入った瞬しゆん間かんに素早く腕を伸ばして、彼女の足首に触れる。折れた腕や外れた手首で本当にそんなことができるのか、海棠にも自信はなかったが──このまま殺されるよりはマシだ。慎しん重ちようにタイミングを見計らって、

　──今だ！

　海棠は、立てていた膝をバネのように使い、女性の足下に飛びかかった。ほんの指先だけでいい、ほんの一秒だけでいい。それで『泥人形師サージカルメソツド』の仕事は終わる。こいつの足首を切断して、あとは一いち目もく散さんに逃げれば、いくらなんでも追ってはこられまい。その考えだけを繰り返しながら海かい棠どうは女性の足首に手を伸ばし──

　女性の身体からだが、海棠の視界から消えていた。

「……へ？」

　間の抜けた声を漏もらした、その次の瞬しゆん間かん。

　飛び上がり、そのまま落下してきた女性の両脚あしが、海棠の両手を踏み抜いていた。

　血走った目で海棠は頭上を見上げる。海棠の突進を飛んで避け、ついでとばかりに彼の両手を踏みつけているその女性は、なんの感情も映していない目で海棠のことを見下ろしている。

　海棠は、笑ってごまかそうとして、

「あ、あはは──いや、冗じよう談だん、冗談だってぶぁっ!?」

　サッカーボールのようにその頭を蹴けりつけられて、それきり彼の意識までもが、その頭の中から蹴り飛ばされてしまった。




　　　　◆




　役立たず、と朧おぼろは青せい磁じのことを評価した。

　まったくもってその通りだった。

「くっそ────このっ！」

　叫んで青磁は千ち霧ぎりに飛びかかる。八つに分かれた『饕餮タイラント』の触しよく手しゆ、そのうちのひとつでも動きを封じることができれば。朧やレレナに、千霧を攻こう撃げきする隙すきを与えることができるはずだ。

　その考えは、最初のうちは正しいものだった。いくら弾はじき飛ばされても、青磁は果か敢かんに自らを倍する大きさの『饕餮タイラント』へとしがみついていった。が、強大な力を持つ、『饕餮タイラント』の触手を押さえつけることができたのは、最初の一、二回だけ。やがて千霧も、青磁だからと遠慮することがなくなり、振り払う力も次第に容よう赦しやのないものになっていった。

　そしてそれは、今回も同じことだった。

「うわっ!?」

　乱暴に振り解ほどかれて、決して小さくはない青磁の身体が跳はね飛ばされる。廊ろう下かと教室を隔へだてる壁、そこに取り付けられた窓ガラスを突き破って、そのまま反対側の壁にまで激突した。

　肩かたの傷が開く。破ったガラスは青磁の皮ひ膚ふを千ち々ぢに引き裂さいている。大小様々の痛みを押し殺して、青磁は床ゆかに手をついて立ち上がろうとして──大きなガラスの破片が、手のひらを斜めに分断するようにして突き刺ささっていることに気づいた。

「う、っぐ──────」

　声にならない呻うめきを漏もらして、青磁はなんとかそれを引き抜いた。手が痙けい攣れんするように震ふるえ、真新しい血が廊下の表面にぽたぽたと滴したたり落ちていく。震える息を吐はき出して、その痛みをこらえながら、青せい磁じは顔を上げた。

　朧おぼろとレレナが、連れん携けいして千ち霧ぎりに攻こう撃げきを仕掛けていた。暴風のように荒れ狂う『饕餮タイラント』の触しよく手しゆをかいくぐり、レレナが手にした槍やりをその腹へと突き入れる。触手のひとつがそれを押しとどめたが、その隙すきに天てん井じようすれすれまで跳とび上がった朧が、『饕餮タイラント』の頭頂部と思しき箇所に自らの獲え物ものを叩たたきつけていた。

　どぐん、と嫌いやな音がして、『饕餮タイラント』の巨体が傾かしぐ。床に着地した朧は、間かん髪はつ入いれずに追つい撃げきを仕掛けた。今度こそ槍を腹に突き立てて、ついでとばかりにその柄つかを足で思い切り蹴けりつける。槍は根元まで『饕餮タイラント』の腹に埋うまり、その衝しよう撃げきで千霧は教室の隅すみへと弾はじき飛ばされる。

　それでも──彼女は、死ななかった。ゆっくりと立ち上がり、触手の一本で腹に刺ささった槍を抜き捨てる。負傷はしているのだろうが、動きが鈍にぶる様子はない。朧はそれを見て、ふん、と鼻を鳴らした。

「どうもなあ。吸きゆう血けつ鬼きなら心臓を破は壊かいすれば仕し舞まいなんだけど、こいつは図ずう体たいがデカすぎて心臓がどこにあるのかよくわからない。レレナ、お前はわかるかい？」

　楽しむようなその言葉に、レレナは答こたえない。荒く肩かたで息をして、ただよろめく『饕餮タイラント』を見て、その顔を悲痛に歪ゆがめていた。彼女のような人間にとっては、戦闘という行為自体が苦痛でしかないのだろう。それをちらりと見てから、朧は口元の笑えみを消した。

「……やるなら頭のほうがいいか。吸血鬼でも脳を破壊すれば動けなくなる。それはこの化け物でも同じことだろう。幸い──こいつの頭がどこにあるかは、かろうじてではあるけれど、目め星ぼしをつけることができるからね」

　さらに強い苦痛がレレナの表情を覆おおう。それでも小さく頷うなずいた、レレナの顔を見て──

　青磁は、歯を食いしばって立ち上がった。

　俺おれはなんのためにここにいるんだ、と自問する。

　レレナに、あんな顔をさせないためじゃないのか。あらゆる苦悩を抱かかえたレレナを、少しでも支えるためにここにいるんじゃないのか。そう自分を叱しつ咤たして、あらゆる痛みとあらゆる恐怖を頭の中から叩き出した。

　もちろんそんなものは付け焼き刃ばの暗示に過ぎない。今までの人生で味わったすべての痛みを総合してなお勝まさるほどの苦痛は、未だに青磁のことを苛さいなんでいる。それがどうした、と思う。ここで動けなければ、恐らくその痛みは一生青磁を苛むことになる。そちらのほうが、はるかに御ご免めんだった。

　懐ふところから抜き身の短刀を取り出した。血の滲にじむ手で、それを強く握にぎり締める。激痛。だが、そんなものはなんてことはない。たった今そう決めた。短く息を吐はき出して、覚かく悟ごを決めて──青磁は、千霧に向かって走り出していた。

「──う、ああああああああああああああああああああ!!」

　痛みを押し殺すため、恐怖を押し隠かくすため、青磁は大声をあげながら千霧に突進していく。と、『饕餮タイラント』の暗く紅あかく輝く瞳ひとみが、ぐるりと巡めぐって青せい磁じに向けられる。

　人間のものではないその瞳には──哀かなしみが浮かんでいるように、青磁には見えた。

　振り上げた短刀を、身体からだごと叩たたきつけるような勢いで千ち霧ぎりに突き刺さす。が、当然というべきか、それは千霧の本体にまでは届かなかった。千霧の触しよく手しゆのひとつに腕うでごと絡からめ取られて、身動きさえできなくなってしまう。

　あまりの不ふ甲が斐いなさに、ぎり、と歯が鳴った。どうにかして触手から腕をもぎ離そうと、四し苦く八はつ苦くしていると──『饕餮タイラント』の紅い瞳が、すぐ目の前にまでやってきていた。

　熾火おきびのように仄ほのかに輝く、その両目は──やはり確かな哀しみに彩られている。

　触手に飲み込まれた右腕に、書き込まれる言葉があった。

　──どうして。

　ただ四文字のその言葉は、しかし悲痛なほどに青磁の胸に響ひびいていた。聞こえるはずのない千霧の声が、すぐ耳元で囁ささやかれたような気がした。

　けれど青磁は、その言葉に答えを与えたりはしなかった。千霧の名前が喉のどの奥にこみ上げてきても、それを口にしたりはしなかった。

　二人の立場はもう断絶している。青磁と千霧は敵てきでしかないと、すでに決定されたからだ。

　そして──結果的に、青磁のその行動は、戦いの趨すう勢せいを決めることになった。

　戦闘中に停止して、あらぬ方向を見る。そのことが、どれだけの隙すきを生み出すのか、はっきり理解していたのは朧おぼろだけだった。化け物と見つめ合う青磁のことを、呆あきれるでもなく叱しかるでもなく、機械の表情をした朧は機械のように動いていた。

　放り投げたものが地面に落ちるのと、同じくらいに滑なめらかに。

　朧の槍やりは、千霧の頭に吸い込まれていった。

『饕餮タイラント』の表面に現れたクロサキの眉み間けんに、その槍は根元まで突き刺さった。この世のものとは思えない叫び声が、クロサキの口から迸ほとばしる。『饕餮タイラント』の巨体がぐらりと揺れて──しかし、倒れはしなかった。青磁の身体を無む造ぞう作さに振り解ほどくと、彼女はふらつきながら、なおも反はん撃げきしようとして、

　レレナが突き出した槍が、その胴体を貫いた。

「よくやった、レレナ！」

　にやりと笑いながら、朧は刺し止められた千霧の身体に蹴けりをぶち込んだ。

　それだけで『饕餮タイラント』の巨体は壁際にまで弾はじき飛ばされる。間かん髪はつ入いれずに間合いを詰めて、朧はレレナが差し込んだ槍の柄えに、片方だけ残った挙こぶしを力任せに叩きつけた。

　鈍にぶい音と共に、貫通した槍の先せん端たんが後ろの壁に突き刺さった。

「……グ、アアアグッ………………ッ！」

　言葉にならない呻うめきをあげて、巨体をよじらせる。だが『饕餮タイラント』の剛ごう力りきをもってしても、その磔はりつけから逃れるのは容易なことではない。

　そのあいだに朧おぼろは、新たな槍やりを作成していた。材料はいくらでもある。その辺りに散乱している椅い子すの足を、吸きゆう血けつ鬼きの腕わん力りよくで無理矢理もぎ取って、槍状の棒ぼうに仕立て上げる。素早くその作業を終えて、そして朧は床ゆかを蹴けった。なにかに急せき立てられるかのようにして、千ち霧ぎりに向かっていく。

　これで終わりだ。痛みをこらえながら、青せい磁じはぼんやりとそう思う。いくら千霧でも、あの一いち撃げきは避けられない。あれで頭を破は壊かいされて、動かなくなった身体からだを破壊されて、最後には心臓を破壊される。それでおしまい。自分が見知った、あの小こ柄がらで食いしん坊な少女は、永久に物言わぬ死体となる。

　痛みを感じた。物理的なものではない、もっと奥底から走ってくる痛み。だが、青磁は目を閉じようとはしなかった。かつて親しんだ少女が絶命しようとする瞬しゆん間かんを、顔を背けずに見つめつづけ、そして──

　そうは、ならなかった。

　背後から風を切るような音。振り返るよりも速く、黒い影が青磁の視界を横切っていた。

　片手に朧と同じような、長い長い鉄製の武器を持って。

　今にも千霧にトドメを刺そうとしている朧の首を刎はね飛ばそうと、影はそれを振るった。

　朧はそれに神しん速そくの反応を見せた。影が来ることが最初からわかっていたように、振り上げた槍を閃ひらめかせてその一撃を受け止める。がぎん、と響ひびいた耳みみ障ざわりな音、鉄と鉄が高速でぶつかりあい、白い火花が教室の闇やみに散る。

「──ちっ、時間切れか！」

　忌いま々いましげな朧の言葉に、ツキシマはただ薄うす笑えみを口元に浮かべただけだった。力任せに自らの武器を叩たたきつけて朧のことを追い詰めていく。と、そこでレレナがようやく反応らしい反応を見せた。二人の間に割って入ろうとして、

「────きゃっ!?」

　ツキシマに胸元を蹴り飛ばされて、レレナの小柄な身体が黒板へと叩きつけられた。

「ツォルドルフ！」

　思わず叫んで、青磁は目を見開いてツキシマのことをにらみつけた。一いつ瞬しゆんだけツキシマがレレナへ向けた視線に、かすかな罪の意識が浮かんでいたように見えたのは、青磁の気のせいなのだろうか。それを確認するよりも先に、ツキシマは朧との戦闘に戻っていた。再び嵐のように、ツキシマは朧に追つい撃げきをしかけ──

　ぎん、と鈍にぶい鉄の音が響いて、朧の手元から槍が弾はじけ飛んだ。その手首が奇き妙みような方向にねじれているのを、青磁は確かに見た。そして、朧の表情に焦あせりが生まれるのを。

　左の手首が折れたのだ。ならば身を翻ひるがえして、右手で新たな武器を摑つかめばいい。もしもこのときの朧にもうひとつの腕があったら、彼は迷わずにそうしていただろう。が、頼みの綱つなの片腕は、海かい棠どうと共にどことも知れぬ場所へと消え去っていた。

　振り下ろす直前に、ツキシマの冷たいつぶやきが青せい磁じの耳に届いた。

「詰みだ。──これでレレナくんは、僕たちのものになる」

　その言葉が。

　青磁の身体からだを、突き動かしていた。

　最初の一いち撃げきを朧おぼろは砕くだけた手で防いだ。ろくな防ぼう御ぎよ効果も得られはしなかった。ただ頭への直ちよく撃げきを防いだだけだ。しかしその行為は──青磁に行動させるだけの機会を与えていた。

「お前たちなんかに、ツォルドルフを渡すかっ!!」

　自分がなにを叫んでいるのかさえも、青磁は意識していない。ただ胸の奥からいくらでも湧わき上がってくる怒りを原動力として、青磁はツキシマの腰こし元もとにしがみつき、彼の腕うでを封じていた。朧が身を翻ひるがえして、ツキシマの攻こう撃げき圏内から逃げるのが視界の端はしに映った。

　そして──

　青磁は、失念していた。

　いや。そもそもそんな考えは、最初から消え去っていたのかもしれない。それは責められるべきことなのだろう。なぜなら彼はレレナと約束したのだから。

　決して死なないと。

　自分の命を賭かけたりなどしないと。

　その考えは、今の青磁の中にはどこにも見当たらなかった。ただ彼は激情に突き動かされただけ。逆上した人間に、自分の行動の結果について思いを巡めぐらせることなど、できるはずもなかったのだ。

　ツキシマはツキシマだった。彼は千ち霧ぎりではなかった。規格外の化け物であっても、青磁に対する恋心を抱いだいていて、できるだけ彼を傷つけまいと配慮してくれたあの少女ではなかった。

　ツキシマの優しさは、レレナに対してのみ向けられるものだった。

　だから、彼は、

「邪じや魔まだ」

　短く、それだけを言って、




　手にした武器で、自らの腰元にしがみつく青磁の腹を貫いた。




　　　　◆




　朧の目の前で、青磁の身体が、崩くずれて落ちた。

「……………………」

　朧はなにも言わない。なにかを感じたかもしれないが、それを表には出さなかった。ただ彼は、面倒なことになるな、と口の中でつぶやいただけだ。

　そして、その『面倒』は、すぐにやってきた。

「────────とき、」

　すべてを閉ざされたかのような声を、

「────いや、っ、いやああああああああああああっ!!」

　喉のどから、引き絞しぼるようにして叫び、

「時とき田たくん！　だめ、なんで、そんな──時田くんっ!!」

　ツキシマの蹴けりの衝しよう撃げきから立ち直ったレレナは、すべてを忘れて青せい磁じの元に駆かけ寄っていった。

　血溜だまりの中で倒れ伏す青磁に、必死になって話しかけている。青磁はそれにいくつかの応答を返していたが、とても無事なようには見えなかった。それでも涙なみだを流さないレレナのことを、朧おぼろは少し感心さえした。

　それから彼は足下に転がっていた槍やりを、再生が完了した左手で拾い上げた。ぽん、とそれを肩かたに立てかけて、薄うすい笑えみをツキシマに向ける。

「……レレナを傷つけるのは、お前の本意ではないんじゃなかったか？」

　対してツキシマは、暗くら闇やみの中にその表情を押し込めていた。

「本意ではないさ。けど、僕は邪じや魔ま者ものは容よう赦しやなく排はい除じよするとも言った」

「レレナの心に、消えない傷を残してかい？　本ほん末まつ転てん倒とうだということに、気づいてないわけじゃないんだろ？」

　ツキシマは大きく息を吸い込んで、吐はき出すのと同時に、

「──これが、舞まいくんの願いなんだから仕方がない。それに、別に殺したわけじゃない。すぐに手当てをすれば、まだ間に合うはずだ」

　それを聞いて、朧は笑みを深くして、腰こしを落とした。

「なら、さっさと終わらせることにしよう」

　ツキシマは手に持った獲え物ものをだらりと下げて、体たいを入れ替えた。

「同感だ」

　そう答えたツキシマの視線が、一いつ瞬しゆんだけそれるのを、朧は見み逃のがさなかった。

　背はい後ごで動く気配。槍が外れて床ゆかに落ち、乾いた音を立てて千ち霧ぎりの束そく縛ばくが消えたことを朧に教えた。ち、とまた舌した打うちをひとつ。それから一ひと呼吸置いて──朧は、横っ飛びに飛んでいた。

　無論ツキシマはそれを逃がさない。同じ方向に自らも跳ちよう躍やくしながら、指示の声を響ひびかせて、

「千霧！　朧を捕らえろ！　それですべてが──って、おい！」

　その声は途と中ちゆうから、戸と惑まどいの声に変わってしまった。

　何事だ、と思わず千霧のほうに目を向けると、彼女はすべての束縛を外して、自由になった手足を振るい、教室から一いち目もく散さんに駆かけ出して行ってしまった。

　思わず戦闘を止やめて、二人とも啞あ然ぜんとしてそれを見送る。一体あいつはなにがしたいんだ、と朧おぼろが思うと同時に、忌いま々いましげなツキシマの声が聞こえてくる。

「──くっそ、だから頭のおかしい奴やつを仲間にするのは嫌いやなんだ！」

　叫んでツキシマは朧に飛びかかり、朧はその攻こう撃げきを槍やりで受け流す。

　先ほどの繰り返しだった。体格も身体強度も上のツキシマを相手に、片腕うでの朧が敵かなうはずはないのだ。それでも同じパターンに入ったのは──朧に、作戦があるからだった。

　──単純な格闘じゃ、こっちに勝ち目はない。それなら。

　一合、二合、三合。すべて受け流し、決して自ら攻せめに転じたりはしない。そんなことをしても、力押しに押されれば敗北するに決まっている。

　三合、四合、五合。手首が痺しびれてきた。吸きゆう血けつ鬼きである朧がそう感じるということは、限界に近い負荷がそこにかかっているということだ。早めに決着をつけなくては、と朧はタイミングを計りはじめる。

　六合、七合──そして八合を数えようとしたその瞬しゆん間かん、初めて朧は前に出ていた。

　槍を水平に構え、攻撃をかい潜くぐりながら一気にツキシマの懐ふところに飛び込む。乾けん坤こん一いつ擲てきのその突進は、間違いなくツキシマの心臓の位置を捉とらえていた。まっすぐに突き出せば彼の心臓を破るはずのその一いち撃げきは──素早く後退したツキシマによって軽くいなされてしまった。

　それでも朧は止まらない。最初からそんなものが当たるとは考えていない。

　床ゆかを蹴けり、後退したツキシマをさらに追う。彼が迎げい撃げき態勢を整えていることなど関係ない。ツキシマのリーチがあれば、朧の槍が彼の心臓を貫くより先に、朧の脳を目玉ごと貫通することができる。そのことがわかっていながら、しかし朧は突進をやめようとはしなかった。

　カウンター気味に突き出されたツキシマの武器の先せん端たんが、朧の視界を塞ふさいだ瞬間──

　朧は、牙きばを見せて笑っていた。

「『ヨルガスミ』」

　ぽつりとつぶやいて、そして朧の身体からだが霧きり状に変化した。長くそのままでいるつもりなど毛頭ない。霧のままツキシマの身体を通過して、そして彼の背はい後ごで一いつ瞬しゆんにして凝ぎよう結けつする。

　目の前にあるのは無防備なツキシマの背中。心臓の位置をほとんど直感で把は握あくして、朧は手にした槍をそこに向かって突き出した。

　槍の穂ほ先さきは、過あやまたずにツキシマの胸元を貫通した。

　朧の笑えみが深くなる。勝った、と確信する。槍はその根本までがツキシマの背中に埋うまっていた。位置からして、心臓を捉えたのは間違いない。吸血鬼の『血の力』の根源である心臓が傷つけば、あとは灰に変わるだけだ。

　しかし──その確信が、ぞっとするような違和感に変わるまでに、そう長い時間はかからなかった。

　朧の槍は、確実にツキシマの肉を嚙かんだのに。

　その手応えを、感じなかったのだ。

　ヤバい、と思ったときにはすでに遅かった。背後に突き出されたツキシマの武器が、今度こそ朧おぼろの目玉を抉えぐっていた。

「ぐっ…………!!」

　視界が半分黒に染まり、吐はき気にも似た痛みが朧の脳に襲おそいかかる。思わず声を漏もらして、反射的に後ろに跳ちよう躍やくする。そうしながら、朧は悔くやしさの滲にじむ声で叫んだ。

「────お前も、『ヨルガスミ』を使ったのか……！　しかも、心臓のある箇所だけを！」

　悠ゆう然ぜんと振り返ったツキシマの口元には、一いつ瞬しゆん前まで朧が浮かべていたのと同じ、勝利を確信したものの笑えみが浮かんでいた。

「『ヨルガスミ』？　なんだいそれは。僕がやったのは、『霧きり』の『部分変へん化げ』だ。お前みたいな若造には、少しわかりにくい技術だったかな？」

　嘲あざけるようにそうつぶやいた、次の瞬しゆん間かん。

　ツキシマの姿が、朧の視界から消えた。

　また『ヨルガスミ』──という言葉が一瞬だけ朧の頭に浮かんだが、即座にそれを否定する。違う、馬鹿な、なにを考えている、この状況で『ヨルガスミ』を使う意義などどこにもない。あいつがいなくなったということは、つまり、

　その答えが閃ひらめくよりも、先に。

　潰つぶれた視界の闇やみから、ツキシマの一いち撃げきが朧の側頭部を強打した。

　目の前が真っ白になるほどの、それは衝しよう撃げきだった。朧を取り巻く世界が洗濯機の内部へと変質した。ぐるぐるぐると回転しながら朧は飛び、ほとんど瓦が礫れきのように積み重なっていた机の中に頭から突っ込んでいく。

　無ぶ様ざまな自分の姿を、笑う気にもなれなかった。槍やりはどこかに吹っ飛んでしまい、ぐらぐらと揺れる頭にはまともな反はん撃げき策さくも思い浮かばない。ぎりぎりと、屈くつ辱じよくに歯を嚙かみ締めながら、朧はなんとか上半身を起こし、そして、

　自分の左手が、『イヌ』になっているのを発見した。

「…………なに？」

　場に似つかわしくない、素すっ頓とん狂きような声が朧の口から漏もれる。おかしい。こんなことをしようなんて思っていなかった。なのに、なぜ、じぶんの左手は、『いぬ』になっているのか。手くびからさきが『いぬ』に、二のうでからかたにかけては、『とびねずみ』に、こんなおかしなへんかのしかた、いままでにいちども──

　ぱたた、と音を立てて、朧の目の前の床ゆかに、ピンク色の肉片が落ち込んだ。

　それを見て──朧は、ようやく笑った。

「……ハ、なんだ、そういうことか」

　その笑みは、自じ嘲ちようだったか、それとも心しん底そこからおかしいと感じたためのものだったのか。それを検分するだけの思考力は、もう朧に残されていなかった。ただ彼は、目の前で起きていることにくつくつと笑いを漏らし、その出来事を切れ切れに口にしただけだった。




「脳みそが、こぼれれば、吸きゆう血けつ鬼きだって、おかしくなると、いうことか」




　ぐらりと、身体からだが前のめりに倒れる。手を動かして支えよう、という意志が起こったが、すでに彼の左手は『イヌ』になっていて、その意志を実行することはできなかった。それでも朧おぼろがうつぶせに倒れずに済んだのは──ツキシマのとどめの一いち撃げきが、彼の顔面を真正面からに捉とらえていたからだ。

　仰あお向むけに吹っ飛びながら、奇跡的に残った片方の目玉は、さらに多くの脳のう漿しようが宙を舞っているのを見届けた。これが治るまでに、一体どれだけの時間がかかることやら。その思考を最後に、彼の意識は漆しつ黒こくの闇やみに塗り潰つぶされた。




　　　　◆




　青せい磁じがなにかを言っていた。

　よく聞こえなかった。聞き返そうという気すら起きない。ただレレナは、血の流れる音を聞いている。どくどく、どくどくと、命の失われる音だけが、レレナの耳に響ひびいていた。

　レレナの喉のどから、絶望的な叫びが迸ほとばしった。

　もう理性的な思考などできなかった。穴の開いた青磁の脇わき腹ばらを、どうにかして塞ふさごうと両手をあてがう。それでも血は止まるはずもなく、止め処どもなく溢あふれ出していく。

　ふと──

　青磁の血ち濡ぬれた手が、レレナの頰ほおに触ふれた。

　乾いた頰に、紅べに色の色彩がこびりつく。深く息を吐はいて、青磁は朦もう朧ろうとした目でレレナのことを見上げた。そうしてから、彼は口元に弱々しい笑えみを浮かべた。

「────さっき、言えなかったけど、さ」

「とき、──時とき田たくん、喋しやべっちゃだめだよ、喋ったら傷が────!!」

「レレナって、なんでいつも、泣くのを我が慢まんしているんだ？」

　傷口に当てたレレナの手が、痙けい攣れんするように震ふるえた。

　なんで、というかすれた声が喉のどから漏もれる。なんでそれを知っているのだろう。レレナが涙なみだを堪こらえていると、泣き出したくなるのをいつも抑おさえ込んでいるのだと。その決意は、誰にも言ったことがないのに。自分の中にだけ秘めて、決して表には出さないようにしていたのに。

　なんで──

「……はは、わかるよ」

　小さく笑って、口にも出していないレレナの問いに、青磁は答えた。

「だって、いつも、泣きそうな顔してるじゃないか、君は」

　その笑えみが誰かの笑みに重なる。それは月つき島しま亮りよう史じではなかった。それは、絵え里り香かの笑みに、よく似ていた。あの日、あのマンションの中で、レレナの背中に負ぶさりながら、自分のことを心配してくれた、かけがえのない親友の微笑ほほえみ。

　喪うしなわれてしまった、その親友の笑みに。

　どうして──時とき田たくんの顔が、重なったのだろう。

　そのとき、小こ柄がらな身体からだが空から落ちてきた。地面に激突して床ゆかの上を滑すべり、壁際に当たって止まる。よくよく見ればそれは朧おぼろで、声をかけようと思った瞬しゆん間かん、レレナは彼の頭の大半が消失していることに気がついた。

「────お、」

「終わりだね。これで、すべて」

　ぽつりと静かに落ちた、ツキシマの声。その声に、レレナは振り向く。

　レレナの顔を見たツキシマは、その眉まゆをぐっと寄せた。まるで見たくないものを見ているかのように。それでも彼は目をそらしはしない。こつん、と床に武器を置いて、ツキシマは深々と息を吐いた。瞬まばたきを一度だけしてから、レレナに宣告する。

「『ゲーム』は僕たちの勝ちだ。朧はまだ死んではいないけど、死んだも同然。今のそいつなら、十回殺したってお釣つりがくる。──レレナくん。もう諦あきらめろ」

　レレナは、なにかを言おうとした。まだ終わっていない、朧は死んでいない。そんな悪あがきを口にしようとしたが、絶望が喉のどに絡からみついてきてうまく声を出すことができなかった。

　と、レレナの視界に、教室の扉とびらの向こうからちょこんとこちらを覗のぞいている黒髪かみが映った。彼女はレレナの視線を意識すると、えへへ、とはにかむようにして笑った。それから小走りにツキシマに近づいてきて、その顔を心配そうに覗き込む。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだった、月つき島しまさん？　怪け我が、してない？」

　それに対して、ツキシマは優しい笑みを彼女に向け、

「大丈夫だって言っただろ？　僕は吸きゆう血けつ鬼きなんだから、怪我してたってすぐに治る。──まあ、心配してくれたのは嬉うれしいよ。大人おとなしく見ていてくれたのもね」

「…………だって、月島さんが、絶対に出てくるなって言うから」

　頰ほおを膨ふくらませて、舞まいはそんなことを言う。

　寄り添うようにして立ち、仲なか睦むつまじく会話する、二人の姿に──

　レレナの中に、ひとつの納得がすとんと落ち込んできた。

　だが、その考えをゆっくり巡めぐらせている時間はなかった。舞がレレナのほうを見たからだ。その表情には、てっきり勝ち誇るような色が浮かんでいるとばかり思っていたのに。

　舞はレレナの絶望を見て──眉まゆを寄せて、怒ったような顔をした。

「──もう！　だから言ったじゃない、こうなるって、何回も何回も！」

　レレナに駆かけ寄りながら、そう言った舞まいの声には、嘲あざけりの色はどこにも含まれていなかった。出来の悪い妹を叱しかる、姉のような声こわ音ね。唇くちびるを引き結んでレレナのことを見るその目は、まるでレレナの絶望を自分のものとしているかのように潤うるんでいた。

　小さくため息。それから舞は、大きく腕うでを広げて、レレナの頭を抱だき寄せた。

「──────」

「ばか。あたしがあんたのそんな顔、見たがるとでも思ってたの？　そんなわけないでしょ！　あたしたちは、別にレレナが憎にくくてこんなことしてるわけじゃないって、何回も何回も言ってきたじゃない！」

　知っている。

「ね、レレナ。もうやめよ？　もう、こんな馬鹿な『ゲーム』なんてやめちゃおうよ。ギブアップして。そしたら、あたしたちは敵てき同士じゃなくなるんだから。今ならまだ間に合うんだよ。わかってるでしょ？」

　わかってる。

「時とき田たはまだ死んでない。朧おぼろだって、灰になったわけじゃないんだから──レレナが首を縦たてに振ってくれさえすれば、まだ助かるんだよ！　だからお願い──こんなこと、もうやめよう！」

　レレナの頰ほおに、引きつるような震ふるえが走った。

　こみ上げてきたものが──決けつ壊かいしそうになる。

　舞は、本当に自分のことを想ってそう言ってくれているのだということが、ありありと理解できた。自分の願いを叶かなえるために、口先だけでレレナを惑まどわそうとしているのではない。彼女は、本当に、レレナのことを心配しているのだ。

　朧や青せい磁じがその命を失えば、レレナの心に二度と消えることのない傷ができてしまうと、そのことがわかっていて、それを避けようとしてくれている。

　ああ、と思う。

　給水塔とうの上で、寄り添う二人を見たときから、何度も何度も頭に浮かんできた言葉が、今度こそ確かなものとなって、レレナの心に刻まれた。




　この二人は、本物だ。

　この人は、あの月つき島しま亮りよう史じで。

　この子は、あの雪ゆき村むら舞なんだ。




　互いが互いを想う気持ちも、レレナのことを慈いつくしんでくれるその優しさも。すべてが、かつての日常であの二人が示したものと同じだった。

　同一ではないのかもしれない。本物ではないのかもしれない。けれど、少なくとも彼らの想いと優しさは本物だった。それがわからないほどにレレナは鈍どん感かんではなく、またそれを正視できないほどにレレナは拗ねじくれてはいなかった。

　彼らが本物なのだということを、レレナは理解してしまった。

　その瞬しゆん間かん、レレナの瞼まぶたの裏が、熱く燃えはじめた。

　ぎりぎりまで堪こらえつづけていた涙なみだが、今にも溢あふれてしまいそうになる。いけない、と自分を叱しつ咤たするが、もうどうにもならなかった。ここで泣いてしまったら、恐らくレレナは、すべての抗あらがう力をなくしてしまう。そうしてあの二人の言いなりになるしかなくなる。レレナは敗北し、あの二人の日常に取り込まれる。

　──もう、それでいいじゃないか、という声が脳裏に響ひびいた。

　あの二人は本物なんだ。その優しさも思いやりも、すべてが寸分違たがわぬ月つき島しま亮りよう史じと雪ゆき村むら舞まいのものなのに。それなのに、どうしてお前は、なおも意地を張ろうとするのだ。絵え里り香かも青せい磁じも朧おぼろも、すべてを犠ぎ牲せいにして、なおも踏ん張ろうとするのだ。

　わからなかった。なにもわからないまま、レレナの視界がぼやけはじめる。レレナの鼻先を、舞の黒い髪かみがくすぐっていた。良い香りがした。その香りの中に顔を埋うずめるようにして、レレナは目を閉じかけて、

「だめだ」

　ぽつりと。

　そんな声が聞こえた。

　弾はじかれたように、振り返る。

「────だめ、だ、レレナ。そっちに、行くな」

　脇わき腹ばらを、重くて熱い血で濡ぬらして。

「君は、決めたんだろう。最後まで抗うと、戦いつづけると。それなら──最後まで、それを貫かないとだめだ。俺おれや朧の命なんて、気にするな」

　青磁が、立ち上がろうとしていた。

　舞の腕うでの中で、レレナは首をよじってそれを見た。涙の浮かんでいた目を、裂さけんばかりに見開いて、レレナは絶叫する。

「と、っ────、時とき田たくん、だめ、立たないで!!」

　レレナが叫ぶまでもなかった。再生能力も持たない青磁が、これだけの重傷を負って立ちつづけていられるはずがない。彼は膝ひざから地面に崩くずれ落ち、それでもその目はレレナからそらさずに、熱っぽく見つめつづけている。

「俺の命が、君の枷かせになるというのなら」

　懐ふところから短刀を取り出す。果たして青磁は正気なのだろうか。レレナにはそうは思えなかった。あまりにも多くの血が流れ出たことによって、正常な思考力を失ってしまったのかもしれない。

　なぜならば──彼は自らの首筋に、ひたりと短刀を当てたのだから。

「俺は、それを断ち切る。──だから、レレナ、戦え。決めたことを最後までやり通さないと──絶対に、永遠に、後悔することになる」

　レレナは──

　一度だけ、瞬まばたきをした。

　レレナを抱だき締める舞まいの腕うでに、さらに強い力がこもった。お気に入りの玩具おもちやを取られまいとする幼児のように、彼女は大切そうにレレナにしがみつきながら、歯を剝むくようにして青せい磁じのことを非難した。

「…………っ、なんにも、知らないくせに！　時とき田た！　あたしたちの邪じや魔まをするんじゃない！　そんなふうにして脅おどせば、レレナが自分の言うことを聞いてくれるって思ってるわけ？　そんなことしたって、レレナが傷つくだけだってことが、あんたにはわからないの!?」

　青磁は答えない。舞のことを見ようともしない。血まみれで膝ひざを突き、自らの首筋に短刀を当てて、その傍かたわらにはぴくりとも動かない朧おぼろの身体からだが転がっている。

　それを見て──不意に、レレナの瞳ひとみの奥の熱が消えた。

　もうひとつの理解が、レレナの中に生まれて、弾はじけた。

　これが。




　これが、私の守ろうとしている、日常そのものなんだ。




　乾いた唇くちびるを、レレナは開いた。

「舞」

　腕の力が緩ゆるみ、舞はレレナから少し身体を離して、彼女のことを見つめた。その瞳には、紛まぎれもない期待の色が滲にじんでいる。

　それを見て、レレナは罪悪感を覚えた。自分が舞に対して罪の意識を抱いているということを、今度こそレレナは否定しなかった。なぜならば、彼女は自分の親友だからだ。少なくとも、かつての親友と同じほどに、自分のことを想ってくれているからだ。

　だから──その気持ちを拒きよ絶ぜつするときに、罪悪感が生まれてしまうのは、仕方のないことなのだ。

「……ごめんね」

　そうつぶやいて、レレナは舞の身体をろくな手加減もせずに押しのけた。

「きゃんっ！」

　小こ柄がらな舞の身体は、半はん吸きゆう血けつ鬼きの腕わん力りよくによって、ほとんど吹っ飛ぶようにして床ゆかの上を滑すべっていった。それを受け止めたのは──亮りよう史じの、優しい腕だった。

　目の端はしにそれを見届けて、レレナは立ち上がる。唇を嚙かんで、膝ひざを突いて立っている青磁のところに歩み寄った。彼の肩かたを抱だいて、床の上に座らせて、それからレレナは小さく頷うなずいた。

「ありがとう。時田くん」

　それを見て──青せい磁じは、安心したように微笑ほほえんだ。

　立ち上がる。手に持つのは、朧おぼろが手放したステンレスの槍やり。それを握にぎり締めて、レレナは亮りよう史じたちを振り返った。

　舞まいが自分のことを、信じられないものを見るような目で見つめている。亮史の視線はどこまでも冷静で、ただほんの少しだけ、哀かなしげだった。

　前に在あるのはかつての日常、後ろにいるのは守るべき日常。その構図を確認して、レレナはもう自分を縛しばるものがなにもないのだということを理解した。清すが々すがしいまでに真まっ平たいらで単純だ。

　と、そのとき教室の出口から、ひとりの人影が入ってきた。たまだ。教室の中の惨さん状じようを見て絶句し──それから、血に濡ぬれて座り込んでいる青磁のことを見て、青ざめながら駆かけ寄ってきた。

「……たまさん。時とき田たくんの手当てをお願いします」

　小さくつぶやいたレレナの声に、たまは応こたえもしない。言われるまでもなかったのだろう。たまは青磁の服を脱がせて、その血を拭ぬぐい、先ほど肩かたを止し血けつしたのと同じようにして、青磁の治療を始めた。青磁が助かるのかどうかはわからない。ただそのためには、一刻も早く戦いを終わらせる必要があった。

　ふと──レレナは、たまの脇に、あるものが落ちていることに気づいた。

　海かい棠どうに切断された、朧の腕うでだ。

　レレナはそれを拾い上げた。舞たちに向き直り、あんぐりと口を開けて、その腕に嚙かみついた。腕の皮ひ膚ふが破れて、中から溢あふれ出た『主人の血液』がレレナの唇くちびるを濡ぬらした。その感かん触しよくを、レレナはもうおぞましいとは思わなかった。ただ、これは必要なことだと思っただけだ。

　ごくごくとそれを飲み干して、また床ゆかに置く。そうして彼女は、亮史のことを見み据すえた。亮史は、確認するようにつぶやいた。

「……それで、後悔しないんだね？　レレナくん」

　レレナは、笑えみさえその唇に刻ませる。強く、強く、槍を握り締めながら答えた。

「しません。あとはもう、すべて燃え尽きるまで戦うだけですから。──月島さん。覚かく悟ごしてください」

　それだけを、口にして。

　レレナは、槍を片手に亮史に向かって飛びかかっていった。




　　　　◆




　なんで、と、舞は胸の中でつぶやきつづけている。

　朧は死んだ。少なくとも行動不能になった。レレナが唯一頼りにすべきあの吸きゆう血けつ鬼きは、もう使い物にならなくなってしまったのに。

「──なんでなのよ、レレナっ!!」

　叫んでも、彼女は舞まいのことを見てくれなかった。朧おぼろの執しゆう念ねんが乗り移ったかのように、素早く亮りよう史じに近づいてその槍やりを彼の頭に叩たたきつける。亮史は最初は戸と惑まどっていたようだったが──すぐに、戦闘態勢へと移行した。

　舞は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてその光景を見つめていた。

　こんなものは、自分が望んでいたものではない。

　レレナが槍を振るう。彼女には大きすぎるほどの武器を、痛々しいほど似つかわしくないものを手にして、舞の『想イ人ツキシマ』と戦っている。その表情には、もう迷いの色はどこにも映っていなかった。

　なんで、あんな顔をできるのだろう。

　月つき島しまさんを相手にして、戦っているというのに。

　レレナは──あたしたちのことなど、敵てきだとしか認識していないのだろうか？

　あたしは、レレナのことを、親友だと思っているのに！

　その事実は、舞の心をずたずたに傷つけた。だから舞は、レレナが亮史の反はん撃げきを喰らって壁際まで弾はじき飛ばされたときも、「ざまあみろ」と思った。顔だけは泣きそうに歪ゆがみながら、胸の奥でその痛みを燃料とするかのように、怒りが湧わき上がってきた。

　ざまあみろ、ざまあみろ。あたしを本物と認めないからだ。だからあなたは、そんな痛い目に遭あうんだ。月島さんを相手にして、勝てるわけがないのに──そんな悪あがきをするから、青せい磁じも朧も、死んでしまうんだ！

　それでもレレナは諦あきらめない。また床ゆかを蹴けって、亮史に向かって一直線に走っていく。亮史は持て余したように、自らの武器を振ってレレナを牽けん制せいしようとして──

　それはまともにレレナの顔面を捉とらえていた。

「────っ！」

「つ、月島さん！」

　舞の喉のどから非難の声が迸ほとばしる。ぐらりと揺らめいて、それでもレレナは倒れはしなかった。皮ひ膚ふが破けて血が滲にじみ、愛らしかったレレナの顔が見る間に無む惨ざんに膨ふくれ上がっていく。口の中に溜たまった血を、奥歯と共に吐はき出して、レレナはまた床を蹴る。自らの怪け我がなど、まるで意にも介かいさずに。

　迷いのない攻こう撃げきに、初めて亮史が後退した。

　そもそも、勝てるはずがないのだ。なぜなら月島亮史は、レレナ・パプリカ・ツォルドルフのことを大切に思っているから。青磁や朧とは違う、彼女は亮史とかつての日常を過ごした、あのレレナなのだから。

　殺せるはずがない。痛めつけるのだって本意ではない。レレナの心が決して翻ひるがえらないというのなら──亮りよう史じがレレナに勝てる道理など、あるはずがないのだ。

　だから、亮史は攻こう撃げきの矛ほこ先さきを変えようとした。レレナを無視して、地面に倒れる朧おぼろにとどめを刺さそうと床ゆかを蹴けった。あの吸きゆう血けつ鬼きさえ灰に帰きしてしまえば、それですべてが終わる。『ゲーム』の規約に従って、レレナは諦あきらめるしかなくなるはずだ──そこにしか、もう希望は見出せないのだ。それくらいの判断は、舞まいにだってできた。

　しかし、舞も亮史も見誤っていた。

『主人の血液』を取り込んだ半吸血鬼レレナが、どれだけの身体能力を発揮するのかを。

　亮史がレレナに背中を向けたのは明らかな失敗だった。

　レレナはもう、迷う心などひとつも持っていなかったのだ。

　彼が朧のほうを向いた瞬しゆん間かん、レレナの槍やりの穂ほ先さきが亮史の心臓めがけて突き出されていた。亮史はそれを、かろうじて身をひねって避ける。レレナはそれでも追つい撃げきをやめようとはせず、

　そして亮史は、ついに手加減することができなくなってしまった。

　亮史の手に握にぎられた刃やいばが、弧こを描えがいて振り下ろされた。

　追撃の体勢に移っていたレレナは、一切の防ぼう御ぎよをすることができなかった。手加減なしのその一いち撃げきがレレナの肩かた口ぐちに食い込む。そのまま脇わき腹ばらまで斜めに滑すべるように切り裂さいていく。薄うすい胸を服ごと切り裂いて、闇やみの中に鮮せん血けつが舞った。

「レレナ!!」

　舞の叫びが響ひびく、その中で。

　レレナの身体からだがゆっくりと崩くずれ落ちていく。切り裂かれた服から覗のぞく、白はく皙せきの肌はだを血で濡ぬらしながら。その身体から生命の力が失われていき、がくりと首が落ちるように顔をうつむかせて、レレナは亮史の前に跪ひざまずくように膝ひざを突き──




　　　　◆




　不意にレレナの腕うでが伸びて、亮史の服を摑つかんだ。

　見上げる。

　栗くり色いろの髪かみが、顔にへばりついていた。汗あせではなく血によって。きっと自分は凄すさまじい顔をしているに違いない、とぼんやりと思う。でなければ──自分を見下ろす亮史の顔が、あんなふうに悲痛に歪ゆがんでいるはずがない。

「……レレナくん。君は、」

　亮史がなにかを言いかけた。

　レレナはそれを最後まで聞きはしなかった。

　からん、という音。レレナが武器を捨てた音。吸血鬼の『主人』をこんなものでどうにかできるとは、最初から思っていない。この槍も、今までの血みどろの戦いも、この瞬間のための布石に過ぎなかった。これほどまでの至し近きん距離に密着するには、レレナには他ほかに方法が思いつかなかったのだ。

　自分が瀕ひん死しの重傷を負えば。

　亮りよう史じにそうさせれば。

　きっと──彼の動きは止まるだろう。その優しさが生み出す、罪悪感によって。

　懐ふところに手を入れる。そこにあるものを握にぎり締める。杭くいのように削けずった白しら木きの鞘さや。亮史の胸元を摑つかむ手に力を込めて、レレナは歯を食いしばって立ち上がり、すくい上げるようにして白木の鞘を、亮史の心臓めがけて叩たたきつけ──

『霧きり』。

　亮史の肉体が、霧となって四し散さんした。レレナの企たくらみは露見し、白木の鞘は虚むなしく宙を刺さした。再び力を失って、レレナは四つん這ばいに伏した。床ゆかの上に両手を突いて、深々と息を吐はき出す。




　そして、レレナは勝利を確信した。




　足に力を込める。ぐるりと視界を回す。そうしてレレナは、髪かみを振り乱しながら舞まいのことを見た。その視線に、舞の身体からだがびくりと震ふるえる。

　胃の奥で『主人の血液』が燃焼している。残りがもう少ないと、レレナに警告を与える。レレナはそれをすべて使用して、床を蹴けった。今日何度目になるのかわからない、全力の突進。他ほかでもない──かつての親友である舞に向かって、レレナは走り出した。

「ひっ────!?」

　怯おびえたように後ずさり、しかし舞は逃げることはできなかった。蛇へびに睨にらまれたカエルのように、硬こう直ちよくすることしかできない。あるいはそれは、レレナの行動から、本物の殺意を感じ取ったからなのかもしれない。

　白木の鞘を両手で持って、レレナはそれを本気で舞の心臓に突き刺すつもりだった。絵え里り香かの顔が頭をかすめたが、振り払って突き進む。半はん吸きゆう血けつ鬼きの全力を以て、まっすぐに舞へと突進していき、

　そして、

　レレナの目の前に、亮史の姿が凝ぎよう結けつした。

　レレナには、それがわかっていた。

　なぜならば、彼は月つき島しま亮史だから。舞やレレナを守るためであれば、その身を犠ぎ牲せいにすることさえ厭いとわない優しい吸血鬼の『主人』だから。そのことをレレナは他の誰よりもよく知っていたから。

　舞を庇かばうようにして現れた、亮史の心臓を──

　今度こそ、レレナは白木の鞘で貫いた。

　鋭するどく。

　息を吞のむ音が、聞こえた。

　それは、誰の喉のどが発した音だったか。レレナか、それとも舞まいか。少なくとも亮りよう史じは、自らの死を目の前にして、少しも動揺してはいないようだった。

　鼻先が触ふれあうほどの至し近きん距離に、亮史の顔がある。

　それは、レレナの記き憶おくにあるものとは少しだけ違っている。元の亮史の顔なんて、ぼんやりとしか覚えていないくせに、それなのに違うということだけがわかる。どことは指し摘てきできない違和感を、彼の顔には覚えてしまう。

　けれど、その口元に浮かぶ優しい微笑ほほえみは。

　──あのときの月つき島しまさんと、同じなんだ。

　レレナの目元が、泣きそうに歪ゆがんだ。と、亮史の手が伸びてレレナの頰にそっと触れる。労いたわるように、頰にこびりついた血を優しく拭ぬぐってくれる。その行為は、それまでレレナが受けてきたどんな攻こう撃げきよりも、激しい痛みをレレナの心に与えていた。

　それでも、レレナはその笑えみから目を背けようとはしなかった。

　この笑みを見るのは、これが最後になるだろうと思ったからだ。

「……強くなったね。レレナくん」

　ぽつりと、亮史の声が落ちた。

　震ふるえる唇くちびるを開いて、レレナはその声に答えた。

「月島さん。私は、あなたの優しさを、利用しました。──もしも舞に危害が及ぶようなことがあれば、あなたは絶対に舞を庇かばうということが、私にはわかっていたんです」

　ずるり、と、白しら木きの鞘さやが、亮史の心臓から抜けた。

　その瞬しゆん間かん、レレナを支えていたすべての力が消失した。亮史を殺あやめたその腕うでが死体のようにだらんと垂れ下がり、優しい吸きゆう血けつ鬼きの血で滑ぬめる手から鞘がこぼれ落ちる。心臓を貫いたその武器は、血の糸を引いて床ゆかを打った。

「──ああ。君の、勝ちだ──」

　ゆっくりと、亮史が崩くずれ落ちていく。かつてと同じ、曖あい昧まいで情けない笑みをその顔に浮かべたまま、仰あお向むけに倒れていき──

　地面に触れるよりも先に、彼の身体からだは灰となって、教室の中に舞い散っていた。

　灰で煙けむる、その向こうに。

　レレナは、立ち尽くす舞の姿を見た。

　彼女の顔に浮かんでいるのは、ただ空くう虚きよだった。目の前で起きた出来事が信じられない──信じたくないという表情。大きな瞳ひとみを、限界まで大きく見開いて、彼女はおずおずと腕を伸ばして、

「っ、」

　一いつ瞬しゆん前まで亮りよう史じが立っていた空間に触ふれた。

「………………月つき島しま、さん？」

　返ってくるはずのない呼び声を響ひびかせる。

　それから、舞まいは、レレナのことを見た。

　最後の力を振り絞しぼって、レレナはその視線を正面から見返した。心を苛さいなむ痛みを、すべて押し殺して、レレナはかつての親友の、射い貫ぬくような視線を受け止めていた。

「…………………………レレナ」

　底冷えするような声で名を呼ばれても、レレナは怯ひるまなかった。正しいことをしたとは思わない。胸の中は罪悪感で張り裂さけそうだった。それでも、レレナは自らが為すべきことを為したのだ。レレナの中には迷いはなく、その芯しんだけが、今は唯一レレナの身体からだを支えているものだった。

　舞は床ゆかに落ちていた亮史の武器を、素早く拾い上げた。その目に燃えるのは本物の憎ぞう悪お。それに抗する力を、レレナはもう持たなかった。すべての『血の力』を使い果たしたレレナは、もう床に膝ひざを突いて、倒れないように身体を支えているだけで精一杯だった。

「レレナァッ!!」

　濁にごった叫びが、舞の口から迸ほとばしった。手にした武器を振り上げる。非ひ力りきな女の子に過ぎない舞が、果たしてレレナを殺すことができるのかどうか、それはわからなかった。

　少なくとも、レレナにはもう抵抗する力は微み塵じんも残っていなかった。そのつもりもなかった。舞から亮史を奪うばったのは、他ほかならぬ自分なのだという罪悪感が、彼女の心を縛しばっていたからだ。

　レレナはぎゅっと目を閉じる。閉じた闇やみの中で、彼女は断罪される咎とが人にんのようにうなだれた。最後の覚かく悟ごを決めて、歯を嚙かみしめて──

　湿しめった音が、レレナの耳に響いた。

「…………あ、…………？」

　不思議そうな舞の声に、レレナは思わず目を開けてそして、

　彼女の胸に、槍やりが突き刺ささっているのを見た。

　不思議そうに首を傾かしげて、舞は自らの身体を貫く槍を見下ろしている。それから、先ほどの亮史とそっくりな足取りで、よろよろと後ずさった。躓つまずいた拍ひよう子しに、すとんと尻しり餅もちを突く。それから彼女は震ふるえる指で槍に触ふれた。それが夢の産物ではないことを、確かめるように。

　呆ぼう然ぜんとそれを見つめながら、レレナは小さな声でつぶやいた。

「舞。どうして──」

　そこで、レレナは後ろに気配を感じた。振り返る。

　そこには朧おぼろがいた。座ったまま、未だに『再生』をしている途と中ちゆうの頭に手を当てながら、それでもその目には理性の光を取り戻して、彼はレレナのことを見み据すえていた。

　槍を投とう擲てきしたときの体勢のまま、固まっていた腕うでを億おつ劫くうそうに降ろして、それから朧は、長く長く息を吐はいた。

「だから、お前は甘あまいというんだよ。レレナ。お前が死んでは、なんにもならない」

　その言葉を、耳に留とどめて。

　レレナは、力を振り絞しぼって立ち上がった。尻しり餅もちを突いた舞まいに向かって、よろめきながらもゆっくりと歩み寄っていく。

　舞は顔を上げて、レレナのことを見た。

　レレナは唇くちびるを結んで、舞のことを見た。

　視線が絡からみ合い、しかし二人とも一ひと言ことも発しなかった。教室の闇やみの中に、ただ沈ちん黙もくが満ちている。その沈黙だけが、戦いの終わりを告げているようだった。




　　　　◆




　青せい磁じが致命傷を受けた瞬しゆん間かん、千ち霧ぎりの中にあったなにもかもが、跡あと形かたもなく消し飛んでしまった。

　逃げた。ツキシマの声など最初から届いていなかった。それどころか、自分が本当になにをしようとしているのかさえ、千霧は理解していなかった。彼女を突き動かしたのはただ本能。あらゆる肉を食い尽くして、あらゆる魂たましいを貪むさぼり尽くして、めちゃくちゃのごちゃまぜになった千霧の思考力よりも、獣けものの本能のほうがやるべきことを弁わきまえていた。

　見つけ出すまで、炎ほのおのような焦しよう燥そうが千霧のことを炙あぶっていた。クロサキの声など聞こえなくなるほど。他ほかのあらゆる感情など消え去ってしまうほど。その焦燥は、『饕餮タイラント』のすべての行動を支配していた。

　やがて──彼女は、見つけた。

　校舎から体育館へと続く渡り廊ろう下か。その柱に、もたれかかるようにして。

　海かい棠どうが座り込んでいる。

　鼻がおかしな方向へ曲がっていた。顔中に血がこびりついていて、なにかを呪のろう言葉をぶつぶつとつぶやいている。最初に見たときよりもずいぶん顔が変形していたが、千霧はまったく気にしなかった。速度を少しも落とさずに近づいていく。

　と、海棠が千霧の存在に気づいた。おお、と嬉うれしそうな声をあげ、

「ち、千霧。助けてくれよ、鼻は治せたけどさ、足はどうにもならないんだよこれ。動かないから、俺おれを家まで連れて帰って──」

　それが海棠の最さい期ごの言葉になった。

『饕餮タイラント』の口が、あんぐりと開いた。へ、という間抜けな音が海棠の口から漏もれて、そして千霧は、『饕餮タイラント』の牙きばで海棠の顔をぐしゃぐしゃに嚙かみ砕くだいていた。




　教室に入った途と端たん、六つの目玉が千ち霧ぎりのことを見た。

「……ああ、くそ。ここでお前が来るのか」

　忌いま々いましげにつぶやいたのは、朧おぼろだった。頭の中が軋きしむ。クロサキが、黒い炎ほのおの表面に出てきそうになる。なぜならば朧の頭が、奇き妙みような形に変形しているからだ。頭ず蓋がいの半分が割れて、中から桃もも色いろの脳のう漿しようが覗のぞいている。今が最高のチャンスだ、あいつを喰い殺せと、クロサキが喚わめき散らしていた。

　押し殺した。

　そんなことは、もうどうでもいい。クロサキなんか喰うんじゃなかった、吐はき出せるものなら吐き出してしまいたい──千霧は今までに一度も考えたことのない思いを弄もてあそんで、三人のほうに近づいていった。

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の女性が、千霧の前に立ちはだかった。

「──坊ぼつちゃまに、近づくな。お化けめ」

　凛りんとした声には微塵みじんの恐怖も混じらず、その視線はまっすぐに千霧を見み据すえている。千霧はちょっとむっとしたが、すぐにその苛いら立だちは消えてなくなった。

　こいつは、わたしとおなじだ。そう思う。

　青せい磁じのことを、心から想っている。

「………………」

　少し考えてから、千ち霧ぎりは『饕餮タイラント』を解除した。

　黒い炎ほのおが口の中に戻っていき、千霧はそれを、ごくん、と飲み下す。非ひ力りきな少女の姿へと戻った千霧に、女性は戸と惑まどったように瞬まばたきをした。千霧は口を開き、

「……おー、う、うう、おい、え」

「な、なんですかあなたは？　こ、こら、近づくなと言ったでしょう──」

「たま。千霧は、どいて、って言ってるんだ」

　壁にもたれかかりながら、青磁がそう言ってくれた。

　女性は少しのあいだ迷っていたが、やがて渋しぶ々しぶと道を開けた。千霧は当然のように彼女の傍そばを横切って、そして青磁の近くにちょこんと足を揃そろえて座った。

　ふと──あるものが、見えた。

　胸を槍やりに貫かれて、レレナとなにかを話している、『貪とん』の姿。

　負けたのか、とぼんやり思う。あれではもう助からないだろう。青磁を助けられるかどうかもわからないのだ。『貪』の身体からだの構造はわからないが、心臓のように複雑な臓器を破は壊かいされて、それを修復できるとも思えなかった。

　だから、千霧は、自分ができることだけをした。

　手を伸ばして、紅あかく濡ぬれる青磁の腹に触ふれる。包ほう帯たいの上でも千霧の手をべっとりと濡らすほどに出血は増えていた。千霧は眉まゆを寄せ、それから目を閉じた。

『泥人形師サージカルメソツド』。

　青せい磁じの腹の穴を塞ふさぐ。血管や筋肉の断だん裂れつも、できるだけ修復したかった。腹の中に収めた海かい棠どうの記き憶おくから、『泥人形師サージカルメソツド』の効果的な使い方を模も索さくしつつ、千ち霧ぎりは青磁の治療に集中する。腹立たしいことに、海棠はこの力を人殺しに使うばかりで、なにかを直す方面の知識は驚くほどに乏とぼしかった。

　それでも、一分ほど『泥人形師サージカルメソツド』に専念していると、致命的と思われる損傷は、ほとんど修復することができた。

　すべてが治ったわけではない。内出血はまだ続いているし、筋肉の一部は奇き妙みような形に癒ゆ着ちやくしてしまった。もしかしたら彼には、今後なんらかの後こう遺い症しようが残ってしまうかもしれない。それでも、この怪け我がが元で命を失うことは、もうないはずだった。

「…………千霧？」

　不思議そうな青磁の声。『泥人形師サージカルメソツド』は血液まで作り出すことはできない。朦もう朧ろうとした意識の中で──それでも、青磁は千霧に、笑いかけてくれた。

「──気の、せいかな。なんだか、痛みが軽くなった、ような」

　ぽつりとそうつぶやいた青磁を見て、千霧はやはり彼は正常な意識を取り戻していないのだと判断する。それでもよかった。

　夢見心地でも、なんでも。

　青磁が自分に対して優しくしてくれるなら、きっと、それが一番いいことなのだ。

「……うう、あう」

　ねだるように、千霧は青磁に顔を近づける。青磁は不思議そうに千霧のことを見返していたが──やがて、意が通じた。

　青磁は、千霧の頭を撫なでてくれた。

　いつかそうしてくれたように、優しい微笑ほほえみを浮かべたまま。最初に出会ったときの、青磁に奢おごってもらった焼きそばの味が、口の中に蘇よみがえった。あのときの焼きそばほど、おいしいものはなかったかもしれない。あれはとてもおいしかったから。両親の肉の味に、匹ひつ敵てきするほどに。

　きっと、青磁と一いつ緒しよに食べたからだ。

　青磁を食べたい、という気持ちは、変わらずにあった。けれど、千霧はそれを抑おさえつけることができるようになっていた。

　青磁を食べたら、青磁の笑顔は見られない。

　それならば──そんな願いは要いらない。

　千霧も笑う。舌したのない唇くちびるを緩ゆるませて、にこにこと。そうしながら、千霧の頰ほおを伝うものがあった。彼女は意図していない、それは自分がとうに失ったと思っていた、涙なみだだった。

　千霧は立ち上がった。それから、もう一度、胸を貫かれている『貪とん』のことを見た。

　あいつがしんだら、と千霧は思う。わたしの『饕餮タイラント』も、消えてしまう。

　そして千ち霧ぎりは逆戻りする。病院のベッドの上に。顎あごを失って、流動食を啜すするだけしか楽しみのない生活の中に。それは、絶対に嫌いやだった。ものを食べられるという最高の喜びと、人を愛せるという最大の悦よろこびを得てしまった千霧にとっては、あんな生活に戻るくらいだったら、死んだほうがマシなように思えた。

　青せい磁じのことを、見下ろす。

　青磁は──顎を失った自分にも、笑いかけてくれるだろうか、と思う。

　きっとそうしてくれるだろう。青磁は優しいから。人を食い散らかしてきた自分を、恐れることなく、少なくとも恐怖を表面に出すことはなく接してくれたから。今までと同じように、千霧に笑いかけてくれるに違いない。

　けれど、そのうちにその笑えみは哀あわれみの混じったものになるだろう。病院の中で、自分に接した人々がそうしたように。あるいは気持ち悪いと思って、二度と千霧のところに来てはくれなくなるかもしれない。自分の両親がそうしたように。

　千霧は、今、幸せを感じている。その幸せを失うのは嫌いやだった。

　だから──このまま、この幸せを、永遠にしてしまおうと思った。

『饕餮タイラント』。発動する。黒い炎ほのおが千霧のことを包み込み、朧おぼろと割かつ烹ぽう着ぎの女性が目に見えて警けい戒かいした。しかし千霧は、彼らのことなど見てはいなかった。ただ青磁のことだけを、じっと見つめていた。

「……千霧？」

　訝いぶかしむような、青磁の声。しかしそこに、恐怖や不安は表れていない。ただ千霧のことを案ずるような色だけが、その声には滲にじんでいた。

　それで、十分だった。

『饕餮タイラント』を意志の力で操作して──千霧は、自らの身体からだを食いはじめた。

　不思議なことに、痛みはそれほどなかった。クロサキの、吸きゆう血けつ鬼きの特性を取り込んだためかもしれない。黒い炎が手足を飲み込み、肩かたと太ふと腿ももを食いちぎり、四し肢しを飲み込んで器官へと迫ってくる。

　かすかにでも残るのは嫌だった。自分の残ざん骸がいを、青磁に見られたくはなかった。

　千霧は、青磁に笑ったままでいてほしかった。それが自分の見る、最さい期ごの光景となるのならば、それに勝まさる終わりはないだろう、と思えた。

　しかし──千霧のそんなささやかな願いは、結局、叶かなうことがなかった。

「千霧！」

　叫んで青磁は立ち上がろうとして、失敗して転んだ。足下に這はい蹲つくばりながら、それでも青磁は千霧を見上げる。見開いたその目は──行くな、と言っているようでもあった。

　それを見て、千霧は、深く深く満足した。

　自分はもう、青磁の敵てきではなくなったのだ、と思えた。

　それでよかった。笑いかけてもらえなくても、想ってくれるだけでよかった。それで、自分の思いは通じたのだ。千ち霧ぎりにとっては、それも幸せのひとつだった。

『饕餮タイラント』が身体からだを浸しん食しよくしていく。すでに心臓も食い尽くし、首筋から顎あごにかけてが消失していくのが、最後に残った感覚で理解できた。自分でも生きているのが不思議だった。あるいはこれも、『饕餮タイラント』で取り込んだ様々な能力の、恩恵なのかもしれない。

　黒い炎ほのおの暗くら闇やみの中で、千霧はゆっくりと目を閉じた。深い充足感と、満腹感だけが千霧にはある。絶えず千霧を苛さいなんでいた、なにかを食べたいと思う気持ちは、今だけはどこかへ行ってしまっていた。

　眠ねむろう、と思った。

　覚めることのない眠り、夢見ることのない眠りに、深く深く落ちていこう。

　そうとも。

　お腹なかいっぱい、食べたあとは。

　ぐっすり眠るのが、いちばんだ。




　その思考を、最後にして──高たか城しろ千霧は、この世から跡あと形かたもなく消滅した。




　　　　◆




　どうして、と舞まいは言った。

「……どうして？　ねえ、レレナ。どうしてなの？」

　呼吸は浅く、そして速い。誰がどう見ても、舞は死の際きわにある。

　貫かれた心臓から、どくどくと黒い液体が流れていく。恐らくはあれが『貪とん』の本体。今の舞を構成する、人の欲望を叶かなえる化け物の本性なのだ。それは血のように舞の中を流れ、循環し、彼女に生命をもたらしていたのだろう。

　それが、今、ゆっくりと消えていく。

　その様さまをじっと見つめながら、レレナは唇くちびるを嚙かんだ。痛みに歪ゆがむレレナの表情に、舞は眉まゆ根ねを寄せて、矢のように言葉を投げつけてくる。

「ねえ、答えてよ、レレナ。どうして？　どうして、あたしたちを、こんなふうに、」

「あなたが」

　恨うらめしげな舞の言葉を、レレナははっきりとした声で遮さえぎった。

「──あなたが、私の日常を壊こわそうとしたから。だからだよ、舞。だから私は、戦ったの」

「……それ、は、」

　鋭するどく呼吸をする。舞まいの瞳ひとみが怪物のそれになっていく。漆しつ黒こくに眼球が染まり、口元が醜みにくく歪ゆがむ。憎にくしみを露あらわにして、彼女はつぶやく。

「あたしが、にせものだから？　レレナは、あたしたちを、にせものだって、そう、おもってるの？　だから、あなたは戦えたんでしょう？　あたしたちが、ほんものなら、いくらあなっただって──」

「それは違うわ。舞」

　ゆっくりと、レレナは首を振った。舞は意外そうに眉まゆ根ねを広げる。かすかに首を傾かしげて、あどけない子供のように、じっとレレナの顔を見守っている。

「あなたは偽にせ物ものじゃない。私が認める。あなたは、本物の雪ゆき村むら舞だよ」

　その、言葉は──

　舞にとって、救いになったのか、どうか。

　少なくとも彼女の表情に変化は起きなかった。浅い呼吸を繰り返しているだけ。規則正しい時計のように、末まつ期ごの呼吸を刻んでいるだけだった。

　それを見つめながら、レレナは言葉を続けた。

「舞そのものではないのかもしれない。あのとき、あのビルの中で別れた舞とは、別人なのかもしれない。でも──月つき島しまさんや私を想うあなたの気持ちは、きっと本物なんだと思う」

「………………なら、どうして」

　舞の視線に、また恨うらみが滲にじみ、

「どうして、あなたは、戦えたの？　あたしたち、あんなに、あんなに仲が良かったのに。あたし、あなたのことも、月島さんのことも、大好きだったのに。レレナは？　レレナは、違ったの？　だから──」

　レレナはきゅっと目を閉じる。痛みをこらえるように、そうして、震ふるえる言葉を吐はき出した。

「──いいえ。私も。私も、あなたたちが好きだった。あの日常を、大切に思っていた」

　でも、と、レレナは目を開いて、舞のことを真しん摯しに見み据すえた。

「でも、私が生きているのは今の日常だから。過ぎ去ってしまったあの日々ではないから。だから私は、この日常を守ろうとしたの。昔そうしたように。そのためだったら、私は誰とだって戦う。たとえそれが、かつての仲間であるあなたたちであっても」

　舞は、ゆっくりと瞬まばたきをした。レレナから視線を外して、床ゆかの上に落ちているものをじっと見た。

　それは──灰に塗まみれた、亮りよう史じの服だった。

「そうね」

　小さく、独り言のように、舞はつぶやく。

「そう。戦ったよね、レレナ。月島さんとも、容よう赦しやなく」

　その事実をようやく理解したように、舞は目を閉じた。

「おかげで、月つき島しまさんは、死んじゃった。──あの人は、自分が死んだら新しいコピーを作れとか、言ってたっけな。でも、そんなのはいや。そんなことしたら、あたしが、月島さんを偽にせ物ものだって言ってるのと同じことになっちゃうから。いつでも換えの利く、玩具おもちやかなにかと同じだってことになっちゃうから」

　それから、ゆっくりと目を開いて、レレナのことを見上げ、

「あたしにとっては──月島さんは、あの人だけだったんだもん。あの人が、あたしにとってたったひとりの、月島さんだったんだもん」

　そこで──舞まいは、なにかに気づいたような顔をした。

「ひとり」

　低く、そうつぶやく。それから、舞の身体からだが、ぶるぶると震ふるえはじめた。

「ひとり。──ひとり。ひとりなの？　ねえ、レレナ。あたしって、ひとりぼっちなのかな？」

　突然の問いに、レレナはなにも答えることができない。舞も答えを欲していたわけではなかった。苦しげに最さい期ごの呼吸を繰り返しながら、それでも舞は引き絞しぼるようにして、世界に響ひびくほどの大声で叫んだ。

「──いや、いやだ。そんなの、そんなのいやだよぉ！　あたし、あた、──あたし、せっかく、せっかく月島さんと一いつ緒しよになれたのに！　ずっとひとりでいて、じめんのなかをはいずりまわっていて、やっと、やっと！　やっと『誰か』になることができたのに!!　──それなのに、またひとりぼっちになるなんて、そんなの、そんなの、いやだよぉお!!」

　舞の叫びは──

　レレナが彼女の手に触ふれた瞬しゆん間かん、ぴたりと止まった。

「ひとりじゃないよ」

　無意識のうちに、レレナはそんなことをつぶやいていた。

「ひとりじゃない。あなたが望むのなら、最後まで、私が傍そばにいるから」

　それから、レレナは弱々しく微笑ほほえんだ。

「だって、私たち、────親友だもんね」

　ぽろぽろと、涙なみだを流していた舞の漆しつ黒こくの目が、不思議そうに瞬まばたきした。それから彼女は、泣き笑いの表情をレレナに向けた。

「──ありがと。やっぱり、レレナは、優しいね」

　その次の瞬間、舞は素早く動いていた。

　今まで死にかけていたのが噓うそだと思えるほどの素早い動きで、舞は顔を動かして、自らの唇くちびるをレレナのそれに重ねた。口の中に、なにか熱いものが侵入してくるのを感じて、レレナは思わず仰のけ反ぞってしまう。それを見て、再び元の体勢に戻った舞は、くすくすと笑った。

「……忘れてたよ。『ゲーム』の景品。絵え里り香かのこと、元に戻したいんでしょ？」

「………………あ、」

「それで、多分、元に戻るよ。──結局ね、使えなかったんだ。あの子の願い」

　ぎゅっと、レレナは舞まいの手を強く握にぎり締めた。ありがとう、と言おうとしたけれど、なぜかそれを口にすることはできなかった。舞はそんなことには気づかずに、ただ小さな声で喋しやべりつづける。

「あのね、レレナ。信じてもらえないかも、しれないけど」

「……うん？」

「あたし、絵え里り香かのこと、結構、好きだったんだ。あなたのこと、取り戻したら。そしたら、レレナになにも言われなくても、あの子のこと、元に戻すつもりだったんだ」

　それを聞いて、レレナは小さく頷うなずいた。

「信じるよ。──信じる」

　舞は笑う。かつてと同じように。

「あはは、ありがと。──ねえ、レレナ。お話ししようよ。昔のお話。楽しかったときのお話。しよ」

　レレナはもう一度頷いてから、静かに口を開いた。
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　話を始める。かつての日常の話。もう終わってしまった、月つき島しま宅たくでのどたばたとした毎日のことを、レレナはずっとずっと、舞と話しつづけた。

　それは楽しい会話だった。けれども哀かなしくもあった。かつての思い出を語るという、ただそれだけのことなのに。どうしようもない想いが、そこには込められていた。

　穢けがされたとはもう思わない。ただ、終わったんだ、と思った。舞まいや亮りよう史じの死を見ることができずに、ただ取り残されたと思っていた日々に、レレナはようやく追いつくことができた。そして、それに決着をつけることができた。

　あの日々を思い出すことは、これから幾度もあることだろう。

　けれども、それを思って涙なみだすることは、もう二度とないだろう。




　朝日が教室に差し込むのと同時に、『貪とん』によって構成されていた雪ゆき村むら舞の身体からだは消滅した。

　それが本当の、かつての日常の、終わりだった。
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　朝焼けの中で家に帰り、ばたんと倒れて、気がついたら次の日の朝だった。

　丸一日眠ねむっていたことになる。当然の如く学校には行っていなかったが、いずれにしろその日は休校になったのだ、とあとでたまに聞かされた。凄せい惨さんな戦闘が繰り広げられ、警備員の死体さえ発見された学校は、その日一日蜂はちの巣を突いたような騒さわぎになったのだという。

　その真相が明らかになることは、恐らく永遠にない。それは、青せい磁じやレレナや、たまや朧おぼろの胸の中だけにしまわれて、永久に日の目を見ることはないのだ。

　──千ち霧ぎりのことも、舞まいのことも。

　誰にも知られることなく埋うもれていくのだろう。あの少女たちが存在したということさえ、知られることはなく。ただ青磁たちの記き憶おくの中に残り──あるいは、その記憶も、いずれは埋もれていってしまうのかもしれない。

　レレナや青磁の非日常は、終わりを告げた。

　けれども、まだ最後の仕事が残っていた。




　病院に行こう、と誘さそってきたのは、レレナのほうだった。

　青磁は、朧やたまにも、一いつ緒しよに行かないかと誘った。

　朧の答えなど決まっていた。

「……なんで僕が？　あの絵え里り香かとかいう小こ娘むすめがどうなろうが、僕の知ったことじゃないよ。レレナの好きにすればいいだろう？　というかだな、まだ僕の頭は完治してないんだ。つまらないことで起こさないでくれ、まったく」

　不思議なことに、たまは青磁の誘いを言下に拒きよ絶ぜつした。

「たまが、でございますか？　──いえ、いえ。レレナさんとお二人で行ってくださいましな。たまはこれでも、色々とやることがございまして──え？　気まずい？　なにを情けないことを仰おつしやっているのですか！　こういうときにリードできなくてなんのための殿との方がたです!?」

　なぜ怒られたのかは未だにわからない。ともかくもそんなわけで、青磁は現在、レレナと二人で、病院の入院棟とうを歩いていた。

　特に会話はないが、さりとて静せい寂じやくが満ちているというわけでもない。昼間の病院は、意外と雑音に溢あふれていた。入院している人たちがそれぞれテレビでも見ているのだろう、あちこちの部屋から雑多な音が漏もれ聞こえてくる。

　教室の中とはまた違うその喧けん噪そうに、聞くともなく耳を澄すませていると、不意にレレナが口を開いた。

「私ね、時とき田たくん」

　青磁はやや緊張しながら、「なんだ？」と聞き返した。レレナは横目で青磁を見て、悪戯いたずらっぽく笑い、

「学校サボったの、初めて」

「…………あ、ああ、なんだ、そんなことか。うん、そういえば俺おれも初めてだな。見つかったら怒られるかもしれない」

「でも、友達を見舞いに来たっていえば大だい丈じよう夫ぶじゃないかな」

「見舞いでもだめだろう。学校が終わってから来いと言われるさ」

「……そうかも。でもね、──早く、絵え里り香かを起こしてあげたかったから」

　その言葉に、青せい磁じは咄嗟とつさになにも答えることができなかった。

　絵里香を目覚めさせる。本当にそれができるのか、という思いと、きっとできるのだろう、という思いが、束つかの間交こう錯さくした。あのときの舞まいは、とても噓うそをついているような表情には見えなかったから。

　しかし。

「──目を、覚まして。それで池いけ之の端はたはどうなるんだろう。もう、あいつの家族は、どこにもいないっていうのに？」

　親族に引き取られるのだろうか。果たしてそれで、彼女は幸せになることができるのだろうか。あれだけ大切にしていた家族を操あやつり人形としてしまい、その結果として死なせてしまった。結果的に破滅を招いた自らの選択を、一生後悔しながら生きていくことになるのではないだろうか。

　それに対して、レレナは遠くを見るような目で、

「私ね。昨日きのう、両親に話したの。今まで起きたこと、全部」

　とんでもないことを言ってのけた。

「えっ!?　ぜ、全部って──」

「これまでに起きたことを、大おお雑ざつ把ぱにだけど、全部。どっちにしてもあんな格好だったから、絶対に事情は聞かれると思ってたんだけどね。──泣かれちゃった」

　思い切ったことをする、と青磁はレレナの横顔をまじまじと見つめた。そこに浮かぶのは、両親を悲しませてしまったという、かすかな罪悪感だった。うつむき加減に歩きながら、レレナはぽつぽつと、

「そのときに、話してみたんだ。絵里香を引き取ることができないか、って」

　再びの驚きが青磁を襲おそう。

「ひっ、──引き取る？」

「うん。もしも絵里香にどこにも行く場所がなかったら、うちに住まわせられないかって、お父とうさんやお母かあさんに聞いてみた。いきなりのことだから、よくわかってもらえなかったみたいだけど──今日、帰ったら、もう一度お願いしてみる。もちろん、私もそのためにできる限りのことはするつもり」

　青磁は呆ぼう然ぜんと、レレナのことを見つめている。

　そんなところにまで、考えを及ぼしていたのか。自分は絵里香を取り戻して、それで終わりだと思ったのに。

　しかし、もちろんそんなことはないのだ。彼女が戻ってきたからといって、それですべてが元通りになるわけではない。絵え里り香かの両親はもう存在せず、であるからには絵里香はまっとうな生活を送ることはできない。──あるいは、青せい磁じは頭のどこかで、それも仕方のないことだと思っていたのかもしれない。

「……すごい、な。ツォルドルフは」

　頭に浮かんだ言葉を、素直に口にする。と、レレナは照れたようにうつむいた。朱しゆに染まる頰ほおを見て、青磁は首を振り、

「いや、すごい。そこまで考えてたのか。俺おれなんかとは全然違うな」

「そっ、そんなことないよ。──すごいっていったら、時とき田たくんのほうがずっとすごい。あそこで、時田くんが自分の命まで賭かけて私の背中を押してくれなかったら──今頃、私はここにこうしてはいられなかったと思う」

　う、と青磁は顔をひきつらせた。

　実際、どうして自分があのとき自らの首筋に短刀を当てたのか、青磁はほとんど覚えていなかった。今振り返ってみると、あれは紛まぎれもない脅きよう迫はくであり、しかも約束破りだった。自分の命を人ひと質じちにしてレレナに戦えとけしかけるなど、思い返しただけで居たたまれない気分になってくる。

　とはいえ、間違ったことをしたという気は、不思議としなかった。レレナも感謝してくれているようなので──まあ、それならいいか、と青磁は答えを曖あい昧まいにした。

「……そういえば」

　つ、とレレナの視線が滑すべって、青磁のことを見た。

　その瞳ひとみに浮かぶ色は、青磁にはよくわからない。楽しんでいるようでもある。怯おびえているようでもある。様々な感情が入り交じった、不思議な目つきだった。

「時田くん、あのとき私のことを、レレナって呼んだよね？」

「────、え!?　あ、いや、そっ、そうだったか？」

　噓うそだった。もちろん覚えていた。なにしろ彼女のことを下の名前で呼んだのは、あれが初めてだったから。が、それを認めるには、青磁の勇気はあまりにも足りなすぎた。顔面に血が上ってくるのを感じつつ、青磁はか細い声で、

「────、お、覚えていない」

　その様子をたまが見たら、深々とため息をしていたことだろう。レレナは立ち止まって、そんな青磁の顔をとっくりと観察している。口元が微び妙みように歪ゆがんでいるのは──面白がっているのだろうか、それとも不ふ機き嫌げんになっているからだろうか。よく、わからなかった。

「それじゃあ、もう、呼んでくれないの？」

　かすれて響ひびいたレレナの声に、青磁は顔を上げる。

　どきどきと、青せい磁じの心臓が鳴っていた。ひりついた喉のどを動かして、ごくり、と唾つばを飲み込む。そうしてから、幼児のように一心に自分を見つめるレレナに向かって、彼は答えを返した。

「ツ、────レレナが、そうしてほしいなら」

　この期ごに及んで責任転てん嫁かか、と我ながら情けなくなる。だが、その答えはレレナのお眼鏡めがねに適かなったようだった。レレナは柔やわらかく微笑ほほえむ。それを見て、青磁の心の中にひとつの確信が芽生えた。

　レレナは手を伸ばして、青磁の指先を摘つまむようにして握にぎった。はにかむような笑えみを青磁に向けながら、彼女は小さく囁ささやいた。

「うん！　そう呼んで、青磁くん」

「────────」

　物も言わずに立ち尽くした青磁を置き去りにするようにして、レレナは前を向いて歩きはじめた。その背中を呆ぼう然ぜんと見送りながら、青磁は自分の指先が、やけにちりちりとしていることに気づいた。レレナに触ふれられたその箇所を、確かめるように擦こすり合わせながら、彼は細く長く息を吐はく。

　──ああ、そうか。

　俺おれは、あの子のことが、好きだったのか。




　　　　◆




　病室は、やはりなにも変わってはいなかった。

　以前来たときに活いけられていた百ゆ合りの花も、同じように窓辺で日の光を受けて輝いていた。ただし前回から日が経たっているからか、その花はわずかに萎しおれ、うつむいているようでもあった。

　そのことになんとはなしの哀かなしみを覚えながら、レレナは歩いていく。

　ベッドの上に横たわる絵え里り香かも、やはり、なんの変わりもないように見えた。

　ただ、少しだけやつれていた。なにも食べられないのだから当たり前だ。もしもこのまま、ずっと病院の中で覚めない眠ねむりを続けていたら、どうなるのだろう──というおぞましい想像が湧わき起こってきて、レレナは慌あわててそれを振り払った。

　どっちにしろ、そんなことは起きようがない。

　今。彼女は、目覚めるのだから。

　鼓こ動どうが速くなっていく。本当に目覚めるのだろうか、という疑問は、まだレレナの中にこびりついていた。これで起きるはず、と舞まいは言った。断言はしてくれなかった。もしも。もしもこれで、彼女になにも起きなかったら、そのときは──

　やめよう。

　もしもそうなったら、──彼女を目覚めさせる方法を、再び探すだけだ。

「……絵え里り香か」

　名を呼んで、レレナは彼女に顔を近づけた。鼻先が触ふれあうほどの距離になってから、ぴたりと止まって、ぱっと後ろを振り返った。

　青せい磁じが息を詰めて見守っている。レレナは苦にが々にがしげに唇くちびるを結んで、

「……あの、青磁くん。み、見ないでくれる、かな？」

「え？　──あ！　ああ、そうだな、すまない！」

　兵士もかくやというほどの反応速度で、青磁は壁際を向いてぴしっと姿勢を正した。その態度に、小さく笑いを漏もらしてから、レレナはまた絵里香に向き直った。同性に対してそうするということに、抵抗感がなかったといえば噓うそになるが、他ほかにやりようがないようにも思えた。舞まいから受け取った方法で、絵里香に受け渡すしかない。

　──こういう童話、あったよね。名前、忘れちゃったけど。

　そんなことを考えながら──レレナは絵里香の唇に、口づけをした。

　喉のどの奥から、こみ上げてくるものがあった。黒くて熱いそれは、自らの意志を持ってレレナの口から絵里香の口へと移っていく。それが完全に絵里香の中に入ったことを確認してから、レレナはゆっくりと顔を上げた。呼吸も忘れて、じっと観察する。

　やがて。

「────ん」

　かすかな声が、絵里香の喉から漏れた。

　思わず自らの胸に手を当てる。その手が震ふるえていることさえ、レレナは自覚していない。ただ彼女は、高く速くなる鼓こ動どうを耳にしながら、絵里香がゆっくりとその目を開けるところを、じっと見つめていた。

　ぼんやりと、焦しよう点てんの合わない目で天てん井じようを見つめていた絵里香は、ふとレレナのほうに視線を向けた。その唇が、柔らかく綻ほころび、

「…………あ、レレナだ。おはよ、レレナ」

　絵里香は、そう言った。

　その言葉を、聞いて──




　レレナの中で、ずうっと抑おさえ込んでいたものが、一気に溢あふれ出した。




「────え、り、」

　言葉にはならない。声にすらならなかった。ただ、後から後から溢れ出してくるものに突き動かされて、レレナは絵里香に抱だきついた。まだ横たわっている絵里香の胸元に、母親に縋すがる子供のように。

　瞳ひとみが焼きついてしまうのではないかと思うほど、熱く熱く涙なみだが溢あふれつづける。今まで、ずっと我が慢まんしてきた涙。ありとあらゆる苦痛を飲み込んで、レレナに立ちつづけろと、戦いつづけろと強要してきた涙。それが、一いつ斉せいに溢れて、嗚咽おえつと共に止め処どもなく身体からだの外へと流れ出していく。

　絵え里り香かは、そんなレレナの頭を、よしよしと撫なでてくれた。小さく笑うような声が、レレナの耳元で囁ささやかれる。

「──なによ、いきなり。もう、あんたって、実は泣き虫だったんだね」

　その言葉に反論しようという気持ちさえ、レレナの中には起きてこなかった。

　ただ、レレナの中には、喜びだけが湧わき上がってきていた。

　守ることができたのだ。そう思う。取り戻すことができたのだ。喪うしなってしまったものを、かつて亡くしてしまったものを。私は、今度こそ、取り返すことができたんだ。

　そのことが、ただ無性に嬉うれしくて。

　レレナはいつまでもいつまでも、誰に憚はばかることもなく泣きつづけた。





終わり









あとがき







　どうも、初めまして、あるいはお久しぶりです。鈴すず木き鈴すずです。

『吸血鬼のひめごと』三巻を手にとって頂いて、まことにありがとうございます。

　このシリーズはこの巻で一応の終了となります。「一応」とつくのは、世の中なにが起きるかまったくわからないということを学習したためでございます。だって僕も『吸血鬼のおしごと』七巻を書き終わった時点では『吸血鬼のひめごと』を書くなんてことは想像だにしていませんでしたから。七巻のあとがきを見るとちょっと過去にトラベルして自分を殺したくなります。




　まあ、それはそれとして。

　このお話をこういう形で決着させることができたということに、手前味み噌そではありますが非常に満足しております。詳しくはネタバレになるので控えますが、この結末は、今度こそ、レレナが自らの手で選んで摑つかみ取った結末であるのだと思います。

　これからレレナがどういうふうに生きていくのか、それはわかりません。ただ、きっと胸を張って生きていけることでしょう。過去に囚とらわれることはなくなるはずです。このシリーズは、彼女がそうすることができるようになるまでのお話でもあるのです。

　その過程を描えがけたことに、作者として満足しています。

　この本を読んでくださった方に、同じような満足を味わっていただければ、これに勝まさる喜びはありません。

　……なんだかこういうことを書くのは非常に恥ずかしいのですが、書き終わってから言うなって感じですよね。すいません。




　さて、それではこのシリーズを書くに当たって、お世話になった方々にお礼を述べたいと思います。

　担当編集者の荒あら木きさんと徳とく田ださん。大変お世話になりました。……今回もまた、締め切り延ばしまくってしまって、本当に申し訳ありません。次はもう少し、担たん当とうさん方への負担を減らしたく思います。

　イラストレーターさんの片かた瀬せさん。こちらも予定を狂わせてしまって、申し訳ありませんでした。また、美び麗れいなイラストをつけてくださって、本当にありがとうございます。

　この本を手に取り、読んでいただいた読者の方々にも、感謝を捧ささげたいと思います。あなた方がいなくばこの本は出ていません。皆さんに喜んでいただけるものを書けるように、今後も精進していきたいと思います。




　それでは、またいつか、どこかでお会いできることを願って。

　ごきげんよう、さようなら。





鈴すず木き鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

子猫（前巻著者近影参照）の成れの果て。暇さえあれば自分の尻尾をちゅうちゅう吸い、膝からどけようとすると不満そうな声を上げます。膝の上でやられると涎が落ちるんです。勘弁してください。
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片かた瀬せ 優ゆう

三重県出身で現在は杉並区在住の絵描き。乙女座でＯ型。たまには温泉とか行きたいです。
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